


操作説明（3章～7章）の基本的な読みかたについて説明しています。

本書の見かた
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次のような方法で検索されますと、すばやくさがせます。

■ タイトルからさがす
♦ 総合目次
♦ 各章のはじめの目次
♦ ヘッダー

■ 取り付け位置、警告灯・表示灯からさがす
♦ イラスト目次  → 1-2ページ

■ ブザー音からさがす
♦ 警告ブザーが鳴ったときは  → 1-16ページ

■ 名称からさがす
♦ さくいん  → 9-1ページ

■ 4WD車特有の記載をさがす
♦ 4WD車を運転するときは  → 2-28ページ
♦ タイヤチェーン  → 6-13ページ
♦ けん引してもらうときは  → 7-36ページ

■ オイルや、交換部品をさがす
♦ お車との上手なつきあいかた  → 6-1ページ
♦ 万一のとき  → 7-1ページ
♦ サービスデータ  → 8-1ページ

お知りになりたいことをさがすときは



ご愛車に関するメモ
記入される記号・番号は、車検証、IDプ
レートをご覧ください。

※本書で「オートマチック車」と記載さ
れている場合、「CVT車」を示していま
す。

IDプレート（1）

助手席ドアを開いた所に貼付してありま
す。

71L020010

70K212

ご　愛　車　の　メ　モ

車名および
車両型式

車名：

型式：

車台番号

エンジン型式
□K12B型
□M16A型

車体色記号

営業機種記号

トランス
ミッション

□マニュアルミッション
□オートマチックミッション（※）

ナンバープレート
（自動車登録番号）

ご購入年月日 　　　年　　  月　　  日

(2) 車両型式 (3) 車台番号
(4) エンジン型式 (5) 車体色記号
(6) 車体色と内装色の組み合せコード
(7) 営業機種記号（補助記号）

(1)

TYPE
CHASSIS  NO.
ENGINE

COLOR

(2) (3)

(4)

(6)

(5) (7)



総 合 目 次

クイックガイド
イラスト目次 ････････････････････････････････  1-2

警告ブザーが鳴ったときは ･･･････････････････  1-16

必読！安全なドライブのために
必読！ 安全なドライブのために ････････････････  2-2

運転する前に
ドアの開閉 ･･････････････････････････････････  3-2

警報装置 ･･･････････････････････････････････  3-15

ウインドーの開閉 ･･･････････････････････････  3-18

各部の調節 ･････････････････････････････････  3-22

シートの調節 ･･･････････････････････････････  3-27

シートベルト ･･･････････････････････････････  3-37

SRSエアバッグ ･････････････････････････････  3-50

メーター ･･･････････････････････････････････  3-63

スイッチの使いかた ･････････････････････････  3-89

運転するときは
エンジン始動 ････････････････････････････････  4-2

パーキングブレーキ ･････････････････････････  4-12

チェンジレバー ･････････････････････････････  4-13

オートマチック車 ･･･････････････････････････  4-15

クルーズコントロール ･･･････････････････････  4-27

ABS ･･･････････････････････････････････････  4-30

ESP® ･･････････････････････････････････････  4-32

アイドリングストップシステム ･･･････････････  4-36

1

2

3

4



1

2

3

4

5

6

7

8

9

0-2

装備の取扱い
エアコン、ヒーター ･･････････････････････････  5-2

オーディオ ･････････････････････････････････  5-11

その他の装備 ･･･････････････････････････････  5-43

お車との上手なつきあいかた
お手入れ ････････････････････････････････････  6-2

寒冷時の取扱い ･･････････････････････････････  6-8

万一のとき
パンク ･･････････････････････････････････････  7-2

バッテリーあがり ･･･････････････････････････  7-21

ヒューズ切れ ･･･････････････････････････････  7-23

電球切れ ･･･････････････････････････････････  7-28

オーバーヒート ･････････････････････････････  7-34

その他 ･････････････････････････････････････  7-35

サービスデータ
サービスデータ ･･････････････････････････････  8-1

さくいん
さくいん ････････････････････････････････････  9-1

5

6

7

8

9



1

クイックガイド/イラスト目次

1-2

■ 外観

71L3101

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

クイックガイド
1. イラスト目次

イラスト目次

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

(9) (10)

(8)

(12)(11) (13) (14) (15)

標準車

スポーツ車
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■ 内装1

71L3102

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

(1) (2) (3) (8)(4) (5) (6) (7) (9)

(10) (11) (13) (15)(14)(12)
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■ 内装2
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お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
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■ 運転席まわり
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お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

(1) (2) (3) (5)(4) (6) (7)

(9)(8) (11) (12)(10) (13)
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（7） エンジンスイッチ ･･･････････････････････････････4-2

（8） リヤデフォッガースイッチ ･････････････････････ 3-97
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（10）ESP® OFFスイッチ････････････････････････････ 4-34

（11）アイドリングストップシステムOFFスイッチ ･････ 4-44
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（13）光軸調整ダイヤル ･････････････････････････････ 3-92
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クイックガイド/イラスト目次

1-10

■ 警告灯・表示灯

71L3105

71L31101

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

エネチャージ非装備車

(23) (24)

(3) (13)(2) (9) (7) (21)

(15)

(22)(10)(1) (8)(5)(11)

(6)(14)(25) (12)(20) (16)(19) (18)

(4)

エネチャージ装備車

x1000
  RPM

km/h

(23) (24)

(3)
※

(13) (9)
※

(7)
※※

(8)

(21)
※

(15)(15)

(22)
※※※

(10)
※

(2) (1)
※

(5)
※

(11)
※

※
(6)

(14)

※
(12)

(20)

(16)

(19)(18) (4)(27) (26)

(17)



1

クイックガイド/イラスト目次

1-11

• 警告灯が点灯または点滅し続けた場合は、車両またはシステムの異常が考え
られます。次の参照先をよくお読みのうえ、スズキサービス工場で点検を受
けてください。
→　3-66ページ（警告灯・表示灯の見かた）

• ※印の警告灯・表示灯は、エンジンスイッチを  にしたときに初期点灯するのが

正常です。点灯しない場合は、スズキサービス工場で点検を受けてください。

• アイドリングストップシステム装備車には、特有の点灯条件があります。
→　4-36ページ（アイドリングストップシステム）

警告灯 色 警告灯名

（1） ※ 赤 ブレーキ警告灯

（2） 赤 シートベルト警告灯

（3） ※ 赤 SRSエアバッグ警告灯

（4） オレンジ 燃料残量警告灯

（5） ※ オレンジ ABS警告灯

（6） ※ オレンジ
オートレベリング警告灯
（タイプ別装備）

（7） ※ オレンジ エンジン警告灯

（8） ※ オレンジ パワーステアリング警告灯

（9） ※ 赤 油圧警告灯

（10） ※ 赤 充電警告灯

ON



1

クイックガイド/イラスト目次

1-12

（11） ※ オレンジ
トランスミッション警告灯
（オートマチック車）

（12） ※ オレンジ イモビライザー警告灯

（13） 赤 半ドア警告灯

（14） オレンジ 携帯リモコン電池消耗警告灯

表示灯 色 表示灯名

（15） 緑 方向指示器表示灯

（16） 青 ヘッドライト上向き（ハイビーム）表示灯

（17） 緑
ライト点灯表示灯
（タイプ別装備）

（18） 緑 プッシュ表示灯

（19） オレンジ ACC表示灯

（20） オレンジ IG ON表示灯

（21） ※ オレンジ
ESP® OFF表示灯
（タイプ別装備）

（22） ※ オレンジ
ESP®作動表示灯
（タイプ別装備）

警告灯 色 警告灯名
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クイックガイド/イラスト目次

1-13

（23） 緑
CRUISE表示灯
（クルーズコントロール装備車）

（24） 緑
SET表示灯
（クルーズコントロール装備車）

（25） ※ 緑
エコドライブインジケーター
（タイプ別装備）

（26） ※ 緑
アイドリングストップ表示灯
（タイプ別装備）

（27） ※ オレンジ
アイドリングストップシステムOFF表示灯
（タイプ別装備）

表示灯 色 表示灯名
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クイックガイド/イラスト目次

1-14

■ キー

71L3107

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

キー ･･･････････････････････････････････････････････3-2

ドア ･･･････････････････････････････････････････････3-3

キーレスエントリー ･･････････････････････････････････3-8

携帯リモコン ･･････････････････････････････････････ 3-10

キーレスプッシュスタートシステム ････････････････････4-4

エンジンのかけかた ･･････････････････････････････････4-8



1

クイックガイド/イラスト目次

1-15

■ 荷室

71L3108

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

（1） フロアボード ･･･････････････････････････････････7-2

（2） ホイールナットレンチ ･･･････････････････････････7-2

（3） ジャッキバー ･･･････････････････････････････････7-2

（4） タイヤパンク応急修理セット ･････････････････････7-3

（5） けん引フック ･････････････････････････････ 7-2、7-37

（6） ジャッキ ･････････････････････････････････ 7-2、7-16

(4) (6)(5)

(1) (2) (3)
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クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-16

■ 全車共通

1. 警告ブザーが鳴ったときは

警告ブザーが鳴ったときは

いつ ブザー音
メーター／
インパネ

原因と対処方法

いずれかの
ドアを開け
たとき

ピー、ピー、
（約10秒間、
室内ブザー）

2秒間隔で点滅

セキュリティアラームの警報が作動してい
ます。エンジンスイッチを  にすると、
警報を途中で停止できます。
→　3-15ページ（セキュリティアラーム）

エンジン
スイッチを 

 にした
とき

ピー、ピー、
（4回、室内
ブザー）

約8秒間
小刻みに点滅

駐車時にセキュリティアラームの警報が作
動したことを示しています。盗難にあって
いないか車の中を確認してください。
→　3-15ページ（セキュリティアラーム）

エンジン
スイッチが 

 のとき

ポーン
（1回、室内
ブザー）

点灯

燃料の残量が少なくなっています。すみや
かに給油してください。
→　3-68ページ（燃料残量警告灯）

エンジンを
かけようと
したとき

ピー、ピー、
（約2秒間、
室内／車外
ブザー）

点滅

携帯リモコンが車内にない、またはリモコ
ンの電池切れが考えられます。リモコンを
車内にもどすか、リモコンをエンジンス
イッチにあててください。
→　4-7ページ

（携帯リモコン車外持ち出し警告）
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

すべての
ドアを
閉めたとき

ON

ON

ON



1

クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-17

※アイドリングストップシステム装備車

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法

走行中 ピー、ピー、
（約95秒間、
室内ブザー）

点滅

運転者がシートベルトを着用していませ
ん。安全な場所に停車して、ベルトを着用
してください。
→　3-38ページ

（シートベルト警告ブザー）

ピピピッ、
ピピピッ、

（室内ブザー）
点灯

パーキングブレーキが解除されていません。
パーキングブレーキを解除してください。
→　4-13ページ（パーキングブレーキ解除

忘れ警告ブザー）

ポーン
（1回、室内
ブザー）

点灯

いずれかのドアが完全に閉まっていませ
ん。安全な場所に停車して、完全に閉めて
ください。
→　3-71ページ（半ドア警告灯）

運転席ドア
を開けたと
き

ピーーー
（室内ブザー）

点灯（※）

ヘッドライトや車幅灯が点灯しています。
これらを消してください。
→　3-90ページ

（ライト消し忘れ警告ブザー）

ピッ、ピッ、
（室内ブザー）

－

故障などで、エンジンスイッチを 
（OFF）にもどしていずれかのドアを開けて
もハンドルがロックされていません。スズ
キサービス工場で点検を受けてください。
→　4-12ページ

（ハンドルロック未作動警告ブザー）

ピー、ピー、
（室内ブザー）

点灯

エンジンスイッチが  になっていま
す。  （OFF）にもどしてください。
→　4-12ページ（エンジンスイッチもどし

忘れ警告ブザー）

リクエスト
スイッチを
押したとき

ピー
（約2秒間、
車外ブザー）

いずれか点灯

エンジンスイッチが  または  に
なっています。  （OFF）にもどして
ください。
→　3-13ページ（リクエストスイッチ未作

動警告ブザー）

－
携帯リモコンが車内にあります。リモコン
を車外に持ち出してください。

点灯

いずれかのドアが完全に閉まっていませ
ん。完全に閉めてください。

LOCK

ACC
LOCK

ACC ON
LOCK
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クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-18

■ オートマチック車のみ

■ マニュアルモード付CVT車のみ
→　4-18ページ（マニュアルモードの使いかた）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法

携帯リモコ
ンのロック
スイッチを
押したとき

ピー
（約2秒間、
車外ブザー）

点灯

いずれかのドアが完全に閉まっていませ
ん。完全に閉めてください。
→　3-8ページ（キーレスエントリー）

いつ
ブザー音

（室内ブザー）
メーター 原因と対処方法

停車中／
後退中

ピー、ピー、

表示

セレクトレバーが  に入っています。セ
レクトレバーの位置を確認してください。
→　4-21ページ（  （リバース）ポジ

ション警告ブザー）

いつ
ブザー音

（室内ブザー）
メーター 原因と対処方法

パドルシフ
トスイッチ
を操作した
とき

ピピッ

―

希望するギヤポジションに変速されていま
せん。車速に見あった適切なギヤポジショ
ンを選択してください。

R

R
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クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-19

■ アイドリングストップシステム装備車のみ
→　4-36ページ（アイドリングストップシステム）

※エンスト状態になると、上記以外にも次の警告灯が点灯します。
・パワーステアリング警告灯、油圧警告灯、充電警告灯

→　3-66ページ（警告灯・表示灯の見かた）

いつ
ブザー音

（室内ブザー）
メーター 原因と対処方法

エンジンの
自動停止中

ピー、ピー、

－

ボンネットを開けたため、エンスト状態
（※）になりました。エンジンを再始動する
ときは、次の手順で対処してください。
①パーキングブレーキをしっかりとかけ、

セレクトレバーを  に入れます。
②ボンネットを完全に閉めます。
③エンジンスイッチを操作して再始動しま

す。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

ピー、ピー、
（約5秒間）

いずれか点灯

次のいずれかの操作をしたため、エンジン
が自動で再始動しました。
• 運転席シートベルトを外す
• 運転席ドアを開ける

発進する前に、ドアを閉め、シートベルト
を着用してください。また、車外に出ると
きは、事前に次の手順を実施してください。
①パーキングブレーキをしっかりとかけ、

セレクトレバーを  に入れます。
②長時間停車するときや車から離れるとき

は、エンジンスイッチを操作してエンジ
ンを停止します。

→　4-10ページ
（エンジンを止めるときは）

P

P
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2

必読！ 安全なドライブのために

2-1

2. 必読！
安全なドライブのために
とくに重要な項目ですのでしっかりお読
みください。

出発の前に（お車の確認）･･････････････････････ 2-2
荷物を積むときは･･････････････････････････････ 2-6
お子さまを乗せるときは････････････････････････ 2-7
運転席にすわって･･････････････････････････････ 2-11
エンジンをかけるときは････････････････････････ 2-13
走行するときは････････････････････････････････ 2-14
駐車するときは････････････････････････････････ 2-19
給油するときは････････････････････････････････ 2-22
オートマチック車を運転するときは･･････････････ 2-23
SRSエアバッグ車を運転するときは･･････････････ 2-25
4WD車を運転するときは ･･･････････････････････ 2-28
こんなことにも注意して････････････････････････ 2-29
エコドライブをしましょう･･････････････････････ 2-33

安全運転が第一

お車に装備されているシートベルト、SRSエアバッグ
システム、ABS（アンチロックブレーキシステム）
などの安全装備も、乗員の安全確保には限界がありま
す。法定速度を厳守するとともに、スピードを控えめ
にして安全運転に心がけてください。
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必読！ 安全なドライブのために

2-2

日常点検を確実に

64L20180

車の走行距離、使用状態から判断した
適切な時期に実施してください。
→　メンテナンスノート（日常点検）

こんな症状に気づいたときは

80J009

車検を受けるときの注意

ESP® 装備車をテスターに載せる場合
は、次のことをお守りください。

• ESP® OFF スイッチを操作して、ト
ラクションコントロールおよびスタ
ビリティコントロールを作動停止の
状態にします。
→　4-34ページ

（ESP® OFFスイッチ）

詳細については、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。

タイヤの空気圧をチェック

• 定期的に点検・調整してください。
この車の指定空気圧は、運転席ドア
の開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」（1）で確認できます。
→　メンテナンスノート（日常点検）

64L20010

• 空気圧が不足したまま走行すると、
タイヤの両端が摩耗する原因となり
ます。また、燃費が悪くなります。

• 偏平タイヤ（185/55R16 83V, 195/
45R17 81W）は、見た目では空気圧
の不足がわかりにくいので注意が必
要です。

次のような場合はスズキサービス工
場で点検を受けてください。
•地面に油や液の漏れたあとが残っ
ている
•ブレーキ液が不足している
•いつもと違うにおい、音、振動が
ある
•ハンドルやブレーキを操作したと
きの感じがいつもと違う

必読！ 安全なドライブのために

出発の前に（お車の確認）

(1)
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必読！ 安全なドライブのために

2-3

バッテリーについて

この車は、次のバッテリーを搭載して
います。

•鉛バッテリー（全車共通）
車の電源供給に使用されています。

•リチウムイオンバッテリー
（エネチャージ装備車のみ）
車の電装品に電気を供給するために
使用されています。
→　4-45ページ（エネチャージ）

72M00153

各バッテリーについて、次の「鉛バッ
テリー」および「リチウムイオンバッ
テリー」をお読みいただき、正しい取
扱いをしてください。

• バッテリーは少しずつ放電します。
バッテリーあがりを防ぐためには、
1 か月に一度は連続して 30 分以上走
行して充電する必要があります。

空気圧が極端に低いまま走行する
と、タイヤがバースト（破裂）して
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

72J20040

指定空気圧を守らないと車の性能が
十分に発揮できず、次のようなこと
が起きるおそれがあり、思わぬ事故
につながったり、故障の原因となっ
たりするおそれがあります。
•走行安定性が悪化する
•ブレーキをかけたときの制動距離
が伸びる
•ABSおよびESP®（タイプ別装備）
の場合、正確なタイヤ回転速度が検
出できなくなって正常に作動しな
くなる
•4WD 車では、その性能が十分に発
揮できないばかりでなく、駆動系
部品に悪影響をあたえる

(1) 鉛バッテリー
(2) リチウムイオンバッテリー

(1)

(2)
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2-4

■ 鉛バッテリー

液 面 が 下 限（2）よ り 下 に あ る と き
は、バッテリー補充液を上限（1）ま
で補充してください。バッテリー液が
不足すると、バッテリーの寿命を縮め
るおそれがあります。
→　メンテナンスノート（日常点検）

80J1267

■ リチウムイオンバッテリー

エネチャージ装備車専用のバッテリー
で助手席下にあります。

• リチウムイオンバッテリーは点検不
要です。

• リチウムイオンバッテリーの交換ま
たは廃棄については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

•バッテリー液が不足すると、発熱し
て爆発のおそれがあります。
•バッテリー端子を外して再び接続す
るときは、確実に締め付けてくださ
い。ゆるみがあると、火災や故障の
原因となります。

鉛バッテリーの液面を点検する

(1)
(2)

アイドリングストップシステム装備
車は、高性能な専用の鉛バッテリー
を使用していますので、次のことを
お守りください。守らないとアイド
リングストップシステムが正常に作
動しなくなったり、バッテリーの寿
命が短くなったりするおそれがあり
ます。
•バッテリーを交換するときは、指
定のバッテリーを使用する（指定
外のものを使用しない）
→　8-3ページ（サービスデータ）

•バッテリー端子から電気製品の電
源をとらない

タイプ別装備
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2-5

排気管も点検

80J011

排気管に穴やひび割れがないか、とき
どき点検してください。

リチウムイオンバッテリーの取扱い
を誤ると、火災や感電などを起こし
たり、故障の原因となったりするお
それがあるため、次のことをお守り
ください。
•取り外したり分解したりしない
•水などで濡らさない
•強い衝撃をあたえない
•上に乗ったり、荷物を載せたりしな
い
•バッテリー端子を外したり、端子
から電気製品の電源をとらない

71L3201

排気管に漏れがあると、排気ガスが
車内に侵入して一酸化炭素中毒のお
それがあります。異常を感じたとき
は、スズキサービス工場で点検を受
けてください。
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2-6

荷物の積みすぎは、車体や走行に悪影
響をおよぼします。

•燃料や薬品が入った容器、スプレー
缶などを車内に持ち込まないでくだ
さい。引火や爆発のおそれがありま
す。

80J021

•インパネの上に物を置かないでくだ
さい。運転視界をさまたげたり、発
進時や走行中に動いたりして、安全
運転のさまたげになるおそれがあり
ます。また、万一の事故で助手席
SRS エアバッグが正常に作動しな
かったり、助手席 SRS エアバッグ
がふくらんだときに飛ばされたりし
て、けがのおそれがあります。

80J070

荷物を積むときは

•車内に荷物を積み重ねないでくださ
い。また、ラゲッジシェルフにもの
を載せないでください。視界のさま
たげになるばかりでなく、急ブレー
キで荷物が飛び出し、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

80J022

•動物を乗せるときは、動きまわらな
いように注意してください。運転の
さまたげになったり、急ブレーキの
ときなどに思わぬ事故につながった
りするおそれがあります。
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2-7

お子さまは後席に乗せる

51K0188

• できるだけ大人が隣にすわり、お子
さまを見守ってください。

• 助手席に乗せるとお子さまの不意の
動作が気になったり、お子さまがい
たずらしたりして、運転のさまたげ
になるおそれがあります。

• お子さま用シートは、お子さまの年
齢や体格にあった適切なものを選ん
でください。
→　2-8 ページ（お子さま用シート

の使用について）
→　3-44ページ（お子さま用シート

の選択について）

いつもより慎重に安全を確保
し、スピードを控えめに安全
運転を心がけましょう。

お子さまを乗せるときは

•後席のお子さまが走行中にドアを開
けないように、チャイルドプルーフ
をご使用ください。
→　3-7ページ

（チャイルドプルーフ）

•お子さま用シートを必要としないお
子さまをやむをえず助手席に乗せる
ときは、次のことをお守りくださ
い。
・助手席を一番後ろに下げてくださ

い。助 手 席 を 前 に 出 し て い る
と、助手席 SRS エアバッグが作
動したときの強い衝撃で重大な
傷 害 を 受 け る お そ れ が あり ま
す。

・SRSサイド/カーテンエアバッグ
（タイプ別装備）が作動したと
きの強い衝撃で、重大な傷害を
受けるおそれがあります。お子
さまが窓から手を出したり、ド
アにもたれかかったりしないよ
うにしてください。

80J062

•お子さまがアームレストやシート下
のレール部など車内の可動部に手や
足などを近付けないように注意して
ください。はさまれてけがをするお
それがあります。
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2-8

お子さまもシートベルトを着用 シートベルトで遊ばせない

80J028

お子さま用シートの使用につ
いて

• 次のようなお子さま用シートは、助
手席で使用することができません。
後席に取り付けてください。
・ベビーシートなどの後ろ向きお子

さま用シート
・ジュニアシート

• 安全のため、チャイルシートも後席
に取り付けてください。

•ひざの上にお子さまを抱かないでく
ださい。しっかり抱いていても、衝
突のときなどに十分にささえること
ができず、お子さまが重大な傷害を
受けるおそれがあります。

80J081

•必ずシートベルトを着用させてくだ
さい。
•一本のシートベルトを二人以上で使
用しないでください。
•シートベルトが首やあごにかかると
きや、腰骨にかからないようなお子
さまには、チャイルドシートやジュ
ニアシートをご使用のうえ、後席に
乗せてください。シートベルトを正
しく使用しないと、お子さまが重大
な傷害を受けるおそれがあります。

80J082

•首がすわっていないお子さま、ひと
りすわりのできないお子さまには、
ベビーシートをご使用のうえ、後席
に乗せてください。

お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。ベルトを身体に巻き
つけるなどして遊んでいるときに、
窒息など重大な傷害を受けるおそれ
があります。万一の場合は、ハサミ
でベルトを切断してください。
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2-9

• お子さま用シートは、お子さまの年
齢や体格にあった適切なものを選ん
でください。
→　3-44ページ（お子さま用シート

の選択について）

• 助手席サンバイザーの両面には、助
手席 SRS エアバッグ装備車にお子さ
ま用シートを取り付ける場合の禁止
事項などを示した警告ラベルが貼ら
れています。お子さま用シートをご
使用の前に、2-27ページの「助手席
SRS エアバッグに関する警告ラベ
ル」を必ずお読みください。

• この車には、次のタイプのお子さま
用シートを取り付けることができま
す。
・シートベルトで固定するタイプの

お子さま用シート
→　3-43ページ（お子さま用シー

トのシートベルトによる固定）
・ISOFIXタイプのお子さま用シート

→　3-32 ページ（ISOFIX 対応
チャイルドシ－ト固定専用金
具）

• お子さま用シートの種類によって
は、この車に正しく取り付けられな
いものがあります。使用する前に、
お子さま用シートに付属の取扱説明
書をよく読み、取り付け方法や取扱
いなどについてご確認ください。

• お子さま用シートには、スズキ純正
品をおすすめします。詳しくは、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご
相談ください。

• お子さま用シートを使用していて
も、お子さまの安全の確保には限界
があります。スピードは控えめにし
て、安全運転に心がけてください。

•助手席には、ベビーシートなどの後
ろ向きお子さま用シートを取り付け
ないでください。助手席 SRS エア
バッグがふくらむと、お子さま用
シートの背面に強い衝撃が加わり、
生命に関わる重大な傷害を受けるお
それがあります。
•やむをえず助手席にチャイルドシー
トを取り付けるときは、助手席を一
番後ろに下げ、前向きに取り付けて
ください。

80J027

•SRSサイド／カーテンエアバッグ
（タイプ別装備）が作動したときの
強い衝撃で、重大な傷害を受けるお
それがあります。お子さまが窓から
手を出したり、ドアにもたれかかっ
たりしないようにしてください。



2

必読！ 安全なドライブのために

2-10

ドアやウインドーの開閉、
シートの調節は大人が行なう

お子さまの手足や首をはさまないように、
大人が開閉や調節を行なってください。

80J029

窓から顔や手を出さない

80J030

•走行する前に、お子さま用シートが
確実に固定され、ガタつき、ゆるみ
などがないことを確認してくださ
い。
•お子さま用シートを取り付けたシー
トの背もたれを倒さないでくださ
い。お子さま用シートが適切に固定
されなかったり、衝突したときなど
に体がシートベルトの下に滑り込ん
だりして、重大な傷害を受けるおそ
れがあります。
•万一の事故でお子さま用シートに
強い衝撃を受けた場合は、外観に異
常がなくても再使用しないでくだ
さい。いざというときに性能を十分
発揮できないおそれがあります。

お子さま用シートは、使用していな
いときでもしっかりとシートに取り
付けるか、荷室に収納してください。
シートから取り外したまま客室内に
放置すると、ブレーキをかけたときな
どに乗員やものに当たるおそれがあ
ります。

パワーウインドーは、お子さまが自
分で操作しないように、ウインドー
ロックスイッチをご使用ください。
→　3-19ページ

（ウインドーロックスイッチ）

お子さまが手や顔などを出さないよ
うに注意してください。急ブレーキ
で重大な傷害を受けたり、転落した
りするおそれがあります。また、車
外のものなどに当たって重大な傷害
を受けるおそれがあります。
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2-11

車から離れるときは お子さまを荷室に乗せない

63J20180

ハンドル、シート、ミラーの
調節は走行前に

80J014

車から離れるときは、お子さまだけ
を車内に残さないでください。
•お子さまのいたずらで、車の発進
や火災などの事故を起こすおそれ
があります。
•炎天下の車内は高温になり、お子
さまが熱射病にかかるおそれがあ
ります。エアコンをつけていて
も、車内にお子さまだけを残さな
いでください。

80J032

荷室は人が乗る構造になっていませ
ん。お子さまを乗せないでください。
急ブレーキなどで思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
道路上での停車中も、お子さまを荷
室で遊ばせないでください。

運転席にすわって



2

必読！ 安全なドライブのために

2-12

シートベルトは正しく着用

65J106

運転席の足元付近にものを置
かない

64L20030

車にあったフロアマットを
適切に使用する

64L20040

•走行中にハンドルの調節やシートの
調節、ルームミラーやドアミラーの
調節をしないでください。ハンドル
操作を誤ったり、前方不注意となっ
たりして、思わぬ事故につながるお
それがあります。
→　3-27 ページ（テレスコピック

＆チルトステアリング）
→　3-27ページ（前席シート）
→　3-22ページ

（ルームミラー、ドアミラー）

•背もたれを必要以上に倒さないでく
ださい。ヘッドレストやシートベル
トが本来の機能を発揮できません。

•走行前にシートベルトを正しく着用
してください。
•助手席や後席の同乗者全員にシート
ベルトを着用させてください。
→　3-37ページ

（シートベルトについて）

空き缶などを足元に放置しないでく
ださい。ペダル操作ができなくなっ
て思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
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2-13

換気が悪いところでエンジン
をかけたままにしない

80J010

ペダル操作のさまたげになって思わ
ぬ事故につながるおそれがあります
ので、次のことをお守りください。
•足元の形に合わないフロアマット
を使わない
•フロアマットを重ねて敷かない
•フロアマットは固定具などで確実
に固定する

71L20020

※運転席側のフロア（カーペット
下）には、スズキ純正フロアマッ
トに付属する固定具を取り付け
る穴があります。

この車専用のスズキ純正フロアマッ
トのご使用をおすすめします。

スズキ純正フロアマットの例

•車庫の中など、換気が悪いところで
エンジンをかけたままにすると、一
酸化炭素中毒のおそれがあります。
•エンジンをかけた状態で、バックド
アを開けたままにしないでくださ
い。排気ガスが車内に侵入します。
•車内で排気ガスのにおいがしたとき
は、すべての窓を全開にし、エアコ
ン、ヒーターの内外気切替えを外気
導入に切り替え、ファンを強にして
換気します。換気してもにおいが消
えないときは、すみやかにスズキ
サービス工場で点検を受けてくださ
い。

エンジンをかけるときは
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2-14

窓越しのエンジンスイッチ操
作はしない

71L20040

運転席にすわり、ブレーキペダルを踏
んでからエンジンを始動してくださ
い。

周囲をよく確認してから発進
する

80J025

エンジン始動直後の空ぶかし
や急発進、急加速をしない

80J064

エコドライブのため、空ぶかしや急発
進、急加速はしないでください。

→　2-33ページ
（エコドライブをしましょう）

窓越しのエンジンスイッチ操作はし
ないでください。思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

走行するときは

•周囲の安全をしっかりと確認してか
ら発進してください。
•バックミラーだけでは後方の安全が
十分に確認できません。車を後退さ
せるときは、車から降りて自分の目
で後方を確認してください。

エンジン始動直後は暖まっていない
ので、空ぶかしや急発進、急加速を
すると、エンジン故障の原因となり
ます。
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2-15

携帯電話やナビゲーションな
どに気を取られないで

85K2114

ハンドルの中に手を入れてス
イッチなどを操作しない

80J034

ブレーキペダルに足を乗せた
まま走行しない

クラッチペダルに足を乗せた
まま走行しない

64L20060

必要以上に長い時間、半クラッチ操作
を行なわないでください。

•運転者は、走行中に自動車電話や携
帯電話などを操作しないでください。
電話の操作に気を取られ、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
•運転者は、走行中にテレビを見た
り、ナビゲーションやオーディオな
どを操作したりしないでください。
前方不注意で思わぬ事故につながる
おそれがあります。

ハンドル操作のさまたげになり、思
わぬ事故の原因となります。

ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブ
レーキ装置が過熱したりして、効き
が悪くなるおそれがあります。

クラッチが早く摩耗したり過熱した
りして、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

マニュアル車
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2-16

走行中はニュートラルにしない

80J035

こんなときどうする？

•警告灯が点灯したら？
ただちに安全な場所に停車して処置
をしてください。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

•床下に強い衝撃を受けたら？
ただちに安全な場所に停車し、ブレー
キ液や燃料が漏れていないか、排気
管などに異常がないか点検してくだ
さい。異常が見つかったときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご連
絡ください。

•タイヤが突然パンクしたら？
ハンドルをしっかり握り、慎重にブ
レーキをかけて徐々にスピードを落
とし、安全な場所に停車してくださ
い。
→　7-2ページ（パンク）

•ブレーキペダルが重く感じたら？
車には、エンジンの負圧を利用して
ブレーキペダルを踏む力を軽減する
ブレーキ倍力装置がついています。
エンジンの負圧が低下していると、
ブレーキペダルを踏んだときに重く
感じることがありますが、異常では
ありません。そのままペダルを強く
踏んでください。

•ブレーキから金属音（キーキー音）
が聞こえたら？
すみやかにスズキサービス工場で点
検を受けてください。ディスクブレー
キのパッド（スズキ純正部品）には、
走行中に金属音が発生することで使
用限度（交換時期）近くまで摩耗した
ことを警報する機能があります。

長い下り坂ではエンジンブ
レーキを使用する

長い下り坂ではエンジンブレーキ（※）
を併用してください。アクセルペダル
から足を離し、走行速度にあわせて次
のようにします。

■ マニュアル車
ギヤを1速ずつシフトダウンします。
→　4-13ページ

（チェンジレバーの操作）

■ マニュアルモードなしCVT車
S（スポーツ）モードスイッチを ON に
するか、セレクトレバーを  にシフ
トダウンします。

緊急時以外は、走行中にチェンジレ
バーまたはセレクトレバーをニュー
トラルにしないでください。エンジ
ンブレーキがまったく効かないた
め、思わぬ事故の原因となります。

金属音が発生したまま走行を続けな
いでください。ブレーキが効かなく
なり、事故につながるおそれがあり
ます。

L
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■ マニュアルモード付CVT車
パドルシフトスイッチ（－側）を操作し
て、適切なギヤポジションにシフトダウ
ンします。
→　4-15ページ

（セレクトレバーの操作）

※エンジンブレーキとは、走行中にア
クセルペダルから足を離したときに
起こるブレーキ効果のことをいいま
す。エンジンブレーキは低速ギヤほ
どよく効きます。

80J1003

横風が強いときは

72J20330

トンネルの出口や橋の上、大型トラッ
クが通り過ぎるときなどに、横風を受
けて車が横に流されることがありま
す。あわてずハンドルをしっかり握
り、徐々にスピードを落として進路を
立て直してください。

滑りやすい路面ではゆっくり
走る

80J039

ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキ装置が過熱してブレーキが効
かなくなるおそれがあります。

濡れた路面や凍結路、積雪路などで
は、急発進、急加速、急ブレーキ、急
ハンドル、急激なエンジンブレーキ
など「急」のつく運転はしないでく
ださい。スリップ事故につながるお
それがあります。
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水たまりを高速で通り抜けな
い

72J20350

水たまりを走行したあとや洗
車後はブレーキの効きを確認

72J20360

• 周囲の安全を確かめてから低速でブ
レーキペダルを数回踏み、ブレーキ
の効きを確かめてください。

• ブレーキの効きが悪いときは、効き
が回復するまで低速で繰り返しブ
レーキペダルを軽く踏み、ブレーキ
装置のしめりを乾かしてください。

冠水した場所は走行しない

80J042

万一、冠水した場所を走行したとき
は、ブレーキの効きを確かめながら安
全な場所に停車し、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。ま
た、次の項目などについて点検を受け
てください。

• ブレーキの効き具合
• エンジン、トランスミッション、デ

ファレンシャルなどのオイル量およ
び質の変化（オイルが白濁している
場合は、水が混入していますのでオ
イル交換が必要です）

• ベアリング、ジョイント部などの潤
滑不良

スタック（立ち往生）したと
きは

• ぬかるみや砂地などで、駆動輪が空
転して脱出できなくなることをス
タックといいます。

水たまりや濡れた路面を高速で走行
すると、タイヤと路面の間に水の膜
ができ、タイヤが浮いた状態になる
ことがあります。これをハイドロプ
レーニング現象といい、ハンドルや
ブレーキがまったく効かなくなって
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

冠水した場所や、深い水たまりを走
行しないでください。エンスト、電
装品のショート、エンジン破損など
の原因になります。



2

必読！ 安全なドライブのために

2-19

• 前進と後退を繰り返すときは、駆動
装置などが損傷するおそれがあるた
め、次のことに注意してください。
・  は、セレクト

レバーを確実に入れてからアクセ
ルを軽く踏んでください。

・数回行なっても脱出できないとき
は、操作を中止してください。

• タイヤの下に石や木を入れると脱出
しやすくなります。

• ESP®装備車では、トラクションコン
トロールが脱出に適さないときがあ
ります。そのようなときは、ESP®

OFFスイッチを操作して、トラクショ
ンコントロールを作動停止の状態に
してください。
→　4-32ページ

（ESP®装備車の取扱い）

80J043

パーキングブレーキをしっか
りとかけて

■ 平らな場所に駐車するときは

80J1037

ブレーキペダルを踏んだまま、
パーキングブレーキをしっかり
とかけます。
→　4-12ページ
（パーキングブレーキの操作）

は、セ レ ク
トレバーを  に入れます。

は、チ ェ ン ジ レ
バーを Ｒ（リバース）または１
速に入れます。
・ ブレーキペダルからゆっくり

と足を離し、車が動き出さな
いことを確認してください。

→　4-15ページ
（セレクトレバーの操作）

→　4-13ページ
（チェンジレバーの操作）

脱出しようとする前に、周囲の安全
を十分に確認してください。勢いよ
く発進して事故を起こすおそれがあ
ります。

タイヤを高速で空転させないでくだ
さい。タイヤが異常に過熱して破損
したり、駆動装置が損傷したりする
おそれがあります。

オートマチック車

(1) パーキングブレーキレバー

駐車するときは

(1)

1

2 オートマチック車
P

マニュアル車
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■ 坂道に駐車するときは

、 は、平らな場所で駐車すると
きと同じ操作です。

• は、下り坂ではチェン
ジレバーを Ｒ（リバース）、上り坂
では１速に入れてください。

市販品の輪止めや石などでタイ
ヤを固定し、車が動き出さない
ようにしてください。

車を移動するときはエンジン
をかけて

エンジンをかけたまま仮眠し
ない

72J20400

•平らな場所に少しの間駐車するとき
でも、安全のため、セレクトレバー
を  に入れるか、チェンジレバー
をRまたは1速に入れてください。
•寒冷時にパーキンングブレーキをか
けると、凍結して解除できなくなる
おそれがあります。坂道を避け、平
らな場所に駐車してください。
→　6-12ページ

（パーキングブレーキ）

急な坂道には駐車しないでくださ
い。無人で車が動き出すなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

P

1 2

マニュアル車

3

坂道を利用して惰性で車を移動しな
いでください。ハンドルをまわすと
きやブレーキペダルを踏むときに強
い力が必要となって、思わぬ事故を
起こすおそれがあります。

•周囲の状況や風向きで排気ガスが車
内に侵入し、一酸化炭素中毒のおそ
れがあります。
•無意識にセレクトレバーやチェンジ
レバーを動かしたり、アクセルペダ
ルを踏み込んだりして、思わぬ事故
を起こすおそれがあります。
•無意識にアクセルペダルを踏み続け
ると、エンジンや排気管が過熱して
火災のおそれがあります。
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燃えやすいものの近くに駐車
しない

80J046

車から離れるときはエンジン
を止めてドアを施錠

80J3093

少しの間でも車から離れるときは、現
金や貴重品を車内に放置しないでくだ
さい。盗難のおそれがあります。

車内にパソコンや携帯電話な
どを放置しない

盗難にあったり、水分や湿気または温
度変化などにより故障したりするおそ
れがあります。

ライターやメガネなどを放置
しない

80J1004

枯れ草、紙くず、ベニヤ板などの可燃
物の近くに車を止めないでください。
排気管や排気ガスが高温になるため、
火災のおそれがあります。

エンジンをかけたまま車から離れな
いでください。火災や盗難など思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

•炎天下で駐車するときは、車内にラ
イターやスプレー缶、プラスチック
製品（メガネやカード、CD ケース
など）や炭酸飲料缶を放置しないで
ください。車内が高温になるため、
ライターやスプレー缶の自然発火や
爆発による火災、メガネやカード、
CD ケースなどの変形やひび割れ、
炭酸飲料缶の破裂を起こすおそれが
あります。
•操作部が露出しているライターやス
プレー缶をグローブボックスや小物
入れなどに入れたり、床やシートの
すきまに落としたままにしたりしな
いでください。荷物を押し込んだと
きやシートを動かしたときに、ガス
が噴出して火災につながるおそれが
あります。
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→　5-43ページ（燃料給油口）

火気に気をつけて

80J020

セルフスタンドで給油すると
きは

必ず次のことをお守りください。
•エンジンを止めてください。
•給油中はドアや窓を閉めてください。
•ガソリンは引火性が高いため、タ
バコなどの火気は厳禁です。

給油するときは

セルフスタンドで給油するときは必
ず次のことをお守りください。
•フューエルキャップを開ける前
に、車体または給油機の金属部分
に手を触れて、身体の静電気（※）
を除去してください。身体に静電
気を帯びていると、放電による火
花で燃料に引火し、やけどのおそ
れがあります。
また、給油中は車内にもどらない
でください。再び帯電するおそれ
があります。
•給油口には、静電気除去を行なっ
た方以外の人を近づけないでくだ
さい。

※空気が乾燥すると、身体に多く
の静電気が帯電します。また、
かさね着をすると、繊維の摩擦
により静電気が発生します。と
くに乾燥する季節は注意してく
ださい。

•フューエルキャップはゆっくりと
ゆるめ、空気が抜ける音が止まっ
たらキャップを開けます。急に開
けると燃料タンク内の圧力が急激
に抜け、燃料が吹き出すおそれが
あります。
•給油口に給油ノズルを止まるとこ
ろまで確実に差し込んでくださ
い。ノズルを確実に差し込まない
と、燃料が吹きこぼれるおそれが
あります。
•給油ノズルのレバーを止まるとこ
ろまで確実に引いてください。
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無鉛ガソリン以外は使用しな
い

オートマチック車には特有の操作上の
注意があります。4-15ページの「オー
トマチック車」もあわせてお読みいた
だき、正しい取扱いをしてください。

※本書で「オートマチック車」と記載さ
れている場合、「CVT車」を示してい
ます。

•給油ノズルの自動停止（オートス
トップ）機能が作動したら、給油を
終了してください。自動停止後に継
ぎ足し給油をすると、燃料があふれ
出るおそれがあります。

80J1005

※給油機によっては、早期に自動停
止機能が作動して給油できない
場合があります。スタンド従業
員 の 指 示 に し た が っ て く だ さ
い。

•燃料をこぼさないようにしてくださ
い。こぼれた場合は、ただちにやわ
らかい布などでふき取ってくださ
い。火災など思わぬ事故につながる
おそれがあります。また、そのまま
放置すると、塗装のしみ、変色、ひ
び割れの原因となります。
•給油後は、給油ノズルを確実にもと
の位置にもどし、フューエルキャッ
プをしっかりと閉めてください。
キャップが確実に閉まっていない
と、燃料が漏れたり、火災が発生し
たりするおそれがあります。
•燃料は人体に有害な物質を含んでい
ます。気化した燃料を吸い込まない
でください。
•そのほか、スタンドに掲示されてい
る注意事項をお守りください。

•有鉛ガソリンや粗悪ガソリン、そ
のほかの燃料（アルコール系、軽
油など）を使用すると、エンジン
や燃料配管系などに悪影響をおよ
ぼします。

•スポーツ車は、無鉛プレミアムガ
ソリン（無鉛ハイオク）を使用し
てください。万一、無鉛プレミア
ムガソリンが入手できないとき
は、一時的に無鉛レギュラーガソ
リンも使用することができます
が、継続的な使用はエンジンに悪
影響をあたえるおそれがありま
す。

オートマチック車を
運転するときは
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クリープ現象に注意して

エンジンをかけて停車しているとき、
セレクトレバーが   以外に入って
いると、アクセルペダルを踏まなくて
も車がゆっくり動きます。これをク
リープ現象といいます。

（リバース）ポジション
警告ブザー

セレクトレバーを  に入れると室内
で警告ブザーが鳴り、セレクトレバー
が  に入っていることを運転者に知
らせます。

ペダルの踏み間違いに注意

ペダルの踏み間違いを防ぐため、エン
ジンをかける前にアクセルペダルとブ
レーキペダルを実際に足で踏んで、位
置を確認してください。

ブレーキペダルは右足で踏む

64L20140

左足では適切なブレーキ操作ができま
せん。ブレーキペダルは右足で踏む習
慣をつけてください。

セレクトレバーを操作すると
きは

• 前進と後退を繰り返すときなどは、
セレクトレバーを  に入れたこと
を忘れることがあります。車を後退
させたあとは、すぐに  から 
に入れる習慣をつけてください。

•セレクトレバーを   以外に入
れているときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んでください。
•エンジン始動直後やエアコン作動時
は、クリープ現象が強くなることが
あります。とくにしっかりブレーキ
ペダルを踏んでください。

CVT車もクリープ現象があります。

 （リバース）ポジション警告ブ
ザーは、車外の人に車の後退を知ら
せるためのものではありません。

P N

P N

R

R

R

R

アクセルペダルとブレーキペダルを
踏み間違えると、思わぬ事故につな
がります。

(1) ブレーキペダル
(2) アクセルペダル

(1)

(2)

R

R N



2

必読！ 安全なドライブのために

2-25

• 切り返しなどで前進と後退を繰り返
すときは、完全に停車してからセレ
クトレバーを操作してください。

セレクトレバーの位置は目で
確認

始動時や降車時は  、前進時は  、
後退時は  にあることを目で確認し
てください。

車から離れるときは

71L20010

SRS エアバッグシステムの効果を発揮
させるために、3-50 ページの「SRS
エアバッグ」もあわせてお読みいただ
き、正しい取扱いをしてください。

シートベルトは必ず着用

65J106

着座姿勢

瞬時にふくらむ運転席・助手席 SRS エ
アバッグにより強い衝撃を受けるおそ
れがあるため、運転者および助手席の
同乗者は、シートに奥深くすわり、背も
たれに背中を軽くつけてください。ま
た、シートを前方に出しすぎないよう
にシートの位置を調節してください。

アクセルペダルを踏んだままでセレ
クトレバーを操作しないでください。
急発進して事故を起こすおそれがあ
ります。

エンジンをかけたまま車から離れな
いでください。万一、セレクトレ
バーが  以外に入っていると、車
がひとりでに動き出すおそれがあり
ます。また、車に乗り込むときに
誤ってセレクトレバーを動かしたり
アクセルペダルを踏み込んだりし
て、思わぬ急発進のおそれがありま
す。

P D
R

P

SRSエアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありませ
ん。シートベルトと併用すること
で、その効果を発揮するシートベル
トの補助拘束装置です。したがって
SRSエアバッグシステムが装備され
ている車であっても、シートベルト
を必ず着用してください。

SRSエアバッグ車を
運転するときは
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80J014

80J061

SRS エアバッグシステムを
正常に機能させるために

66K20540•ハンドルやインパネに、顔や胸など
を近づけたり、足を置いたりしない
でください。SRS エアバッグが作
動したときの強い衝撃で、重大な傷
害を受けるおそれがあります。
•SRSサイド／カーテンエアバッグ
（タイプ別装備）が作動したときの
強い衝撃で、重大な傷害を受けるお
それがあります。窓から手を出した
り、ドアにもたれかかったりしない
でください。また、後席に乗るとき
は、前席の背もたれを抱えないでく
ださい。

•ハンドルを交換する、ハンドルの
パッド部にステッカーを貼る、色を
ぬる、カバーで覆うなどの改造をし
ないでください。
•インパネ上面には、ステッカーを
貼ったり色をぬったりしないでくだ
さい。また、アクセサリーや芳香
剤、ETC 車載器やポータブルカー
ナビなどを取り付けたり置いたり、
傘などを立てかけたりしないでくだ
さい。
•フロントガラスやルームミラーにア
クセサリー（スズキ純正用品を除く）
などを取り付けないでください。
•SRS サイドエアバッグ装備車の場
合、前席にシートカバーを取り付け
るときは、専用のスズキ純正シート
カバーを使用してください。純正の
専用品以外のものを使用すると、
SRS サイドエアバッグが正常に作
動しなくなり、重大な傷害につなが
るおそれがあります。
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80J063

助手席 SRS エアバッグに関
する警告ラベル

助手席サンバイザーの両面には、次の
警告ラベルが貼られています。このラ
ベルは、助手席 SRS エアバッグが作動
したときにお子さま用シートにあたえ
る影響と、お子さま用シートの取り付
けに関する禁止事項を示しています。
この車の助手席にお子さま用シートを
取り付ける場合は、警告ラベルの説明
および参照先の項目をよくお読みにな
り、適切に取り付けてください。

72M00150

•SRS サイド／カーテンエアバッグ
（タイプ別装備）が作動したときに、
ものが飛散したり正常にふくらまな
くなったりして、重大な傷害につな
がるおそれがあります。ドア付近に
カップホルダーやハンガーなどのア
クセサリー用品を取り付けたり、傘
などを立てかけたりしないでくださ
い。 
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警告ラベルの説明

お子さま用シートの取り付け

→　2-8 ページ（お子さま用シートの
使用について）

→　3-44ページ（お子さま用シートの
選択について）

4WD車には特有の操作上の注意があり
ます。正しい取扱いをしてください。

路面の状況に注意して走行する

80J042

シンボルマーク シンボルマークの意味

助手席SRSエアバッグ
装備車の助手席に、後
ろ向きのお子さま用
シートを取り付けて、
お子さまを乗せること
を禁止

助手席SRSエアバッグ
がふくらむと、後ろ向
きお子さま用シートお
よびお子さまに強い衝
撃が加わることを表示

詳しくは、取扱説明書
（本書）を読むことを
指示
→　2-8 ページ（お子

さま用シートの使
用について）

→　3-44 ページ（お
子さま用シートの
選択について）

助手席には、ベビーシートなどの後
ろ向きお子さま用シートを取り付け
ないでください。助手席 SRS エア
バッグがふくらむと、お子さま用
シートの背面に強い衝撃が加わり、
生命に関わる重大な傷害を受けるお
それがあります。

4WD 車は、雪道、急坂路、砂地、
ぬかるみなどのタイヤがスリップし
やすい路面で優れた走行性能を発揮
しますが、万能ではありません。ま
た、オフロード（不整地）、ラリー
専用車ではありません。次のことを
お守りください。
•砂地やぬかるみなど、タイヤが空
転しやすいところでは連続走行し
ないでください。
•ブレーキ性能は2WD車と比べてほ
とんど差がありません。滑りやすい
路面での走行には十分車間距離を
とってください。アクセル、ハンド
ル、ブレーキの操作も、2WD車と
同様に慎重に行なってください。
•渡河走行や水中走行をしないでく
ださい。

4WD車を運転するときは
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マッチ、タバコの火は確実に
消す

80J067

外装部品に力をかけすぎない

段差などに注意して

•マッチ、タバコの火は確実に消し、
吸いがらを入れた灰皿（別売り）は
完全に閉めてください。
•灰皿（別売り）の中に吸いがらをた
めすぎたり、紙など燃えやすいもの
を入れたりしないでください。

スポイラー、リヤバンパー、サイドス
カートなどに強い力をかけないでく
ださい。破損するおそれがあります。

次のような場合は、バンパーまたは
車両下部が破損するおそれがありま
す。十分注意してください。
•路肩など段差がある場所への乗り
入れ
•わだちやくぼみなどがある道路の
走行

こんなことにも注意して
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2

植込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ

71L20030

•植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）を使用している方
は、キーレスプッシュスタートシステム装備車の各発信機（下図参照）から約22
cm以内の範囲に、植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）
が近づかないようにしてください。電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび植
込み型除細動器（ICD）の作動に影響をあたえるおそれがあります。
•植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）以外の医療用電気
機器を使用している方は、キーレスプッシュスタートシステム装備車の電波が医
療用電気機器の作動に影響をあたえる場合があるため、医療用電気機器製造業者
などへ影響を確認してください。
•詳しくは、スズキ販売店またはスズキ代理店にお問い合わせください。

(1) 前席ドア車外発信機（ドアハンドル内）（※イラストは助手席ドア側）
(2) 荷室発信機（テールエンドトリム内）
(3) 車室内発信機（リヤ側ドリンクホルダー下）
(4) バックドア車外発信機（ナンバープレート取り付け部奥）

(3)

(1)
(2)

(4)
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不正改造はしない

64L20170

部品の取り付け、取り外し、
修理をするときは

•この車に適さない部品を取り付けた
り、自己流のエンジン調整や配線を
したりしないでください。思いがけ
ない火災や事故を起こしたり、不正
改造になったりすることがあります。
•無線機、オーディオ、ETC車載器な
どの電気製品の取り付け、取り外し
をするときは、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。ま
た、バッテリー端子から電気製品の
電源をとったり、アース線を直接つ
なげたりしないでください。電子部
品のはたらきをさまたげたり、火
災、故障、バッテリーあがりなどを
起こしたりするおそれがあります。
•ホイール、ホイールナットは指定の
スズキ純正品以外を使用しないでく
ださい。走行中にナットがゆるんで
ホイールが外れるなど、思わぬ事故
につながるおそれがあります。ま
た、燃費や走行安定性が悪化した
り、故障の原因となったりします。

ディスチャージヘッドライト装備車
では、次のような改造をするとオー
トレべリング機能（自動光軸調整機
能）が正常に作動しなくなるおそれ
があります。
•サスペンションの改造（車高やサ
スペンションの硬さ変更
•指定サイズ以外のタイヤやホイー
ルの装着

SRSエアバッグ、シートベルトプリ
テンショナーは、その機能に影響を
あたえる部品に手を加えると、思い
がけないときに作動したり、必要な
ときに正常に作動しなかったりする
ことがあります。
次のような場合は、システムに悪影
響をおよぼします。事前にスズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。
•ハンドルの取り外し、ハンドルま
わりの修理など
•インパネまわり、センターコンソー
ル付近の修理および電気配線の修
理
•オーディオ用品などの取り付け
•ダッシュボード周辺の板金塗装お
よび修理
•前席シートの交換およびシートま
わりの修理
•フロントピラー、バックピラーお
よびルーフサイドまわりの修理
•センターピラーまわりの修理
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アクセサリーの取り付けに気
をつけて

80J069

飲み物などをこぼしたときは

エンジンオイルを交換すると
きは

■ 定期的に交換する
• 標準的な使用方法では、エンジンオイ

ルは15,000 kmごと、または12か月
ごとのどちらか早い方で交換し、エン
ジンオイルフィルターは15,000 km
ごとに交換してください。

• 厳しい条件（シビアコンディショ
ン）で使用した場合は、標準的な場
合より早めの交換が必要です。
→　メンテナンスノート

54M3143

窓ガラスにアクセサリーを取り付け
ないでください。アクセサリーや吸
盤が視界をさまたげたり、吸盤がレ
ンズのはたらきをして火災を起こし
たりするおそれがあります。また、
SRSエアバッグが作動したときに、
アクセサリーが飛んでけがのおそれ
があります。

車内に水などをかけたり、飲み物な
どをこぼしたりしないでください。
次のような部品が故障したり、火災
の原因になったりするおそれがあり
ます。万一、飲み物などをこぼした
場合は、すみやかにスズキサービス
工場で点検を受けてください。
•SRSエアバッグシステム
•ナビゲーションまたはオーディオ
•スイッチ、配線などの電気部品
•セレクトレバー、シートベルト
バックルなどの可動部分

交換時期を守ってください。劣化し
たオイルや目詰まりしたフィルター
は、エンジン故障や異音の原因とな
ります。交換については、スズキ販
売店またはスズキ代理店へお申し付
けください。
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■ エンジンオイルの規格/粘度
使用するエンジンオイルにより燃費な
どの性能は左右されるため、次の表1、
表 2 をそれぞれ満たすオイルを使用し
てください。オイルは、スズキ純正オ
イルのご使用をおすすめします。
→　8-1ページ（サービスデータ）

※1 API規格とは、アメリカ石油協会が
定めた規格で、エンジンオイルの
品質グレードを表しています。

※2 ILSAC 規格とは、国際潤滑油標準
化認証委員会が定めた自動車用エ
ンジンオイルの規格で、API 規格
をベースに省燃費・耐久性などの
性能がさらに優れたオイルである
ことを示します。

※3 SAE 粘度とは、潤滑油の粘度を定
めた規格です。左側の数字（W の
付く数字）は低温時の粘度を意味
し、この数字が小さいほど寒さに
強くエンジンの始動性が良いこと
を示します。右側の数字は高温時
の粘度を意味し、この数字が大き
いほど熱に強くエンジンの保護性
能に優れています。

→　3-73ページ
（エコドライブインジケーター）

タイヤの空気圧を適正に

• タイヤの空気圧が低いとガソリンを
多く消費します。適正な空気圧にし
てください。

• この車の指定空気圧は、運転席ドア
の開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」（1）で確認のうえ、調整し
てください。

64L20010

不要な荷物は積まない

燃費が悪化したりタイヤが早く摩耗し
たりするなど、車に悪影響があります。

規格 全車共通

SAE粘度（※3） 0W-20

表1

表2

0Ｗ-20は新車時に充填されている燃
費性能に優れたオイルです。

エコドライブをしましょう

(1)
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暖機運転は適切に

次のような場合は、数十秒から数分程
度の暖機運転を行なってから、走行を
開始してください。
• 長期間お車を使用しなかったとき
• 寒冷地などで極低温（－ 10 ℃以下を

目安）にあるとき

上記以外の場合はエコドライブのた
め、エンジンを始動したら、すみやか
に走行を開始してください。

急発進、急加速、急ブレーキ
など「急」のつく運転はしな
い

80J259

空ぶかしをしない

80J064

燃料を消費するだけで、何の効果もあ
りません。

車速に応じたギヤで走行する

低速ギヤを使って高いエンジン回転で
走行すると燃費が悪くなります。走行
速度に応じた正しいギヤをお使いくだ
さい。

エンジン始動直後は暖まっていない
ので、空ぶかしや急発進、急加速を
すると、エンジン故障の原因となり
ます。

状況によって異なりますが、一般的に
暖機運転によって、5 分間で 160 mL
程度の燃料を消費するといわれていま
す。
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マルチインフォメーションディスプレイ

（エネチャージ装備車） ･･･････････････････ 3-81

● スイッチの使いかた
ライトスイッチ ･････････････････････････････ 3-89
フォグランプスイッチ ･･･････････････････････ 3-92
光軸調整ダイヤル ･･･････････････････････････ 3-92
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安全運転が第一

お車に装備されているシートベルト、SRSエアバッグ
システム、ABS（アンチロックブレーキシステム）
などの安全装備も、乗員の安全確保には限界がありま
す。法定速度を厳守するとともに、スピードを控えめ
にして安全運転に心がけてください。
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• キーはドアの施錠・解錠に使えます
が、エンジンの始動・停止には使えま
せん。エンジンの始動・停止には携帯
リモコンをご使用ください。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

• キーを紛失したり、車内に閉じ込めた
りしないように注意してください。

• 携帯リモコン（1）が2個、リモコンに
格納可能なキー（3）が2本ついていま
す。
→　3-10ページ（携帯リモコン）

71L30010

• リモコンに格納されているキー（3）
は、ロック解除レバー（4）を 方向
に引きながら取り出します。

57L30001

キーナンバープレート

キーナンバープレート（2）には、キー
作成時に必要なキーナンバー（1）が打
刻されています。

80J1008

(2) 作動表示灯

(5) 適合証明マーク

ドアの開閉

キー

(1)

(2)

(3)

(3)

(4)

(5)

リモコンキーを航空機内へ持ち込む場
合は、機内で操作ボタンを押さないで
ください。また、バッグなどに入れる
ときは、簡単に操作ボタンが押されな
いように収納してください。操作ボタ
ンが押されると、電波が発信され、航
空機の運航に支障をきたすおそれがあ
ります。
※リモコンキーは、航空機内での使用

が制限される電子機器に該当しま
す。

•携帯リモコンには、キーを格納して
ください。リモコンの電池が消耗し
ているときや故障したときなどに、
ドアの施錠・解錠ができなくなるお
それがあります。
•盗難などを防ぐため、キーを紛失し
たときは、すみやかにスズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。
•キーのご購入については、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

(1)

(2)
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•お客様以外の方にキーナンバーを知
られないよう、キーナンバープレー
トは車両以外の場所に、大切に保管
してください。万一、キーを紛失し
たときは、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にキーナンバーを伝えてご
相談ください。
•お車をおゆずりになるときは、次に
所有される方のために、キーナン
バープレートをお車のキーとともに
お渡しください。

•ドアを閉めるときは、シートベルト
や荷物などをはさまないようにして
ください。半ドア状態になって、走
行中にドアが開くおそれがありま
す。
•エンジンをかけた状態で、バックド
アを開けたままにしないでくださ
い。排気ガスが車内に侵入して、一
酸化炭素中毒のおそれがあります。
•火災や盗難などの事故防止のため、
車から離れるときは、エンジンを止
めドアを施錠してください。

•ドアの開閉は、お子さまではなく大
人が行ない、手、足、頭などをはさ
まないように気をつけてください。
•ドアを開けるときは、後ろからの車
に注意してください。とくに風が強
い日は注意してください。
•バックドアを開けるときは、完全に
開けてください。開けかたが不十分
な場合、思わぬときに閉まって、け
がのおそれがあります。
•エンジンがかかっているときは、排
気管の真後ろでバックドアを開閉し
ないでください。やけどなどのおそ
れがあります。

セキュリティアラームのセット状態お
よびドアの開けかたによっては、警報
が作動する場合があります。
→　3-15ページ

（セキュリティアラーム）

ドア
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キー操作による車外からの
施錠・解錠

→　3-8ページ（キーレスエントリー）
→　3-10ページ（携帯リモコン）

■ 運転席ドア
キーを差し込んで車の前方向にまわすと
解錠、後ろ方向にまわすと施錠できます。

71L30020

■ バックドア
運転席ドアにキーを差し込んで、車の前
方向にまわすと解錠、後ろ方向にまわす
と施錠できます。

• バックドアを開けるときは、解錠後、
バックドアオープナースイッチ（1）
を押しながらドアを持ち上げます。

71L30030

ドア下面右側の手かけ部（2）を持って
引き下げます。最後はドアを外側から手
で、少し勢いをつけて押し付けます。

71L30040

• バックドアオープナースイッチを押し
たあと、ドアを少し開け、すぐに閉め
た場合、完全に閉まらず半ドア状態に
なります。もう一度バックドアを開
け、しばらくしてから閉め直してくだ
さい。

(1)

バックドアをささえているダンパース
テー（3）の損傷や作動不良を防ぐた
め、次のことをお守りください。ス
テーが円滑に動かなくなったり、バッ
クドアを開けたときに保持できなく
なったりするおそれがあります。
•ステーのロッド部（ドア開閉時に摺
動する棒部分）に傷をつけたり、泥
やビニール片、テープなどの異物を
付着させたりしないでください。
•ステーに手をかけたり、ものをかけ
たりしないでください。

バックドアを閉めるときは

(2)



運転する前に/ドアの開閉

3-5

3

71L30050

車内からの施錠・解錠

■ 前席ドア、後席ドア
ドアを閉めてロックレバー（1）を施錠
側（車の前方向）にすると施錠、解錠側

（車の後ろ方向）にすると解錠できます。

71L30060

■ バックドア
故障や鉛バッテリーあがりなどでバック
ドアが解錠できないときは、スズキサー
ビス工場で点検を受けてください。
緊急を要するときは、次の手順で解錠し
てください。

後席の背もたれを倒すなどして、作
業スペースを確保します。
→　3-34ページ

（背もたれの倒しかた）

ジャッキバーの先端やマイナスドラ
イバー（市販品）など先が細く平た
いもので、エマージェンシーレバー
（1）を押したままバックドアを内
側から押し開きます。
バックドアを閉めると、再び施錠さ
れます。

71L30070

•解錠時、ロックレバーの赤い表示が
見えます。目安としてください。
•運転席ドアのロックレバーには、パ
ワードアロック機能がありません。
→　3-6ページ（パワードアロック）

(3)

(1)

•エマージェンシーレバーを指などで
操作しないでください。けがのおそ
れがあります。
•バックドアを内側から押し開くとき
は、車の後ろに人がいないことやも
のがないことを確認してください。
バックドアが勢いよく開き、人やも
のに当たるおそれがあります。

1

2

(1)
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キーを使わない施錠

■ 前席ドア、後席ドア
ロックレバー（1）を施錠側（車の前方
向）にして、ドアを閉めると施錠できま
す。

71L30081

71L30090

キーまたはパワードアロック
スイッチ操作によるパワード
アロック

→　3-8ページ（キーレスエントリー）
→　3-10ページ（携帯リモコン）

運転席ドアをキーまたはパワードアロッ
クスイッチ（1）操作で施錠・解錠する
と、助手席／後席／バックドアも同時に
施錠・解錠します。

71L30100

•「キーを使わない施錠」をするとき
は、キーが手元にあるか確認してく
ださい。キーを閉じ込むおそれがあ
ります。
•次のような状況では、「キーを使わ
ない施錠」ができない場合がありま
す。
・携帯リモコンが車内にある
・エンジンスイッチが  または

 のとき
→　3-14 ページ（携帯リモコン閉じ

込み防止機能）

ACC
ON

前席ドア

(1)

施錠

「キーを使わない施錠」は、ドアを閉
めるときにドアハンドルを引く必要が
ありません。

後席ドア

(1)

施錠
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71LN0303

■ ドアロック解除機能
衝突などで SRS エアバッグが作動する
と、自動的にすべてのドアロックを解除
します。

• SRS サイド／カーテンエアバッグ（タ
イプ別装備）が作動したときも、ドア
ロック解除機能が作動します。

チャイルドプルーフによる
施錠・解錠

車内から後席ドアが開かないようにでき
ます。お子さまなどによるドア誤開放を
防止するために使用してください。

• 後席ドアにあるレバー（1）を LOCK
（開かない）の位置にして、ドアを閉
めます。車内からはドアが開きませ
ん。

• 外からドアを開けることは可能です。

71L30120

エンジンスイッチが  のときは、
キー操作で助手席／後席ドアの施錠が
できません。

エアバッグが作動したときでも、ドア
ロックモーターの配線やモーター自体
が損傷した場合は、ドアロック解除機
能が作動しません。

(1)

ON

万一、車内から開ける場合は、窓から
手を出して外側のドアハンドルをご使
用ください。

(1)
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車から約2 m以内の範囲で、携帯リモコ
ンのロックスイッチ・アンロックスイッ
チを押すと、すべてのドアを施錠・解錠
できます。

• 施錠したときは、ドアハンドルを引い
て施錠されているか確認してくださ
い。

71L30140

(1) 携帯リモコン
(2) ロックスイッチ
(3) アンロックスイッチ
(4) 作動表示灯

火災や盗難などの事故防止のため、車
から離れるときは、エンジンを止めて
ドアを施錠してください。

キーレスエントリー

(1)

(4)

(3)

(2)

•次のようなときは、キーレスエント
リーが作動しません。
・いずれかのドアが開いていると、

施錠できません。（解錠はできま
す）車外ブザーが“ピー”と約2秒
間鳴ります。

・エンジンスイッチが  または
 のとき。

•キーレスエントリーの作動距離は、周
囲の影響で変わることがあります。ま
た、強い電波などが発生している場所
では、キーレスエントリーが作動しな
いことがあります。
•少しの間でも車から離れるときは、
現金や貴重品を車内に放置しないで
ください。盗難のおそれがあります。
•携帯リモコンでドアの施錠・解錠が
できないときは、キーを使って施
錠・解錠をしてください。
•キーレスエントリーが正しい距離で
作動しないときは、電池の消耗が考
えられます。
→　6-6ページ

（携帯リモコンの電池交換）

•携帯リモコンを必要以上に操作する
と、電池の消耗が早まります。

ACC
ON
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アンサーバック機能

キーレスエントリーによるドアの施錠・
解錠を知らせる機能です。

• キーレスエントリーの作動と同時に室
内灯を点灯または点滅させたい場合
は、室内灯スイッチをDOOR位置にし
ます。

• 室内灯が約 15 秒間点灯したあとは、
徐々に減光しながら消灯します。
→　5-47ページ（室内灯）

• キーレスプッシュスタートシステム装
備車の場合、車外ブザーも鳴ります。

タイマーロック機能

盗難防止のため、自動的にドアを施錠す
る機能です。

• キーレスエントリーで解錠したあと、
約 30 秒以内にいずれのドアも開けな
かったときに自動的にドアを施錠しま
す。

• タイマーロック機能が作動すると、セ
キュリティアラームが自動的にセット
されます。（警報なしモードを除く）
→　3-15ページ

（セキュリティアラーム）

アンサー
バック
機能

初期設定
（工場出荷時）

設定切替え時

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

非常点滅
表示灯

1回
点滅

2回
点滅

室内灯
（スイッチが
DOOR位置）

約15秒間
点灯

2回
点滅

約15秒間
点灯

アンサー
バック
機能

初期設定
（工場出荷時）

設定切替え時

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

車外
ブザー

1回
吹鳴

2回
吹鳴

•アンサーバック機能の設定切替え
（カスタマイズ）については、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。
•キーレスプッシュスタートシステム
装備車は、リクエストスイッチで施
錠・解錠したときにも、アンサーバッ
ク機能が作動します。また、次の合図
が別々にカスタマイズできます。
・非常点滅表示灯／室内灯による合

図
・車外ブザーによる合図

キーレスプッシュスタートシステム装
備車は、リクエストスイッチで解錠し
たときにも、タイマーロック機能が作
動します。
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すべてのドアが閉まっているときに、前
席ドアまたはバックドアにあるリクエス
トスイッチを押すと、所持している携帯
リモコンが車両と電波で通信を開始し、
照合がとれるとドアの施錠・解錠が可能
となります。
また、そのほかに次の機能があります。

• キーレスエントリー
→　3-8ページ（キーレスエントリー）

• エンジンスイッチによる始動および電
源の切替え
→　4-4 ページ（キーレスプッシュス

タートシステム）

• イモビライザー（車両盗難防止装置）
→　4-3ページ

（イモビライザーシステム）

携帯リモコン（1）が 2 個、リモコンに
格納可能なキー（3）が 2 本ついていま
す。

71L30010

携帯リモコンが発信する電波が、携帯
電話やほかのリモコンなどの無線通信
機器に影響をあたえることがありま
す。
必要以上に携帯リモコンやリクエスト
スイッチ、エンジンスイッチの操作を
しないでください。

•携帯リモコンは運転者が所持し、管
理してください。車内にリモコンを
置き忘れないでください。
•盗難などを防ぐため、携帯リモコン
を紛失したときは、すみやかにスズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。
•携帯リモコンは車両と通信すると
き、外的影響を受けやすい微弱な電
波を使用しています。次のような使
用環境では、正常に作動しないこと
があります。

携帯リモコン ・近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備がある

・携帯電話、無線機などの無線通信
機器やノートパソコンなどと一緒
に所持している

・携帯リモコンが金属製のものと接
していたり、覆われたりしている

・近くで他車のキーレスエントリー
が使用されている

・コインパーキングに駐車している
（車両検出用の電波の影響がある
ため）

(2) 作動表示灯

(1)

(2)

(3)
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• リモコンに格納されているキー（3）
は、ロック解除レバー（4）を  方向
に引きながら取り出します。

57L30001

(5) 適合証明マーク

携帯リモコンの分解（電池交換時を除
く）や修理、改造をしないでくださ
い。発火や感電、けがのおそれがあり
ます。また、法律により処罰されるこ
とがあります。

携帯リモコンには、精密な電子部品が
組み込まれています。電子部品の故障
を防ぐため、次のことをお守りくださ
い。
•インパネの上などの高温になるよう
な場所に置かない
•落下させるなどして、強い衝撃をあ
たえない
•水洗いをしたり、水中に入れたりし
ない
•磁気を帯びたキーホルダーなどをつ
けない
•テレビやオーディオなど磁気を帯び
た機器の近くに置かない
•電気医療機器（マイクロ波治療器や
低周波治療器など）の近くに置いた
り、身につけたまま治療を受けたり
しない

(3)

(4)

(5)

•適合証明マークの消去、改ざんをし
ないでください。法律により処罰さ
れることがあります。
•携帯リモコンには、キーを格納してく
ださい。リモコンの電池が消耗してい
るときや故障したときなどに、ドアの
施錠・解錠ができなくなるおそれがあ
ります。
•1 台の車両で、4 個の携帯リモコンま
で登録できます。
•電池の寿命は使用状況によりますが
約2年です。
→　6-6ページ

（携帯リモコンの電池交換）

•携帯リモコンは、車両と通信するため
に常時受信動作をしています。強い電
波を受信し続けたとき、電池を著しく
消耗することがあります。（テレビや
パソコンなどの強い電波を発信する
電化製品の近くに置いたときなど）
•携帯リモコンのご購入、暗証コードの
登録については、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。
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■ 携帯リモコン電池消耗警告灯

70K122

メーターパネル内にあります。

• 携帯リモコンの電池切れが近いと、エ
ンジンスイッチを  にしたときに
約 15 秒間点灯します。電池を交換し
てください。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）
→　6-6ページ

（携帯リモコンの電池交換）

リクエストスイッチによる
ドアの施錠・解錠

すべてのドアが閉まっているときに、所
持している携帯リモコンが「リクエスト
スイッチの作動範囲」（3-13 ページ参
照）に入っていると、リクエストスイッ
チを押すごとに、すべてのドアを施錠・
解錠できます。

•施錠したときは、ドアハンドルを引い
て施錠されているか確認してくださ
い。

71L30150

設定の切替え（カスタマイズ）をする
と、点灯しなくすることもできます。
設定の切替えについては、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

ON

(1) 前席ドアのリクエストスイッチ
(2) バックドアのリクエストスイッチ

火災や盗難などの事故防止のため、車
から離れるときは、エンジンを止めド
アを施錠してください。

•次のようなときは、リクエストス
イッチが作動しません。
・いずれかのドアが開いている
・エンジンスイッチが  または

 のとき

•リクエストスイッチでドアの施錠・
解錠をすると、アンサーバック機能
やタイマーロック機能が作動します。
→　3-9ページ

（アンサーバック機能）
→　3-9ページ

（タイマーロック機能）

•少しの間でも車から離れるときは、
現金や貴重品を車内に放置しないで
ください。盗難などのおそれがあり
ます。

(1)(2)

ACC
ON
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リクエストスイッチの作動範
囲（車外）

前席ドアまたはバックドアのリクエスト
スイッチ付近から半球状に周囲約80 cm
以内です。

71L30160 リクエストスイッチ未作動警
告ブザー

次のようなときは車外ブザーが“ピー”
と約 2 秒間鳴って、リクエストスイッチ
が未作動であることを警告します。

• エンジンスイッチが  または
 の状態で、すべてのドアを閉め、

リクエストスイッチを押したとき
• エンジンスイッチを （OFF）

にしたあと、次のような状況でリクエ
ストスイッチを押したとき
・携帯リモコンを車内に置き忘れてい

る
・いずれかのドアが開いている

→　3-71ページ（半ドア警告灯）

エンジンスイッチを （OFF）に
して携帯リモコンを車外に持ち出し、す
べてのドアを完全に閉めたことを確認し
てから、再度リクエストスイッチを押し
てください。

•「リクエストスイッチの作動範囲」
で携帯リモコンを所持していても、
次のような状況にあるとリモコンが
検知されず、リクエストスイッチが
作動しない場合があります。
・携帯リモコンの電池が消耗してい

る
・携帯リモコンが強い電波やノイズ

の影響を受けている
・携帯リモコンが金属製のものと接

していたり、覆われたりしている
・携帯リモコンがドアに近づきすぎ

ている
・携帯リモコンが地面の近くや高い

位置にあったり、お尻のポケット
の中などにあったりして、リクエ
ストスイッチから離れている

•リクエストスイッチの作動は、携帯
リモコンが作動範囲にあるドアのみ
となります。例えば、運転席ドアの
作動範囲にリモコンがあると、運転
席ドアにあるリクエストスイッチは
作動しますが、助手席ドアおよび
バックドアにあるリクエストスイッ
チは作動しません。
•車内に予備の携帯リモコンがある
と、そのリモコンが検知され、リク
エストスイッチが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

ACC
ON

LOCK

LOCK
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携帯リモコン閉じ込み防止機能

「キーを使わない施錠」（3-6 ページ参
照）で、携帯リモコンを閉じ込んでしま
うのを防止する機能です。

• 携帯リモコンを車内に置き忘れた状態
で、次のような施錠操作をすると自動
的にすべてのドアが解錠されます。
・運転席または助手席のドアを開け

て、運転席ドアのパワードアロック
スイッチで施錠操作をしたとき

・運転席ドアを開けて、運転席ドアの
ロックレバーで施錠操作をしたとき

・助手席ドアを開けて、助手席ドアの
ロックレバーで施錠操作をしたとき

リクエストスイッチ未作動警告
ブザー／携帯リモコン閉じ込み
防止機能の検知範囲（車内）

「車内の検知範囲」（1）は、インパネ
の上などを除く車室内です。

71L30170

•「キーを使わない施錠」をするとき
は、携帯リモコンが手元にあるか確
認してください。リモコンを閉じ込
むおそれがあります。
•エンジンスイッチが  または

 のときは、携帯リモコンの位置
に関係なく、携帯リモコン閉じ込み
防止機能が作動します。
•鉛バッテリーが完全にあがっている
ときや接続されていないときは、携
帯リモコン閉じ込み防止機能は作動
しません。

ACC
ON

•「車内の検知範囲」に携帯リモコン
があっても、次のような状況にある
とリモコンが検知されず、リクエス
トスイッチ未作動警告ブザーや携帯
リモコン閉じ込み防止機能が作動し
ない場合があります。
・携帯リモコンの電池が消耗している
・携帯リモコンが強い電波やノイズ

の影響を受けている
・携帯リモコンが金属製のものと接

していたり、覆われたりしている
・携帯リモコンが次のような小物入

れの中にある
・グローブボックス
・ドアポケット
・インパネアッパーボックス
・コンソールボックス
・インパネボックス
・インパネトレー（助手席）

・携帯リモコンがメーターパネルの
手前やサンバイザー、床や荷室
（ラゲッジシェルフの上を含む）
にある

•「車内の検知範囲」に携帯リモコン
がなくても、次のような状況にある
とリモコンが検知され、リクエスト
スイッチ未作動警告ブザーや携帯リ
モコン閉じ込み防止機能が作動する
場合があります。
・車外に携帯リモコンがあっても、

ドアに近づきすぎている
・携帯リモコンがインパネの上にある

(1)
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セキュリティアラームは、ドアをリクエ
ストスイッチまたはキーレスエントリー
で施錠すると、約 20 秒後にセットされ
ます。
セット状態にて、リクエストスイッチま
たはキーレスエントリー以外のもの
（※）で解錠し、いずれかのドアを開け
ると、警報が作動して周囲に異常を知ら
せます。

※キーやロックレバー、パワードアロッ
クスイッチを含む

• 工場出荷時は、＜警報モード＞になっ
ています。任意で＜警報なしモード＞
に切り替えてください。
→　3-16ページ

（モード設定の切替えのしかた）

• 警報を誤作動させたときは
→　3-16ページ（警報の停止のしかた）

セキュリティアラームのセッ
トのしかた（警報モード時）

ドアをリクエストスイッチまたはキーレ
スエントリーで施錠してください。セ
キュリティアラームインジケーター（1）
が小刻みに点滅し、約20秒後にアラーム
がセットされます。
セット中は、セキュリティアラームイン
ジケーターが約2秒間隔で点滅します。

71L30180

•セキュリティアラームは、一定の条
件下で警報を発する機能です。室内
への侵入を防ぐ機能はありません。
•アラームのセット中は、ドアを必ずリ
クエストスイッチまたはキーレスエ
ントリーで解錠してください。キーを
使ってドアを解錠すると、警報が作動
します。
•車を貸すときや、セキュリティアラー
ムを知らない方が運転するときは、作
動についてよく説明するか、アラーム
を＜警報なしモード＞に切り替えて
ください。誤って警報を作動させる
と、周囲への迷惑になります。
•アラームをセットしていても、現金
や貴重品を車内に放置しないでくだ
さい。盗難のおそれがあります。

警報装置

セキュリティアラーム
（警報装置）

•警報の思わぬ作動を防ぐため、車内に
人が残っているときはアラームを
セットしないでください。車内の人が
ロックレバーやパワードアロックス
イッチで解錠し、いずれかのドアを開
けた場合にも警報が作動します。
•すべてのドアをキーまたはロックレ
バー、パワードアロックスイッチで
施錠すると、アラームがセットされ
ません。
•タイマーロック機能が作動すると、
アラームが自動的にセットされます。
（警報なしモード時を除く）
→　3-9ページ

（タイマーロック機能）

(1)
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セキュリティアラームの解除
のしかた

ドアをリクエストスイッチまたはキーレ
スエントリーで解錠してください。ア
ラームが解除され、セキュリティアラー
ムインジケーターが消灯します。

警報の停止のしかた

警報を誤作動させたときは、次のような
操作をすると警報を途中で停止できま
す。

• エンジンスイッチを  にする
• ドアをリクエストスイッチまたはキー

レスエントリーで解錠する

駐車時に警報が作動した場合

盗難などにより警報が作動した場合、エ
ンジンスイッチを  にすると、セキュ
リティアラームインジケーターが約 8 秒
間小刻みに点滅し、室内ブザーが 4 回鳴
ります。盗難にあっていないか車の中を
確認してください。

セキュリティアラームモード

＜警報モード＞と＜警報なしモード＞の
2 つのモードがあります。警報の作動は
次のようになります。

＜警報モード＞（工場出荷時）
非常点滅表示灯が約 40 秒間点滅すると
ともに、室内ブザーが約10秒間断続的に
鳴ります。室内ブザーが鳴り終えると、
ホーンが約30秒間断続的に鳴ります。
作動中は、セキュリティアラームインジ
ケーターも点滅します。

＜警報なしモード＞
警報は作動しません。

モード設定の切替えのしかた

セキュリティアラームが解除されている
状態で、次の手順で切り替えてくださ
い。

運転席にすわり、運転席ドアを開け
閉めします。エンジンスイッチを

 にし、すべてのドアが閉まっ
ているか確認します。
• いずれかのドア、バックドアおよ

びボンネットが開いていると、半
ドア警告灯が点灯します。
→　3-71ページ

（半ドア警告灯）

ロックレバー（1）を解錠側（車の
後ろ方向）にします。ライトスイッ
チをOFF（2）の位置にします。

•警報を停止した場合でも、ドアをリク
エストスイッチまたはキーレスエン
トリーで施錠すると、約 20 秒後にア
ラームが再びセット状態となります。
•アラームセット状態または警報作動
状態で鉛バッテリー端子を外すと、警
報が停止します。ただし、再度バッテ
リー端子を接続すると、警報が作動し
ます。
•警報が終了しても、アラームの解除
をせずにいずれかのドアを開ける
と、再び警報が作動します。

ON

ON

1

ON

2
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71L30190

72M2025

• 上図のライトスイッチは代表例です。
お車のタイプにより異なります。
→　3-89ページ（ライトスイッチ）

※次の から までの一連の手順は、
15秒以内に完了してください。

ライトスイッチを  の位置にま
わし、OFFの位置にもどします。こ
の操作を4往復行ないます。

72M2026

パワードアロックスイッチ（2）の
施錠側（車の前方向）を押し、解錠
側（車の後ろ方向）を押します。こ
の操作を3往復行ないます。

71L3312

(1)

(2)

（2）パワードアロックスイッチ

3 4

3

4

(2)
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前記の手順を行なうと、モード設定が次
表の順で切り替わります。また、設定確
認ブザーの回数によって設定状態が確認
できます。

• から までの操作が正しく行なわ
れなかったり、15 秒以内にできな
かったりしたときは、モード設定が切
り替わらず、設定確認ブザーが鳴りま
せん。はじめからやり直してくださ
い。

セキュリティアラーム
インジケーター（1）

71L30180

• セキュリティアラームが＜警報モー
ド＞のときに、ドアをリクエストス
イッチまたはキーレスエントリーで施
錠すると、小刻みに点滅して約 20 秒
後にセキュリティアラームがセットさ
れます。
セット中は、2秒間隔で点滅します。

• 駐車時に警報が作動していると、エン
ジンスイッチを  にしたときに約8
秒間小刻みに点滅します。

• 車体の電子制御システムに異常がある
と、エンジンスイッチが  のとき
に約15秒間、1秒間隔で点滅します。
スズキサービス工場で点検を受けてく
ださい。

エンジンスイッチが  のときに、パ
ワーウインドースイッチ（1）を操作す
ると、ウインドーの開閉ができます。

80J1268

モード設定状態 設定確認ブザー

警報なしモード 1回

警報モード 4回

3 4

(1)

ON

ON

ウインドーの開閉

パワーウインドー

ON

(1)
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■ ウインドーロックスイッチ
運転席ドアにあるウインドーロックス
イッチ（1）を押し込むと、助手席／後
席ウインドーの開閉ができなくなりま
す。

• ロックを解除するときは、スイッチを
もう一度押します。

71L30220

•パワーウインドーは強い力で開閉し
ます。閉めるときは手や首をはさま
ないように注意してください。
•窓から手を入れてパワーウインドー
スイッチを操作しないでください。
手や首をはさむおそれがあります。

ウインドーガラスを開閉するときは、
ガラスに触れないでください。巻き込
まれるおそれがあります。

鉛バッテリー保護のため、エンジンが
かかっているときにウインドーを開閉
してください。

走行中に後席ウインドーだけを開けて
いると、耳を圧迫するような音が発生
する場合があります。これは開いてい
るウインドー周辺の気圧変動にともな
う現象で、異常ではありません。空の
ビンなどの口に、横から息を吹きかけ
たときに音が鳴る現象と同じです。
後席ウインドーを開けたままでこの音
を軽減したい場合は、次のような方法
があります。
•前席ウインドーも開ける。
•後席ウインドーの開き具合を変え
る。例えばウインドーが全開なら半
開にする。

お子さまにはパワーウインドースイッ
チを操作させないでください。お子さ
まが誤って操作すると、重大な傷害に
つながるおそれがあります。お子さま
を乗せているときは、ウインドーロッ
クスイッチを  位置にしてく
ださい。

ウインドーロックスイッチが 
位置のときでも、運転席ウインドーは
開閉できます。

(1)

ロック

ロック



運転する前に/ウインドーの開閉
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運転席での開閉

各席のウインドーの開閉ができます。

71L30230

■ 運転席ウインドーの開閉
（オート機構付）

• ウインドースイッチを軽く操作する
と、操作している間だけ開閉します。
スイッチから手を離すと、ウインドー
はその位置で止まります。

• ウインドースイッチを強く操作する
と、オート機構が作動してスイッチか
ら手を離しても自動で全開または全閉
します。
途中で止めたいときは、操作した方向
と逆の方向に軽く操作します。

■ 運転席ウインドーのオフディ
レイタイマー機能

運転席ウインドーは、エンジンスイッチ
を  の位置から  または 
（OFF）にしたあとでも、30 秒以内は開
閉が可能です。

■ 助手席／後席ウインドーの開閉
ウインドースイッチを操作している間だ
け開閉します。スイッチから手を離す
と、ウインドーはその位置で止まりま
す。

■ はさみ込み防止機構
運転席ウインドーには安全装置として、
はさみ込み防止機構があります。

• オート機構を作動させて自動で閉めて
いるときに、異物をはさみ込むなどし
てウインドーに一定以上の負荷がかか
ると、ウインドーの動く方向が反転
し、少し開いて停止します。（過負荷
検知方式）

(1) 運転席ウインドースイッチ
（オート機構付）

(2) 助手席ウインドースイッチ
(3) 右後席ウインドースイッチ
(4) 左後席ウインドースイッチ

(1)

(2)

(3)

(4)

•30 秒以内でも、運転席ドアを開けて
閉めると、運転席ウインドーの開閉
ができません。
•運転席ウインドーの開閉が可能な間
は、運転席ウインドースイッチの
“AUTO”の文字が点灯しています。

はさまれる異物の形状や硬さ、はさま
れかたによっては過負荷検知されず、
はさみ込み防止機構が作動しない場合
があります。重大な傷害を受けるおそ
れがありますので、十分に注意して開
閉操作を行なってください。

ON ACC LOCK
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■ はさみ込み防止機構の初期設
定のしかた

鉛バッテリー端子やヒューズ（7-23
ページ参照）を外すなどして、パワーウ
インドーシステムへの電源供給を一度
絶ってしまうと、運転席ウインドーが自
動で開かなくなるとともに自動で閉めた
ときに、はさみ込み防止機構が作動しな
くなってしまいます。
この場合、次の手順ではさみ込み防止機
構の初期設定を行なってください。ま
た、運転席ウインドーが自動で開くこと
も閉めることもできなくなった場合も、
同様に初期設定を行なってください。

エンジンを始動します。

運転席ウインドースイッチを押し続
け、ウインドーを完全に開けます。

運転席ウインドースイッチを引き上
げ続け、ウインドーを完全に閉めま
す。

そのままスイッチを2秒以上引き上
げ続けます。

運転席ウインドーが自動開閉できる
ようになったか確認します。

• 手順 ～ を何度繰り返しても運転
席ウインドーが自動開閉できない場
合、システムの異常が考えられます。
スズキサービス工場で点検を受けてく
ださい。

はさみ込み防止機構は、スイッチを引
き上げ続けた状態では作動しません。
また、閉まりきる直前は、はさみ込み
を検知できない領域があります。指な
どをはさまないように気をつけてくだ
さい。

•ウインドーの故障で、はさみ込み防
止機構が作動し、自動で閉めること
ができない場合があります。この場
合、運転席ウインドースイッチを引
き上げ続けると、完全に閉めること
ができます。
•悪路などを走行中にウインドーを自
動で閉めると、衝撃や荷重がウイン
ドーに加わって、はさみ込み防止機
構が作動することがあります。

はさみ込み防止機構は、必ず初期設定
してください。初期設定が完了するま
では、はさみ込み防止機構が作動しま
せん。

1

2

3

4

5

1 4
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助手席、後席での開閉

自席のウインドーだけ開閉できます。

• ウインドースイッチを操作している間
だけ開閉します。スイッチから手を離
すと、ウインドーはその位置で止まり
ます。

• お子さまを乗せているときは、運転席
ドアのウインドーロックスイッチを

 位置にしてください｡
→　3-19ページ

（ウインドーロックスイッチ）

71L30240

※イラストは助手席ドアを代表していま
す。

ミラー全体を動かして、角度を調節しま
す。

防眩式ルームミラー

通常はレバー（1）を車の前方向に押し
た状態で使用し、角度の調節もこの位置
で行ないます。後続車のライトがまぶし
いときは、レバーを手前に引くとライト
の反射が弱まります。

71L30251

(5) 助手席／後席ウインドースイッチ
（※）

ウインドーロックスイッチが 
位置のときは、助手席／後席ウイン
ドーの開閉ができません。

ロック

(5)

ロック

必ず走行前に調節してください。走行
中に調節すると、前方不注意で思わぬ
事故につながるおそれがあります。

各部の調節

ルームミラー

(1)
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角度の調節

■ ドアミラー角度調節スイッチ
エンジンスイッチが  または 
のときに使用できます。

角度調節スイッチ（1）を、調節し
たいミラーの側へまわします。

角度調節スイッチを操作して、上下
左右にミラーを動かします。

71L30260

格納

狭い場所で駐車するときなどに、ドアミラー
を車の後ろ方向に倒すことができます。

71L30270

• 上図のドアミラーは代表例です。お車
のタイプにより異なります。

■ ドアミラー格納スイッチ
エンジンスイッチが  または 
のときに使用できます。

• 格納スイッチを押すごとに、格納と通
常の位置に切り替わります。

71L30280

必ず走行前に調節してください。走行
中に調節すると、前方不注意で思わぬ
事故につながるおそれがあります。

調節後は、角度調節スイッチを中立の
位置へもどしてください。

ドアミラー

ACC ON

1

2

(1)

•ドアミラーを倒したまま走行しない
でください。後方の確認ができず、
事故を起こすおそれがあります。
•ドアミラーは車体より張り出していま
す。ドアミラーを車外の人やものにあ
てないように気をつけてください。

ACC ON
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80J1023

リモート格納ミラー

ドアミラー格納スイッチが通常の位置に
あるときは、ドアの施錠やエンジンス
イッチの操作と連動して、ドアミラーが
自動的に格納と通常の位置に切り替わり
ます。

• リクエストスイッチまたはキーレスエ
ントリーでドアを施錠すると、自動的
にドアミラーが格納されます。
→　3-8ページ

（キーレスエントリー）
→　3-10ページ（携帯リモコン）

• 通常の位置にもどすときは、エンジン
スイッチを  または  にしま
す。

• 工場出荷時は、作動する設定になって
います。任意で停止に切り替えてくだ
さい。
→　3-25 ページ（リモート格納ミ

ラーの停止・作動の切替えのしか
た）

•動いているドアミラーに触れないで
ください。手などをはさんでけがの
お それ があ りま す。また、ド アミ
ラー故障の原因となります。
•格納スイッチでドアミラーを格納し
たときは、手でドアミラーを通常の
位置にもどさないでください。ドア
ミラーの固定が不完全になるため、
走行中の振動や走行風などでドアミ
ラーが動くおそれがあります。
その場合は、スイッチを通常の位置
に押して、確実にドアミラーを固定
してください。

エンジンスイッチが  または
 の位置にあるときは、手でドア

ミラーを操作しないでください。ドア
ミラー故障の原因となります。

•ドアミラーを手で動かすと、エンジ
ンスイッチを  または  に
したときに、ドアミラーが動き出す
ことがあります。
•格納スイッチが通常の位置で、ドアミ
ラーが車の前方向に倒れていると、エ
ンジンスイッチを  または 
にしたときに、ドアミラーがさらに車
の前方向に倒れてしまいます。ドアミ
ラーをもとの状態にもどすときは、一
度格納操作をしてください。

ACC
ON

ACC ON

ACC ON

ドアミラーが凍結するような寒冷時
は、リモート格納ミラーの機能を停止
してください。凍結したまま動作を繰
り返すと、故障の原因となります。
→　6-10ページ

（ドアミラーの凍結）

タイプ別装備

ACC ON
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■ リモート格納ミラーの停止・
作動の切替えのしかた

エンジンスイッチが （OFF）の
位置にある状態で、次の手順で切り替え
てください。

運転席にすわり、運転席ドアを開け
閉めして、すべてのドアが閉まって
いるか確認します。

• いずれかのドア、バックドアおよ
びボンネットが開いていると、半
ドア警告灯が点灯します。
→　3-71ページ

（半ドア警告灯）

ロックレバー（1）を解錠側（車の
後ろ方向）にします。

71L31301

※次の から までの一連の手順は、
15秒以内に完了してください。

ロックレバー（1）を施錠側（車の
前方向）にし、解錠側（車の後ろ方
向）にもどします。この操作を4 往
復行ないます。

71L31302

•ドアをキー、ロックレバーまたはパ
ワードアロックスイッチで施錠する
と、ドアミラーが自動的に格納され
ません。
•ドアミラー格納スイッチが格納の位
置にあるときは、エンジンスイッチ
を  または  にしたとき
に、ドアミラーが自動的に通常の位
置にもどりません。
•タイマーロック機能が作動すると、
ドアミラーが自動的に格納されま
す。
→　3-9ページ

（タイマーロック機能）

ACC ON

LOCK

1

携帯リモコンで施錠・解除操作をする
と設定が切り替わりません。必ずロッ
クレバーを操作してください。

2

(1)

解錠

3 4

3

(1)

施錠
4往復

解錠
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携帯リモコンの操作部を3回押しま
す。

• 操作部はロック／アンロックス
イッチのどちらでも結構です。

• 設定切替え中は、操作部を押して
もドアの施解錠は行なわれませ
ん。

71L31303

前記の手順を行なうと、リモート格納ミ
ラーの設定が次表の順で切り替わりま
す。また、設定確認ブザーの回数によっ
て設定状態が確認できます。

• から までの操作が正しく行なわ
れなかったり、15 秒以内にできな
かったりしたときは、設定が切り替わ
らず、設定確認ブザーが鳴りません。
はじめからやり直してください。

ドアミラーヒータースイッチ

ドアミラーヒーターは、リヤデフォッ
ガーと連動します。
→　3-97ページ

（リヤデフォッガースイッチ）

71L30290

(2) 操作部（ロックスイッチ）
(3) 操作部（アンロックスイッチ）

リモート格納
ミラーの設定状態

設定確認ブザー

停止 1回

作動 2回

4

(3)

(2)

3 4

ドアミラーヒーター装備車には、左右
のドアミラー鏡面に マークが付い
ています。

タイプ別装備
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ハンドルの前後・高さ調節

→　2-11 ページ（ハンドル、シート、
ミラーの調節は走行前に）

ハンドルの固定を解除します。

• 片手でハンドルをささえながら、
ハンドル下のレバーを押し下げま
す。

ハンドルを前後・上下に動かし、適
切な位置に調節します。

調節後は、ハンドルを固定します。

• その位置でハンドルを押さえたま
ま、レバーをもとの位置まで確実
にもどします。

71L30300

→　5-56ページ（アームレスト）

正しい運転姿勢

正しい運転姿勢がとれるように、次のこと
に注意してシートを調節してください。

• 背もたれと腰の間にすきまのないよう
にシートに深くすわります。

• ペダル類を踏み込んだときに、ひざが
伸びきらないで余裕があるようにシー
トを前後に調節します。

• 背中を背もたれに軽くつけ、ハンドル
を握ったときにひじが軽く曲がる程度
に背もたれの角度を調節します。

80J177

調節後はハンドルを前後・上下にゆ
すって、確実に固定されているか確認
してください。

テレスコピック＆チルト
ステアリング

1

2

3

•シートを調節するときは、手足をは
さんだり、身体にあてたりしないよ
うに気をつけてください。
→　2-11ページ（ハンドル、シート、

ミラーの調節は走行前に）

•シートを調節したあとは、シートを
前後にゆするなどして、確実に固定
されているか確認してください。

シートの調節

前席シート
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3 前後位置の調節

スライドレバーを引き上げたまま、シー
トを前後に動かします。

71L3313

• 上図のシートは代表例です。お車のタ
イプにより異なります。

背もたれの角度調節

• 後方へ倒すときは、リクライニングレ
バーを引き上げたまま、背中で軽く押
します。

• 前方へ起こすときは、背中を少し浮か
せて、リクライニングレバーを引き上
げます。

71L3314

高さ調節（運転席のみ）

運転席シート右横のレバーを繰り返し操
作します。

背もたれと背中の間にクッションなど
を入れないでください。正しい運転姿
勢がとれないばかりか、シートベルト
やヘッドレストの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

シートの下にものを置かないでくださ
い。（助手席のシートアンダートレー
内を除く）ものがはさまって、次のよ
うなことが起きるおそれがあります。
•シートが固定されない
•エネチャージ装備車の助手席下にあ
るリチウムイオンバッテリーを損傷
する
→　2-3ページ

（バッテリーについて）

背もたれを必要以上に倒さないでくだ
さい。シートベルトや SRS エアバッ
グシステムが本来の効果を発揮できま
せん。

背もたれから離れてリクライニングレ
バーを操作すると、背もたれが急に起
きあがって前方に倒れることがありま
す。手などを添えて操作してください。
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• レバーを引き上げると、シート全体が
高くなるとともに前方に動きます。

• レバーを押し下げると、シート全体が
低くなるとともに後方に動きます。

71L3315

ヘッドレストの高さ調節と
取り外し・取り付け

■ 高さの調節
走行前に、ヘッドレスト中央の高さが耳
の位置になるように調節し、しっかりと
固定します。背が高い人は、固定できる
範囲で一番高い位置にしてお使いくださ
い。

• 高くするときは、ヘッドレストを手で
持ち上げます。

• 低くするときは、ロックボタン（1）
を押したままヘッドレストを押し下げ
ます。

■ 取り外しかた
ロックボタン（1）を押したまま引き抜
きます。

■ 取り付けかた
ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込み、
高さの調節をします。

71L30350

運 転 席・助 手 席 シ ー ト ヒ ー
タースイッチ

エンジンスイッチが  のときに使用
できます。

• スイッチを押すと、シート内にある
ヒーターが作動して、スイッチ内の表
示灯（3）が点灯します。
もう一度押すとヒーターが切れます。

• シートが適温になったら、スイッチを
切ってください。

• アームレスト（タイプ別装備）がスイッ
チ操作や表示灯の点灯確認のさまたげ
になる場合があります。必要に応じて、
アームレストを収納してください。
→　5-56ページ（アームレスト）

ヘッドレストを外したまま、走行しな
いでください。

(1) ロックボタン

ヘッドレストは、しっかりと固定してく
ださい。また、ヘッドレストを前後逆に
取り付けないでください。ヘッドレスト
が本来の効果を発揮できません。
ヘッドレストを前後逆に取り付けると、
ヘッドレストの高さ調節ができません。

(1)

タイプ別装備

ON
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71L30360

ヘッドレストの高さ調節と
取り外し・取り付け

■ 使用時の高さ調節
使用時の高さ調節は、前席シートと同様
です。3-29ページをお読みください。

71L30370

(1) 運転席シートヒータースイッチ
(2) 助手席シートヒータースイッチ

•長時間ヒーターを使用すると、低温
やけど（水ぶくれなど）の原因にな
ります。
•毛布や座ぶとんなど、保温性の高い
ものをシートにかけないでください。
過熱の原因となります。

•シートの上に重い荷物を置いたり、針
や釘などをシートに刺したりしないで
ください。
•シートをお手入れするときは、ベン
ジン、ガソリンおよびアルコールな
どの溶剤を含む洗浄液を使用しない
でください。シート表面やヒーター
が損傷する原因となります。
→　6-4ページ（内装のお手入れ）
•水やジュースなどをこぼしたとき
は、すみやかにやわらかい布などで
ふき取り、十分に乾かしてからご使
用ください。
•鉛バッテリー保護のため、エンジン
がかかっているときに使用してくだ
さい。

(2)

(1)

(3) ヒーターには、自動的にスイッチが切
れるタイマー機能がありません。
また、スイッチを切らないと、エンジ
ンスイッチを  にするたびにヒー
ターが自動的に入ります。

(1) ロックボタン

ON

後席シート

使用時

(1)
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■ 収納時の位置
収納するときは、ロックボタン（1）を
押したままヘッドレストを一番下まで押
し下げます。

71L30861

■ 取り外しかた
背もたれを前方へ少し倒し、ロックボタ
ンを押したまま引き抜きます。
→　3-34ページ

（背もたれの倒しかた）

■ 取り付けかた
ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込み、
高さの調節をします。

ヘッドレストを外したまま、後席に人を
乗せないでください。

取り外したヘッドレストは、客室内に
放置しないでください。急ブレーキを
かけたときなどに乗員やものなどに当
たって、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

収納時

(1)

•ヘッドレストは、しっかり固定して
ください。また、ヘッドレストを前後
逆に取り付けないでください。ヘッ
ドレストが本来の効果を発揮できま
せん。
ヘッドレストを前後逆に取り付ける
と、ヘッドレストの高さ調節ができ
ません。
•お子さま用シートを取り付けるとき
は、お子さま用シートがヘッドレス
トに当たるのを防ぐため、ヘッドレ
ストを固定できる範囲で一番高い位
置に調節するか取り外してくださ
い。
ヘッドレストが当たった状態ではお
子さま用シートが確実に固定されな
いため、衝突のときなどにお子さま
が重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。
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ISOFIX 対応チャイルドシ－ト
固定専用金具

後席の左右席には、ECE R44（※1）の
基準に適合した ISOFIX（※ 2）タイプの
お子さま用シ－ト（別売り）を固定する
ための専用金具が装備されています。

• 座面と背もたれのすきまにある金具
が、ISOFIX対応チャイルドシート固定
用アンカー（以下ISOFIXアンカーと略
す）です。

• 背もたれの裏側にある金具が、チャイ
ルドシート固定用テザーアンカー（以
下テザーアンカーと略す）です。

※1 ECE R44とは、お子さま用シートに
関する国際法規です。

※2 ISOFIX とは、お子さま用シ－トの
固定装置の大きさや取り付け方法を
統一した国際標準化機構【ISO（※
3）】の規格です。

※3 ISO とは、International Organiza-
tion for Standardization（イン
ターナショナル オーガニゼイショ
ン フォー スタンダーディゼイショ
ン）の略です。

＜スズキ純正用品の場合＞

• お子さま用シートは、お子さまの年齢
や体格に合った適切なものを選んでく
ださい。
→　3-44 ページ（お子さま用シート

の選択について）

• ISOFIXタイプのお子さま用シ－トは、
シ－トベルトで固定する必要がありま
せん。

• シ－トベルトで固定するお子さま用シ
－トを取り付けるときは、3-43 ペー
ジの「お子さま用シートのシートベル
トによる固定」をお読みください。

■ 固定のしかた

ラゲッジシェルフを外します。
→　5-58ページ

（ラゲッジシェルフ）

ISOFIX アンカー(1) の位置を確認し
ます。

• 座面と背もたれのすきまにありま
す。

71L20301

ISOFIX
アンカー

テザー
アンカー

ISOFIXタイプの
ベビーシート

（後ろ向きに固定）

○
（使用）

○
（使用）

ISOFIXタイプの
チャイルドシート

（前向きに固定）

○
（使用）

○
（使用）

(1) ISOFIXアンカー

1

2

(1)

(1)
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テザーアンカー(2) の位置を確認し
ます。

• 背もたれの裏側にあります。

71L20302

後席のヘッドレスト (3) は、お子さ
ま用シ－トに当たらない高さに調節
するか取り外します。
→　3-29ページ（ヘッドレストの高

さ調節と取り外し・取り付け）

71L20310

リクライニング機構付後席の場合、
背もたれを前側で固定します。

座席が確実に固定されているか確認
します。

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがって、お子さま用シート
のコネクター(4)をISOFIX アンカー
(1)へ差し込みます。

71L20311

• 上図のシートは代表例です。お車のタ
イプにより異なります。

テザ－ベルトを使用する場合、次の
ようにしてテザーアンカーへ取り付
けます。

• ヘッドレストを取り付けていると
きは、図（代表例）のように持ち
上げたヘッドレストと背もたれの
間を通す

80J1315

(2) テザーアンカー

ヘッドレストを調節してもお子さま用
シートに当たる場合は、ヘッドレスト
を取り外してください。ヘッドレスト
に当たった状態ではお子さま用シート
が確実に固定されないため、衝突のと
きなどにお子さまが重大な傷害を受け
るおそれがあります。

3

(2)

4

(3)

5

6

7

(4)

(1)

8

テザーベルト1本の場合
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80J3080

お子さま用シ－トを前後左右にゆ
すって、確実に取り付けられている
か確認します。

ラゲッジシェルフをもとにもどしま
す。

背もたれの倒しかた

背もたれを前へ倒すと、荷室が広く使え
ます。

■ 倒しかた

ヘッドレストは一番低い位置へ調節
します。

後席左右のシートベルトを図のよう
にベルトガイド（1）にかけ、背も
たれを動かすときに、ベルトをかみ
込まないようにします。

71L20303

• 上図のベルトガイドは代表例です。お
車のタイプにより異なります。

•お子さま用シ－トを取り付けるとき
は、ISOFIXアンカーやテザ－アンカ
－周辺にシートベルトや異物などが
ないか確認してください。シ－トベ
ルトなどがかみ込むと、お子さま用
シ－トが正しく固定されず、衝突の
ときなどにお子さまが重大な傷害を
受けるおそれがあります。
•荷物の固定などに、ISOFIXアンカー
やテザ－アンカ－を使用しないでく
ださい。アンカ－が曲がったり損傷
したりすると、お子さま用シ－トが
正しく固定されず、衝突のときなど
にお子さまが重大な傷害を受けるお
それがあります。

テザーベルト2本の場合

9

10

倒した背もたれの上や荷室に人を乗せ
ないでください。ブレ－キや加速、衝
突のときなどに、投げ出されてけがの
おそれがあります。

背もたれを動かすときは、手足をはさ
んだり、身体に当てたりしないように
気をつけてください。

1

2

(1)
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シートベルトのバックルは、背もた
れを倒すときのじゃまにならないよ
う、図のようにホルダー内に収納し
ます。

71L20304

背もたれ肩部のロックレバー（2）
を引いたまま、背もたれを前方へ倒
します。
• 背もたれを倒すときに、後席の

ヘッドレストが前席に当たる場合
は、前席を前に動かしてくださ
い。

71L20305

• 上図のロックレバーは代表例です。お
車のタイプにより異なります。

71L20306

■ 起こしかた
背もたれを起こし、固定される位置まで
背もたれを車の後ろ方向へ押し付けま
す。

• 背もたれ肩部のロックレバー横に赤色
の表示が出ていないことを確認しま
す。

シートベルトの傷つき防止のため、
シートベルトはベルトガイドにかけて
ください。

3

4

(2)

（3）背もたれ固定用フック
（4）ロック部品

•背もたれ裏のロック部品に指などを
入れないでください。けがのおそれ
があります。
•荷物の固定などに、背もたれ裏の
ロック部品や背もたれ固定用フック
を使用しないでください。また、
ロック部品やフックに砂などの異物
を付着させないでください。ロック
部品が損傷したりフックが曲がった
りして、背もたれが固定できなくな
るおそれがあります。

(4)

(3)
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背もたれの角度調節

2段階に調節できます。

• 後方へ倒すときは、ロックレバー（1）
を引いたまま、背もたれを押します。

• 前方へ起こすときは、ロックレバーを
引いたまま、背もたれを前に引きます。

調節後は、ロックレバー横に赤色の表示
（2）が出ていないことを確認します。

71L20309

•ロックレバー横に赤色の表示が出て
いる状態では、背もたれはロックさ
れていません。
•背もたれを起こしたあとは、背もた
れを前後にゆすったり、背もたれを
一度前に倒し再び起こしたりして、
背もたれが確実に固定されているか
確認してください。背もたれの固定
が不確実な場合、走行中に突然背も
たれが前に倒れ、思わぬけがをする
おそれがあります。

71L20307

71L20308

リクライニング機構付後席

固定（ロック）

赤色の表示
（アンロック）

リクライニング機構なし後席

固定（ロック）

赤色の表示
（アンロック）

•ロックレバー横に赤色の表示が出て
いる状態では、背もたれはロックさ
れていません。
•調節後は背もたれを前後にゆするな
どして、背もたれが確実に固定され
ているか確認してください。背もた
れの固定が不確実な場合、走行中に
突然背もたれが前に倒れ、思わぬけ
がをするおそれがあります。

タイプ別装備

(1) (2)
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正しい姿勢でシートにすわり、正しく
シートベルトを着用しないと、シートベ
ルトが本来の効果を発揮できません。
シートベルトを着用するときは、次のこ
とに注意してください。

• シートを正しい位置に調節し、上体を
起こして奥深くすわります。

•ベルトがねじれないように着用します。
• 腰ベルトは、腰のできるだけ低い位置

にかけます。
• 肩ベルトは、首と肩先の中央にかけます。
• ベルトがねじれていないことを確認

し、たるみを取り除きます。
→　3-27ページ（正しい運転姿勢）

70K216

お子さまもシートベルトを着用

→　2-7ページ（お子さまを乗せるときは）

80J028

妊娠中や疾患のある方は

•走行前にシートベルトを正しく着用
してください。走行中に着用したり
調節したりすると、思わぬ事故を起
こすおそれがあります。
•背もたれを必要以上に倒さないでく
ださい。また、洗たくばさみやクリッ
プなどでベルトをたるませないでく
ださい。シートベルトが本来の効果
を発揮できません。
•助手席や後席の同乗者全員にシート
ベルトを着用させてください。

シートベルト

シートベルトについて

お子さまをシートベルトで遊ばせない
でください。ベルトを身体に巻きつけ
るなどして遊んでいるときに、窒息な
ど重大な傷害を受けるおそれがありま
す。万一の場合は、ハサミでベルトを
切断してください。

•妊娠中の方、疾患がある方もシート
ベルトを着用してください。ただし、
衝突のときに局部的に強く圧迫され
るおそれがありますので、医師に相
談して注意事項を確認してください。
•妊娠中の方は、腰ベルトを腹部を避
けて腰部のできるだけ低い位置にか
けます。肩ベルトは、首と肩先の中
央から腹部を避けて胸部にかかるよ
うに着用してください。
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80J075

シートベルト警告ブザー

運転席のシートベルト着用忘れを防止す
るためのブザーです。

• エンジンをかけて走行を開始してか
ら、最初に車速が約 15 km/h 以上に
なったときに運転者がシートベルトを
着用していないと、メーター内のシー
トベルト警告灯が点灯から点滅に切り
替わるとともに、シートベルト警告ブ
ザーが断続的に鳴ります。
→　3-67ページ（シートベルト警告灯）

シートベルトの長さ調節

3 点式シートベルトは、長さ調節が必要
ありません。身体の動きにあわせてベル
トが伸縮し、強い衝撃を受けたときは自
動的にベルトがロックされて身体を固定
します。

肩ベルトの高さ調節

身体の大きさにあわせて、ショルダーア
ンカー（2）の高さ調節ができます。

• 上に調節するときは、アンカーをその
まま適切な位置まで持ち上げます。

• 下に調節するときは、ロックレバー（1）
を引いたままアンカーを下げ、適切な
位置でレバーをはなします。

• 調節後は、アンカーを下に引いて固定
されているか確認します。

80J3021

•運転者がベルトを着用すると、警告
灯は消灯します。また、警告ブザー
が鳴っているときは、ブザーも止ま
ります。
•警告ブザーは運転者がベルトを着用
しなくても、約95 秒間鳴り続けたあ
とに止まります。ただし、警告灯は
点滅から点灯に切り替わったまま、
エンジンスイッチを  または

（OFF）にするまで消灯しま
せん。

ACC
LOCK

前席のみ

(1)

(2)
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■ 着用のしかた

タングプレート（1）とシートベル
トをつかみ、ベルトをゆっくりと引
き出します。
ベルトのねじれを取ります。

80J1147

タングプレート（1）をバックル（2）
の差し込み口にまっすぐになるよう
に合わせて、カチッという音がする
までしっかりと差し込みます。

• 右側後席用のバックルとの間違い
防止のため、後席中央席のシート
ベ ル ト の バ ッ ク ル に は、
CENTERの表示があります。

80J1148

腰ベルトを、腰のできるだけ低い位
置にかけます。

肩ベルトを、首と肩先の中央にかけ
ます。

ベルトがねじれていないことを確認
し、たるみを取り除きます。

■ 外すときは
バックルのボタン（3）を押します。
シートベルトが自動的に巻きもどされま
すので、ベルトやタングプレートに手を
添え、ゆっくりともどしてください。

65J294

ベルトがロックされていて引き出せな
いときは、いったんゆるめてから再度
引き出します。それでも引き出せない
場合は、一度ベルトを強く引いてから
ゆるめ、再度ゆっくりと引き出してく
ださい。

シートベルトの着用のしかた

1

(1)

2

(1)

(2)

3

4

5

(3)
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シートベルトを正しく着用する

71L30460

取扱い

後席に人を乗せないときは、シートベル
トをベルトガイド（1）にかけてくださ
い。

71L20303

• 上図のベルトガイドは代表例です。お
車のタイプにより異なります。

ベルトがねじれていると、ベルトを外
したときに巻き取られないことがあり
ます。ベルトにたるみがなく巻きもど
されていることを確認してください。

•シートベルトにねじれやたるみがあ
ると、衝撃を受けたときに局部的に
圧迫されるおそれがあります。
•ベルトが腹部にかかっていると、衝
撃を受けたときに強く圧迫されるお
それがあります。
•3点式シートベルトが肩にしっかりと
かかっていないと、衝撃を受けたと
きに前に投げ出されるおそれがあり
ます。
•アームレスト（タイプ別装備）にベ
ルトがかかっていると、シートベル
トが本来の効果を発揮できません。
ベルトは、アームレストの下をとお
してください。

シートベルトの
取扱いとお手入れ

(1)
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お手入れ

お手入れの方法は、布地などと同様で
す。
→　6-4ページ（布地、ビニールレザー、

樹脂部品などの手入れ）

シートベルトプリテンショ
ナーとは

エンジンスイッチが  のときに、次
のような状況になると、肩ベルトを瞬時
に巻き取ります。

• 車の前方向から強い衝撃を受けたと
き。運転席・助手席SRSエアバッグシ
ステムと連動しています。

• 車の側面（前席乗員付近）に横方向か
ら強い衝撃を受けたとき。SRSサイド
／カーテンエアバッグシステム（タイ
プ別装備）と連動しています。
→　3-56ページ

（SRSエアバッグシステムの作動）

80J1018

•シートベルトにほつれや擦り傷、切
り傷があるときは、ベルトを交換し
てください。
•バックルが正常に動かないときは、
スズキサービス工場で点検を受けて
ください。
•衝突などでベルトに強い力がかかっ
たときは、外観に異常がなくても、
機能が損なわれていることがありま
す。ベルトを交換してください。
•バックルの内部に異物が入ったり、飲
み物をこぼしたりしたときは、シー
トベルトが正常に機能を発揮しない
おそれがありますので、スズキサー
ビス工場で点検を受けてください。
•ベルトをドアにはさまないでくださ
い。ドアを閉める前に、ベルトがた
るみなく巻きもどされているか確認
してください。
•ベルトを改造したり、取り外したり
しないでください。

漂白剤、溶剤、染料を使用しないでく
ださい。しみ、変色、強度低下の原因
となり、シートベルトが正常に機能を
発揮しないおそれがあります。

プリテンショナーは再使用できませ
ん。エアバッグとともにスズキサービ
ス工場で交換してください。

シートベルトプリテンショナー
（前席のみ）

ON
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正常に機能させるために

シートベルトプリテンショナーの機能に
影響をあたえる部品に手を加えないでく
ださい。シートベルトが思いがけないと
きに巻き取られたり、必要なときに正常
に巻き取られなくなったりすることがあ
ります。
→　2-31 ページ（部品の取り付け、取

り外し、修理をするときは）

SRSエアバッグ警告灯

80J111

メーターパネル内にあります。

• シートベルトプリテンショナー、SRS
エアバッグの電子制御システムに異常
があると、エンジンスイッチが 
のときに点灯します。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

廃棄や廃車

作動していないシートベルトプリテン
ショナーは、決められた手順で作動させ
てから廃棄する必要があります。

車の前方向から強い衝撃を受けると、
シートベルト巻取り装置内のシートベル
ト可変フォースリミッターが作動し、乗
員に一定以上の荷重がかからないように
肩ベルトを 2 段階に繰り出して、衝撃を
緩和します。

80J1039

82K179

プリテンショナーを廃棄するときや、装
備車を廃車するときは、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。

ON
強い衝撃を受けたシートベルトは、
ショルダーアンカー部（1）およびタ
ングプレート部（2）の樹脂が強い摩
擦で溶けてベルトに付着し、ベルトが
滑りにくくなります。このような場合
は、シートベルトが本来の機能を発揮
できません。スズキサービス工場で交
換してください。

シートベルト可変フォース
リミッター（前席のみ）

(1)

(2)
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• お子さま用シートは、お子さまの年齢
や体格にあった適切なものを選んでく
ださい。
→　3-44 ページ（お子さま用シート

の選択について）

• ISOFIXタイプのお子さま用シート（別
売り）を取り付けるときは、3-32ペー
ジの「ISOFIX対応チャイルドシ－ト固
定専用金具」をお読みください。

固定のしかた

ヘッドレスト(1)は、お子さま用シー
トに当たらない高さに調節するか取
り外します。
→　3-30ページ（ヘッドレストの高

さ調節と取り外し・取り付け）

71L30470

リクライニング機構付後席の場合、
お子さま用シートと背もたれの間に
すきまができないように背もたれの
角度を調節します。

座席が確実に固定されているか確認
します。

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがって、所定の部位にシー
トベルトを通します。

•助手席には、ベビーシートなどの後
ろ向きお子さま用シートを取り付け
ないでください。助手席 SRS エア
バッグがふくらむと、お子さま用
シートの背面に強い衝撃が加わり、
生命に関わる重大な傷害を受けるお
それがあります。

•やむをえず助手席にチャイルドシー
トを取り付けるときは、助手席を一
番後ろに下げ、前向きに取り付けて
ください。

80J027

お子さま用シートの
シートベルトによる固定

ヘッドレストを調節してもお子さま用
シートに当たる場合は、ヘッドレスト
を取り外してください。ヘッドレスト
に当たった状態ではお子さま用シート
が確実に固定されないため、衝突のと
きなどにお子さまが重大な傷害を受け
るおそれがあります。

1

(1)

2

3

4
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カチッと音がするまで、タングプ
レ ー ト（2）を バ ッ ク ル（3）に
しっかりと差し込みます。

80J1329

• 上図のお子さま用シートは代表例
です。

お子さま用シートにシートベルト固
定機構もロッキングクリップ (4) も
備わっていない場合は、別売りの
ロッキングクリップを使用してしっ
かりと固定します。

57L30152

• 上図のロッキングクリップ（別売
り）は代表例です。

お子さま用シートを前後左右にゆ
すって、確実に固定されているか確
認します。

• 確実に固定できない場合は、お子
さま用シートに付属の取扱説明書
をご確認いただくか、お子さま用
シートを購入された販売店にご相
談ください。

お子さま用シートは、この項目をよく読
んだうえで、お子さまの年齢や体格に
あった適切なものを選んでください。

• 2-7 ページの「お子さまを乗せるとき
は」もよくお読みください。

• この車は、2006年10月1日施行の新
保安基準に適合したISOFIX対応チャイ
ルドシート固定専用金具（ISOFIXアン
カーおよびテザーアンカー）を装備し
ています。
→　3-32ページ

（ISOFIX対応チャイルドシ－ト固
定専用金具）

シートベルト固定機構またはロッキン
グクリップでお子さま用シートを確実
に固定しないと、急ブレーキをかけた
ときや衝突時に、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

5

(2)

(3)

6

(4)

お子さま用シートは、確実に固定して
ください。急ブレーキをかけたときや
衝突時に、お子さまが重大な傷害を受
けるおそれがあります。

7

お子さま用シートの選択
について
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ECE R44の基準に適合するお
子さま用シートの認証マーク
について

ECE R44 (※1)の基準に適合するお子さ
ま用シートには、次のような認証マーク
が表示されています。

51K1022

• 上図の認証マークは代表例です。

※1 ECE R44 とは、お子さま用シート
に関する国際法規です。

※2 上図の「Universal」は、汎用カテ
ゴリーの認可であることを表しま
す。

ECE R44の基準に適合するお
子さま用シートの、座席位置
別適合性一覧表の見かた

→　3-48ページ（ECE R44の基準に適
合するお子さま用シートの、座席位
置別適合性一覧表）

■ 質量グループについて
• ECE R44の基準に適合するお子さま用

シートは、次の 5 種類に分類されま
す。

• 代表的なお子さま用シートには、次の
ようなものがあります。

後ろ向き、または横向き装着のお子さま
用シートで、首がすわっていないお子さ
ま、ひとりすわりのできないお子さまに
使用します。ECE R44 基準のグループ
0、0＋に相当します。

64L30810

(1) 法規番号
(2) お子さま用シートのカテゴリー （※2）
(3) 対象となるお子さまの体重範囲
(4) 装置の仕様
(5) お子さま用シートを認可した国番号
(6) お子さま用シートの認可番号

この車のスズキ純正お子さま用シート
は、ECE R44 の基準に適合していま
す。

(6)

(5)

(4)(3)
(2)

(1)

質量グループ お子さまの体重

グループ0 10kgまで

グループ0＋ 13kgまで

グループⅠ 9～18kg

グループⅡ 15～25kg

グループⅢ 22～36kg

ベビーシート
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前向き装着のお子さま用シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使用し
ます。ECE R44 基準のグループⅠに相
当します。

64L30820

前向き装着のお子さま用シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使用し
ます。ECE R44 基準のグループⅡ、Ⅲ
に相当します。

64L30830

チャイルドシート

ジュニアシート
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■ ISOFIXタイプのお子さま用シートの、サイズ等級について
サイズ等級は、お子さま用シートに表示される分類記号です。次の一覧表をご覧くださ
い。

※キャリコットとは、お子さまを寝かせた姿勢で横向きに取り付けることができるベ
ビーシートの一つです。
詳しくは、お子さま用シートの製造元または販売店にご相談ください。

サイズ等級 説明

A ISO/F3 全高前向き幼児用チャイルドシート

B ISO/F2 低型前向き幼児用チャイルドシート

B1 ISO/F2X
低型前向き幼児用チャイルドシート
(ISO/F2とは別形状)

C ISO/R3 大型後ろ向き幼児用チャイルドシート

D ISO/R2 小型後ろ向き幼児用チャイルドシート

E ISO/R1 後ろ向き乳児用チャイルドシート

F ISO/L1 左向き位置用チャイルドシート(キャリコット※)

G ISO/L2 右向き位置用チャイルドシート(キャリコット※)
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ECE R44の基準に適合するお子さま用シートの、座席位置別適合性
一覧表

■ シートベルトによる固定

＜上表に記入する文字の説明＞
U ：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーのお子

さま用シートに適しています。
UF ：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前向

きお子さま用シートに適しています。
X ：お子さま用シートの取り付けには適していません。

• シートベルトを使用してお子さま用シートを取り付けるときは、3-43 ページの「お
子さま用シートのシートベルトによる固定」をお読みください。

• ISOFIX タイプのお子さま用シートの種類によっては、上表の質量グループでの使用
に適していても、取り付けができない場合があります。詳しくは、次ページの
「ISOFIX対応チャイルドシート固定専用金具による固定」をお読みください。

質量グループ
着席位置

助手席 後席外側 後席中央

グループ0
（10kgまで）

X U U

グループ0＋
（13kgまで）

X U U

グループⅠ
（9～18kg）

UF U U

グループⅡ
（15～25kg）

X UF UF

グループⅢ
（22～36kg）

X UF UF

•表に記載されていないお子さま用シートを使用する場合は、お子さま用シートの製
造元または販売店にご相談ください。
•取り付けるときは、お子さま用シートに付属の取扱説明書をあわせてお読みくださ
い。
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■ ISOFIX対応チャイルドシート固定専用金具による固定

＜上表に記入する文字の説明＞
IUF ：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの

ISOFIX対応前向きお子さま用シートに適しています。
IL ：この質量グループでの使用を許可された準汎用（セミユニバーサル）カテゴリー

の「スズキ純正ベビーシート」に適しています。
X ：ISOFIX 対応お子さま用シートの取り付けには適していません。固定専用金具を

使わずにシートベルトを使用して固定してください。3-43 ページの「お子さま
用シートのシートベルトによる固定」をお読みください。

N.A.：この位置にはチャイルドシート固定専用金具が装備されていないため、ISOFIX
タイプのお子さま用シートを取り付けることはできません。

注1） お子さま用シートを取り付ける座席のヘッドレストを使用時の高さに調節します。
注2） お子さま用シートを取り付ける座席のヘッドレストを固定できる範囲で一番高い

位置に調節します。
→　3-30ページ（ヘッドレストの高さ調節と 取り外し・取り付け）

• チャイルドシート固定専用金具を使用してお子さま用シートを取り付けるときは、
3-32ページの「ISOFIX対応チャイルドシ－ト固定専用金具」をお読みください。

質量グループ サイズ等級
チャイルドシート固定専用金具の位置

助手席 後席外側 後席中央

キャリコット
F ISO/L1 N.A. X N.A.

G ISO/L2 N.A. X N.A.

グループ0（10kgまで） E ISO/R1 N.A. IL 注1） N.A.

グループ0＋（13kgまで）

E ISO/R1 N.A. IL 注1） N.A.

D ISO/R2 N.A. X N.A.

C ISO/R3 N.A. X N.A.

グループⅠ（9～18kg）

D ISO/R2 N.A. X N.A.

C ISO/R3 N.A. X N.A.

B ISO/F2 N.A. IUF 注1） N.A.

B1 ISO/F2X N.A. IUF 注2） N.A.

A ISO/F3 N.A. IUF 注1） N.A.

グループⅡ（15～25kg） N.A. X N.A.

グループⅢ（22～36kg) N.A. X N.A.

•表に記載されていないお子さま用シートを使用する場合は、お子さま用シートの製
造元または販売店にご相談ください。
•取り付けるときは、お子さま用シートに付属の取扱説明書をあわせてお読みください。



運転する前に/SRSエアバッグ

3-50

3

SRSエアバッグシステムとは

SRS とは Supplemental Restraint
System（サプリメンタル　レストレイ
ント　システム）の略で、補助拘束装置
の意味です。

■ 運転席・助手席 SRS エアバッ
グシステム

エンジンスイッチが  の場合に、車
の前方向から強い衝撃を受け、シートベ
ルトを着用していてもハンドルや助手席
側インパネに顔面があたるような強い衝
突のときに、運転席・助手席 SRS エア
バッグが瞬時にふくらむ構造になってい
ます。

• 運転席・助手席SRSエアバッグシステ
ムは、ふくらんだ SRS エアバッグが
クッションの役割をして、顔面への衝
撃を軽減する効果があります。

80J090

• シートベルトは必ず着用してください。
→　3-39ページ

（シートベルトの着用のしかた）

■ SRSサイドエアバッグシステム

エンジンスイッチが  の場合に、車
の側面（前席乗員付近）に横方向から強
い衝撃を受けて、ドアと前席乗員の胸部
などが衝突するようなときに、衝撃を受
けた側（運転席側または助手席側）の
SRSサイドエアバッグがSRSカーテンエ
アバッグと連動して瞬時にふくらむ構造
となっています。

• SRS サイドエアバッグシステムは、ふ
くらんだSRSサイドエアバッグがクッ
ションの役割をして、シートベルトを
着用した前席乗員の主に胸部にかかる
衝撃を軽減する効果があります。シー
トベルトは必ず着用してください。
→　3-39ページ

（シートベルトの着用のしかた）

71L30480

• 上図は、運転席側が作動したときを代
表しています。

SRSエアバッグ

SRSエアバッグ車を
運転するときは

ON

（1）SRSサイドエアバッグ

タイプ別装備

ON

(1)



運転する前に/SRSエアバッグ

3-51

3

■ SRSカーテンエアバッグシス
テム

エンジンスイッチが  の場合に、車
の側面（前席乗員付近）に横方向から強
い衝撃を受けて、ドアと前席および後席
外側乗員の頭部などが衝突するようなと
きに、衝撃を受けた側（運転席側または
助手席側）のSRSカーテンエアバッグが
SRSサイドエアバッグと連動して瞬時に
ふくらむ構造となっています。

• SRS カーテンエアバッグシステムは、
ふくらんだ SRS カーテンエアバッグが
クッションの役割をして、シートベル
トを着用した前席および後席外側乗員
の主に頭部にかかる衝撃を軽減する効
果があります。シートベルトは必ず着
用してください。
→　3-39ページ

（シートベルトの着用のしかた）

71L30490

• 上図は、運転席側が作動したときを代
表しています。

51K0007

（2）SRSカーテンエアバッグ

タイプ別装備

ON

(2)

•SRS エアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありません。
シートベルトと併用することで、そ
の効果を発揮するシートベルトの補
助拘束装置です。したがって SRSエ
アバッグシステムが装備されている
車であっても、シートベルトを必ず
着用してください。
•シートベルトは正しい姿勢で正しく
着用してください。シートベルトを
正しく着用しないと、SRS エアバッ
グの効果が十分発揮できません。

•助手席 SRS エアバッグは、助手席に
乗員がいなくても、運転席 SRS エア
バッグと同時にふくらみます。
•SRSサイド／カーテンエアバッグ装
備車の場合、乗員の有無に関係なく、
衝撃を受けた側の SRS サイド／カー
テンエアバッグがふくらみます。
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表示と収納場所

“SRS AIRBAG”の表示がある付近に収
納されています。

■ 運転席SRSエアバッグ

71L30500

■ 助手席SRSエアバッグ

71L30510

■ SRSサイドエアバッグ

前席背もたれのドア側に収納されていま
す。装備車の前席シートには、図のよう
なタグがついています。

71L30520

■ SRSカーテンエアバッグ

運転席側および助手席側のルーフサイド
に収納されています。また、装備車のピ
ラーには図（運転席側を代表）のような
表示がついています。

71L30530

タイプ別装備

(1) SRSサイドエアバッグ

(2) SRSカーテンエアバッグ

(1)

タイプ別装備

(2)
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着座姿勢

運転者および助手席の同乗者は、シート
に奥深くすわり、背もたれに背中を軽く
つけてください。また、シートを前方に
出しすぎないようにシートの位置を調節
してください。
とくに助手席の同乗者は、後席の同乗者
のさまたげにならない位置までシートを
後方に移動し、助手席SRSエアバッグか
らできるだけ離れてすわってください。
→　3-27ページ（正しい運転姿勢）

80J177

80J061

80J062

お子さま用シートの取り付け

→　2-8 ページ（お子さま用シートの使
用について）

→　3-43 ページ（お子さま用シートの
シートベルトによる固定）

→　3-44 ページ（お子さま用シートの
選択について）

•エアバッグの収納部分に傷がついて
いたり、ひび割れがあったりすると
きは、スズキサービス工場で交換し
てください。エアバッグが正常に作
動しないおそれがあります。
•エアバッグの収納場所を強打した
り、衝撃を加えたりしないでくださ
い。また、前席ドアを窓ガラスが割
れるほど強く閉めないでください。
エアバッグが正常に作動しなくなっ
たり誤ってふくらんだりして、思わ
ぬ傷害を受けるおそれがあります。

SRSサイド／カーテンエアバッグ（タ
イプ別装備）が作動したときの強い衝
撃で、重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。窓から手を出したり、ドアに
もたれかかったりしないでください。
また、後席に乗るときは、前席の背も
たれを抱えないでください。とくにお
子さまには注意してください。
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SRS エアバッグシステムを正
常に機能させるために

SRSエアバッグがふくらむ範囲にものが
あると、ものが飛ばされたり SRS エア
バッグが正常にふくらまなくなったりす
るおそれがあります。

■ 運転席SRSエアバッグについて

80J094

•サスペンションを改造しないでくだ
さい。車高やサスペンションの硬さ
が変わると、SRS エアバッグの誤作
動の原因になります。
•車両前部にグリルガードなどを装着
するときは、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。車両
前部を改造すると、SRS エアバッグ
が正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。
•無線機などを取り付けるときは、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご
相談ください。無線機の電波などが
SRS エアバッグのコンピューターに
悪影響をあたえるおそれがあります。
•SRS エアバッグが作動しない程度の
事故であっても、事故後はスズキサー
ビス工場で点検を受けてください。
システム本来の機能が損なわれてい
ると、万一のときにSRS エアバッグ
の効果が十分に発揮できないおそれ
があります。
•SRS エアバッグは、その機能に影響
をあたえる部品に手を加えると、思
いがけないときにふくらんだり、必
要なときに正常に作動しなくなった
りすることがあります。次のような
場合は、システムに悪影響をおよぼ
します。事前にスズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。

SRSエアバッグシステムの
取扱い

・ハンドルの取り外し、ハンドルま
わりの修理など

・インパネまわり、センターコンソー
ル付近の修理および電気配線の修理

・オーディオ用品などの取り付け
・ダッシュボード周辺の板金塗装お

よび修理
・前席シートの交換およびシートま

わりの修理
・フロントピラー、バックピラーお

よびルーフサイドまわりの修理
・センターピラーまわりの修理

•ハンドルにもたれかかるなどして、
SRS エアバッグ収納部に手や顔、胸
などを近づけないでください。SRS
エアバッグが作動したときの強い衝
撃で、重大な傷害を受けるおそれが
あります。
•ハンドルを交換する、ハンドルの
パッド部にステッカーを貼る、色を
ぬる、カバーで覆うなどの改造をし
ないでください。万一のときに SRS
エアバッグが正常にふくらまなくなる
おそれがあります。
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■ 助手席SRSエアバッグについて

•助手席に乗車するときや、お子さまを
乗せるときは、必ず次のことをお守り
ください。守らないと SRS エアバッ
グが作動したときの強い衝撃で、重大
な傷害を受けるおそれがあります。
・インパネのSRSエアバッグ収納部

に手足を置いたり、顔や胸などを
近づけたりしないでください。

・お子さまを SRS エアバッグ収納部
の前に立たせたり、ひざの上に抱い
てすわったりしないでください。お
子さまは後席に乗せて、シートベル
トを着用させてください。

80J095

・シートベルトを正しく着用できない
お子さまは、お子さま用シートをご
使用のうえ、後席に乗せてくださ
い。
→　2-8 ページ（お子さま用シー

トの使用について）
→　3-44ページ（お子さま用シー

トの選択について）

•インパネ上面には、ステッカーを貼っ
たり色をぬったりしないでください。
また、アクセサリーや芳香剤、ETC
車載器やポータブルカーナビなどを
取り付けたり置いたり、傘などを立
てかけたりしないでください。

80J096

•フロントガラスやルームミラーにア
クセサリー（スズキ純正用品を除く）
などを取り付けないでください。
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■ SRS サイド／カーテンエアバッ
グ（タイプ別装備）について

80J063

作動したとき

• エアバッグは、高温のガスで瞬時にふ
くらみます。事故の発生状況や乗員の
姿勢によっては、擦過傷、打撲、やけ
どなどを負うことがあります。

• ふくらんだエアバッグは、すぐにしぼ
む構造になっています。

•前席にシートカバーを取り付けると
きは、SRS サイドエアバッグ装備車
専用のスズキ純正シートカバーを使
用し、付属の取扱説明書をよくお読
みください。正しい向きと位置に取
り付けないと、SRS サイドエアバッ
グが正常に作動しなくなり、重大な
傷害につながるおそれがあります。ま
た、純正の専用品以外のものを使用
すると、SRS サイドエアバッグが正
常に作動しなくなる原因となります。
•ドア付近にカップホルダーやハン
ガーなどのアクセサリー用品を取り
付けたり、傘などを立てかけたりし
ないでください。SRS サイド／カー
テンエアバッグが作動したときに、
これらのものが飛散したり正常にふ
くらまなくなったりして、重大な傷
害につながるおそれがあります。

エアバッグが作動したあとは、エア
バッグの構成部品に触れないでくださ
い。作動直後は構成部品が熱くなり、
やけどのおそれがあります。

エアバッグが作動すると大きな音がし
て白い煙のようなガスが出ますが、火
災ではありません。また、人体への影
響もありません。
ただし、残留物が目や皮膚などに付着
したときは、できるだけ早く水で洗い
流してください。皮膚の弱い方などは、
まれに皮膚を刺激する場合があります。

エアバッグは再使用できません。
プリテンショナーとともにスズキサー
ビス工場で交換してください。

SRSエアバッグシステムの作動
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こんなとき作動します

■ 運転席・助手席SRSエアバッグ

• 衝突しても変形や移動をしない構造物
（コンクリートの壁など）に、約 25
km/h以上の速度で正面衝突したとき

80J097

• 車両の前方約30゜以内の方向から、上
図と同等の強い衝撃を受けたとき

80J098

■ SRSサイド／カーテン
エアバッグ

自車と同等の車が約25 km/h以上の速度
で横方向から客室部に衝突したとき、ま
たはそれと同等以上の衝撃を受けたとき

80J119

こんなとき作動することが
あります

■ 運転席・助手席SRSエアバッグ
車体下部に強い衝撃を受けると、多くの
場合作動します。

• 縁石や中央分離帯などに衝突したとき

80J099

• 深い穴や溝などに落ちたとき

80J100

• ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したりしたとき

80J101

タイプ別装備
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こんなとき、衝撃が強いと
作動する場合もあります

■ 運転席・助手席SRSエアバッグ
後方、横方向からの衝突、横転などでは
基本的に作動しませんが、衝撃が強いと
まれに作動する場合があります。

• 後方からの衝突

80J120

• 横方向からの衝突

80J119

• 横転や転覆をしたとき

80J110

■ SRSサイド／カーテン
エアバッグ

• 前方からの衝突

80J102

• 後方からの衝突

80J120

こんなとき作動しないことが
あります

■ 運転席・助手席SRSエアバッグ
衝突の相手が移動したり、車体が大きく
変形したりして衝撃が吸収されたとき
や、衝突の角度が前方約 30゜を超える
とき、多くの場合は作動しません。

タイプ別装備
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• 停車している同程度の重さの車に、
50 km/h程度、もしくはそれ以下の速
度で正面から衝突したとき

80J102

• トラックの荷台の下などへもぐり込ん
だとき

80J103

• 電柱や立木などに衝突したとき

80J104

• 前方約30゜を超える角度で、コンクリー
トの壁やガードレールなどに衝突した
とき

80J105

• 衝突時に変形、移動しないコンクリー
トのような固い壁に正面衝突したとき
であっても衝突速度が約25 km/h以下
のとき

80J106

• 衝突の方向が車両の中心からずれたと
き（オフセット衝突）

80J107
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■ SRSサイド／カーテン
エアバッグ

• 客室部以外（エンジンルームや荷室
部）に側面から衝突されたとき

80J121

80J122

• 側面の斜め方向から衝突されたとき

80J123

• 車高の高い車に側面から衝突されたと
き

80J124

• 二輪車に側面から衝突されたとき

80J125

• 電柱、立ち木などに衝突したとき

80J126

• 横転または転覆したとき

80J110

タイプ別装備



運転する前に/SRSエアバッグ

3-61

3

80J111

メーターパネル内にあります。

• SRS エアバッグ、シートベルトプリテ
ンショナーの電子制御システムに異常
があると、エンジンスイッチが 
のときに点灯します。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

作動していないエアバッグを廃棄すると
きは、決められた手順で作動させてから
廃棄する必要があります。

80J112

この車は、SRSエアバッグシステムを制
御するためのコンピューターを搭載して
います。このコンピューターは、SRSエ
アバッグシステムが正常に作動している
かどうかを常に診断するとともに、エア
バッグが作動するような事故のときに、
衝突時点やその前後の車両データを記録
するイベントデータレコーダー(EDR) シ
ステムを備えています。

EDRに記録するデータ

• SRS エアバッグシステムの故障診断情
報

• SRSエアバッグ作動に関する情報
• 車速
• アクセルペダルの踏み込み具合
• ブレーキ作動の有無
• 運転席シートベルトの着用有無　等

エアバッグを廃棄するときや、装備車
を廃車するときは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。正
しく取り扱わないと、エアバッグが思
いがけないときにふくらんで、けがを
することがあります。

SRSエアバッグ警告灯

ON

廃棄と廃車

•お車のタイプなどにより、記録され
るデータは異なります。
•EDRは、一般的なデータレコーダーと
は異なり、会話などの音声や映像は記
録しません。

イベントデータレコーダー
（EDR)とは
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EDRデータの開示について

スズキおよびスズキが委託した第三者
は、EDRに記録されたデータを、車両衝
突安全性能の向上などを目的に取得・利
用することがあります。
なお、スズキおよびスズキが委託した第
三者は、次の場合を除き、取得したデー
タを第三者へ開示・提供しません。

• お車の使用者の同意がある場合
• 法令、裁判所命令その他法的強制力の

ある要請に基づく場合
• 統計的な処理を行なうなど、使用者や

車両が特定できないように加工した
データを、研究機関などに提供する場
合
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イラストは代表例です。お車のタイプにより、このイラストと異なることがあります。

71L3316

71L3301

メーター

メーターの見かた

エネチャージ非装備車

(4) (3)

(2) (1)(5)

エネチャージ装備車

x1000
  RPM

km/h

(4)

(3)

(2) (1)

(5) (5)
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（1）スピードメーター（速度計）

（2）タコメーター（エンジン回転計）

（3）燃料計

（4）水温計

（5）マルチインフォメーションディス

プレイ
→　3-75、3-81 ページ（マルチイン

フォメーションディスプレイ）

（1）スピードメーター（速度計）
走行速度がkm/hで示されます。

ステータスインフォメーションランプ
（エネチャージ装備車）
• 燃費効率が良い運転をしていると判定

されると、メーターの照明の一部が青
色から緑色に変化します。

• エネチャージが機能しているときは、
メーターの照明の一部が白色に変化し
ます。
→　4-45ページ（エネチャージ）

（2）タコメーター
（エンジン回転計）

1 分間あたりのエンジン回転速度（回転
数）が示されます。

•エネチャージ装備車はエンジンス
イッチを  にすると、タコメー
ター、燃料計、水温計の表示が一度
すべて順番に点灯してから消灯しま
す。（初期点灯）
•設定の切替え（カスタマイズ）をする
と、初期点灯しなくすることができま
す。
→　3-87ページ

（セッティングモード）

ON

•車速約 10 km/h 未満の場合、目盛り
の照明は変化しません。
•アイドリングストップシステムによ
るエンジンの自動停止中も緑色に変
化します。
→　4-36 ページ（アイドリングス

トップシステム）

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、メーターの照明を変化させな
くすることができます。
→　3-87ページ

（セッティングモード）

•エンジン保護のため、表示がレッド
ゾーン（※）に入らないように運転
してください。

※エンジンの許容回転を超えている
ことを示す赤色表示範囲

•シフトダウンすると、エンジン回転
が上がります。とくに注意してくだ
さい。
→　4-14ページ

（シフトダウンの上限速度）
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（3）燃料計
エンジンスイッチが  のとき、燃料
残量の目安が示されます。

• 燃料残量警告灯が点灯したときは、す
みやかに給油してください。
→　3-68ページ（燃料残量警告灯）

• エネチャージ装備車の場合、燃料残量
警告灯が点灯するとともに、燃料計の
目盛り（一つ）が点滅したときは、た
だちに給油してください。

（4）水温計
エンジンスイッチが  のときに、エ
ンジン冷却水の温度が示されます。

メーターの照明

■ エネチャージ非装備車
ヘッドライトや車幅灯が点灯している
間、点灯します。
→　3-80ページ

（メーターの明るさ調節）

■ エネチャージ装備車
エンジンスイッチを  にすると点灯
し、  または （OFF）にす
ると消灯します。
→　3-86ページ

（メーターの明るさ調節）

•給油後は、エンジンスイッチを 
にしてから表示が正しい量を示すま
でに、少し時間がかかります。
•坂道やカーブなどでは、タンク内の
燃料が移動するため、表示が変わる
ことがあります。
•  の左にある  印は、給油口（フュ
ーエルリッド）が助手席側の車両後方
にあることを示します。

表示が H 側に近づいたときは、オー
バーヒートのおそれがあります。ただ
ちに安全な場所に停車してください。
→　7-34ページ

（オーバーヒートしたときは）

ON

ON

ON

ON
ACC LOCK
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次に示す警告灯・表示灯のメーター内の
位置については、1-10 ページをご覧く
ださい。

警告灯

（1）ブレーキ警告灯

80J220

• 次のような状況になると、エンジンス
イッチが  のときに点灯します。
・ブレーキ液が不足している
・パーキングブレーキをかけている
・ブレーキシステムに異常がある

• システムが正常で、パーキングブレー
キを完全に解除しているときは、エン
ジンスイッチを  にすると約2秒間
点灯したあと消灯します。

• 走行中に一時的に点灯しても、そのあ
と消灯し再点灯しなければ正常です。

警告灯・表示灯の見かた

ON

ON

•次のようなときはただちに安全な場
所に停車し、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご連絡ください。
・パーキングブレーキを完全に解除

しても消灯しないときや、走行中
に点灯したとき。ブレーキの効き
が悪くなっていることがありま
す。ブレーキペダルを強く踏んで
停車してください。

・ブレーキ警告灯とABS警告灯が同
時に点灯したままのとき。ABS に
異常が発生しているだけでなく、
ブレーキペダルを強く踏むと車両
が不安定になるおそれがありま
す。

•パーキングブレーキの解除忘れにご
注意ください。パーキングブレーキ
をかけたまま走行すると、ブレーキ
装置が過熱して、ブレーキが効かな
くなるおそれがあります。また、室
内ブザーが“ピピピッ、ピピピッ”
と鳴り続けます。
→　4-13ページ（パーキングブレー

キ解除忘れ警告ブザー）
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（2）シートベルト警告灯

80J221

運転者がシートベルトを着用していない
と、エンジンスイッチが  のときに
点灯します。
また、エンジンをかけて走行を開始して
から、最初に車速が約 15 km/h 以上に
なったときに運転者がシートベルトを着
用していない場合、シートベルト警告ブ
ザーが断続的に鳴るとともに、警告灯が
点灯から点滅に切り替わります。

• 運転者がシートベルトを着用しても、
点灯または点滅したままのときは、シ
ステムの異常が考えられます。スズキ
サービス工場で点検を受けてくださ
い。

（3）SRSエアバッグ警告灯

80J111

SRSエアバッグ、シートベルトプリテン
ショナーの電子制御システムに異常があ
ると、エンジンスイッチが  のとき
に点灯します。

• システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約6秒間
点灯したあと消灯します。

•運転者がシートベルトを着用すると
消灯します。また、警告ブザーが鳴っ
ているときは、ブザーも止まります。
•警告ブザーは運転者がシートベルト
を着用しなくても、約 95 秒間鳴り続
けたあとに止まります。ただし、警
告灯は点滅から点灯に切り替わった
まま、エンジンスイッチを  ま
たは （OFF）にするまで消灯
しません。

ON

ACC
LOCK

次のような場合は、システムの異常が
考えられます。スズキサービス工場で
点検を受けてください。
•運転中に点灯
•エンジンスイッチを  にしても
点灯しない
•エンジンスイッチを  にしたあ
と、約6秒間たっても消灯しない

ON

ON

ON

ON
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（4）燃料残量警告灯

80J225

• 燃料の残量が少なくなると、エンジン
スイッチが  のときに点灯しま
す。すみやかに給油してください。
・点灯すると、警告ブザーが“ポー

ン”と 1 回鳴ります。また、そのま
ま給油しないでいると、エンジンス
イッチを  にするごとに警告ブ
ザーが鳴ります。

• システムに異常があると、エンジンス
イッチが  のときに点滅します。
スズキサービス工場で点検を受けてく
ださい。
→　3-65ページ（燃料計）

（5）ABS警告灯

80J127

ABS（アンチロックブレーキシステム）
の電子制御システムに異常があると、エ
ンジンスイッチが  のときに点灯し
ます。点灯中はABSが作動しません。ス
ズキサービス工場で点検を受けてくださ
い。

• システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。

•坂道やカーブなどではタンク内の燃
料が移動するため、早めに点灯する
ことがあります。
•走りかたによって、点灯・消灯が繰
り返されることがあります。

ON

ON

ON

ABS 警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したままのときは、ただちに安
全な場所に停車し、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。
ABS に異常が発生しているだけでな
く、ブレーキペダルを強く踏むと車両
が不安定になるおそれがあります。

点灯中はABSは作動しませんが、通常
のブレーキとして使用することができ
ます。

ON

ON
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（6）オートレベリング警告灯

80J217

ディスチャージヘッドライト装備車で
は、オートレベリング（自動光軸調整）
システムに異常があると、エンジンス
イッチが  のときに点灯します。

• システムが正常な場合は、エンジンス
イッチを  にしたときに約2秒間点
灯したあと消灯します。

• 走行中に点灯した場合は、安全な場所
に停車し、エンジンを止めてくださ
い。
再びエンジンスイッチを  にした
ときに、約 2 秒間点灯したあと消灯す
れば、そのまま使用できます。
消灯せず再び点灯する場合は、システ
ムの異常が考えられます。スズキサー
ビス工場で点検を受けてください。

（7）エンジン警告灯

80J222

• エンジンの電子制御システムに異常が
あると、エンジン回転中に点灯します。

• エンジンの失火を検知すると、エンジ
ン回転中に点灯または点滅します。

• システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに点灯し、
エンジンがかかると消灯します。

• エンジン回転中に点灯・点滅したとき
は、スズキサービス工場で点検を受け
てください。

タイプ別装備

ON

ON

ON
点滅したときは、すみやかに停車しエ
ンジンを止めてください。触媒装置が
溶損するおそれがありますので、次の
ことに注意してください。
•枯れ草などの燃えやすいものがない
安全な場所に停車する
•やむをえず走行する場合はアクセル
を大きく踏み込む走行をしないで、
低速で走行する

ON
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（8）パワーステアリング警告灯

80J408

電動パワーステアリングシステムに異常
があると、エンジン回転中に点灯します。
スズキサービス工場で点検を受けてくだ
さい。

• システムが正常な場合は、エンジンス
イッチを  にしたときに点灯し、
エンジンがかかると消灯します。

（9）油圧警告灯

80J223

エンジン回転中に、エンジンの内部を潤
滑するエンジンオイルの圧力が低下する
と点灯します。

• システムが正常な場合は、エンジンス
イッチを  にしたときに点灯し、
エンジンがかかると消灯します。

• エンジンオイルの量は、オイルレベル
ゲージで点検してください。点検方法
は、「メンテナンスノート」を参照し
てください。

• エンジン回転中に点灯したときは、た
だちに安全な場所に停車し、エンジン
を止めてスズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。

電動パワーステアリングシステムに異
常があると、電動パワーステアリング
システムの機能が停止し、ハンドル操
作が重くなります。通常より大きな力
で操作することは可能ですが、すみや
かにスズキサービス工場で点検を受け
てください。

•駐車するときや停車中に、ハンドル
操作を繰り返したり、ハンドルを
いっぱいにまわした状態で長く保持
したりすると、ハンドル操作が徐々
に重くなることがあります。これは
システムの過熱防止のための保護機
能であり異常ではありません。しば
らくハンドル操作を控えるとシステ
ムの温度が下がり操作力はもとにも
どりますが、このようなハンドル操
作を繰り返すと故障の原因となりま
す。
•すばやいハンドル操作を行なうと、
ハンドル付近から擦れるような音が
聞こえることがありますが、異常で
はありません。

ON

点灯したまま走行を続けないでくださ
い。エンジンが破損するおそれがあり
ます。

ON
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（10）充電警告灯

80J226

充電系統に異常があると、エンジン回転
中に点灯します。

• システムが正常な場合は、エンジンス
イッチを  にしたときに点灯し、
エンジンがかかると消灯します。

• エンジン回転中に点灯したときは、ベ
ルト切れなどが考えられます。ただち
に安全な場所に停車し、バッテリー保
護のためエンジンを止めて、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご連絡くだ
さい。

（11）トランスミッション警告灯

80J219

CVTのシステムに異常があると、エンジ
ンスイッチが  のときに点灯しま
す。スズキサービス工場で点検を受けて
ください。

• システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。

（12）イモビライザ－警告灯

85K2210

→　4-3ページ
（イモビライザーシステム）

（13）半ドア警告灯

80J1273

いずれかのドアが完全に閉まっていない
と点灯します。

• 点灯したままにしていると、走行する
ごとに警告ブザーが“ポーン”と 1 回
鳴ります。

（14）携帯リモコン電池消耗警告
灯

70K122

携帯リモコンの電池切れが近いと、エン
ジンスイッチを  にしたときに、約
15 秒間点灯します。電池を交換してく
ださい。
→　6-6ページ

（携帯リモコンの電池交換）

ON

オートマチック車

ON

ON

警告灯が点灯したまま走行しないでく
ださい。ドアが完全に閉まっていない
半ドア状態のときは、走行中にドアが
開き思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

鉛バッテリー保護のため、次の条件を
すべてみたすと、自動的に消灯しま
す。（バッテリーセーバー機能）
•エンジンスイッチが （OFF）
の位置
•点灯したまま15分が経過

LOCK

ON
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表示灯

（15）方向指示器表示灯

80J211

• 方向指示器／非常点滅表示灯を作動さ
せると点滅します。

• 点滅が異常に速くなったときは、方向
指示器／非常点滅表示灯の電球切れが
考えられます。
→　7-29ページ

（電球を交換するときは）

（16）ヘッドライト上向き（ハイ
ビ－ム）表示灯

80J212

ヘッドライトが上向きのときに点灯しま
す。

（17）ライト点灯表示灯

82K096

ヘッドライトや車幅灯が点灯している
間、点灯します。

（18）プッシュ表示灯

82K174

→　4-4 ページ（キーレスプッシュス
タートシステム）

（19）ACC表示灯

82K097

エンジンスイッチが  位置にある
と点灯します。
→　4-5ページ（電源の切替えのしかた）

（20）IG ON表示灯

82K098

エンジン停止状態で、エンジンスイッチ
が  位置にあると点灯します。
→　4-5ページ（電源の切替えのしかた）

タイプ別装備

鉛バッテリー保護のため、次の条件を
すべてみたして約 60 分が経過する
と、自動的に消灯してエンジンスイッ
チが （OFF）位置にもどりま
す。
•ブレーキペダルが踏まれていない
•すべてのドアが閉まっている
•  は、セレクトレ
バーが  位置

ACC

LOCK

オートマチック車
P

ON
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（21）ESP® OFF表示灯

57L30045

→　4-32ページ（ESP®装備車の取扱い）

（22）ESP®作動表示灯

79K019

→　4-32ページ（ESP®装備車の取扱い）

（23）CRUISE表示灯

65J308

→　4-27ページ
（クルーズコントロール）

（24）SET表示灯

65D474

→　4-27ページ
（クルーズコントロール）

（25）エコドライブインジケー
ター

70K30030

燃費効率が良い運転をしていると判定さ
れると点灯します。

• システムが正常な場合は、エンジンス
イッチを  にしたときに点灯し、
エンジンがかかると消灯します。

（26）アイドリングストップ表示
灯

72M00032

走行中に、エンジンが自動停止する条件
（スタンバイ条件）をみたすと点灯しま
す。
→　4-36ページ

（アイドリングストップシステム）

• システムが正常な場合は、エンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。

ESP®装備車

ESP®装備車

クルーズコントロール装備車

クルーズコントロール装備車

•車速約 10 km/h 未満では点灯しませ
ん。
•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、点灯しなくすることができま
す。設定の切替えについては、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

タイプ別装備

ON

タイプ別装備

ON
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（27）アイドリングストップシス
テムOFF表示灯

72M00159

• アイドリングストップシステムOFFス
イッチを押すと点灯します。

• 次のような状況になると点滅します。
・アイドリングストップシステムに異

常があるとき
・エンジン部品（スターター）やバッ

テリーが交換時期であるとき
→　4-44ページ（アイドリングストッ

プシステムOFFスイッチ）

タイプ別装備
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71L3302

71L30590

マルチインフォメーションディスプレイ
（エネチャージ非装備車）

(3) (2)(1)

（1）トリップノブ
（2）表示切替えノブ
（3）マルチインフォメーションディスプ

レイ

(D)

(A)

(C)

(3)

(D)

(B)

(A)

(C)

(3)
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• エンジンスイッチが  のときに、
マルチインフォメーションディスプレ
イ（3）の各表示位置に次のいずれか
が表示されます。

外気温

°Cまたは °F単位で表示されます。

• 外気温が氷点下近くになると、フリー
ズマーク（雪の結晶マーク）が点灯し
ます。路面が凍結しているおそれがあ
りますので、とくに慎重に運転してく
ださい。
→　6-11ページ

（雪道を走行するとき）

71L30600

■ 単位の切替えのしかた
航続可能距離の表示中に、トリップノブ
（1）を押したまま、表示切替えノブ
（2）を左右にまわすと、次のように単
位が切り替わります。

71L30610

表示位置 表示される内容

（A）
•外気温

→　3-76ページ

（B）

•セレクトレバー位置／ギ
ヤポジション／Mモード
／Sモード表示
→　3-77ページ

（C）

•トリップメーター、
瞬間燃費、平均燃費、
航続可能距離
→　3-77ページ

（D）

•オドメーター
→　3-79ページ

•メーターの明るさ調節
→　3-80ページ

（4）フリーズマーク

ON

(4)

フリーズマークの点灯は目安です。気
象状況によっては、フリーズマークが
点灯しなくても路面が凍結している場
合があります。注意して走行してくだ
さい。

•外気温はセンサー取り付け部の温度
を表示していますので、実際の外気
温と異なる場合があります。
•次の場合は、正しい外気温が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅
くなったりすることがありますが、
故障ではありません。
・停車時または低速走行時
・外気温が急激に変化したとき（車

庫、トンネルの出入口付近など）

鉛バッテリーを外すと記憶が消去され
初期状態にもどりますので、切替え操
作をやり直す必要があります。
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セレクトレバー位置／ギヤポ
ジション／ M モード／ S モー
ド表示

■ セレクトレバー位置表示
エンジンスイッチが  のときに、表
示位置（B）に表示されます。（マニュ
アルモード付CVT車のマニュアルモード
時を除く）
→　4-15 ページ（セレクトレバーの各

位置のはたらき）

71L30620

■ ギヤポジション／
M（マニュアル)モード表示

マニュアルモードのときに、表示位置
（B）に表示されます。
→　4-18ページ

（マニュアルモードの使いかた）

71L30630

■ S（スポーツ）モード表示

S（スポーツ）モードスイッチがONのと
きに、表示位置（B）に表示されます。
→　4-18ページ

（S（スポーツ）モードスイッチ）

71L30640

トリップメーター、瞬間燃費、
平均燃費、航続可能距離

エンジンスイッチが  のときに、表
示位置（C）に次のいずれかが表示され
ます。

• トリップメーター（区間距離計）
• 瞬間燃費
• 平均燃費
• 航続可能距離

トリップノブ（1）または表示切替えノ
ブ（2）を押すごとに、次のように表示
が切り替わります。

• 表示される燃費や航続可能距離は目安
です。実際とは異なる場合がありま
す。

(5) セレクトレバー位置表示

(6) ギヤポジション表示
(7) M（マニュアル）モード表示

オートマチック車

ON

(5)

マニュアルモード付CVT車

(6)(7)

(8) S（スポーツ）モード表示

マニュアルモードなしCVT車

(8)

ON
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71L30650

■ トリップメーター
リセット後の走行距離が km 単位で表示
されます。（次にリセットするまで距離
計測は継続されます）

•  および  の2種類の走行距離を同
時に計測できます。

＜使いかたの例＞
：出発時にリセットして、出発後

の距離を計測
：給油時にリセットして、給油後

の距離を計測

• リセットするときは、表示が「0.0」
になるまでトリップノブ（1）を長押
しします。

■ 瞬間燃費
走行中の瞬間燃費が表示されます。

トリップノブ（1）を押しま
す。

表示切替えノブ（2）を押し
ます。

走行中は、表示の切替え操作をしない
でください。操作に気を取られて、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

•表示は、ノブを離したときに切り替
わります。

•走行中にメーター内のエンジン警告
灯が点灯すると、燃費が正しく表示
されない場合があります。
→　3-69ページ（エンジン警告灯）

トリップメーターの最大値は 9999.9
で、そのあと 0.0 にもどります。（距
離計測は継続されます）

•停車中は値が表示されません。
•最大表示値は30.0です。下り坂などで
燃料カット制御が作動しているときで
も、それ以上の値は表示されません。
•平均燃費の単位を切り替えると、瞬
間燃費の単位も切り替わります。

A B

A

B
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■ 平均燃費
表示をリセットしてからの平均燃費が表
示されます。

• リセットするときは、平均燃費の表示
中に表示切替えノブ（2）を長押しし
ます。

平 均 燃 費 の 表 示 中 に、ト リ ッ プ ノ ブ
（1）を押したまま、表示切替えノブ
（2）を左右にまわすと、次のように単
位が切り替わります。

71L30660

■ 航続可能距離
現在の燃料残量で走行できるおよその距
離が表示されます。

• 航続可能距離は過去の平均燃費をもと
に算出される目安であるため、表示さ
れる距離を実際に走行できるとは限り
ません。

• 給油すると表示が更新されます。ただ
し、給油量が少ないと、表示が更新さ
れない場合があります。

オドメーター（積算距離計）

エンジンスイッチが  のときに、表
示位置（D）に新車時（またはメーター
交換時）からの走行距離の累計が km 単
位で表示されます。（リセットはできま
せん）

71L30670

•リセット後しばらくは、値が表示さ
れません。
•鉛バッテリーを外すと、平均燃費の
表示はリセットされます。

•平均燃費の単位を切り替えると、瞬
間燃費の単位も切り替わります。
•鉛バッテリーを外すと記憶が消去さ
れ初期状態にもどりますので、切替
え操作をやり直す必要があります。

単位の切替えのしかた

•算出に使用される過去の平均燃費
は、表示される平均燃費とは異なり
ます。
•鉛バッテリーを外すと過去の平均燃
費の記憶が消去されますので、外す
前までとは異なる値が表示される場
合があります。
•エンジンスイッチを  のままにし
て給油すると、正しい値が表示され
ない場合があります。
•次のような場合は値が表示されませ
ん。
・鉛バッテリー接続後しばらくの間
・燃料残量警告灯の点灯中

→　3-68ページ（燃料残量警告灯）

(9) オドメーター

ON

ON

(9)
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メーターの明るさ調節

ヘッドライトや車幅灯が点灯していると
きの明るさは、7段階に調節できます。

• エンジンスイッチが  のときに、
ヘッドライトや車幅灯を点灯させたあ
と、表示切替えノブ（2）を左右にま
わします。調節の状態は、表示位置
（D）に表示されます。

• 連続して調節するときは、ノブをまわ
したままにします。

71L30680

走行中は明るさ調節をしないでくださ
い。操作に気を取られて、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

ON

•調節中に、表示切替えノブを5秒以上
まわさないでいると、オドメーター
の表示に切り替わります。
•鉛バッテリーを外すと記憶が消去さ
れ初期状態に戻りますので、明るさ
調節をやり直す必要があります。
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71L3303

（1）エネルギーフローインジケー
ター

次の参照先をお読みください。
→　4-45ページ（エネチャージ）

マルチインフォメーションディスプレイ
（エネチャージ装備車）

km/h

(7)

(3)

(6)

(2)

(5)(4)

(1)

（1）エネルギーフローインジケーター
（2）外気温
（3）エコスコア
（4）セレクトレバー位置／ギヤポジショ

ン／Mモード／Sモード表示
（5）中央ディスプレイの右下側
（6）右ディスプレイの下側
（7）モードノブ
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（2）外気温

エンジンスイッチが  のときに、外
気温が表示されます。

• 外気温が氷点下近くになると、フリー
ズマーク（雪の結晶マーク）が点灯し
ます。路面が凍結しているおそれがあ
りますので、とくに慎重に運転してく
ださい。
→　6-11ページ

（雪道を走行するとき）

71L3304

（３）エコスコア
次の参照先をお読みください。

→　4-46ページ（エコ運転表示機能）

（4）セレクトレバー位置／ギヤポ
ジション／Mモード／Sモー
ド表示

セレクトレバー位置表示
エンジンスイッチが  のときに表示
されます。（マニュアルモード付CVT車
のマニュアルモード時を除く）
→　4-15 ページ（セレクトレバーの各

位置のはたらき）

71L3305

ギヤポジション／ M（マニュアル )
モード表示

マニュアルモードのときに表示されま
す。
→　4-18ページ

（マニュアルモードの使いかた）

71L3306

（8）フリーズマーク

フリーズマークの点灯は目安です。気
象状況によっては、フリーズマークが
点灯しなくても路面が凍結している場
合があります。注意して走行してくだ
さい。

•外気温はセンサー取り付け部の温度
を表示していますので、実際の外気
温と異なる場合があります。
•次の場合は、正しい外気温が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅
くなったりすることがありますが、
故障ではありません。
・停車時または低速走行時
・外気温が急激に変化したとき（車

庫、トンネルの出入口付近など）

ON

(8)

(9) セレクトレバー位置表示

(10) ギヤポジション表示
(11) M（マニュアル）モード表示

オートマチック車

ON

(9)

マニュアルモード付CVT車

(10)(11)
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S（スポーツ）モード表示

S（スポーツ）モードスイッチがONのと
きに表示されます。
→　4-18ページ

（S（スポーツ）モードスイッチ）

71L3307

（5）中央ディスプレイの右下側

（6）右ディスプレイの下側

エンジンスイッチを  にすると、次
のいずれかが表示されます。

＜中央ディスプレイの右下側＞
• 瞬間燃費
• 平均燃費
• 航続可能距離
• 積算アイドリングストップ節約燃料
• 積算アイドリングストップ時間

＜右ディスプレイの下側＞

• オドメーター（積算距離計）
• トリップメーター（区間距離計）

中央ディスプレイ右下側の表示を切り替
えるときは、モードノブ（7）を左にま
わします。
右ディスプレイ下側の表示を切り替える
ときは、モードノブ（7）を右にまわし
ます。

• ノブを押すと、次の図のように表示が
切り替わります。

• 表示される次の値は目安です。実際と
は異なる場合があります。
・瞬間燃費
・平均燃費
・航続可能距離
・積算アイドリングストップ節約燃料

• 照明コントロール表示については、次
の参照先をお読みください。
→　3-86ページ

（メーターの明るさ調節）

(12) S（スポーツ）モード表示

マニュアルモードなしCVT車

(12)

ON
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71L3308

瞬間燃費
走行中の瞬間燃費が表示されます。

平均燃費
表示をリセットしてからの平均燃費が表
示されます。

• リセットするときは、平均燃費の表示
中にモードノブ（7）を長押ししま
す。

モードノブ（7）を押します。

モードノブ（7）を右へまわしま
す。

モードノブ（7）を左へまわしま
す。

＜右ディスプレイの下側＞

＜中央ディスプレイの右下側＞ 走行中は、表示の切替え操作をしない
でください。操作に気を取られて、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

•表示は、ノブを離したときに切り替
わります。
•走行中にメーター内のエンジン警告
灯が点灯すると、燃費や航続可能距
離が正しく表示されない場合があり
ます。
→　3-69ページ（エンジン警告灯）

• 走行後、エンジンスイッチを 
（OFF）にすると、1 回の運転に対す
るエコ運転の結果が表示されます。

→　4-46ページ（エコ運転表示機能）

•停車中は値が表示されません。
•最大表示値は 30.0 です。下り坂など
で燃料カット制御が作動していると
きでも、それ以上の値は表示されま
せん。

LOCK
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航続可能距離
現在の燃料残量で走行できるおよその距
離が表示されます。

• 航続可能距離は過去の平均燃費をもと
に算出される目安であるため、表示さ
れる距離を実際に走行できるとは限り
ません。

• 給油すると表示が更新されます。ただ
し、給油量が少ないと、表示が更新さ
れない場合があります。

積算アイドリングストップ節約燃料
表示をリセットしてからのアイドリング
ストップによる節約燃料の累計が mL 単
位で表示されます。

• リセットするときは、積算アイドリン
グストップ節約燃料の表示中にモード
ノブ（7）を長押しします。

積算アイドリングストップ時間
表示をリセットしてからのアイドリング
ストップ時間の累計が、時、分、秒単位
で表示されます。

• リセットするときは、積算アイドリン
グストップ時間の表示中にモードノブ
（7）を長押しします。

オドメーター（積算距離計）
新車時（またはメーター交換時）からの
走行距離の累計が km 単位で表示されま
す。（リセットはできません）

トリップメーター（区間距離計）
リセット後の走行距離が km 単位で表示
されます。（次にリセットするまで距離
計測は継続されます）

•  および  の2種類の走行距離を同
時に計測できます。

＜使いかたの例＞
：出発時にリセットして、出発後

の距離を計測
：給油時にリセットして、給油後

の距離を計測

•リセット後しばらくは、値が表示さ
れません。
•鉛バッテリーを外すと、平均燃費の
表示はリセットされます。

•算出に使用される過去の平均燃費
は、表示される平均燃費とは異なり
ます。
•鉛バッテリーを外すと過去の平均燃
費の記憶が消去されますので、外す
前までとは異なる値が表示される場
合があります。
•エンジンスイッチを  のままにし
て給油すると、正しい値が表示され
ない場合があります。
•次のような場合は値が表示されませ
ん。
・鉛バッテリー接続後しばらくの間
・燃料残量警告灯の点灯中

→　3-68ページ（燃料残量警告灯）

ON

鉛バッテリーを外すと、積算アイドリ
ングストップ節約燃料の表示はリセッ
トされます。

•積算アイドリングストップ時間の最
大値は99:59:59で、そのあと00:00:00
にもどります。（時間計測は継続され
ます）
•鉛バッテリーを外すと、積算アイド
リングストップ時間の表示はリセッ
トされます。

A B

A

B
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• リセットするときは、表示が「0.0」
になるまでモードノブ（7）を長押し
します。

メーターの明るさ調節

ライト点灯時と消灯時のそれぞれで 7 段
階に調節できます。

• 明るさを調節したい状態（ライト点灯
または消灯）にし、照明コントロール
表示（3-83 ページ参照）にしたうえ
で、モードノブを長押しします。明る
さが1段階ずつ変化します。

71L3309

トリップメーターの最大値は 9999.9
で、そのあと 0.0 にもどります。（距
離計測は継続されます）

走行中は明るさ調節をしないでくださ
い。操作に気を取られて、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

•調節中に、モードノブを短押しするか
10 秒以上押さないでいると、瞬間燃
費の表示に切り替わります。
•鉛バッテリーを外すと記憶が消去さ
れ初期状態にもどりますので、明る
さ調節をやり直す必要があります。



運転する前に/メーター

3-87

3

セッティングモード

セッティングモードでは、メーター表示
の次の設定が変更できます。

①初期点灯のON/OFF
・ONに設定すると点灯します。
・OFF に設定すると点灯しなくなりま

す。
②ステータスインフォメーションランプ

のON/OFF
・ON に設定すると、運転状況によっ

てメーターの照明が青、緑、白に変
化します。

・OFF に設定すると、メーターの照明
は変化せず、青色に固定されます。

③エネルギーフローインジケーターの
ON/OFF
・ONに設定すると表示されます。
・OFF に設定すると表示されなくなり

ます。
④エコスコア表示のON/OFF

・ONに設定すると表示されます。
・OFF に設定すると表示されなくなり

ます。
⑤運転後のエコスコア表示のON

「④ エコスコア表示」をOFFに設定し
ているときにのみ設定できます。
・ON に設定すると、運転後エンジン

スイッチを （OFF）にした
ときに、エコスコアが表示されま
す。

⑥設定の初期化（工場出荷状態にもど
す）
・ON に設定すると、①から⑤の設定

を ON（工場出荷時の状態）にもど
せます。

■ セッティングモードへの切替
えのしかた

セッティングモードへの切替えは、エン
ジンスイッチが  のときの停車中に
できます。（走行中はできません）

右ディスプレイの下側の表示をオド
メーターに切り替えます。

モードノブ（7）を右にまわしてか
ら、3秒以上押し続けます。

• 室内ブザーが“ピッ”と鳴って、
オドメーター表示がセッティング
モードの表示に切り替わります。

■ セッティングモードの終了の
しかた

モ ー ド ノ ブ（7）を 左 右 に ま わ し て
「End」を選択したら、ノブを押しま
す。
• セッティングモードは次のような操作

でも終了できます。
・エンジンスイッチを  または

（OFF）にする
・走行を開始する

LOCK

ON

1

2

ACC
LOCK



運転する前に/メーター

3-88

3

■ メーター表示の設定変更のし
かた

代表的な操作方法を説明します。

セッティングモードに切り替えま
す。
→　3-87 ページ（セッティング
モードへの切替えのしかた）

モードノブ（7）を左右にまわしま
す。

• 次の図のように表示が切り替わり
ます。

71L3310

変更したいメーター表示を選択した
ら、モードノブ（7）を押します。

• ノブを離したときに、室内ブザー
が“ピッ”と鳴ります。

モードノブ（7）を左右にまわし
て、ON またはOFF を表示させてか
ら、ノブを押します。

• ノブを離すと室内ブザーが“ピッ”
と鳴り、「SUCCES」と表示され、
手順  にもどります。

•「bACK」を選択して、ノブを押す
と設定を変更しないで手順  に
もどります。

セッティングモードを終了します。
→　3-87 ページ（セッティング
モードの終了のしかた）

1

2

ステータス
インフォメー
ションランプ

エネルギー
フローインジ
ケーター

モードノブ（7）を右へまわしま
す。

モードノブ（7）を左へまわしま
す。

現在選択されている設定には、
の表示が点灯しています。

71L3311

3

4

2

2

A B

5
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ライトの点灯・消灯

エンジンスイッチの位置に関係なく使用
でき、ライトスイッチのツマミ（1）を
まわすと次のように点灯・消灯します。

71L30690

71L30700

※ オートライトシステム（タイプ別装
備）は、エンジンスイッチが  の
ときだけ作動します。

■ オートライトシステム

エンジンスイッチが  のときに使用
でき、車外の明るさに応じてヘッドライ
トや車幅灯が自動的に点灯・消灯します。
エンジンスイッチを  または 

（OFF) にすると、自動的に消灯
します。

• ライトスイッチのツマミを AUTO の位
置にまわすと、次のように点灯・消灯
します。

スイッチの使いかた

ライトスイッチ

オートライトシステム非装備車

(1)

オートライトシステム装備車

(1)

ライト
スイッチ
の位置

ヘッドライト
（前照灯）

車幅灯、
尾灯、番号灯、
計器照明灯

点灯

消灯 点灯

AUTO 自動点灯・消灯（※）

OFF 消灯

エンジン停止中に、長時間点灯させな
いでください。鉛バッテリーあがりの
原因となります。

車外の
明るさ

ヘッドライト
（前照灯）

車幅灯、
尾灯、番号灯、
計器照明灯

明るいとき 消灯

薄暗いとき 消灯 点灯

暗いとき 点灯

ON

タイプ別装備

ON

ACC

LOCK
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71L30710

■ LEDイルミネーション

フォグランプの横にあります。

• 車幅灯が点灯している間、点灯しま
す。

ライト消し忘れ警告ブザー

ヘッドライトや車幅灯の消し忘れを防止
するため、次のようなときに運転席ドア
を開けると、室内ブザーが“ピーーー”
と連続して鳴ります。

• エンジンスイッチを （OFF）に
したあとも、ライトや車幅灯が点灯し
ている

ライトおよび車幅灯を消すと、室内ブ
ザーは止まります。

AUTO 位置のままエンジンスイッチ
を  にしていると、エンジンがか
かっていなくても、車外が暗くなると
ともにライトや車幅灯が点灯します。
そのまま長時間点灯させると、鉛バッ
テリーあがりの原因となりますのでご
注意ください。

オートライトセンサー（2）の上や周囲
にものを置いたり、ガラスクリーナー
などを吹きかけたままにしたりしない
でください。センサーの感度が低下し、
正常に点灯・消灯しなくなります。

ON

インパネ助手席側

(2)

タイプ別装備

LOCK



運転する前に/スイッチの使いかた

3-91

3

ライトの上向き、下向きの切
替え

ヘッドライトを上向き（ハイビーム）に
切り替えると、遠くまで照らすことがで
きます。

• ライトが点灯しているときに、レバー
（3）を車の前方向に押すと上向きに
なります。もとの位置にもどすと、下
向きになります。

• ライトスイッチの位置に関係なく、レ
バーを手前に引くと、引いている間、
上向きにライトが点灯します。

• ライトを上向きにすると、メーター内
のヘッドライト上向き（ハイビーム）
表示灯が点灯します。
→　3-72ページ（ヘッドライト上向き

（ハイビ－ム）表示灯）

71L30720

• 上図のスイッチは代表例です。お車の
タイプにより異なります。

対向車や先行車があるときは、ライト
を下向きにしてください。

(3)
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ヘッドライトや車幅灯を点灯していると
きに使用でき、雨や霧などで視界が悪い
ときに使用します。

• スイッチを押すとフォグランプが点灯
し、スイッチ内の表示灯（1）が点灯
します。
もう一度押すと消灯します。

71L30730

ハロゲンヘッドライト装備車は、ライト
を点灯して光軸調整ダイヤルをまわす
と、ライトの光軸が調整できます。
荷物や同乗者を乗せてライトの光軸が上
向きになると、対向車や先行車の迷惑と
なります。ダイヤルを操作して、光軸を
下向きに調整してください。

• ダ イ ヤ ル 操 作 は、ラ イ ト が 下 向 き
（ロービーム）に点灯しているときに
行なってください。ライトが上向き
（ハイビーム）に点灯している、また
は点灯していないときは、光軸が適切
に調整できているか判断できません。

• ダイヤルの目盛りは 0 ～ 4 まであり、
光軸が5段階に調整できます。

• ダイヤルの目盛りを大きくすると、光
軸が下向きになります。

71L30740

•荷物や同乗者ののせかたによって変わ
りますが、次表の数値を参考に適切な
位置に調整してください。

鉛バッテリー保護のため、視界が良く
なったらすみやかにスイッチを切って
ください。

フォグランプスイッチ

タイプ別装備

(1)

光軸調整ダイヤル

タイプ別装備
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〈ダイヤル位置の目安〉

エンジンスイッチが  のときに使用
できます。

右折・左折をするとき

左折時：レバー（1）を押し上げます。
右折時：レバーを押し下げます。

• 同時に方向指示器とメーター内の方向
指示器表示灯が点滅します。

• ハンドルをもとにもどすと、レバーが
自動的にもどり、方向指示器と表示灯
が消灯します。

71L30750

• 上図のスイッチは代表例です。お車の
タイプにより異なります。

車線変更をするとき

レバーを車線変更しようとする方向に軽
く押さえます。

• 押さえている間だけ、方向指示器と表
示灯が点滅します。

条件
ダイヤル

位置

運転席のみ乗車
0

運転席および助手席に乗車

5名乗車 1～2

5名乗車で荷室満載 2

運転席のみ乗車で荷室満載 2～3

走行中はダイヤル操作をしないでくだ
さい。操作に気を取られて、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

車検などで基本の光軸を調整するとき
は、ダイヤルを0の位置にしてくださ
い。0 以外の位置で基本光軸を調整す
ると、ライトの光軸が基準より上向き
になるなど、安全上問題となるおそれ
があります。

•ダイヤルを操作すると、ライトの下向
き（ロービーム）と上向き（ハイビー
ム）の光軸が同時に調整されます。
•ディスチャージヘッドライト装備車
の場合、光軸が自動調整されます。
→　3-69ページ

（オートレベリング警告灯）

ハンドルを切る角度が小さいと、レ
バーが自動的にもどらないことがあり
ます。レバーを手でもどしてください。

方向指示器スイッチ

ON

(1)
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■ レーンチェンジ機能
操作したレバーをすぐもどしても、方向
指示器と表示灯が3回点滅します。

エンジンスイッチの位置に関係なく使用
できます。故障などでやむをえず路上駐
車するときや非常時に使用します。

• スイッチを押すと、すべての方向指示
器とメーター内の方向指示器表示灯が
点滅します。

• もう一度押すと消灯します。

71L30760

エンジンスイッチが  のときに使用
できます。

設定の切替え（カスタマイズ）をする
と、点滅回数を変更（1 回～ 4 回）で
きます。設定の切替えについては、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

エンジン停止中に長時間点滅させない
でください。鉛バッテリーあがりの原
因となります。

非常点滅表示灯スイッチ

寒 冷 時 は、ガ ラ ス 面 に 吹 き つ け た
ウォッシャー液が凍結して、視界が悪
くなることがあります。ガラス面をデ
フ ロ ス タ ー で 暖 め て か ら、ウ ォ ッ
シャー液を噴射してください。
→　5-8ページ（デフロスター）

•ウインドーが乾いているときは、ウ
インドーをウォッシャー液で濡らし
てからワイパーを動かしてください。
空ぶきするとガラス面やワイパーブ
レード（ゴム部）に傷がつくおそれ
があります。
•ワイパーブレードがガラスにはりつ
いているときは、ワイパーを作動さ
せないでください。ブレード部（ゴ
ムの部分）が傷ついたり、ワイパー
が故障したりするおそれがありま
す。
•ウォッシャー液が十分に出ないとき
は、ウォッシャースイッチを切って
ください。ウォッシャーポンプが故
障する原因となります。

ワイパー／ウォッシャースイッチ

ON
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■ 積雪などでワイパーが作動中
に停止したときは

ワイパーに大きな負荷がかかる状態が続
くと、ワイパーモーターを保護するため
にブレーカーが作動してワイパーが停止
します。次の手順で対処してください。

安全な場所に停車し、エンジンス
イッチを  または 

（OFF）にします。 

ワイパースイッチをOFFにします。
 
ワイパーの作動を妨げる積雪などの
障害物を取り除きます。

モーターの温度が下がると、ブレー
カーが自動復帰してワイパーの使用
が可能となります。

• しばらく待ってもワイパーが使用
できない場合は、別の原因が考え
られます。スズキサービス工場で
点検を受けてください。

フロントワイパースイッチ

レバー（1）を上下に操作します。

71L30770

■ 間欠ワイパーの時間調節のし
かた
 のときにリング（2）をまわすと、

作動間隔を調節できます。

71L30780

1
ACC LOCK

2

3

4 MIST
レバーを押し上げ
ている間作動

OFF 停止

INT 間欠作動

LO 低速作動

HI 高速作動

(1)

INT

(2)
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フロントウォッシャースイッチ

レバー（1）を手前に引くと、ウォッシャー
液が噴射されワイパーが数回動きます。

71L30790

リヤワイパースイッチ

ツマミ（3）をまわします。

71L30800

リヤウォッシャースイッチ

• 図の 方向にツマミ（3）をまわし、
ON の上にある （ウォッシャー）に
あわせるとウォッシャー液が噴射し、同
時にリヤワイパーも連動して動きます。
ツマミから手を離すと ON にもどりま
す。

• 図の 方向にツマミ（3）をまわし、
OFF の下にある （ウォッシャー）
にあわせるとウォッシャー液が噴射
し、同時にリヤワイパーも連動して動
きます。
ツマミから手を離すとOFFにもどりま
す。

71L30810

エンジンスイッチの位置に関係なく使用
できます。ハンドルのホーンマークがつ
いている部分を押すと、ホーンが鳴りま
す。

82K297

ON 連続作動

INT 間欠作動

OFF 停止

(1)

(3)

(3) (3)

ホーンスイッチ
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エンジン回転中、またはアイドリングス
トップシステム装備車のエンジン自動停
止中に使用でき、バックウインドーガラ
スの内側のくもりを取ります。
→　4-36ページ

（アイドリングストップシステム）

• スイッチを押すとバックウインドーガ
ラスが暖められ、スイッチ内の表示灯
（1）が点灯します。
もう一度押すとスイッチが切れます。

• 約 15 分連続で使用すると、自動的に
スイッチが切れます。

• 使用中にエンジンスイッチを ま
たは （OFF）にすると、エン
ジンを再始動しても自動的にスイッチ
は入りません。

• ドアミラーヒーター装備車では、同時
にドアミラーも暖められ、ミラーにつ
いたくもりを取ります。
→　3-26ページ

（ドアミラーヒータースイッチ）

• デアイサー装備車では、同時にフロン
トウインドーガラスも暖められ、ガラ
スの下側にたまった雪を取り除きやす
くします。

71L30830

リヤデフォッガースイッチ

ACC
LOCK

(1)

•鉛バッテリー保護のため、くもりや
雪が取れたらすみやかにスイッチを
切ってください。また、雪を溶かし
たり、雨水を乾燥させたりする目的
で使用しないでください。
•バックウインドーガラスやフロント
ウインドーガラスの室内側をふくと
きは、熱線や端子を傷つけないよう
に、水を含ませたやわらかい布で熱
線に沿ってふいてください。

エンジン停止中はスイッチが入りませ
ん。（アイドリングストップシステム
装備車のエンジン自動停止中を除く）
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デアイサーは、リヤデフォッガーと連動
します。
→　3-97ページ

（リヤデフォッガースイッチ）

デアイサースイッチ

タイプ別装備
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パーキングブレーキの操作 ･･･････････････････ 4-12

● チェンジレバー
チェンジレバーの操作 ･･･････････････････････ 4-13

● オートマチック車
セレクトレバーの操作 ･･･････････････････････ 4-15
オートマチック車の特性 ･････････････････････ 4-20
オートマチック車を運転するとき ･････････････ 4-21
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● クルーズコントロール
クルーズコントロール ･･･････････････････････ 4-27

● ABS
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● ESP®
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● アイドリングストップシステム
アイドリングストップシステム ･･･････････････ 4-36
ヒルホールドコントロール ･･･････････････････ 4-47

安全運転が第一

お車に装備されているシートベルト、SRSエアバッグ
システム、ABS（アンチロックブレーキシステム）
などの安全装備も、乗員の安全確保には限界がありま
す。法定速度を厳守するとともに、スピードを控えめ
にして安全運転に心がけてください。
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71L40020

位置 エンジンの状態 はたらき

（OFF）
停止

駐車するときの位置です。エンジンスイッチを
 （OFF）にもどしていずれかのドアを開

けると、ハンドルロックがかかります。

停止

エンジンをかけずにオーディオやドアミラー、
アクセサリーソケットなどの電装品（タイプ別
装備）を使用するときの位置です。メーター内
のACC表示灯が点灯します。

停止
エンジンをかけずにパワーウインドーやワイ
パーなどの電装品を使用するときの位置です。
メーター内のIG ON表示灯などが点灯します。

回転中
すべての電装品が使えます。通常運転中の状態
です。
IG ON表示灯は点灯しません。

始動

次の条件をみたしているときにエンジンスイッ
チを押すと、自動的に始動します。

•携帯リモコンを所持する
•  は、クラッチペダルを踏む
•  は、セレクトレバーを  

にしてブレーキペダルを踏む

エンジン始動

エンジンスイッチの各位置のはたらき

LOCK
LOCK

ACC

ON

START
マニュアル車
オートマチック車 P
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ハンドルロックが解除できな
いときは

エンジンの始動ができません。ハンドル
を左右に軽く動かしながら、エンジンス
イッチを押してください。

64L40180

イモビライザーシステムは盗難防止のた
め、携帯リモコンが電波で車両と通信す
ることによって、あらかじめ登録された
リモコン以外ではエンジンを始動できな
いようにするシステムです。

イモビライザー警告灯

64L30690

メーターパネル内にあります。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

• エンジンの始動が可能な場合は、エンジ
ンをかけるときに、約2秒間点灯したあ
と消灯します。点滅または約5秒間点灯
すると、エンジンがかからない場合があ
ります。携帯リモコンの場所を確認し、
エンジンスイッチを （OFF）に
もどしてから、操作をやり直してくださ
い。
→　4-10 ページ（プッシュ表示灯が

点滅してエンジンがかからないと
きは）

• 携帯リモコン車外持ち出し警告が作動
したときにも点滅します。
→　4-7 ページ（携帯リモコン車外持

ち出し警告）

エンジンを止めているときは、エンジ
ンスイッチを  または  に
したままにしないでください。また、
その状態で長時間ラジオ（タイプ別装
備）などを聞かないでください。鉛
バッテリーあがりの原因となります。

•ハンドルロックは通常、エンジンス
イッチを （OFF）から 
または  にしたときに解除されま
す。
•強い電波やノイズの影響を受けると、
メーター内のプッシュ表示灯  が
点滅して、電源の切替えやエンジンの
始動ができない場合があります。

ACC ON

LOCK ACC
ON

イモビライザーシステム

LOCK



4

運転するときは/エンジン始動

4-4

所持している携帯リモコンが「車内の作
動範囲」（4-7 ページ参照）に入ってい
ると、エンジンスイッチによる始動およ
び電源の切替えが可能となります。
また、その他に次の機能があります。

• キーレスエントリー
→　3-8ページ（キーレスエントリー）

• リクエストスイッチによるドアの施
錠・解錠
→　3-10ページ（携帯リモコン）

• イモビライザー（車両盗難防止装置）
→　4-3ページ

（イモビライザーシステム）

ACC表示灯

82K097

メーターパネル内にあります。

• エンジンスイッチが  位置にあ
ると点灯します。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）
→　4-5ページ

（電源の切替えのしかた）

IG ON表示灯

82K098

メーターパネル内にあります。

• エンジン停止状態で、エンジンスイッ
チが  位置にあると点灯します。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）
→　4-5ページ

（電源の切替えのしかた）

プッシュ表示灯

82K174

メーターパネル内にあります。

• 次のときに点灯すると、通常エンジン
の始動が可能です。
・  は、クラッチペダル

を踏んでいるとき
・  は、ブレーキペ

ダルを踏んでいるとき

ただし、始動できず点滅したときは、
4-10 ページの「プッシュ表示灯が点
滅してエンジンがかからないときは」
をお読みください。

• 次のときにエンジンスイッチを押して
点滅したときは、4-6 ページの「プッ
シュ表示灯が点滅して電源が切り替わ
らないときは」をお読みください。
・  は、クラッチペダル

を踏んでいないとき
・  は、ブレーキペ

ダルを踏んでいないとき

キーレスプッシュスタート
システム

ACC

ON

マニュアル車

オートマチック車

マニュアル車

オートマチック車
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エンジンスイッチ照明

• エンジン停止中に運転席ドアを開ける
と点灯します。運転席ドアを閉めると
約 15 秒間点灯し、徐々に減光しなが
ら消灯します。

• ヘッドライトや車幅灯が点灯している
間、点灯します。ライトを消すと、
徐々に減光しながら消灯します。

82K253

電源の切替えのしかた

エンジンをかけずに電装品の使用やメー
ターの確認をしたいときは、次のように
してエンジンスイッチの位置を切り替え
ます。
なお、この切り替えのことを「電源の切
替え」といいます。

携帯リモコンを所持して運転席にす
わります。

 は、クラッチペダル
を踏まずにエンジンスイッチ（1）を
押します。

  は、ブレーキペ
ダルを踏まずにエンジンスイッチ

（1）を押します。

82K254

•押すごとに次のようにエンジンス
イッチの位置が切り替わります。

71L40260

鉛バッテリー保護のため、次の条件を
すべてみたすと、自動的に消灯しま
す。（バッテリーセーバー機能）
•ヘッドライトや車幅灯が消灯
•運転席ドアを開けたまま約15分が経
過

1

2 マニュアル車

オートマチック車

(1)

マニュアル車
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70K130

■ プッシュ表示灯  が点滅し
て電源が切り替わらないとき
は

携帯リモコンが「車内の作動範囲」（4-
7 ページ参照）で検知されていないこと
が考えられます。運転者は携帯リモコン
を身につけ、メーター内のプッシュ表示
灯  の消灯後、操作をやり直してく
ださい。それでも切り替わらないとき
は、携帯リモコンの電池切れのおそれが
あります。次の手順で切り替えてくださ
い。

 は、クラッチペダル
を踏まずにエンジンスイッチ（1）
を押します。

 は、ブレーキペ
ダルを踏まずにエンジンスイッチ
（1）を押します。

メーター内のプッシュ表示灯 
が点滅している約 10 秒以内に、携
帯リモコン（2）の先端（ロックス
イッチ側）をエンジンスイッチに約
2秒間あてます。

•プッシュ表示灯  の点滅中
に、イモビライザー警告灯が約 5
秒間点灯します。

71L40040

※前記の手順を行なっても切り替わらな
いときは、鉛バッテリーあがりなどの
別の原因が考えられます。スズキ販売
店またはスズキ代理店にご連絡くださ
い。

•  は、セレクトレ
バーが  以外に入っていると、

（OFF）にはもどせません。
•  は、セレクトレ
バーの故障などで、エンジンスイッ
チを （OFF）にもどせないこ
とがあります。
→　4-11 ページ（エンジンスイッチ

をもどすときは）

オートマチック車

P

P

ONACCLOCK

オートマチック車
P

LOCK
オートマチック車

LOCK

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、携帯リモコン検出範囲外警告
ブザー（室内ブザー）を1回鳴らすこ
とができます。設定の切替えについ
ては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

1 マニュアル車

オートマチック車

2

(1)

(2)
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携帯リモコン車外持ち出し警告

次のような場合、室内／車外ブザーが約
2 秒間断続的に鳴るとともに、メーター
内のイモビライザー警告灯が点滅し、携
帯リモコンの車外持ち出しを警告しま
す。

• エンジン回転中、またはエンジンス
イッチが  または  位置にあ
る状態で、いずれかのドアを開け、そ
のあとすべてのドアを閉めたときに携
帯リモコンが車内にない場合

• エンジンスイッチが  または 
位置にある状態で、エンジンをかけよ
うとしたときに携帯リモコンが車内に
ない場合

71L40050

警告が作動したときは、すみやかに携帯
リモコンを車内にもどしてください。

• 警告の作動中は、エンジンの再始動が
できません。

• イモビライザー警告灯の点滅は、通
常、携帯リモコンが車内にもどってき
てから少しすると消灯します。消灯し
ない場合は、一度エンジンスイッチを

（OFF）にもどしてから再操作
してください。

エンジン始動／電源切替え／
携帯リモコン車外持ち出し警
告の作動範囲（車内）

「車内の作動範囲」（1）は、インパネ
の上や荷室などを除く車室内です。

71L30870

•携帯リモコンの電池切れが近いと、
エンジンスイッチを  にしたとき
に、メーター内の携帯リモコン電池
消耗警告灯が約15秒間点灯します。
→　3-12ページ

（携帯リモコン電池消耗警告灯）
→　6-6ページ

（携帯リモコンの電池交換）

(1) イモビライザー警告灯（点滅）

ON

ACC ON

ACC ON

(1)

携帯リモコンは運転者が所持し、管理
してください。

LOCK

(1)
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2-13 ページの「エンジンをかけるとき
は」もあわせてお読みください。

パーキングブレーキ（1）がしっか
りかかっていることを確認します。

80J1037

 は、チェンジレバー
が N（ニュートラル）になっている
ことを確認します。

 は、セレクトレ
バーが  になっていることを確認
します。

71L20010

•「車内の作動範囲」に携帯リモコン
があっても、次のような状況にある
とリモコンが検知されず、エンジン
始動や電源切替えができない場合が
あります。また、携帯リモコン車外
持ち出し警告が作動する場合があり
ます。
・携帯リモコンの電池が消耗してい

る
・携帯リモコンが強い電波やノイズ

の影響を受けている
・携帯リモコンが金属製のものと接

していたり、覆われたりしている
・携帯リモコンが次のような小物入れ

の中にある
・グローブボックス
・ドアポケット
・インパネアッパーボックス
・コンソールボックス
・インパネボックス
・インパネトレー（助手席）

・携帯リモコンがメーターパネルの
手前やサンバイザー、床にある

•「車内の作動範囲」に携帯リモコンが
なくても、次のような状況にあるとリ
モコンが検知され、エンジン始動や電
源切替えができる場合があります。ま
た、携帯リモコン車外持ち出し警告が
作動しない場合があります。
・車外に携帯リモコンがあっても、

ドアに近づきすぎている
・携帯リモコンがインパネの上や荷

室にある

エンジンのかけかた

1

(1)

2 マニュアル車

オートマチック車
P
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右足でブレーキペダル（2）をしっ
かり踏み続けます。

•アクセルペダル（3）は踏まない
でください。

64L40060

 は、左足でクラッチ
ペダル（4）をいっぱいまで踏み込
みます。

64L40160

メーター内のプッシュ表示灯 
が点灯したら、エンジンスイッチ
（1）を押します。エンジンがか
かったら、スターターは自動的に停
止します。

•エンジンがかからなくても、ス
ターターはしばらくすると自動的
に停止します。自動停止後または
システム異常時は、エンジンス
イッチを押している間だけ、ス
ターターがまわります。

82K254

(2) ブレーキペダル
(3) アクセルペダル

■クラッチスタートシステム
マニュアル車は、クラッチペダルを
いっぱいまで踏み込まないとスター
ターがまわらず、エンジンを始動で
きません。

3

(2)

(3)

4 マニュアル車

(4) (2)

(3)
•ヘッドライトやエアコンなどのス
イッチを切った方が、エンジンはか
かりやすくなります。
•ハンドルロックが解除できなくて、
エンジンの始動ができない場合があ
ります。
→　4-3 ページ（ハンドルロックが

解除できないときは）

5

(1)
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■ プッシュ表示灯  が点滅し
てエンジンがかからないときは

携帯リモコンが「車内の作動範囲」（4-7
ページ参照）で検知されていないことが考
えられます。運転者は携帯リモコンを身に
つけ、メーター内のプッシュ表示灯 
の消灯後、操作をやり直してください。そ
れでもエンジンがかからないときは、携帯
リモコンの電池切れのおそれがあります。
次の手順を行なってください。

 は、チェンジレバー
が N（ニュートラル）になっている
ことを再確認し、ブレーキペダルと
クラッチペダルをしっかり踏み続け
ます。

 は、セレクトレ
バーが  にあることを再確認し、
ブレーキペダルをしっかり踏み続け
ます。

メーター内のプッシュ表示灯 
が点灯したら、エンジンスイッチ
（1）を押します。

メーター内のプッシュ表示灯 
が点滅している約 10 秒以内に、携
帯リモコン（2）の先端（ロックス
イッチ側）をエンジンスイッチに約
2秒間当てます。

•プッシュ表示灯  の点滅中
に、イモビライザー警告灯が約 5
秒間点灯します。

71L40040

※前記の手順を行なってもエンジンがか
からないときは、鉛バッテリーあがり
などの別の原因が考えられます。スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご連絡
ください。

エンジンを止めるときは

1 マニュアル車

オートマチック車
P

2

3

(1)

(2)

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、携帯リモコン検出範囲外警告
ブザー（室内ブザー）を1回鳴らすこ
とができます。設定の切替えについ
ては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。
•携帯リモコンの電池切れが近いと、
エンジンスイッチを  にしたとき
に、メーター内の携帯リモコン電池
消耗警告灯が約15秒間点灯します。
→　3-12ページ

（携帯リモコン電池消耗警告灯）
→　6-6ページ

（携帯リモコンの電池交換）

車両の状態 エンジン停止方法

停車中
エンジンスイッチを
押す

走行中
（緊急時）

エンジンスイッチを
3連打以上、または
2秒以上長押しする

ON
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• 停車中にエンジンを停止できないとき
は、エンジンスイッチを 3 連打以上、
または 2 秒以上長押ししてください。
この場合、システムの異常が考えられ
ますので、スズキサービス工場で点検
を受けてください。

エンジンスイッチをもどすと
きは

エンジンスイッチを （OFF）に
もどしていずれかのドアを開閉すると、
ハンドルロックがかかります。

■ マニュアル車
エンジンスイッチを押して  （OFF）
にもどします。

■ オートマチック車
セレクトレバーを  に入れ、セレ
クトレバーのボタンから手を離しま
す。
→　4-15ページ

（セレクトレバーの操作）

エ ン ジ ン ス イ ッ チ を 押 し て
（OFF）にもどします。

• 誤操作防止のため、次の条件をみたし
ているときだけエンジンスイッチを

（OFF）にもどせます。
・セレクトレバーが  位置
・セレクトレバーのボタンから手を離

している

• 誤操作防止のため、次のようなときは
エンジンスイッチを  （OFF）
にもどせません。
・セレクトレバーの位置が  以外
・セレクトレバーの位置が  に入っ

ていても、セレクトレバーのボタン
を押しているとき
→　4-25ページ（駐車）

• セレクトレバーの故障などで、エンジ
ンスイッチを （OFF）にもど
せないことがあります。スズキサービ
ス工場で点検を受けてください。な
お、点検前には次の作業をしてくださ
い。
・盗難を防ぐため、キー操作にてドア

を施錠してください。（リクエスト
スイッチやキーレスエントリーでは
施錠できません）

・鉛バッテリーあがりを防ぐため、
バッテリーのマイナス端子を外して
ください。（10 mm スパナなどの
市販工具が必要です）

緊急時以外は、走行中にエンジンを止
めないでください。
•ブレーキ倍力装置が働かないため、
ブレーキペダルを踏むときに強い力
が必要になります。
•パワーステアリング装置が働かない
ため、ハンドルが重くなります。
•ABS、ESP®（タイプ別装備）が作
動しません。

走行中にエンジンを止めると、オート
マチックトランスミッション（タイプ
別装備）が損傷するおそれがあります。
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運転するときは/パーキングブレーキ
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■ エンジンスイッチもどし忘れ
警告ブザー

エンジンスイッチのもどし忘れを防止す
るためのブザーです。

• エンジンスイッチを  にしたま
ま運転席ドアを開けると、室内ブザー
が“ピー、ピー、”と断続的に鳴ります。

•  は、エンジンスイッチ
を 2 回押して （OFF）にもどす
と、室内ブザーが止まります。

•  は、セレクトレバー
を  に入れ、セレクトレバーのボタ
ンから手を離します。エンジンスイッ
チを2回押して  （OFF）にもど
すと、室内ブザーが止まります。

（OFF）にもどさないと、リクエ
ストスイッチや携帯リモコンでドアが施
錠できません。

■ ハンドルロック未作動警告ブ
ザー

故障などで、エンジンスイッチを 
（OFF）にもどして、いずれかのドアを開
閉してもハンドルがロックされない場
合、運転席ドアを開けると、室内ブザー
が“ピッ、ピッ、”と断続的に鳴ります。
スズキサービス工場で点検を受けてくだ
さい。

パーキングブレーキは後輪にかかりま
す。駐車するときはパーキングブレーキ
をしっかりとかけてください。

駐車するときは

ボタン（1）を押さずにパーキングブ
レーキレバーをいっぱいに引き上げま
す。

解除するときは

• レバーを少し引き上げながら（①）レ
バー先端のボタン（1）を押し込み
（②）、そのまま下まで完全におろし
ます（③）。

• 坂道発進するときは、パーキングブ
レーキをかけたまま右足でアクセルペ
ダルを慎重に踏み、車が動き出す感触
を確認しながらパーキングブレーキを
解除してください。

71L40081

ACC

マニュアル車
LOCK

オートマチック車
P

LOCK

LOCK

LOCK

パーキングブレーキ

パーキングブレーキの操作

パーキングブレーキを解除したとき
は、メーター内のブレーキ警告灯が消
灯しているか確認してください。
万一、パーキングブレーキをかけたま
ま走行した場合、ブレーキ装置が過熱
してブレーキが効かなくなるおそれが
あります。
→　3-66ページ （ブレーキ警告灯）

(1)
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■ パーキングブレーキ解除忘れ
警告ブザー

パーキングブレーキを解除し忘れたまま
走行すると、室内ブザーが“ピピピッ、
ピピピッ”と鳴り続けます。

チェンジレバーを操作するときは、ク
ラッチペダルをいっぱいに踏みます。

■ 5MT車
誤操作防止のため、5 速から R（リバー
ス）に直接入れることはできません。一
度 N（ニュートラル）に入れてからRへ
操作してください。

71L40090

■ 6MT車
誤操作防止のため、リング (1) を引き上
げないと R（リバース）に入れることは
できません。一度 N（ニュートラル）に
入れてからリングを引き上げ、Ｒへ操作
してください。

71LN0401

チェンジレバー

チェンジレバーの操作

マニュアル車

チェンジレバーをＲ（リバース）に入
れるときは、車を完全に停止させてか
ら操作してください。完全に停止して
いない状態で操作すると、トランス
ミッションが破損する原因となりま
す。

(1)
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運転するときは/チェンジレバー
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シフトダウンの上限速度

エンジンの過回転を防ぐため、次の表に
示す上限速度以下でシフトダウンしてく
ださい。

※走行条件やお車のタイプにより、この
上限速度に達しない場合があります。

シフト
ダウン

上限速度（km/h）

標準車 スポーツ車

2速 → 1速 45 50

3速 → 2速 85 90

4速 → 3速 125 125

5速 → 4速 165 165

6速 → 5速 - 210

上限速度を超えた速度でシフトダウン
しないでください。エンジンの回転が
上がりすぎて、エンジンが故障する原
因となります。
→　3-64ページ（タコメーター）
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※本書で「オートマチック車」と記載されている場合は、「CVT車」を示しています。

セレクトレバーの各位置のはたらき

71L40100 71L40110

オートマチック車

セレクトレバーの操作

オートマチック車

(1) ボタン

マニュアルモードなしCVT車

(1)

マニュアルモード付CVT車

(1)

パーキング
駐車するとき、エンジンを始動・停止するときの位置

•駆動輪（前輪）が固定されます。

リバース
車を後退させるときの位置

•室内で警告ブザーが鳴り、運転者にセレクトレバーが 
に入っていることを知らせます。

ニュートラル
エンジンの動力が伝わらない状態の位置

•エンジンを始動できますが、安全のため  の位置で始動
してください。

ドライブ
通常走行の位置

•車の速度とアクセルペダルの踏み込み量により、自動的に
変速され走行できます。

ロー
（マニュアルモードなしCVT車）

強力なエンジンブレーキを効かせるときなどの位置

•急な下り坂を走行するときなどに使用します。

マニュアル
（マニュアルモード付CVT車）

マニュアルモードで走行するときの位置

•マニュアル感覚で走行したいとき、坂道や山間路を走行す
るときなどに使用します。
→　4-18ページ（マニュアルモードの使いかた）
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セレクトレバーの動かしかた

71L40120

71L40130

■ シフトロックシステム
発進するときなどに、セレクトレバーの
誤操作を防ぐシステムです。

• エンジンスイッチが  でブレーキ
ペダルを踏んでいるときだけ、セレク
トレバーを  からほかの位置に動か
せます。

• エンジンスイッチが  または
（OFF）のときは、ブレーキペ

ダルを踏んでいても、セレクトレバー
を  からほかの位置に動かせませ
ん。

ブレーキペダルを踏み、ボ
タンを押したままセレクト
レバーを動かします。

ボタンを押さずにセレクト
レバーを動かします。

ボタンを押したままセレク
トレバーを動かします。

マニュアルモードなしCVT車

マニュアルモード付CVT車

運転席および助手席にお乗りの方の乗
車姿勢によってはひざなどが当たっ
て、セレクトレバーを動かしてしまう
ことがあります。

完全に停車させてから、セレクトレ
バーを  に入れてください。車が動
いていると、トランスミッションが故
障する原因となります。なお、トラ
ンスミッション保護のため、前進車
速が約10 km/h以上のときは変速さ
れません。（ニュートラルのまま）

 の操作は、セレクトレバーのボ
タンを押さない習慣を付けてくださ
い。常にボタンを押して操作している
と、間違って次の位置へ入れてしまう
おそれがあります。
•マニュアルモードなしCVT車は、

  
•マニュアルモード付CVT車は、

  

R

P R L

P R M
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• セレクトレバーのボタンを押してか
ら、ブレーキペダルを踏まないでくだ
さい。シフトロックが解除されないこ
とがあります。

• 万一、エンジンスイッチを  にし
て、ブレーキペダルを踏んでもセレク
トレバーを  からほかの位置へ動か
せない場合、次の手順でシフトロック
を解除してください。
この場合は、シフトロックシステムな
どの故障が考えられます。ただちにス
ズキサービス工場で点検を受けてくだ
さい。

■ シフトロックの解除のしかた
シフトロックシステムの故障や鉛バッテ
リーあがりなどで、セレクトレバーを

 からほかの位置へ動かせないとき
は、次の手順でシフトロックを解除しま
す。

安全のため、パーキングブレーキを
しっかりとかけ、ブレーキペダルを
踏んだ状態にします。

セレクトレバーパネルにあるシフト
ロック解除ボタンを押しながら、セ
レクトレバーを操作します。

71L40141

• 上図のセレクトレバーは代表例です。
お車のタイプにより異なります。

セレクトレバー可動部に飲み物などを
こぼしたり、内部に異物が入ったりし
た場合、そのまま使用を続けるとシフ
トロックシステムが正常に機能しなく
なるおそれがありますので、すみやか
にスズキサービス工場で点検を受けて
ください。

発進するときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んだままセレクトレバーを
操作してください。
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S（スポーツ）モードスイッチ

• スイッチを押すごとに、ON と OFF が
切り替わります。

• ON のとき、メーター内のマルチイン
フォメーションディスプレイに S（ス
ポーツ）モード表示が表示されます。

• S（スポーツ）モードスイッチは、エ
ンジン始動時にはOFF状態にもどりま
す。

71L40150

■ スイッチがONのとき
坂道や山間路の走行に適しています。

• 下り坂では、エンジンブレーキがかか
ります。

• 上り坂や山間路ではエンジン回転数を
高く保ち、エンジン回転の変化が少な
い力強くなめらかな走行ができます。

■ スイッチがOFFのとき
通常走行に適しています。

• 燃費性能と静粛性の高い走行ができま
す。

■ S（スポーツ）モード表示

71L40160

メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイにあります。

• S（スポーツ）モードスイッチがONの
ときに表示されます。
→　3-75 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイ）

マニュアルモードの使いかた

CVT 車は自動的に無段階に変速します
が、マニュアルモード（手動変速モー
ド）にすると、任意に変速することがで
きます。マニュアルモードにするとき
は、セレクトレバーを  から  に動
かします。

(1) S（スポーツ）モードスイッチ

マニュアルモードなしCVT車

(1)

(2) S（スポーツ）モード表示

(2)

マニュアルモード付CVT車

D M
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• メーター内のマルチインフォメーショ
ンディスプレイに、M（マニュアル）
モード表示（1）と現在のギヤポジ
ションが表示されます。

• セレクトレバーを  から  に動か
した直後のギヤポジションは、  の
ときに自動的に選択されていたギヤポ
ジションです。

71L40170

71L40180

• セレクトレバーを  に動かさなくて
も、走行中  のままパドルシフトス
イッチを手前に引くと、一時的にマ
ニュアルモードにすることができま
す。
→　4-20 ページ（一時的にマニュア

ルモードにするときは）

■ マニュアルモード時のシフト
操作

ギヤポジションは、走行速度に応じて 1
速から7速まで選択できます。

• エンジンおよびトランスミッション保
護のため、シフト操作をしなくてもエ
ンジンが高回転になると、自動的にシ
フトアップします。

• シフト操作をしなくても車のスピード
が低下すると、自動的にシフトダウン
し、停車するとギヤポジションは 1 に
なります。

• アクセルペダルを大きく踏み込むと、
マニュアルモード時でもキックダウン
することがあります。
→　4-21ページ（キックダウン）

ハンドルの右側にあるパドルシフトス
イッチ（＋側）を手前に引きます。手を
離すと、スイッチは自動的にもとの位置
にもどります。

71L40190

(2) ギヤポジション表示

D M
D

(1) (2)

M
D

シフトアップしたいとき
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ハンドルの左側にあるパドルシフトス
イッチ（－側）を手前に引きます。手を
離すと、スイッチは自動的にもとの位置
にもどります。

71L40200

■ マニュアルモードシフト警告
走行性能を確保するため、またはトラン
スミッションの保護のため、シフト操作
をしても希望するギヤポジションに変速
されない場合があります。
このようなときは、警告ブザーが「ピ
ピッ」と鳴ります。

■ マニュアルモードを解除する
ときは

セレクトレバーを  から  にもどす
と、マニュアルモードが解除されます。

■ 一時的にマニュアルモードに
するときは
 で走行中（低車速時を除く）に、パ

ドルシフトスイッチを手前に引きます。
メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイに、M（マニュアル）モー
ド表示（1）と現在のギヤポジションが
表示されます。

71L40250

• 次のような操作または状況になると、
マニュアルモードが自動的に解除さ
れ、もとの制御にもどります。

・変速しないで、一定時間アクセルペ
ダルを踏み続けたとき

・低車速になったとき

オートマチック車は、クラッチ操作とギ
ヤチェンジから解放されて運転操作が楽
になりますが、オートマチック車特有の
現象や操作上の注意があります。

クリープ現象に注意して

エンジンをかけて停車しているとき、セ
レクトレバーが   以外に入ってい
ると、アクセルペダルを踏まなくても車
がゆっくり動きます。これをクリープ現
象といいます。

•連続して変速したいときは、パドル
シフトスイッチから手を離してか
ら、スイッチを引き直す必要があり
ます。スイッチを引いた状態のまま
では、連続して変速できません。
•左右のパドルシフトスイッチを同時
に操作すると、変速しないことがあ
ります。

シフトダウンしたいとき

M D

(2) ギヤポジション表示

D

(1) (2)

オートマチック車の特性

P N
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キックダウン

走行中（低車速時を除く）にアクセルペ
ダルをいっぱいに踏み込むと、自動的に
シフトダウンしてエンジン回転が上昇し
て、力強い加速ができます。これをキッ
クダウンといいます。

• 追い越しなどをしたいときは、アクセ
ルペダルをいっぱいに踏み込みます。
キックダウンして力強い加速が得られ
ます。

登降坂変速制御

セレクトレバーが  の位置で作動する
制御です。

• 登坂中と判断するとシフトダウンして
エンジン回転数を高く保ち、少ないアク
セル操作でなめらかな走行ができます。

• 降坂中と判断するとシフトダウンし、
エンジンブレーキがかかります。

トランスミッション警告灯

80J219

メーターパネル内にあります。

• CVT のシステムに異常があると、エン
ジンスイッチが  のときに点灯し
ます。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

（リバース）ポジション
警告ブザー

セレクトレバーを  に入れると室内で
警告ブザーが鳴り、セレクトレバーが

 に入っていることを運転者に知らせ
ます。

•セレクトレバーを   以外に入れ
ているときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んでください。
•エンジン始動直後やエアコン作動時
は、クリープ現象が強くなることが
あります。とくにしっかりブレーキ
ペダルを踏んでください。

CVT車もクリープ現象があります。

通常の加速をするときは、アクセルペ
ダルをゆっくり踏み込んでください。
いっぱいに踏み込むと、キックダウン
して思わぬ急加速のおそれがあります。

P N

（リバース）ポジション警告ブザー
は、車外の人に車の後退を知らせるた
めのものではありません。

D

オートマチック車を運転するとき

ON

R

R

R

R
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ペダルの踏み間違いに注意

ペダルの踏み間違いを防ぐため、エンジ
ンをかける前にアクセルペダルとブレー
キペダルを実際に足で踏んで、位置を確
認してください。

ブレーキペダルは右足で踏む

64L20140

左足では適切なブレーキ操作ができませ
ん。ブレーキペダルは右足で踏む習慣を
つけてください。

セレクトレバーを操作すると
きは

• 前進と後退を繰り返すときなどは、セ
レクトレバーを  に入れたことを忘
れることがあります。車を後退させた
あとは、すぐに  から  に入れる
習慣をつけてください。

• 切り返しなどで前進と後退を繰り返す
ときは、完全に停車してからセレクト
レバーを操作してください。

セレクトレバーの位置は目で
確認

始動時や降車時は  、前進時は  、
後退時は  にあることを目で確認して
ください。

車から離れるときは

71L20010

アクセルペダルとブレーキペダルを踏
み間違えると、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

(1) ブレーキペダル
(2) アクセルペダル

(1)

(2)

R

R N

アクセルペダルを踏んだままセレクト
レバーを操作しないでください。急発
進して事故を起こすおそれがあります。

エンジンをかけたまま車から離れない
でください。万一、セレクトレバーが

 以外に入っていると、車がひとり
でに動き出すおそれがあります。ま
た、車に乗り込むときに誤ってセレク
トレバーを動かしたりアクセルペダル
を踏み込んだりして、思わぬ急発進の
おそれがあります。

P D
R

P
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4

4-15 ページの「セレクトレバーの操
作」もあわせてお読みいただき、正しい
取扱いをしてください。

運転席にすわって

ペダルが確実に踏めて、ハンドル操
作が楽に行なえる位置にシートを調
節し、ハンドルを調節します。
→　3-27ページ（前席シート）
→　3-27 ページ（テレスコピック

＆チルトステアリング）

アクセルペダル（2）とブレーキペ
ダル（1）の位置を右足で確認しま
す。

64L20140

エンジンの始動

エンジンのかけかたの詳細は、4-8 ペー
ジの「エンジンのかけかた」をお読みく
ださい。

パーキングブレーキをしっかりとか
けます。

セレクトレバーが  にあるか確認
します。

71L20010

ブレーキペダルを右足で踏みます。

エンジンを始動します。

発進

■ 通常の発進

ブレーキペダルを右足でしっかり踏
み込みます。

前進時は  、後退時は  にセレ
クトレバーを入れ、レバーの位置を
目で確かめます。

パーキングブレーキを解除し、メー
ター内のブレーキ警告灯の消灯を確
認します。

オートマチック車の運転のしかた

1

2

(1)

(2)

1

セレクトレバーが  の位置でもエン
ジンがかかりますが、安全のため 
でエンジンをかけてください。

2 P

N
P

3

4

1

2 D R

3
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ブレーキペダルからゆっくりと足を
離し、アクセルペダルをゆっくり慎
重に踏んで発進します。

■ 急な上り坂での発進
、 は「通常の発進」と同じ操作です。

ブレーキペダルからゆっくりと右足
を離し、アクセルペダルを慎重に踏
みます。

車が動き出す感触を確認しながら、
パーキングブレーキレバーを解除し
て発進します。

80J255

走行

■ 通常走行
セレクトレバーを  に入れて発進する
と、走行速度とアクセルペダルの踏み込
み量により、自動的に変速され走行でき
ます。

■ 急加速走行
追い越しなどをしたいときは、アクセル
ペダルをいっぱいに踏み込みます。
キックダウンして力強い加速が得られま
す。

■ 上り坂走行
上り坂を  で走行しているときに、ス
ピードを保つためにアクセルペダルを踏
み込んでいくと、キックダウンしてエン
ジンの回転が急に上がることがあります。

坂の勾配に応じて、あらかじめ S（ス
ポーツ）モードスイッチを ON にしてお
くと、エンジン回転の変化が少ない力強
くなめらかな走行ができます。

■ 下り坂走行
下り坂を  のままで走行すると、エン
ジンブレーキの効きが弱くてスピードが
出すぎてしまうことがあります。

• 坂の勾配に応じて、あらかじめ S（ス
ポーツ）モードスイッチを ON にして
エンジンブレーキを併用します。

• 急な下り坂で、強力なエンジンブレー
キが必要なときには  に入れます。

坂の勾配に応じて、あらかじめパドルシ
フトスイッチ（－側）を操作して適切な

ヒルホールドコントロール装備車の場
合、急な上り坂での発進時に車が後退
することを一定時間防ぐ機能がありま
す。
→　4-47ページ

（ヒルホールドコントロール）

4

1 2

3

4

D

緊急時以外は、走行中にセレクトレ
バーを  にしないでください。エン
ジンブレーキがまったく効かないた
め、思わぬ事故の原因となります。

N

D

マニュアルモードなしCVT車

D

マニュアルモードなしCVT車

L

マニュアルモード付CVT車
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ギヤポジションにして、エンジンブレー
キを併用します。

一時停止

セレクトレバーは走行位置のままで
停車し、ブレーキペダルをしっかり
踏み込みます。

• 急な坂道で一時停止するときは、
必要に応じてパーキングブレーキ
をかけます。

• 停車時間が長くなりそうなとき
は、セレクトレバーを  に入れ
ます。

再発進するときに間違えないよう、
セレクトレバーの位置とパーキング
ブレーキの解除を目で確かめます。

駐車

車を完全に止めます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パー
キングブレーキをしっかりとかけま
す。

セレクトレバーを  に入れてから
エンジンを止め、ブレーキペダルか
らゆっくりと足を離します。

• セレクトレバーが  の位置に
なっているか目で確かめます。

71L20010

急な下り坂や長い下り坂では、エンジ
ンブレーキを併用してください。下り
坂でブレーキペダルを踏み続けると、
ブレーキ装置が過熱してブレーキが効
かなくなるおそれがあります。

一時停止しているときに、空ぶかしを
しないでください。万一、セレクトレ
バーが   以外に入っていると、
急発進して思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

上り坂などで、アクセル操作でバラン
スをとるなどして車を停止させようと
しないでください。トランスミッショ
ンフルードが過熱し、故障の原因とな
ります。

1

N

2

P N

駐車するときは、必ずセレクトレバー
を  に入れてからエンジンを止めて
ください。  以外の位置ではシフト
ロックが作動せず、誤操作などで思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

1

2

3 P

P

P
P
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エンジンスイッチを  （OFF）
にもどします。
→　4-11 ページ（エンジンスイッ

チをもどすときは）

後退

■ 正しい運転姿勢
車を後退させるときは身体をひねった運
転姿勢になり、ペダルが踏みにくくなり
ます。ブレーキペダルやアクセルペダル
が確実に踏める姿勢で運転操作をしてく
ださい。

■ 前進や後退を繰り返すとき
車庫入れなどで前進や後退を繰り返すと
きは、完全に停車させてから、次の前進
あるいは後退の操作を行なってください。

こんなことにも気をつけて

■ 車を少し移動させるとき
少しだけ移動するときでも、ブレーキペ
ダルやアクセルペダルが確実に踏める正
しい運転姿勢をとってください。

80J014

■ 停車するとき

前進と後退を繰り返すときなどは、セ
レクトレバーを  に入れていたこと
を忘れることがあります。車を後退さ
せたあとは、すぐに  から  に入
れる習慣をつけてください。

4 LOCK

R

R N

坂道などで、セレクトレバーを前進の
位置（※）にしたまま惰性で後退した
り、後退の位置（  ）にしたまま惰
性で前進したりしないでください。エ
ンストしてブレーキの効きが悪くなっ
たり、ハンドルが重くなったりして、
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。また、故障の原因になります。
※マニュアルモードなしCVT車の

 
マニュアルモード付CVT車の

 

車が少しでも動いているときは、セレ
クトレバーを  に入れないでくださ
い。トランスミッションが故障する原
因となります。

R

D L

D M

P
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アクセルペダルから足を離しても、一定
の車速で走行できます。加減速の繰り返
しの少ない高速道路や自動車専用道路な
どで使用してください。

• 目標車速は、約45～約100 km/hの間
でセットできます。

•  は、セレクトレバー
が  または  の位置で使用できま
す。ただしマニュアルモード時は、ギ
ヤポジションが 3 以上のときだけ使用
できます。
→　4-15ページ

（セレクトレバーの操作）

•  は、チェンジレバーが
次のようなときに使用できます。
・5MT車は3速、4速または5速
・6MT車は3速、4速、5速または6速

71L40210

クルーズコントロールスイッチ

71L40220

セット（定速走行）のしかた

クルーズスイッチ（1）を押します。

• メーター内のCRUISE表示灯が点
灯すると、目標車速がセットでき
る状態（待機状態）になります。

アクセルペダルの加減で、希望の車
速に調節します。

クルーズコントロール

クルーズコントロール

タイプ別装備

オートマチック車
D M

マニュアル車

次のような場所では使用しないでくだ
さい。思わぬ事故につながるおそれが
あります。
•交通量の多い道。
•急カーブのある道。
•凍結や積雪などで滑りやすい道。
•急な下り坂。エンジンブレーキが十
分に効かず、セットした目標車速を
超えることがあります。

(1) クルーズスイッチ
(2) キャンセルスイッチ
(3) 車速設定スイッチ

(2)(1)

(3)

1

2
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車速設定スイッチ（3）のSET －側
を押します。

• メーター内のSET表示灯が点灯す
ると、アクセルペダルから足を離
しても定速走行ができます。

CRUISE表示灯

65J308

メーターパネル内にあります。

• クルーズスイッチ（1）を押して、目
標車速がセットできる状態（待機状
態）になると点灯します。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

SET表示灯

65D474

メーターパネル内にあります。

• 目標車速がセットされると点灯しま
す。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

一時的に加減速したいときは

■ 加速したいとき
アクセルペダルを踏んでください。通常
走行と同様に加速できます。

• アクセルペダルから足を離すと、自動
的にもとの定速走行にもどります。

■ 減速したいとき
ブレーキペダルを踏んでください。定速
走行が解除され、SET 表示灯が消灯しま
す。（待機状態）

車速設定スイッチ（3）のRES ＋側を押
して、SET 表示灯を再点灯させてくださ
い。

クルーズコントロールを使用しないと
きは、クルーズスイッチ（1）を押し
て CRUISE 表示灯を消灯させてくだ
さい。誤ってクルーズコントロールを
作動させると、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

3

もとの定速走行にもどすときは
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目標車速の変えかた

■ アクセルペダルを使って
希望の車速まで加速し、車速設定スイッ
チ（3）のSET －側を押します。

■ ブレーキペダルを使って
希望の車速まで減速し、車速設定スイッ
チ（3）のSET －側を押します。

■ 車速設定スイッチを使って
• 加速するときは、車速設定スイッチ

（3）のRES ＋側を押し続けます。
• 減速するときは、車速設定スイッチ

（3）のSET －側を押し続けます。

希望の車速になったら、スイッチから手
を離します。

定速走行の解除のしかた

■ 一時的な解除

同時にSET表示灯が消灯します。（待機
状態）

• キャンセルスイッチ（2）を押す
• ブレーキペダルを踏む
• 目標車速より、車速が 2 割程度以上低

下したとき
• 車速が約40 km/h以下になったとき
•  は、クラッチペダルを

踏む
•  のマニュアルモー

ド時は、シフトダウンしてギヤポジ
ションが2以下になったとき

• ESP® 装備車の場合、車が横すべりし
そうになったとき（ESP® 作動時を含
む）

車速設定スイッチ（3）のRES ＋側を押
して、SET 表示灯を再点灯させてくださ
い。

■ システムの解除
同時にCRUISE表示灯が消灯します。

• クルーズスイッチ（1）を押す
• メーター内のエンジン警告灯が点灯ま

たは点滅したとき
→　3-69ページ（エンジン警告灯）

 のマニュアルモー
ド時は、シフトダウンしてもギヤポジ
ションが3以上のときは定速走行が解
除されないため、エンジンブレーキが
効きません。ブレーキペダルまたは車
速設定スイッチの操作で減速してくだ
さい。

ブレーキペダルを踏んでから再セット
するまでは、SET 表示灯が消灯しま
す。（待機状態）

スイッチを短押しすると、目標車速の
微調整（約1.6 km/h）ができます。

オートマチック車

マニュアル車

オートマチック車

もとの定速走行にもどすときは
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ABS（アンチロックブレーキ
システム）とは

ブレーキをかけたときのタイヤのロック
を自動的に防止することで、走行安定性
や操舵性を確保しようとする装置です。

制動距離について

ABSは制動距離を短くするものではあり
ません。

ABS作動時の振動や音

ブレーキペダルを強く踏むと、ブレーキ
ペダル、ハンドル、車体の小刻みな振動
を感じることがあります。これはABSの
作動によるもので、異常ではありませ
ん。ブレーキペダルをそのまま強く踏み
続けてください。

•常に周囲の状況を確認して、安全運
転に努めてください。ABS による制
御には限界があります。
•ABS は、タイヤのグリップ限界を超
えたり、ハイドロプレーニング現象

（※）が起こったりした場合は効果を
発揮できません。

※雨天の高速走行などで、タイヤと
路面の間に水膜が発生し、接地力
を失ってしまう現象

ABS

ABS装備車の取扱い

•急ブレーキをかけたときや、滑りや
すい路面でブレーキをかけたときの
制動距離は、ABS がついていない車
と同等です。
•次のようなときは、ABS のついてい
ない車より制動距離が長くなること
があります。スピードを控えめにし
て、車間距離を十分にとってくださ
い。
・凸凹道や石だたみなどの悪路
・じゃり道、新雪路
・道路の継ぎ目などの段差を乗り越

えるとき
・マンホールなど鉄板の上を通過す

るとき
・タイヤチェーンの装着時

•急ブレーキ時には、ポンピングブレー
キ（※）をせずに、ブレーキペダルを
思い切り強く踏み込んでください。ポ
ンピングブレーキをすると、制動距
離が長くなります。

※ブレーキペダルを数回に分けて小
刻みに踏むブレーキのかけかた

•路面の状況によりますが、約10 km/h
以下ではABSが作動しません。
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タイヤについて

ABS は、こんな場合にもブ
レーキをかけると作動するこ
とがあります

• 滑りやすい路面を走行しているとき

80J1040

80J1041

65J354

• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える
とき

80J1043

80J1044

エンジンをかけて発進した直後に、一
時的にモーター音などが聞こえること
があります。これはシステムをチェッ
クしている音で、異常ではありませ
ん。

ABSは、各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。タイヤ交換時は指
定のサイズで、4輪ともサイズ、銘柄、
トレッドパターン（溝模様）が同一の
ものを装着してください。また、著し
く摩耗状態の異なるタイヤを使用しな
いでください。正確な回転速度が検出
できなくなって ABS が正常に機能し
なくなり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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• 悪路を走行しているとき

80J1045

80J1046

ABS警告灯

80J127

メーターパネル内にあります。

• ABS の電子制御システムに異常がある
と、エンジンスイッチが  のとき
に点灯します。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

ブレーキアシスト

ブレーキ踏力を補助する装置です。急ブ
レーキをかけたときに、ABSの効果が十
分に発揮されるまでの時間を短縮しま
す。

• しっかりとブレーキペダルを踏まない
と、ブレーキアシストは作動しませ
ん。

• ブレーキアシストは、本来のブレーキ
性能を超えた制御をする装置ではあり
ません。

ESP®（※）は、ABS、ブレーキアシス
ト、トラクションコントロール、スタビ
リティコントロール（横滑り防止機能）
などを総合的に制御して、車両の走行安
定性を補助しようとするシステムです。

※ESP®は、Electronic Stability Program
（エレクトロニック スタビリティ プロ
グラム）の略で、Daimler AGの登録商
標です。

■ ABS（アンチロックブレーキ
システム）

4-30ページをお読みください。

■ ブレーキアシスト
ABSのブレーキアシストと同様です。

■ トラクションコントロール
滑りやすい路面での発進時や加速時に起
こる駆動輪の過度の空転を、ブレーキ制
御およびエンジン出力制御により防ぎ、
適切な駆動力を確保しようとする補助機
能です。

ON

ESP®

ESP®装備車の取扱い
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■ スタビリティコントロール
（横滑り防止機能）

急激なハンドル操作をしたり、滑りやす
い路面で旋回したりするときの車の横滑
りなどを抑制することで、車両の走行安
定性を補助しようとする機能です。

常に周囲の状況を確認して、安全運転
に努めてください。ESP® による制御
には限界があります。

•次のことをお守りください。
守らないと ESP® が正常に作動しな
くなったり、誤作動につながったり
するおそれがあります。
・タイヤの空気圧を指定空気圧に調

整する
→　8-6ページ（タイヤの空気圧）

・タイヤ交換時は指定のサイズで、4
輪ともサイズ、銘柄、トレッドパ
ターン（溝模様）が同一のものを装
着する

・著しく摩耗状態の異なるタイヤを
使用しない

・サスペンションやブレーキを改造
しない（車高やサスペンションの
硬さ変更など）

・サスペンションやブレーキを著し
く劣化した状態で走行しない

・エンジンを改造しない（マフラー
の改造など）

・LSD（リミテッドスリップデフ）
を装着するなどの改造をしない

•タイヤチェーンや応急用スペアタイ
ヤを装着したときなどには、ESP®が
正常に作動しない場合があります。

•次のような操作をすると、一時的に
モーター音やカチッという音が聞こ
えることがあります。これはシステ
ムをチェックしている音で異常では
ありません。
・エンジンスイッチを  にしたと

き
・ブレーキペダルを踏んだ状態でエ

ンジンスイッチを  にし、最初
にブレーキペダルから足を離した
とき

・エンジンをかけたとき
・エンジンをかけ、最初の発進時

•エンジン回転が高いときにESP®が作
動すると、エンジン回転の変動や車体
の振動を感じることがありますが、異
常ではありません。

ON

ON



4

運転するときは/ESP®

4-34

ESP®作動表示灯

79K109

メーターパネル内にあります。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

• ESP® の電子制御システムに異常があ
ると、エンジンスイッチが  のと
きに点灯します。点灯中は次のように
なりますので、スズキサービス工場で
点検を受けてください。
・トラクションコントロールおよびス

タビリティコントロールは作動しま
せん。

・ABSは作動します。
・ブレーキアシストは、故障状況に

よっては作動しない場合がありま
す。

• 次のような状況になると、0.2秒間隔で
小刻みに点滅します。
・発進時や加速時にトラクションコン

トロールが作動している
・急ハンドル時や旋回時にスタビリ

ティコントロールが作動している

• システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。

ESP® OFFスイッチ

• 次 の よ う な と き は、メ ー タ ー 内 の
ESP®  OFF 表示灯が点灯するまで
ESP® OFF スイッチを押し続けてくだ
さい。トラクションコントロールおよ
びスタビリティコントロールが作動し
なくなります。
・車検を受けるときなどテスターに載

せる場合。トラクションコントロー
ルおよびスタビリティコントロール
を作動停止の状態にする必要があり
ます。

・スタックからの脱出などの場合。ト
ラクションコントロールが脱出に適
さないときがあります。

ON

ON

小刻みに点滅したときは、滑りやすい
路面で、車がスタックまたは横滑りし
やすい状態になっています。とくに慎
重に運転してください。

点灯中はトラクションコントロールお
よびスタビリティコントロールは作動
しませんが、ABSは使用することがで
きます。
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• 次のような操作をすると、ESP® OFF
表示灯が消灯し、トラクションコント
ロールおよびスタビリティコントロー
ルが作動可能な状態にもどります。
・もう一度ESP® OFFスイッチを押す
・一度エンジンを止め、再始動する

71L40240

ESP® OFF 表示灯

57L30045

メーターパネル内にあります。
→　3-66ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

• エンジンスイッチが  のときに、
ESP® OFF スイッチを長押しすると点
灯します。
・点灯中は、トラクションコントロー

ルおよびスタビリティコントロール
は作動しません。

• システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。•安全のため、ESP® OFFスイッチを操

作しても、ABSおよびブレーキアシス
トは作動停止の状態になりません。
•スタックからの脱出などのあとに通
常走行するときは、ESP® OFFスイッ
チを再度押してESP® OFF表示灯を消
灯させ、もとの状態にもどしてくだ
さい。トラクションコントロールお
よびスタビリティコントロールは自
動復帰しません。（一度エンジンを
止め、再始動したときを除く）

ON

ON
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アイドリングストップシステムは、信号
待ちなどの一時的な停車時および停車前
の減速時に、自動的にエンジンを停止・
再始動させるシステムです。排出ガスの
低減、燃費向上、エンジン騒音低下に役
立ちます。

• 本システムは一定の条件のもとで、一
時的にエンジンを停止させるもので
す。長時間停車するときや車から離れ
るときは、パーキングブレーキをしっ
かりとかけ、エンジンスイッチを操作
してエンジンを停止してください。
→　4-10ページ

（エンジンを止めるときは）

• 一定の条件をみたすと停車前の減速時
（約 13 km/h 以下）に自動停止しま
す。ただし、システムの機能確認が終
了するまでは、減速時に自動停止しま
せん。

アイドリングストップシステム

アイドリングストップ
システム

タイプ別装備

•アイドリングストップシステムによ
るエンジンの自動停止中は、車外に
出ないでください。思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
・ブレーキペダルを踏んでいても運

転席シートベルトを外す、または
運転席ドアを開くとエンジンが再
始動し、アイドリングストップシ
ステムによるエンジン自動停止中
であったことをお知らせします。

72M2042

•アイドリングストップシステムによ
るエンジンの自動停止後、自動で再
始動しない場合は、エンジンスイッ
チを操作してエンジンを始動してく
ださい。エンジンが再始動しない状
態で車を動かすと、ハンドルをまわ
すときやブレーキペダルを踏むとき
に強い力が必要となって、思わぬ事
故を起こすおそれがあります。
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エンジンの自動停止・再始動

走行中に、エンジンが自動停止可能
な状態（スタンバイ条件）になると、
メーター内のアイドリングストップ
表示灯（緑色）が点灯します。
→　3-73ページ

（アイドリングストップ表示灯）

→　4-40ページ（スタンバイ条件）

71L3401

セレクトレバーが  のままブレー
キペダルを踏んで減速すると、停車
前（約 13 km/h 以下）にエンジン
が自動停止します。このとき、アイ
ドリングストップ表示灯（緑色）は
点灯したままです。

• アイドリングストップ表示灯（緑
色）が点灯した状態でブレーキペ
ダルを踏んで減速しても、エンジ
ン自動停止の条件をすべてみたさ
ないと、エンジンが自動停止しま
せん。
→　4-41ページ

（エンジン自動停止の条件）

• 自動停止中に安全確保のため、室
内ブザーが鳴ってエンスト状態に
させたり、エンジンを再始動させ
たりする場合があります。
→　4-39 ページ（エンジン自動

停止中はこんなことに気をつ
けて）

71L3402

本システム装備車は、高性能なアイド
リングストップ車専用の鉛バッテリー
を使用していますので、次のことをお
守りください。守らないと本システム
が正常に作動しなくなったり、バッテ
リーの寿命が短くなったりするおそれ
があります。
•バッテリーを交換するときは、指定
のバッテリーを使用する（指定外の
ものを使用しない）
→　8-3ページ（サービスデータ）

•バッテリー端子から電気製品の電源
をとらない

1

2 D
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停車の前後に関わらず、ブレーキペ
ダルから足を離すとエンジンが再始
動し、アイドリングストップ表示灯
（緑色）が消灯します。

• ブレーキペダルを踏んでいても、
エンジン自動再始動の条件をみた
すと自動的に再始動します。
→　4-42ページ

（エンジン自動再始動の条件）

71L3403

エンジン自動再始動後しばらく走行
して、エンジンが自動停止可能な状
態（スタンバイ条件）になると、ア
イドリングストップ表示灯（緑色）
が点灯します。

•ブレーキペダルを踏まずに、エンジ
ンブレーキなどを使用して減速して
も、エンジンは自動停止しません。
•停車前（約13 km/h以下）にエンジン
が自動停止しない場合でも、停車時に
エンジンが自動停止する場合があり
ます。
•自動停止中でもオーディオなどの電
装品は使用できますが、エアコンは
送風に切り替わります。
•オートエアコン装備車の場合、冷暖
房性能を長持ちさせるため、自動停
止中の風量（自動制御時のみ）に制
限がかかります。

3

エンジン自動再始動のとき、ヒルホー
ルドコントロールが作動します。
→　4-47ページ

（ヒルホールドコントロール）

4
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エンジン自動停止中はこんなことに気をつけて

自動停止中に次表の操作を行なうと安全のため、室内ブザーが鳴ってエンスト状態
になったり、エンジンが再始動したりします。

操作／車両の状態 対処方法

ボンネットを開ける

•室内ブザーが“ピー、ピー、”と断続的
に鳴ります。

•エンジン自動停止状態からエンスト状態
になります。

•アイドリングストップ表示灯（緑色）は
消灯します。

エンジンを再始動するときは、次の手順
で対処してください。
①パーキングブレーキをしっかりとか

け、セレクトレバーを  に入れます。
②ボンネットを完全に閉めます。
③エンジンスイッチを操作して再始動し

ます。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

運転席シートベルトを外す、または運転
席ドアを開ける

•室内ブザーが“ピー、ピー、”と断続的
に鳴ります。（約5秒間）

•エンジンが自動で再始動します。
•アイドリングストップ表示灯（緑色）は

約5秒間点滅したあと消灯します。

発進する場合はドアを閉め、シートベル
トを着用してください。また、車外に出
るときは、事前に次の手順を実施してく
ださい。
①パーキングブレーキをしっかりとか

け、セレクトレバーを  に入れます。
②長時間停車するときや車から離れると

きは、エンジンスイッチを操作してエ
ンジンを停止します。

→　4-10ページ
（エンジンを止めるときは）

メーターパネル内の次の警告灯は、エンジンの自動停止中は点灯しませんが、エン
スト状態になると点灯します。
•パワーステアリング警告灯、油圧警告灯、充電警告灯
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

P

P
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アイドリングストップシステムの作動条件

■ スタンバイ条件
次の条件をすべてみたすと、走行中にアイドリングストップ表示灯（緑色）が点灯し、
エンジンの自動停止が可能な状態になります。

エンジン始動時 ボンネットが完全に閉まっている状態でエンジンを始動する

走行時

•アイドリングストップシステムが停止状態（OFF）になってい
ない
→　4-44ページ

（アイドリングストップシステムOFFスイッチ）

•バッテリーが十分に充電されていて、バッテリー内部が所定温
度内にある（※1）

•エンジンが十分に暖まっていて、冷却水が所定温度内にある

•運転席シートベルトを着用している

•運転席ドアが完全に閉まっている

•ボンネットが完全に閉まっている

•セレクトレバーの位置が  または  である（※2）

•アイドリングストップシステム以外の電子制御システムから、
エンジン停止を禁止する信号が出ていない（※3）

＜オートエアコン装備車＞  
•エアコンの吹出し口温度が、冷房時は十分に冷えている、また

は暖房時は十分に暖まっている
•デフロスタースイッチが停止状態（OFF）になっている

→　5-4ページ（オートエアコン）

＜マニュアルモードなしCVT車＞
•S（スポーツ）モードスイッチが停止状態（OFF）になっている

→　4-18ページ（S（スポーツ）モードスイッチ）

＜マニュアルモード付CVT車＞
•マニュアルモードで走行していない

→　4-20ページ（一時的にマニュアルモードにするときは）

D N
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※1 車を長期間使用しなかったときや、エンジン停止中にオーディオなどの電装品を長
時間使用したときなど、バッテリーが放電している状況では、スタンバイ状態にな
るまでに時間がかかることがあります。

※2 セレクトレバーの位置が  でもスタンバイ状態になりますが、このときは停車前
の減速時（約13 km/h以下）ではなく、停車時にエンジンが自動停止します。

※3 アイドリングストップ表示灯（緑色）の点灯後に、エンジン停止を禁止する信号が
出ることがあります。この場合、停車時にアイドリングストップ表示灯（緑色）が
消灯し、エンジンは自動停止しません。また、アイドリングストップシステムに影
響をあたえる警告灯や表示灯のいずれかが点灯したときは、エンジンは自動停止し
ません。

■ エンジン自動停止の条件
アイドリングストップ表示灯（緑色）が点灯中に次の条件をすべてみたすと、停車前の
減速時または停車時にエンジンが自動停止します。

※ブレーキペダルの踏みかたが弱い、または強いと、自動停止しない場合があります。

停車前の減速時

•ブレーキペダルを適切に踏んでいる（※）

•車速約13 km/h以下に減速している

•ハンドル操作をしていない

•アクセルペダルを踏んでいない

•急な坂道を走行していない

•急減速をしていない

•ABSやESP®が作動していない

•ブレーキ倍力装置の負圧が正常である

停車時

•ブレーキペダルを適切に踏んでいる（※）

•ハンドル操作をしていない

•アクセルペダルを踏んでいない

•急な坂道で停車していない

•停車前に急減速をしていない

•ブレーキ倍力装置の負圧が正常である

N



運転するときは/アイドリングストップシステム

4-42

4

■ エンジン自動再始動の条件
自動停止中に次のいずれかの操作をすると、または車両がいずれかの状態になると、エ
ンジンが自動で再始動し、アイドリングストップ表示灯（緑色）が消灯します。

共通

•ブレーキペダルから足を離す（※1）

•ハンドル操作をする（※2）

•アクセルペダルを踏む

•アイドリングストップシステムを停止状態（OFF）にする
→　4-44ページ

（アイドリングストップシステムOFFスイッチ）

•バッテリーの放電が進んだとき（※3）

•本システムに関わる異常を検出したとき（※3）

•ブレーキ倍力装置の負圧が低下したとき（※3）

＜オートエアコン装備車＞
•自動停止後、エアコンの吹出し口温度が大きく変化し、冷暖房

性能が十分でなくなったとき（※3）
•温度調節ダイヤルを冷房時はCOOL側、暖房時はHOT側に大き

くまわしたとき（※3）
•デフロスタースイッチを作動状態（ON）にしたとき（※3）

→　5-4ページ（オートエアコン）

＜マニュアルモードなしCVT車＞
•セレクトレバーを   または  に入れる

•S（スポーツ）モードスイッチを作動状態（ON）にする
→　4-18ページ（S（スポーツ）モードスイッチ）

＜マニュアルモード付CVT車＞
•セレクトレバーを   または  に入れる

減速時
（約13 km/h以下）

•ボンネットを開けたとき

•セレクトレバーを  に入れたとき

•道路の勾配が急変したとき（※3）

停車時

•セレクトレバーを  に入れたあと  にもどす

•運転席シートベルトを外したとき（※3）

•運転席ドアを開けたとき（※3）

•坂道などで車両が動き出したとき（※3）

•自動停止してから、しばらく経過したとき（2分程度）（※3）

P R L

P R M

N

N D
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※1 ブレーキペダルの踏み込みが弱いと、自動再始動する場合があります。この場
合、再びブレーキペダルを踏み込むと自動停止し、アイドリングストップ表示灯
（緑色）が再点灯することがあります。

※2 ハンドル操作時の自動再始動条件は、操作量ではなく操舵力となります。このた
め、自動再始動するときのハンドル操作量は、路面状況や乗車人数によって変化
する場合があります。

※3 アイドリングストップ表示灯（緑色）は点滅したあと消灯します。
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アイドリングストップシステ
ムOFFスイッチ

アイドリングストップシステムを停止状
態（OFF）にできます。

• システムを停止状態にするときは、ア
イドリングストップシステム OFF ス
イッチ（1）を押して、メーター内の
アイドリングストップシステムOFF表
示灯（2）を点灯させます。

• システムを作動可能な状態にもどすと
きは、もう一度スイッチ（1）を押し
て表示灯を消灯させます。

• 手動でエンジンを停止するたびに、シ
ステムは作動可能な状態にもどり、ア
イドリングストップシステムOFF表示
灯は消灯します。

71L3404

■ アイドリングストップシステ
ムOFF表示灯（オレンジ色）

72M00159

メーターパネル内にあります。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

• アイドリングストップシステムが停止
状態（OFF）のときに点灯します。

• 次のような状況になると、エンジンス
イッチが  のときに点滅します。
点滅中はアイドリングストップシステ
ムが正しく作動しません。スズキサー
ビス工場で点検を受けてください。
・本システムに異常があるとき
・エンジン部品（スターター）やバッ

テリーが交換時期であるとき

• 本システムが正常な場合は、エンジン
スイッチを  にしたときに、約2秒
間点灯したあと消灯します。

エンジンの自動停止中にアイドリング
ストップシステム OFF スイッチ（1）
を押すとエンジンが自動再始動し、ア
イドリングストップシステムOFF表示
灯（2）が点灯します。

(1)(2)

アイドリングストップによるエンジン
自動停止中に点滅すると、エンスト状
態になる場合があります。

ON

ON
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エネチャージ（減速エネルギー
回生機構）

エネチャージ（減速エネルギー回生機
構）は、減速時に集中して発電し、鉛
バッテリーおよびリチウムイオンバッテ
リーに充電するシステムです。走行時の
発電量を最小限に抑え、発電が不要なと
きは発電機（オルタネーター）を停止し
てエンジンへの負荷を減らすことがで
き、燃費の向上につながります。

■ エネルギーフローインジケー
ター

エネチャージが作動しているかどうか
は、マルチインフォメーションディスプ
レイ内のエネルギーフローインジケー
ターで確認できます。

71L3405

エコクール（蓄冷エバポレー
ター）

エアコンを使用して走行しているとき、
エアコンユニット内の蓄冷材に冷気を蓄
えます。蓄えられた冷気は、アイドリン
グストップによるエンジン自動停止中に
車内に送風されるため、エアコンが作動
していない状態でも車内温度の上昇を抑
えます。

• オートエアコン装備車の場合、車内温
度の上昇が抑えられることでエンジン
自動停止の時間が長くなり、燃費の向
上につながります。

•リチウムイオンバッテリーの充電状
態により、エネルギーフローインジ
ケーターの右側にある電池マーク内
の目盛りが増減します。
•エネルギーフローインジケーター
は、実際の車両動作と場合によって
は異なった動作（表示の遅れなど）
が発生することがあります。
•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、表示させなくすることができ
ます。温度が低いときに表示の遅れ
が発生する場合があります。
→　3-87ページ

（セッティングモード）

走行を開始して間もないときや渋滞中
は、冷気が十分に蓄えられない場合が
あります。また、外気温やエアコンの
設定状態によっては、効果に差があり
ます。
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 エコ運転表示機能

エンジンスイッチを （OFF）に
すると、1 回の運転に対するエコ運転の
結果が、マルチインフォメーションディ
スプレイ内に次のように表示されます。

• 中央ディスプレイ右下に、次の順に数
秒間ずつ表示されます。

• 右ディスプレイ中央に、エコスコアが
数秒間表示されます。

71L3407

■ アイドリングストップ節約燃料
1 回の運転でアイドリングストップに
よって節約された燃料が mL 単位で表示
されます。

■ アイドリングストップ時間
1 回の運転でのアイドリングストップの
合計時間が時、分、秒単位で表示されま
す。

■ エコスコア
右ディスプレイ中央に表示される葉の形
状をした目盛りがエコスコアです。

燃費効率が良い運転をしていると、エコ
スコアが増えます。

1 回の運転で、燃費効率が良いと判定さ
れた割合から、運転内容を採点します。

• エコドライブの目安としてお使いくだ
さい。
→　2-33ページ

（エコドライブをしましょう）

71L3406

アイドリングストップによる節約燃料
またはアイドリングストップ時間の累
計は、エンジンスイッチが  のと
きにマルチインフォメーションディス
プレイに表示させることができます。
→　3-81 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイ）

LOCK

ON

設定の切替え（カスタマイズ）をする
と、表示させなくすることができます。
→　3-87ページ

（セッティングモード）

運転中

運転後
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ヒルホールドコントロールは、急な上り
坂での発進時に、ブレーキペダルからア
クセルペダルへの踏み替えの間に車が後
退することを一時的に（約 2 秒間）防
ぎ、スムーズな発進を補助するシステム
です。

• ヒルホールドコントロールは、坂道で
車を停止させるシステムではありませ
ん。

• 本システムに異常があると、メーター
内の次の警告灯が点灯し、ヒルホール
ドコントロールが作動しない場合があ
ります。また、アイドリングストップ
システムが作動しません。スズキサー
ビス工場で点検を受けてください。
・ESP®作動表示灯

→　3-66ページ
（警告灯・表示灯の見かた）

71L3408

ヒルホールドコントロール

タイプ別装備 •常に周囲の状況を確認して、必要に
応じてブレーキペダルを操作して安
全運転に努めてください。ヒルホー
ルドコントロールによる制御には限
界があります。
•極端に急な坂道、凍結路、泥道を上
るときや、積載重量によっては、発
進時に車両が後退する場合がありま
す。
•ブレーキペダルから足を離したら、
すみやかに発進操作を行なってくだ
さい。ブレーキペダルから足を離し
たまま 2 秒以上たつとヒルホールド
コントロールが解除されるため、勾
配によっては自重で坂道を下り、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。また、エンストしてブレーキを
踏むときに強い力が必要になった
り、ハンドルが重くなったりして思
わぬ事故や故障の原因となるおそれ
があります。
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■ ヒルホールドコントロールの
作動条件

ヒルホールドコントロールは、次の条件
をすべてみたしているときに、ブレーキ
ペダルから足を離すと約 2 秒間、車が後
退することを防ぎます。

• セレクトレバーが前進または後退の位
置に入っている

• パーキングブレーキを解除している
• 進行方向が坂の上りである

アイドリングストップシステム装備車の
場合、前記条件をみたしていなくても、
エンジン自動停止後の再始動時ならヒル
ホールドコントロールが作動します。
→　4-36ページ

（アイドリングストップシステム）

作動中にエンジンルームから音が聞こ
えることがありますが、異常ではあり
ません。
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71L50010

• 中央吹出し口（4）は、ノブ（7）を上下左右に動かすと、風の向きが調節できます。
• サイド吹出し口（3）は、ノブ（8）またはダイヤル（9）を上下または左右に動かす

と、風の向きが調節できます。
• サイド吹出し口は、ノブ（8）を上下に動かすと開閉ができます。

(1) デフロスター (2) サイドデミスター (3) サイド吹出し口
(4) 中央吹出し口 (5) 足元吹出し口
(6) 後席足元吹出し口（リヤヒーターダクト、タイプ別装備）

エアコン、ヒーター

吹出し口

(1) (1)

(2)

(2)

(3)

(3)

(4)

(5)

(6)

(6)

(5)
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71L50020

運転席や助手席のドアガラスがくもったときは、ドアガラスに風が直接あたるよう
にサイド吹出し口を調節すると、より早くくもりが取れます。

中央吹出し口 サイド吹出し口

(7) (7)

(8)

(9)
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71L50160

※リヤデフォッガースイッチについては、3-97ページをお読みください。

オートエアコンの使いかた

■ 通常の使いかた（自動で使う
とき）

オートスイッチ（3）を押して温度調節
ダイヤル（4）で希望の温度を設定する
と、各機能（5-7 ページ参照）が自動制
御されます。ただし、デフロスター位置
へは自動で切り替わりません。
→　5-7ページ （オートスイッチ）

エンジンをかけ、オートスイッチ
（3）を押します。ディスプレイに
次のように表示（代表例）されま
す。

71L50170

オートエアコン

(1) モード（吹出し口）切替えスイッチ (2) 内外気切替えスイッチ
(3) オートスイッチ (4) 温度調節ダイヤル
(5) ファン(風量)調節ダイヤル (6) エアコンスイッチ
(7) デフロスタースイッチ (8) OFFスイッチ

(4) (5)

(6) (7)(1)(3)(8)(2)

1
(9)  AUTO表示 (10)A/C表示
(11)内外気切替え表示
(12)設定温度 (13)風量
(14)吹出し口

(12)(11) (13) (14)

(9) (10)
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• 冷房や除湿をしないときは、エア
コンスイッチ（6）を押してエア
コンを止めてください。エンジン
への負荷が軽減され、燃費の向上
につながります。ただし、エアコ
ンを止めると、室内温度を外気温
度以下にはできません。

• フロントガラス、運転席・助手席
ドアガラスがくもったときは、デ
フロスタースイッチ（7）を押す
か、モード（吹出し口）切替えス
イッチ（1）を押して「デフロス
ター／足元」位置へ切り替えてく
ださい。

温度調節ダイヤル（4）をまわして
希望の温度を設定します。設定温度
は 、18 ℃～ 32 ℃、 の間
で、0.5℃間隔で設定できます。

• 25℃を基準に、希望の温度を設定
してください。ただし、外気温に
よっては、希望の設定温度になら
ないことがあります。

作動を停止するときは、OFFスイッ
チ（8）を押します。

■ 手動で使うとき
好みにあわせてダイヤルやスイッチを操
作してください。

• AUTO 作動中でも、操作したダイヤル
やスイッチの機能が優先され、操作し
たダイヤルやスイッチ以外は自動制御
されます。

• すべての作動を AUTO にもどすとき
は、オートスイッチ（3）を押します。

• 止めるときは、OFFスイッチ（8）を押
します。

•エンジンを停止しても設定温度を記
憶しています。
•AUTO作動中に、ファン（風量）調節
ダイヤル（5）、モード（吹出し口）切
替えスイッチ（1）のいずれかを操作
すると、操作したダイヤルやスイッチ
の機能が優先されてディスプレイの
AUTO 表示が消えます。ただし、操
作したダイヤルやスイッチ以外は自
動制御となります。

2

3

•AUTO作動中にデフロスタースイッチ
（7）を押すと、ディスプレイのAUTO
表示が消えて風量が増加し、外気導入
となってエアコンが作動します。ただ
し外気温が低いと、エアコンが作動し
ないこともあります。
•外気温が低くエンジンが冷えている
ときや、外気温が高いときは、冷風
や熱風が吹き出すのを防ぐため、し
ばらくの間、風が少量しか吹き出さ
ないことがあります。
•エンジンスイッチが  のときに、
ディスプレイの AUTO 表示が点滅し
たときは、システムの異常が考えら
れます。スズキサービス工場で点検
を受けてください。

手動で内気循環を選択しているとき
は、オートスイッチ（3）を押しても
内気循環はそのままでAUTOにもどり
ません。ただし、それ以外の作動は
AUTOにもどります。
→　5-7 ページ（内気循環／外気導入

の自動制御）

ON
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各スイッチ、ダイヤルの使いかた

（1）モード（吹出し口）切替えスイッチ
モード（吹出し口）切替えスイッチを押すごとに吹出し口が切り替わり、ディスプレイ
の表示も切り替わります。

※後席足元吹出し口（タイプ別装備）からも風が出ます。

目
的 上半身に送風したいとき 上半身、足元に送風したいとき（※）

表
示

吹
出
し
口

71L50050 71L50070

目
的 足元に送風したいとき（※）

足元への送風と窓ガラスのくもりを
取りたいとき（※）

表
示

吹
出
し
口

71L50090 71L50110

運転席や助手席のドアガラスがくもったときは、ドアガラスに風が直接あたるよう
にサイド吹出し口を調節すると、より早くくもりがとれます。
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（2）内外気切替えスイッチ
内外気切替えスイッチを押すごとに、内
気循環と外気導入が交互に切り替わり、
ディスプレイの表示も切り替わります。

（3）オートスイッチ
オートスイッチを押すと、ディスプレイ
に AUTO A/C が表示され、次の機能が
自動制御されます。

• 吹出し風量の調節
• 吹出し口の切替え
• 内気循環／外気導入の切替え

手動で内気循環を選択しているときは、
オートスイッチを押しても内気循環はそ
のままで自動制御されません。内気循環
／外気導入の切替えを自動制御にもどす
には、次のようにします。

内外気切替えスイッチ（2）、また
はデフロスタースイッチ（7）を押
して外気導入に切り替えます。

オートスイッチを押します。

AUTO 作動中、吹き出し口切替え表示が
のときに、頭寒足熱暖房になります。

• 足元に温かい風が吹き出し、上半身に
は比較的低い温度の風が吹き出しま
す。

• エアコンを作動させると、さらに温度
差のある効果的な頭寒足熱暖房ができ
ます。

（4）温度調節ダイヤル
温度調節ダイヤルをまわすと、 、
18 ℃～ 32 ℃、 の間で設定温度を変
更できます。設定温度は、ディスプレイ
に表示されます。

• ダイヤルを 18 ℃から反時計方向にま
わすと、ディスプレイに が表示さ
れ、最大冷房となります。また、ダイ
ヤルを 32 ℃から時計方向にまわす
と、ディスプレイに が表示され、
最大暖房となります。

表　示 状　態

（外気導入）

外気を導入しています。
• 通常はこの位置でお使

いください。

（内気循環）

外気をしゃ断しています。
• トンネル内や渋滞時など

外気が汚れているとき
や、早く冷暖房したいと
きにお使いください。

•長時間、内気循環にするとガラスが
くもりやすくなります。
•外気と内気の温度差により、外気導
入、内気循環のどちらかに固定され
る場合があります。必要に応じて、
内外気切替えスイッチを押して切り
替えてください。
•エアコンシステムへの不快な臭いの
吸着・発生を抑えるために、長時間
駐車するときは「外気導入」にして
おくことをおすすめします。

または が表示されているとき
は、急に風量が最大となったり、急に
吹出し温度が変化したりする場合があ
りますが、異常ではありません。

内気循環／外気導入の自動制御

1

2

頭寒足熱暖房
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（5）ファン（風量）調節ダイヤル
ファン（風量）調節ダイヤルをまわす
と、風量が調節できます。風量はディス
プレイに表示されます。

• ファンを停止するときは、OFF スイッ
チ（8）を押します。

（6）エアコンスイッチ
ファン作動中に使用できます。

• エアコンスイッチを押すごとに、エア
コン（冷房・除湿機能）の作動と停止
が交互に切り替わり、ディスプレイの
表示も切り替わります。

• エアコン作動中は、スイッチ内の表示
灯が点灯します。

暖房しているときにエアコンスイッチを
入れると、除湿された温風が吹き出し
て、ここち良い暖房になります。

エンジン自動停止中は送風に切り替わ
り、エコクールで蓄えた冷気を車内に送
ります。
→　4-45ページ（エコクール）

（7）デフロスタースイッチ
デフロスタースイッチを押すと、自動的
にエアコンが作動し、吹出し口が切り替
わります。同時にスイッチ内の表示灯が
点灯し、ディスプレイの表示も切り替わ
ります。
もう一度押すと、デフロスタースイッチ
を押す前の制御にもどります。（オート
制御の場合、吹出し口や内外気、風量の
状態が変わることがあります）

• 内気循環になっているときは、外気導
入に切り替わります。

• 風量が自動的に増加します。ファン
（風量）調節ダイヤルを操作して、好
みの風量にも調節できます。

• エアコンが必要ないときは、エアコン
スイッチを押して停止してください。

•装置保護のため、エアコンの冷却器
を通る空気の温度が0℃近くまで下が
ると、エアコンが切れます。このた
め、外気温が0℃近くまで下がってい
るときに外気導入にすると、エアコ
ンが作動しません。
•エアコンスイッチを入れると、しば
らくの間白い霧が吹き出すことがあ
ります。これは湿った空気が急に冷
やされて発生するもので、異常では
ありません。

除湿暖房

アイドリングストップシステム装備車

•走行を開始して間もないときや渋滞
中は、冷気が十分に蓄えられない場
合があります。また、外気温やエア
コンの設定状態によっては、効果に
差があります。
•エンジン自動停止により、冷暖房性
能が十分でなくなった場合は、アイ
ドリングストップシステム OFF ス
イッチを押して、アイドリングス
トップシステムを停止状態にしてく
ださい。（エンジンが自動再始動
し、冷暖房性能が復帰します。）
→　4-44 ページ（アイドリングス

トップシステムOFFスイッチ）
•エンジン自動停止中にフロントガラ
ス、運転席・助手席ドアガラスがく
もったときは、デフロスタースイッ
チを押してください。（デフロス
タースイッチを押すとエンジンが自
動再始動し、デフロスターが作動し
ます。）
→　4-36 ページ（アイドリングス

トップシステム）
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（8）OFFスイッチ
OFF スイッチを押すと、ファンが停止し
てエアコンも止まります。

温度感知装置

オートエアコンは、日射センサー、室温
センサー、外気温センサーなどによって
周囲の状況を感知し、自動制御していま
す。

71L50230

目
的 窓ガラスのくもりを取りたいとき

表
示

吹
出
し
口

71L50130

•内気循環に切り替えると、くもりが
取れにくくなります。
•設定温度を低くすると、窓ガラスの
外側に露がつくことがあります。
•設定温度を高くすると、早くくもり
が取れます。
•外気温が低いときは、エアコンが作
動しないこともあります。
•スイッチ内の表示灯は吹出し口がデ
フロスター位置にあると、ファンや
エアコンを停止させた状態でも点灯
します。
•運転席や助手席のドアガラスがく
もったときは、ドアガラスに風が直
接当たるようにサイド吹出し口を調
節すると、より早くくもりがとれま
す。

(1) 日射センサー（インパネ運転席側）
(2) 室温センサー

日射センサーの上や周囲に物を置いた
り、ガラスクリーナーなどを吹きかけ
たままにしたりしないでください。ま
た、室温センサーにシールなどを貼っ
て、ふさがないでください。センサー
感度が低下し、正常に自動制御されな
くなります。

エアコンの上手な使いかた

(2)

(1)
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エアコンガスを充填する
ときは

エアコンガスは、必ず冷媒 HFC134a
（R134a）を使用してください。

• エアコンガスを充填するときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。

• 地球環境を守るため、エアコンガスを
大気中に放出しないでください。エア
コンの修理や廃車時の処理は、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

• 冷房性能が低下してきたと感じた場合
は、スズキサービス工場で点検を受け
てください。

長期間使用しないときは

月に1 回程度はエアコンを作動させ、エ
アコン装置の各部にエアコンガスを循環
させてください。エアコンガスには各部
の潤滑に必要なオイルが含まれています
ので油ぎれを防ぐことにより性能を維持
します。

炎天下に駐車したときは

長時間、炎天下に駐車すると、室内が高
温になります。ドアや窓を開けて室内を
換気しながら、冷房をしてください。

エアフィルターを交換する
ときは

エアコンを快適に使用するために、エア
フィルターを取り付けています。エア
フィルターは定期的に清掃、交換してく
ださい。

地域
清掃時期
の目安

交換時期
の目安

寒冷地、粉じ
んの多い地域

5,000 km
ごと、または
6か月ごと

車検ごと

上記以外の
地域

10,000 km
ごと、または
12か月ごと

車検ごと

•エアフィルターを清掃または交換の
際は、車内部品を破損するおそれが
ありますので、スズキ販売店または
スズキ代理店での清掃／交換（有
料）をおすすめします。
•新しいエアフィルターはスズキ販売
店またはスズキ代理店でご購入くだ
さい。
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安全運転のさまたげにならな
い音量でお聞きください

• オーディオを聞いているときに、車内
または車の近くで携帯電話を使用する
と、スピーカーからノイズ（雑音）が
聞こえることがあります。これは故障
ではありません。

• オーディオが不法電波の影響を受ける
と、正常に作動しないことがあります。

• オーディオの操作については、5-12
ページの「CDプレーヤー」またはオー
ディオに付属の取扱説明書をお読みく
ださい。

ルーフアンテナ

車両後部にあります。

■ アンテナの調節
アンテナ（1）の位置は 3 段階（①、②、
③）に調節できます。

• 調節は手でアンテナを動かして行ない
ます。

• ラジオを聞くときは、②の位置に固定
してください。アンテナが①または③
の位置に倒れていると、ラジオの受信
が正常にできないことがあります。

71L50240

走行中はオーディオを操作しないでく
ださい。操作に気を取られて、思わぬ
事故を起こすおそれがあります。

エンジンを停止したまま長時間オー
ディオを使うと、鉛バッテリーあがり
の原因となります。

オーディオ

オーディオの上手な使いかた

タイプ別装備

運転中にアンテナで受信できるラジオ
の電波は刻々と変わるため、ビルの谷
間などでは良好な受信状態を保てない
ことがあります。

アンテナ

(1)
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■ アンテナの脱着
• 取り外すときは、アンテナ（1）を反

時計方向にまわします。
• 再び取り付けるときは手でアンテナを

ベース部（2）にねじ込み、しっかり
と取り付けてください。

71L50250

CDの演奏について

• 車内が極度に冷えた状態で、ヒーター
を入れてすぐに本機を使用すると、
CD や本機内部の光学部品がくもって
正常に再生できない場合があります。
CD がくもっているときは、やわらか
い布で拭いてください。光学部品がく
もったときは、電源を入れた状態で 1
時間ほど放置すると自然にくもりがと
れ、正常な状態にもどります。

• 悪路などで車体が激しく振動すると、
CD が音飛びを起こすことがありま
す。

CDについて

下記マークのついた CD をご使用くださ
い。ハート形や八角形など、特殊形状の
CDは使用しないでください。

82KC012

• CD-R/CD-RW は、音楽用 CD-R/CD-
RW だけを使用してください。また、
録音状態によっては再生できない場合
があります。

• 各種コピーコントロールCDは、CD規
格に合致しない特殊ディスクであり、
再生できない場合があります。CD の
発売元にお問い合わせください。

車庫の天井などにアンテナがあたると
きは、手でアンテナを①または③の位
置に倒してください。

次のようなときには、アンテナを取り
外してください。アンテナを損傷する
おそれがあります。
•自動洗車機にかけるとき
•ボディカバーをかけるとき
•降雪時に長時間駐車するとき

(1)

(2)

CDプレーヤー

タイプ別装備
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• 新しいディスクは、ディスクの周囲に
「バリ」が残っていることがありま
す。このようなディスクを使用する
と、再生できなかったり音飛びの原因
となったりします。ディスクにバリが
あるときは、ボールペンなどでバリを
取り除いてからお使いください。

80J1168

■ 取扱上のご注意

■ CDは次のような場所には保管
しない

• 直射日光のあたる場所
• 湿気やほこりの多い場所
• 暖房の熱が直接あたる場所

■ お手入れ

汚れたときは、内側から外側へ向かって
やわらかい布でよく拭いてください。

MP3/WMAについて

■ MP3とは

MPEG 規格のオーディオ・レイヤー3
（MPEG audio layer3）に分類される音
声圧縮方式で、パソコンユーザーの間で
同方式は標準フォーマットとして浸透し
ています。
オリジナルの音声データを約 1/10 の
データ量にまで圧縮でき、さらに高音質
なのが特長です。1 枚の CD-R/RW ディ
スクに、CD約10枚分に相当する音楽を
収録することで、ディスク交換不要の長
時間再生が可能です。

(1) バリ (2) ボールペン

•CD-R/CD-RWは、通常の音楽CDに
比べて高温多湿の環境に弱く、車内
に長時間放置すると、再生できない
場合があります。
•記録面に、傷、指紋、ほこり、汚れ
などをつけないでください。
•レ ーベ ル面（印 刷面）や 記録 面に
シール、シート、テープなどを貼ら
ないでください。
•テープやレンタルCDのラベルなどの
糊がはみ出したり、はがしたあとが
あったりするCDは使用しないでくだ
さい。そのままCDプレーヤーに入れ
ると、CDが取り出せなくなったり、
故障の原因となったりします。

(2)

(1)

レコードクリーナー液やアルコールな
どで拭かないでください。
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■ WMAとは

• 「Windows Media Audio」の略
で、マイクロソフトが開発したオー
ディオファイルのことです。

• WMAの DRM（著作権保護）が ON の
ままのファイルを再生した場合は、音
声が出力されません。タイトル表示部
に「NO MUSIC」と点滅表示します。

• Windows MediaTM、およびWindows®

ロゴは、米国Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における商標お
よび登録商標です。

■ MP3/WMA ディスク作成時
のご注意

ファイル拡張子
• ファイル拡張子には、必ず半角文字で

拡張子「.MP3」「.WMA」「.mp3」
「.wma」を付けてください。それ以
外の拡張子を付けた場合や拡張子を付
けなかった場合には、再生できませ
ん。

• MP3/WMAデータでないファイルは再
生 で き ま せ ん。タ イ ト ル 表 示 部 に
「NO MUSIC」と点滅表示します。

論理フォーマット(ファイルシステム)
• MP3/WMAファイルをCD-R/RWに記

録する場合、ライティングソフトの
フォーマット設定は「ISO 9660( レ
ベル 1, 2）、Joliet、Romeo」を選
択してください。他のフォーマットで
記録した場合には正常に再生しない場
合があります。

• MP3/WMA 再生ではフォルダ名、ファ
イル名、TAGをタイトルとして表示す
ることが可能ですが、名称は、半角英
数/記号(ASCII)までとなります。それ
以外の文字を入力した名称は、正しく
表示しない場合があります。

• 同一フォルダ内に、同じファイル名を
付けないでください。

TAG表示について
• TAG のない MP3/WMA ファイルは

「NO TITLE」が表示されます。
• MP3 の場合は、ID3-TAG V2.4/2.3/

2.2/1.1/1.0 に対応しています。TAG
表示は、V2.4/2.3/2.2を優先します。

フォルダ階層
• フォルダが 8 階層を超えたディスクに

ついては、再生できません。

ファイル数/フォルダ数
• ファイル数は最大 512、フォルダ数は

最大255までの再生が可能です。
• 曲の再生はディスクに記録した順番に

行なわれます。( パソコン上で表示さ
れる順番通りに再生されるとは限りま
せん。）

• 記録時のエンコーダーソフトによって
は、若干ノイズが発生する場合があり
ます。
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■ 再生可能な MP3/WMA ファ
イルの規格について

フォルダ構造：最大8階層
ファイル数/フォルダ数：

最大512/最大255
ファイル名/フォルダ名：

最大64byte（1byte文字で64文字）
論理フォーマット：

ISO9660レベル1,2/Joliet/Romeo

圧縮形式
MP3
• ビットレート

MPEG1 Audio Layer III: 64 k - 320 kbps
MPEG2 Audio Layer III: 64 k - 160 kbps

• サンプリング周波数
• MPEG1 Audio Layer III: 32 k／44.1 k／48 kHz
• MPEG2 Audio Layer III: 16 k／22.05 k／24 kHz
WMA(Ver.7, Ver.8)
• ビットレート CBR 48 k - 192 kbps
• サンプリング周波数 32 k／44.1 k／48 kHz
WMA(Ver.9*)
• ビットレート CBR 48 k - 320 kbps
• サンプリング周波数 32 k／44.1 k／48 kHz
* WMA 9 Professional ／ LossLess ／

Voiceには対応しておりません。

MP3/WMA ファイルを CD に書き込
む際の注意
• 1枚のディスクにCD-DAファイルとMP3/

WMA ファイルの両方を書き込まない
でください。1枚のディスクにCD-DA
ファイルと MP3/WMA ファイルの両
方が混在していると、適切な順序で再
生されない、またはファイルが再生さ
れなくなる場合があります。

• 1枚のディスクに MP3ファイルと WMA
ファイルの両方を書き込む場合は、そ
れぞれ別のフォルダに分類してくださ
い。

• MP3/WMAファイル以外のファイルや
不必要なファイルを書き込まないでく
ださい。

• 各ファイルには、ファイルフォーマッ
トに準じて「.mp3」または「.wma」
の拡張子を付けてください。

• 書き込みに使用するソフトウェアやレ
コーダーによっては、再生やテキスト
情報の表示時、不具合が発生する場合
があります。

• 本機はプレイリスト機能には対応して
おりません。

• マルチセッションには対応しておりま
すが、Disc-at-Once方式での書き込み
をおすすめします。
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基本操作

82KC001

■ 電源を入れる

エンジンスイッチが  または 
のときに、ボリュームノブ（1）を押し
ます。
電源をオンにすると、前回オフにする直
前に使用していたモードで起動します。

82KC003

• 電源を入れると、前回の操作終了時の
モードがディスプレイに表示されま
す。

• もう一度押すと、電源が切れます。

(1) ボリュームノブ (2) チューナーノブ (3) Hボタン
(4) Mボタン

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(2)

(3)

(1)

(4)

ACC ON

(1) VOL PUSH PWR

初期電源投入時、時計は“１２：００”
が点滅表示します。
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■ 音量を調節する

ボリュームノブ（1）をまわします。

82KC004

• 右にまわすと音量が大きくなり、左に
まわすと小さくなります。

■ 時計を合わせる

時の調整のしかた
H ボタン (3) を押して「時」を設定しま
す。

82KC005

• H ボタンを押し続けると、“時”を早送
りします。

分の調整のしかた
M ボタン (4) を押して「分」を設定しま
す。

82KC006

• Mボタンを押し続けると、“分”を早送
りします。

• 3秒以上何も操作しないと、表示中の
時刻で確定します。

時報の合わせかた
Hボタン(3)およびMボタン（4）を同時に
押します。

• 分が00～29の場合、分を00に戻しま
す。
例：10:20→10：00

• 分が 30 ～ 59 の場合、時を進め、分を
00にします。
例：11:48→12：00

•車外の音が聞こえる音量で使用して
ください。
•電源を切るときは、音量を小さくし
てください。電源を入れたときに突
然大きな音が出ると、聴力障害など
の原因となります。

(1) VOL PUSH PWR

H(3)

M(4)
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■ 音質（バス / トレブル）/ バラ
ンス/フェダーを調整する

チューナーノブ（2）を押します。

82KC007

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

チューナーノブ（2）をまわして調
整します。

82KC008

• バス調整では、右にまわすと低音が強
調されます。

• トレブル調整では、右にまわすと高音
が強調されます。

• バランス調整では、右にまわすと右の
スピーカーの音が強調され、左にまわ
すと左のスピーカーの音が強調されま
す。

• フェダー調整では、右にまわすと前の
スピーカーの音が強調され、左にまわ
すと後ろのスピーカーの音が強調され
ます。

1

PUSHSOUND
TUNE/FLD(2)

ノブ操作が約 5 秒間なかった場合、自
動的にもとのモードにもどります。

2

PUSHSOUND
TUNE/FLD(2)
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■ AVC（オートボリュームコン
トロール）を調整する

AVCとは
AVC（オートボリュームコントロール）
は、車速に応じて自動的に音量を調整す
る機能です。車速が早いほど音量が大き
くなり、車速が遅いほど音量は小さくな
ります。（車速連動式音量補正機能）

• AVCの調整レベルには4段階あります。
（LEVEL OFF、1、2、3）

• LEVEL OFFがAVC機能なしの状態で、
LEVEL の値が大きくなるほど、音量の
変化量が大きくなります。

調整のしかた

チューナーノブ（2）を押して、
AVC調整モードにします。

82KC007

チューナーノブ（2）をまわして、
AVCの調整レベルを設定します。

82KC008

• 初期設定は、LEVEL2 です。右にまわ
すとレベルが上がり、左にまわすと下
がります。

1

PUSHSOUND
TUNE/FLD(2)

2

PUSHSOUND
TUNE/FLD(2)
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ラジオ放送を聴く

82KC001

82KC009

(1) AM/FMボタン (2) 交通情報ボタン (3) アップボタン
(4) ダウンボタン (5) チューナーノブ (6) プリセットボタン(1～6)
(7) オートストアボタン

(A)バンド (B) 周波数

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(1)

(6)(3)(4)

(5)

(7)

(2)

〈ディスプレイ〉
(A)

(B)
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■ 受信バンドを選択する

AM/FMボタン(1)を押します。

82KC011

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

■ 自動選局する（シーク選局）

アップ/ダウンボタンを押します。

82KC010

• 放送局のあるところで、自動的に選局
が止まります。

• 受信電波が弱いところでは、自動選局
ができないことがあります。

• 自動選局を取り消したいときは、アッ
プ / ダウンボタンをもう一度押してく
ださい。

■ 手動選局する
（マニュアル選局）

チューナーノブ（5）をまわします。

82KC034

• 受信している周波数がディスプレイに
表示されます。

■ 放送局をメモリーする
（プリセットメモリー）

メモリーしたい放送局を選びます。

メモリーしたいプリセットボタン
1～6 (6) を約2秒間押し続けます。

82KC014

• ビープ音が鳴り、ディスプレイのプリ
セットチャンネル番号が表示され、放
送局がメモリーされます。

• プ リ セ ッ ト メ モ リ ー で き る の は、
FM1、FM2、FM-AS、AM1、AM-
AS各6局、合計で30局です。

(3) アップボタン
(4) ダウンボタン

AM
FM (1)

(4) (3)

PUSHSOUND
TUNE/FLD(5)

1

2

(6)

1 6
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■ 交通情報を聴く

交通情報ボタン（2）を押します。

82KC015

• 交通情報放送局（AM1620kHz）を受
信します。

• もう一度押すと、もとのモードにもど
ります。

• 交通情報の受信中は、他のチューナー
操作（シーク受信など）は無効です。

■ 放送局を自動的にメモリーす
る（オートストア）

自動受信した放送局を、自動的にプリ
セットメモリーします。

オートストアボタン（7）を約 2 秒間押
し続けます。

82KC016

• ディスプレイの「AS」が点滅表示し
て、オートストアを開始します。

• オートストアをした場合、受信感度の
良い 6 局が、周波数の低い順序にプリ
セットメモリーにメモリーされます。

• オートストア実行中にオートストアボ
タン (7) を押すと、オートストアを中
止できます。

• オートストアを実行すると、以前に登
録されていた局はすべて上書きされま
す。

• 受信可能な局が 6 局なかった場合、受
信可能な局の分だけプリセットボタン
(6)に登録されます。

• オートストアでは、FM1/FM2 共通で
6局、AMで6局の計12局を登録できま
す。

■ オートストアモードのオン／
オフ

オートストアボタン(7)を押します

82KC016

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

(2)

(7)
AS

(7)
AS
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CDを聴く

82KC001

■ ディスクを入れる

ディスク・イン・プレイ機能とは

本機の電源が入っていない状態でも、エ
ンジンスイッチが  または  で
あれば、CD を入れると自動的に電源が
入って演奏が始まります。

CD 挿入口（1）に CD を図のようにして
入れます。

80J1189

(1) CD挿入口 (2) CDイジェクトボタン (3) CDモードボタン
(4) アップボタン (5) ダウンボタン (6) リピートボタン
(7) ランダムボタン (8) ディスプレイボタン

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(3)

(4)(5)

(1)

(6)

(7)
(8)

(2)

CD 挿入口に手、指、異物を入れない
でください。けがをしたり、火災や感
電の原因となったりするおそれがあり
ます。

ACC ON

(1)

印刷面を上に
して入れる
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• CDを入れると、自動的に演奏が始まり
ます。

82KC017

■ ディスクを取り出す

バックアップイジェクト機能とは

本機の電源が入っていない状態でも、エ
ンジンスイッチの位置に関係なくイジェ
クトボタンを押すと、CDを取り出せます。

CDイジェクトボタン（2）を押します。

82KC018

• CD がイジェクトされますので、取り
出してください。

• CD をイジェクトしたままにしておく
と、約15秒後に本機内に引き込まれま
す。（オートリロード機能：エンジンス
イッチが （OFF）のときのみ）

■ すでに入っているディスクを
聴く

エンジンスイッチが  または  の
ときに、CDモードボタン（3）を押します。

82KC019

• CDモードになると、自動的に演奏が始
まります。

•本機は8 cm CDをサポートしていませ
ん。（「ミニシングル CD」、「3 インチ
CD」、「CD3」と呼ばれるもの）
•CD-R、CD-RW、各種コピーコント
ロールCDは、再生できない場合があ
ります。
•下記マークのないCDやCD-ROMは、
使用できません。

(2)

LOCK

オートリロード前に無理にCDを押し
込むと、ディスク表面に傷がつくおそ
れがあります。

ACC ON

(3)
CD
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82KC001

82KC020

82KC021

(1) CD挿入口 (2) CDイジェクトボタン (3) CDモードボタン
(4) アップボタン (5) ダウンボタン (6) リピートボタン
(7) ランダムボタン (8) ディスプレイボタン (9) チューナーノブ

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(9)

(7)
(8)

(6)

(3)

(1) (2)

(4)(5)

〈ディスプレイ〉音楽CDのとき（CDDA）
(A)

(B)

(A)トラック番号 (B) 再生時間 (C)フォルダ番号
(D)トラック番号 (E) 再生時間 (F) MP3/WMAランプ

〈ディスプレイ〉ＭＰ3/WMAディスクのとき

(E)

(D)(C)

(F)
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■ 曲を選ぶ

次の曲を聴くときは、アップボタン（4）
を押します。
前の曲を聴くときは、ダウンボタン（5）
を2回押します。

82KC022

• アップボタン（4）を１回押すと、次
の曲が演奏されます。さらに押すと、
押した回数だけ先の曲が演奏されま
す。

• ダウンボタン（5）を 1 回押すと、演
奏中の曲が最初から演奏されます。さ
らに押すと、押した回数だけ前の曲が
演奏されます。

■ 早送り、早戻しする

早送りするときは、アップボタン（4）
を押し続けます。
早戻しするときは、ダウンボタン（5）
を押し続けます。

82KC022

■ フォルダを選ぶ（ＭＰ3/WMA
ディスクの場合）

チューナーノブ（9）をまわしてフォル
ダを選択します。

82KC023

■ ディスプレイ表示を切り替え
る（CD-TEXTの場合）

ディスプレイ（8）を押します。

82KC024

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

(4) アップボタン（次の曲）
(5) ダウンボタン（前の曲）

曲の頭部分が演奏されているときにダ
ウンボタンを 2 回押すと、2 曲前の曲
へもどることがあります。

(4) アップボタン（早送り）
(5) ダウンボタン（早戻し）

(5) (4)

(5) (4)

PUSHSOUND
TUNE/FLD(9)

(8)
DISP
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■ ディスプレイ表示を切り替え
る（MP3/WMA ディスクの
場合）

ディスプレイボタン（8）を押します。

82KC024

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

• タイトルが長く一度に表示できない場
合（13 文字以上）は、タイトル表示
中に 1 秒以上押してください。ビープ
音が鳴り、ページを送ります。

■ 曲を繰り返し聴く
（リピート演奏）（音楽CDの
場合）

リピートボタン（6）を押します。

82KC025

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

• トラックリピート
「RPT」ランプが点灯します。
現在の曲が繰り返し再生されます。

•タイトルが記録されていないとき
は、「NO TITLE」と表示されます。
•音楽 CD（CDDA）のときは、タイト
ルの切り替えはできません。

(8)
DISP

(6)
RPT
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■ 曲を繰り返し聴く
（リ ピ ー ト 演 奏）（MP3/
WMAディスクの場合）

リピートボタン(6)を押します。

82KC025

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

• ファイルリピート
「RPT」ランプが点灯します。
現在の曲が繰り返し再生されます。

• フォルダリピート
「RPT.F」ランプが点灯します。
現在選択されているフォルダ内の曲が
繰り返し再生されます。

■ 順不同に演奏を聴く
（ランダム演奏）（音楽CDの
場合）

ランダムボタン（7）を押します。

82KC026

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

• トラックランダム
「RDM」ランプが点灯します。
挿入されているディスク内の曲が順不
同で再生されます。

(6)
RPT

(7)
RDM
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■ 順不同に演奏を聴く
（ラ ン ダ ム 演 奏）（MP3/
WMAディスクの場合）

ランダムボタン(7)を押します。

82KC026

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

• フォルダランダム
「RDM.F」ランプが点灯します。
現在選択されているフォルダ内の曲が
順不同で再生されます。

• オールランダム
「RDM」ランプが点灯します。
挿入されているディスク内の曲が順不
同で再生されます。

(7)
RDM
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USB機器を操作する

※ USB機器を操作するには、別売りのUSBソケットとケーブルが必要になります。

82KC001

82KC027

■ USB機器モードを選択する

• USBボタン(1)を押します。

82KC028

(1) USBボタン (2) チューナーノブ (3) アップボタン
(4) ダウンボタン (5) リピートボタン (6) ランダムボタン
(7) ディスプレイボタン

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(2)

(3)(4)

(6)
(7)

(5)

(1)

(A)フォルダ番号 (B) トラック番号 (C)再生時間
(D)MP3/WMAランプ

〈ディスプレイ〉

(C)

(B)(A)

(D)

USBメモリ、USBオーディオ以外の
USB機器を接続しないでください。
また、USBハブなどを利用して複数の
USB機器を接続しないでください。
消費電流が許容量を超え、過熱または
発煙が発生する可能性があります。

(1)
USB
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■ フォルダを選択する

チューナーノブ (2) をまわして、フォル
ダを選択します。

82KC008

■ 選曲する

• 次の曲を聴くには、アップボタン(3)を
押します。

• 前の曲を聴くには、ダウンボタン(4)を
2回押します。

• 現在再生中の曲を最初から聴くには、
ダウンボタン(4)を1回押します。

82KC010

■ 早送り／早戻しする

• 早送りするには、アップボタン(3)を押
し続けます。

• 早戻しするには、ダウンボタン(4)を押
し続けます。

82KC010

■ ランダムに再生する

ランダムボタン(6)を押します。

82KC029

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

• フォルダランダム
「RDM.F」ランプが点灯します。
現在のフォルダ内の曲が順不同で再生
されます。

• オールランダム
「RDM」ランプが点灯します。
接続されているUSB機器内の曲が順不
同で再生されます。

PUSHSOUND
TUNE/FLD(2)

(4) (3)

(4) (3)

(6)
RDM
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■ 繰り返し再生する（リピート
再生）

リピートボタン(5)を押します。

82KC030

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

• ファイルリピート
「RPT」ランプが点灯します。
現在の曲が繰り返し再生されます。

• フォルダリピート
「RPT.F」ランプが点灯します。
現在のフォルダ内の曲が繰り返し再生
されます。

■ 表示を切り替える

ディスプレイボタン(7)を押します。

82KC031

押すたびに、ディスプレイ表示が次のよ
うに切り替わります。

• テキストが 13 文字以上ある場合、末
尾に「＞」が表示されます。
ディスプレイボタン(7)を1秒以上押す
と、次のページを表示することができ
ます。

(5)
RPT

再生中のディスクにテキスト情報が収
録されていない場合、「NO TITLE」
が表示されます。

(7)
DISP
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■ USB機器について

接続可能なUSB機器
• USB大容量記録装置

ご使用のUSBメモリ／USBオーディオ
がUSB大容量記録装置に準拠している
かどうかは、各機器の製造会社までお
問い合わせください。

• USB規格1.1／2.0 Full Speed準拠
• 対応ファイルシステム：FAT16／32
• 使用可能電力500 mA以下
• 容量4 GB以下(1パーテーション）

USB機器を接続する際の注意
• USB機器を接続するときは、端子を奥

までしっかりと差し込んでください。
• 車内など、温度が高くなるような場所

にUSB機器を長時間放置しないでくだ
さい。

• 重要なデータはバックアップを取って
ください。データ損失に関して当社は
一切責任を負いません。

• MP3/WMA以外のファイルを含むUSB
機器を接続しないでください。

■ MP3/WMA ファイルを USB
機器に書き込む際の注意

• USB機器や記録の状態によっては、再
生や表示ができないことがあります。

• 接続するUSBメモリによっては、保存
した順番と再生される順番が一致しな
い場合があります。

圧縮形式
MP3
• ビットレート

MPEG1 Audio Layer III: 64 k - 320 kbps
MPEG2 Audio Layer III: 64 k - 160 kbps

• サンプリング周波数
• MPEG1 Audio Layer III: 32 k／44.1 k／48 kHz
• MPEG2 Audio Layer III: 16 k／22.05 k／24 kHz
WMA(Ver.7, Ver.8)
• ビットレート CBR 48 k - 192 kbps
• サンプリング周波数 32 k／44.1 k／48 kHz
WMA(Ver.9*)
• ビットレート CBR 48 k - 320 kbps
• サンプリング周波数 32 k／44.1 k／48 kHz
* WMA 9 Professional ／ LossLess ／

Voiceには対応しておりません。

最大ファイル数／フォルダ数
• 最大ファイル数: 2500（ファイル+フォ

ルダ)
• フォルダ内の最大ファイル数: 255
• 最大ツリー階層: 8
• 最大フォルダ数 : 255（ルートフォルダ

を含む）
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iPod®(＊)を聴く

※ iPod®を聴くには、別売りのUSBソケットとケーブルが必要になります。

82KC001

82KC032

＊ iPod®は、Apple Inc.の商標です。

(1) USBボタン (2) チューナーノブ (3) アップボタン
(4) ダウンボタン (5) リピートボタン (6) ランダムボタン
(7) ディスプレイボタン (8) プリセットボタン1

(A)トラックタイトル (B) トラック番号 (C)再生時間

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(2)

(3)(4)

(6)
(7)

(5)

(1)(8)

〈ディスプレイ〉

(C)

(A)

(B)
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■ iPod®モードにする

iPod® を接続した状態で USB ボタン
（1）を押します。

82KC028

■ ディスプレイ表示を切り替え
る

ディスプレイボタン（7）を押します。

82KC031

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

• テキストが 13 文字以上ある場合、末
尾に「＞」が表示されます。
ディスプレイボタン(7)を1秒以上押す
と、次のページを表示することができ
ます。

■ 曲を選ぶ

• 次の曲を聴くには、アップボタン(3)を
押します。

• 前の曲を聴くには、ダウンボタン(4)を
2回押します。

• 現在再生中の曲を最初から聴くには、
ダウンボタン(4)を1回押します。

82KC010

■ 早送り／早戻しする

• 早送りするには、アップボタン (3) を
押し続けます。

• 早戻しするには、ダウンボタン (4) を
押し続けます。

82KC010

(1)
USB

(7)
DISP

(4) (3)

(4) (3)
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■ 曲を繰り返し聴く
（リピート演奏）

リピートボタン（5）を押します。

82KC030

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

• ソングリピート
「RPT」ランプが点灯します。
現在の曲が繰り返し再生されます。

■ 順不同に演奏を聴く
（ランダム演奏）

ランダムボタン（6）を押します。

82KC029

• 押すたびに、ディスプレイ表示が次の
ように切り替わります。

• ソングランダム
「RDM」ランプが点灯します。
iPod® 内の曲が順不同で再生されま
す。

• アルバムランダム
「D.RDM」ランプが点灯します。
iPod® 内のアルバムが順不同で再生さ
れます。

(5)
RPT

(6)
RDM
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■ 再生モードを選択する

プリセットボタン1(8)を1秒以上押
します。

82KC035

チューナーノブ(2)をまわします。

82KC008

• まわすたびに、ディスプレイ表示が次
のように切り替わります。

チューナーノブ (2) を押して決定し
ます。

• プリセットボタン1(8)を押すと、一つ
前の表示に戻ります。

■ iPod®について

対応iPod®

• iPod® touch
• iPod® classic
• iPod® nano（第４世代）
• iPod® nano（第３世代）
• iPod® nano（第２世代）
• iPod® nano（第１世代）
• iPod®（第５世代）
• iPhone®

• iPhone® 3G
• iPod® の機種によって、使用できない

機能があります。
• iPod® および iPhone® は、米国および

他の国々で登録された Apple Inc. の商
標です。

• Apple 社は本装置の動作ならびに安全
および規制の基準に関する順守に対し
て責任を負いません。

iPod®接続時の注意
• エンジンスイッチを （OFF）に

してから、iPod® を取り外してくださ
い。
接続したままの場合、シャットダウン
されず、iPod® のバッテリーが消耗す
る可能性があります。

• 本機にiPod®を接続するときは、iPod®

リモコンやヘッドフォンなどの付属品
は接続しないでください。
正常に動作しない可能性があります。

1

(8)
1

2

PUSHSOUND
TUNE/FLD(2)

3

LOCK
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ハンズフリーで通話する

82KC001

82KC033

• ハンズフリー通話には、専用のハンズ
フリーキット（別売り）が必要です。

• エンジンスイッチが  または
 のときに使用でき、着信があった

ときにハンズフリーフォンボタンを長
押しすると、電話の受信ができます。

• ハンズフリー通話の詳細については、
専用のハンズフリーキット（別売り）
の取扱説明書をお読みください。

(1) ハンズフリーフォンボタン

RDM

USB
1 2 3 4 5 6

MENU
SEEK/TRACK

RPT

DISP

AS

AM
FMCD

PUSHSOUND
TUNE/FLD VOL PUSH PWR

H M

(1)

〈ディスプレイ〉

ACC
ON

ハンズフリー通話は安全な場所に停車
してから使用してください。やむを得
ず走行中に使用する場合は、まわりの
安全を十分に確認して、手短に終了し
てください。
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故障かなと思ったら

次のような症状は、故障ではなく、次のような原因による場合があります。修理を依頼
される前に、もう一度次のことをお調べください。

症状 原因 処置

共
通

電源が入らない/音
が出ない

配線が不完全 スズキ販売店またはスズキ代理
店にご相談ください

ラ
ジ
オ

雑音が多い 放送局の周波数にあって
いない

正しい周波数にあわせてくださ
い

シーク受信
ができない

十分な強さで受信できる
局が存在しない。

手動で受信してください。

C
D

音飛び、または雑音
が発生する

ディスクが汚れている。 やわらかい布で汚れをふき取っ
てください。

ディスクに大きなキズま
たは歪みがある。

キズがなく、歪んでいないディス
クに交換してください。

M
P
3
/
W
M
A

再生できない 本機での再生に対応して
いないデータが含まれて
いる。

ファイル形式を確認してくださ
い。

音飛び、または雑音が発生
する。

VBR（Variable Bit Rate）形式の
ファイルは音飛びが発生する可
能性があります。
VBR形式以外のファイルを再生
してください。

U
S
B

USB機器の接続後、
再生が開始されな
い

本機での再生に対応した
形式のファイルがない。

ファイル形式を確認してくださ
い。

消費電流が500 mA以上に
達した。

消費電流が500 mA以下の機器
を接続してください。
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エラー表示について

本機は、システム保護のため、各種の自己診断機能を備えています。次のようなエラー
が表示されたときは、それぞれの対処方法にしたがってください。

※上記の対処方法にしたがってもエラーが解消されない場合は、本機の電源を切り、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

エラー表示 原因 対処方法

C
D

ERROR 1 ディスクの読みとりが
不可。

ラベル面を上にして挿入してく
ださい。
キズや歪みがないか確認してく
ださい。

ERROR 3 原因不明のエラー CD が挿入されている場合はイ
ジェクトボタンを押してCDを取
り出してください。

U
S
B
/
i
P
o
d

ERROR 1 原因不明のエラーにより
操作できない。

いったんUSB/iPod®機器を取り
外し、再度取り付けてください。

ERROR 2 USB機器と正しく通信で
きない。

いったんUSB/iPod®機器を取り
外し、再度取り付けてください。
USB機器を確認してください。

ERROR 3 USB機器が切断された。 USB機器の接続を確認してくだ
さい。

ERROR 4 消費電流が500 mA以上に
達した。

USB機器を確認してください。
®
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CDプレーヤー
（AM/FMラジオ付）

エンジンスイッチが  または 
のときに、手元で CD プレーヤー（タイ
プ別装備）の操作ができます。

• オーディオ本体による操作について
は、5-12ページの「CDプレーヤー」
をお読みください。

71L50630

■ 音量の調節
• 音量調節ボタン（2）を押すと、音量

が調節できます。
・大きくするときは（＋）を押します
・小さくするときは（－）を押します
・連続調節するときは長押しします

• ミュートボタン（1）を押すと、ラジ
オを消音できたり、CD の演奏を停止
できたりします。
もう一度押すと、消音が解除された
り、演奏が再開されたりします。

71L50640

ステアリングオーディオ
スイッチ

タイプ別装備

ACC ON

(1)

(2)
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■ モード切替え
モードボタン（3）を押すたびに、次の
ようにモードが切り替わります。

71L50650

■ 選局（選曲）
選局（選曲）ボタン（4）を押すと、下
表のようにオーディオの操作ができま
す。

※プリセットメモリー（放送局のメモ
リー）については、5-21 ページをお
読みください。

• 受信電波が弱いところでは、自動選局
ができないことがあります。自動選局
を取り消したいときは、選局ボタンを
もう一度押してください。

71L50660

•CD が入っていないときは、CD モー
ドは選択されません。
•USB（iPod®）が接続されていない
ときは、USB（iPod®）モードは選
択できません。
•オーディオの電源が切れているとき
にモードボタンを押すと、電源が入
ります。

(3)

使用
モード

選局（選曲）
ボタンの
短押し

選局（選曲）
ボタンの
長押し

FM/AM
プリセット
選局（P.CH）※

自動選局
（SEEK）

CD 
USB 
iPod®

トラック（曲）
選択

早送り
早戻し

(4)
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2-22 ページの「給油するときは」もあ
わせてお読みください。

フューエルリッド

助手席側の車両後方にあります。

• 開けるときは、運転席足元のフューエ
ルリッドオープナー（1）を引き上げ
ます。

• 閉めるときは、フューエルリッドを手
で押しつけます。

71L50280

フューエルキャップ

• 開けるときは、ゆっくり反時計方向に
まわします。

• 閉めるときは時計方向にまわし、カ
チッという音が 2 回以上するまで締め
ます。

71L50290

必ず次のことをお守りください。
•エンジンを止めてください。
•給油中はドアや窓を閉めてください。
•ガソリンは引火性が高いため、タバ
コなどの火気は厳禁です。

その他の装備

燃料給油口

(1)

(2) フューエルキャップ
(3) フューエルリッド

•フューエルキャップはゆっくりとゆ
るめ、空気の抜ける音が止まったら
キャップを開けます。急に開けると
燃料タンク内の圧力が急激に抜け、
燃料が吹き出すおそれがあります。
•燃料をこぼさないようにしてくださ
い。こぼれた場合は、ただちに柔ら
かい布などでふき取ってください。
火災など思わぬ事故につながるおそ
れがあります。また、そのまま放置
すると、塗装のしみ、変色、ひび割
れの原因となります。
•給油後は、フューエルキャップを
しっかりと閉めてください。キャッ
プが確実に閉まっていないと、燃料
が漏れたり、火災が発生したりする
おそれがあります。
•指定のスズキ純正フューエルキャッ
プ以外は使用しないでください。燃
料漏れのおそれがあります。

(2)

(3)
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キャップホルダー

フューエルリッド（3）の裏側にあります。

• 給油中は外したキャップが車体にあた
ら な い よ う に、キ ャ ッ プ ホ ル ダ ー
（4）に置いてください。
このとき、キャップ先端の溝部（5）
をホルダーへ差し込みます。

71L50301

開けかた

運転席足元のボンネットオープナー
を引くと、ボンネットの先端が少し
浮き上がります。

71L50310

キャップをホルダーに置くときは、溝
部を差し込んでください。ねじ部では
キャップを保持できません。

(4) (4)

(5)

(3)

•お子さまにはボンネットを開閉させ
ないでください。ボンネットは重い
ため、けがのおそれがあります。ま
た、エンジンルーム内は高温になる
ため、やけどのおそれがあります。
•ボンネットを開けているときは、お
子さまを近づけないでください。
•点検や清掃に使用した工具や布など
は、エンジンルーム内に置き忘れな
いでください。故障の原因となった
り、エンジンルーム内は高温になる
ため車両火災につながったりするお
それがあります。

ボンネット

1
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浮き上がったボンネットのすき間に
手を入れ、ロックレバーを上側へ押
しつけながら、ボンネットを持ち上
げます。

71L50320

ボンネットを固定します。

• ボンネット側にあるステー（1）を
ホルダー（2）から外し、車体側
の固定穴（3）に差し込みます。

71L50331

エンジン回転中や停止直後は、ロック
レバーが熱くなっていることがありま
す。やけどのおそれがありますので、
ロックレバーを操作する前に必ず確認
してください。

ワイパーアームを起こした状態で、ボ
ンネットを開けないでください。ワイ
パーアームやボンネットが傷つくおそ
れがあります。

2

•エンジン回転中や停止直後は、ステー
が熱くなっていることがあります。や
けどのおそれがありますので、ステー
を持つ前に必ず確認してください。
•ステーは固定穴に確実に差し込んで
ください。ステーが外れると、ボン
ネットに身体がはさまれることがあ
ります。
•ボンネットが風にあおられて、ステー
が外れることがあります。とくに風
の強い日は注意してください。

3

(3)

(1)
(2)
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閉めかた

ボンネットを片手でささえながら、
ステーを外して、もとのホルダーに
固定します。

ボンネットを閉めます。

• ボンネットを20 cmぐらいの高さ
までゆっくりと下げて、手を離し
ます。

71L50340

日差しがまぶしいときに使用します。横
からの日差しがまぶしいときは、フック
から外して横にまわします。

80J1222

チケットホルダー

サンバイザーの裏側（ミラーカバーの外
側）にあります。有料道路の通行券など
がはさめます。

•ボンネットを閉めるときは、手など
をはさまないように気をつけてくだ
さい。また、強く押さえると、ボン
ネットがへこむおそれがあります。
•ボンネットが完全に閉まっているか
確認してください。完全に閉まって
いないと、走行中に開くおそれがあ
ります。

1

2

(1) フック
(2) ミラーカバー
(3) チケットホルダー

炎天下で駐車するときは、チケットホ
ルダーなどにプラスチック素材のカー
ドを放置しないでください。車内が高
温になるため、カードの変形やひび割
れを起こすおそれがあります。
→　2-21 ページ（ライターやメガネ

などを放置しない）

サンバイザー

(1) (2)

(3)
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バニティーミラー

ミラーカバーを開けた場所にあります。

71L50350

80J274

ON

ドアの開閉に関係なく点灯します。

DOOR

いずれかのドアを開けると点灯します。

• すべてのドアを閉めると約 15 秒間点
灯し、徐々に減光しながら消灯します。

また、点灯中であっても次のような操作
をすると、徐々に減光しながら消灯しま
す。

• エンジンスイッチを  または
 の位置にする

• リクエストスイッチ、キーレスエント
リーまたはキーによる施錠

OFF

ドアの開閉に関係なく消灯します。

(4) バニティーミラー

•走行中はバニティーミラーを使用し
ないでください。前方不注意で思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
•バニティーミラーを使用するとき
は、SRS エアバッグの収納場所に近
づいたり、寄りかかったりしないで
ください。SRS エアバッグが作動し
たとき、強い衝撃を受けるおそれが
あります。

(4)

室内灯

ACC
ON
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• スイッチをONの位置（車の後ろ方向）
にすると、バックドアを開けたときに
点灯し、閉めると消灯します。

• スイッチをOFFの位置（車の前方向）
にすると、バックドアの開閉に関係な
く消灯します。

71L50360

エンジン停止中に長時間点灯させない
でください。鉛バッテリーあがりの原
因となります。

•鉛バッテリー保護のため、次の条件
をすべてみたすと、室内灯が自動的
に消灯しま す。（バッテリーセー
バー機能）
・エンジンスイッチが （OFF）

の位置
・室内灯スイッチがDOOR位置
・点灯したまま15分が経過

•室内灯スイッチが DOOR 位置のとき
に、リクエストスイッチまたはキー
レスエントリーを作動させると、室
内灯が点灯または点滅します。
→　3-9ページ

（アンサーバック機能）

LOCK

エンジン停止中に、長時間点灯させな
いでください。鉛バッテリーあがりの
原因となります。

ラゲッジルームランプ

OFFON



装備の取扱い/その他の装備

5-49

5

ランプを押すと点灯し、もう一度押すと
消灯します。

71L50370

エンジンスイッチが  または 
のときに、電気製品の電源（規定容量
12 V 120 W 以下）として使用できま
す。

• 使用するときは、ふた（1）を開けます。

71L50380

エンジン停止中に長時間点灯させない
でください。鉛バッテリーあがりの原
因となります。

フロントマップランプ

タイプ別装備

•使わないときは、ふたを閉めてくだ
さい。ソケット内に異物が入ると、
故障やショートの原因となります。
•事故防止のため、スズキ純正用品以
外の電気製品を使用しないでくださ
い。

•規定容量を超える電気製品を使用す
ると、ヒューズが切れることがあり
ます。
•エンジン停止中に長時間使用する
と、鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。また、エンジンがかかって
いてもアイドリング状態で長時間使
用すると、バッテリーがあがること
があります。

アクセサリーソケット

ACC ON

(1)
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手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。

• 開けるときは、ふた（1）の手前を押
してから持ち上げます。

71L50390

• ものを出し入れするとき以外は、ふた
を閉めてください。

助手席

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。

71L50400

ふたを開けたまま走行しないでくださ
い。視界をさえぎるばかりでなく、ブ
レーキや加速、衝突のときなどに、中
のものが飛び出すおそれがあります。

炎天下で駐車するときは、ボックス内
などにCDケースなどのプラスチック
製品を放置しないでください。車内が
高温になるため、CD ケースなどの変
形やひび割れを起こすおそれがありま
す。
→　2-21 ページ（ライターやメガネ

などを放置しない）

インパネアッパーボックス

(1)

(1) インパネトレー

走行中にころがり落ちるようなものを
入れないでください。ブレーキペダル
やアクセルペダルにものがはさまると
確実なペダル操作ができなくなり、事
故を起こすおそれがあります。

インパネトレー

(1)
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レバー（1）を手前に引いてふたを開け
ます。

71L50410

• ものを出し入れするとき以外は、ふた
を閉めてください。

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。

71L50420

ふたを開けたまま走行しないでくださ
い。ブレーキや加速、衝突のときなど
に、身体がふたにあたったり、中のも
のが飛び出したりするおそれがありま
す。

グローブボックス

(1)

(1) コンソールボックス

走行中にころがり落ちるようなものを
入れないでください。ブレーキペダル
やアクセルペダルにものがはさまると
確実なペダル操作ができなくなり、事
故を起こすおそれがあります。

コンソールボックス

(1)
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5

缶ジュースやカップが置けます。

助手席（プッシュ式）

使用するときは、次のようにして手前に
引き出してください。

①ドリンクホルダーを押します。
②すべて自動でせり出してきます。

71L50430

• 使用後は、押し込んで格納します。

飲み物には、ふたを閉めるなどしてこ
ぼさないように注意してください。熱
い飲み物がこぼれると、やけどのおそ
れがあります。また、飲み物が次のよ
うな部品にかかると、火災や故障の原
因になったり、SRSエアバッグシステ
ムが正常に作動しなくなったりするお
それがあります。
•ナビゲーション、またはオーディオ
やスイッチ類
•フロア下の配線、電気部品やセレク
トレバーなどの可動部

ドリンクホルダー

缶ジュースやカップ以外のものを置か
ないでください。走行中に落ちてけが
をしたり、運転のさまたげになったり
するおそれがあります。

ドリンクホルダーを押さずに、格納さ
れた状態から無理に引き出そうとする
と、破損するおそれがあります。
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5

コンソールトップ

71L50440

コンソールエンド

ふたを開けると、もう一本缶ジュースや
カップが置けます。

71L50450

• 使用後は、ふたを閉めておきます。

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。

71L50460

71L50470

(1) ドリンクホルダー

(1) ドリンクホルダー

(1)

(1)

(1) ドリンクホルダー

(1) ドリンクホルダー

ドアポケット

前席ドア

(1)

後席ドア

(1)
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5

ドリンクホルダー

ポケットの中にあります。

シートの下側にあります。
靴などの収納にご使用ください。

助手席

とっ手（1）を手前に引くと、トレー（2）
が引き出せます。

71L50480

• ものを出し入れしたあとは押し込んで
格納し、トレーがしっかり固定されて
いるか確認してください。

雑誌や手荷物などの収納にご使用くださ
い。

助手席

71L50490

飲み物には、ふたを閉めるなどしてこ
ぼさないように注意してください。熱
い飲み物がこぼれると、やけどのおそ
れがあります。また、飲み物が次のよ
うな部品にかかると、火災や故障の原
因になったり、SRSエアバッグシステ
ムが正常に作動しなくなったりするお
それがあります。
•ナビゲーション、またはオーディオ
やスイッチ類
•フロア下の配線、電気部品やセレク
トレバーなどの可動部

シートアンダートレー

タイプ別装備

(1) シートバックポケット

(1)

(2)

シートバックポケット

(1)
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5

左足のささえとして使用します。

71L50500

買い物袋などをひっかけるときにご使用
ください。

助手席シートバック

• 使用するときは、フック（1）の下部
を押しながら回転させます。

71L50510

• 使用後は、反転させてフックを格納し
ます。

荷室

荷室の右側面にフック（1）があります。

71L50520

(1) フットレスト

フックにかけるものは、次に示す荷重
以下としてください。フックが破損す
るおそれがあります。
•助手席シートバックのフックは3 kg

以下
•荷室のフックは2 kg以下

フットレスト

(1)

ショッピングフック

(1)

(1)
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5

運転席

手前に倒して使用します。

• 使用後は、持ち上げて収納します。

71L3505

71L30460

アシストグリップ（1）を手前に倒して
使用します。

80J1233

荷室にはラゲッジボード（1）が取り付
けられています。

• ボードの下にも荷物が収納できます。
• ボードを取り外したり収納したりする

と、背の高い荷物が積めます。

71L20501

シートベルトは、アームレストの下を
通してください。アームレストにベル
トがかかっていると、シートベルトが
本来の効果を発揮できません。

アームレストに腰をかけたり、荷物を
乗せたりしないでください。アームレ
ストが破損するおそれがあります。

アームレスト（ひじ掛け）

タイプ別装備

後席シートよりも背の高い荷物を積ま
ないでください。後方視界のさまたげ
になるばかりでなく、急ブレーキのと
きなどに荷物が飛び出して、身体に当
たるおそれがあります。また、バック
ドアを閉めたときなどに、ドアや荷物
が破損するおそれがあります。

可倒式アシストグリップ

(1)

ラゲッジボード

(1)
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5

取り外しかた

ストラップ（2）を引いて持ち上げてか
ら取り出します。

71L20502

持ち上げたままにするときは

ボード下の荷物を出し入れするときに便
利です。

• ボード（1）を荷室前方の両側にある
溝（3）に沿って差し込みます。

71L20503

収納のしかた

荷室床に収納できます。

• ボード（1）を荷室後方より、前方へ
スライドさせます。

71L50570

もとにもどすときは

ボード（1）の左右先端を車体側のホル
ダー（4）にあわせます。

71L20505

ボードを持ち上げたまま走行しないで
ください。ボードなどに傷がつくおそ
れがあります。

(2)

(1)

(3)

(1)

(1)

(4)
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5

後席の後ろにあります。

• ラゲッジシェルフ（1）は持ち上げた
状態で固定できますが、次の手順で正
しく取り付ける必要があります。

71L3501

取り外しかた

リクライニング機構付後席の場合、
取り外しのさまたげにならないよう
に背もたれを起こします。
→　3-36ページ

（背もたれの角度調節）

ラゲッジシェルフの紐（2）を外し
ます。

71L3502

ヘッドレストを一番低い位置（収納
時の位置）に調節したら、ラゲッジ
シェルフ（1）の後端部がヘッドレ
ストに当たるまで持ち上げます。
→　3-29ページ（ヘッドレストの高

さ調節と取り外し・取り付け）

71L20504

ラゲッジシェルフに物を載せないでく
ださい。後方視界をさまたげるばかり
でなく、急ブレーキのときなどにもの
が飛び出して、身体に当たるおそれが
あります。

ラゲッジシェルフ
（荷室カバー）

(1)

1

2

(2)

3

(1)
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5

ラゲッジシェルフを取り外します。

• 少し持ち上げながら前方にずら
し、バー（3）からホルダー部（4）
を取り外します。

71L3503

取り付けかた

リクライニング機構付後席の場合、
取り付けのさまたげにならないよう
に背もたれを起こします。
→　3-36ページ

（背もたれの角度調節）

ラゲッジシェルフを取り付けます。

• ホルダー部（4）をバー（3）には
め込みます。

71L3504

ヘッドレストを一番低い位置（収納
時の位置）に調節したら、ラゲッジ
シェルフ（1）の後端部がヘッドレ
ストに当たるまで持ち上げます。
→　3-29ページ（ヘッドレストの高

さ調節と取り外し・取り付け）

ラゲッジシェルフの紐（2）を取り
付けます。

スズキ純正のベースキャリアおよびア
タッチメント（別売り）の場合、ルーフ
に積載できる最大重量は 30 kg（ベー
スキャリアおよびアタッチメントの重量
を含む）です。取り付けおよび使用上の
注意についての詳細は、ベースキャリア
およびアタッチメントに付属の取扱説明
書をお読みください。

4

(4)(3) (3)

(4)

1

2

取り付けるときに、ラゲッジシェルフ
の前端部（5）を背もたれ（6）に乗
り上げないでください。ラゲッジシェ
ルフが破損するおそれがあります。

(3)(6)

(4)

(5)

3

4

ルーフ
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5

ルーフモールカバー

ルーフの左右にあるルーフモールカバー
計 4 個を外すと、別売りのベースキャリ
アを固定するためのブラケットがありま
す。

• カバーを外すときは、矢印の方向にカ
バーをスライドさせてから持ち上げま
す。

71L50620

• もとにもどすときは、外すときの逆の
手順で行ないます。

ルーフパネルの上に荷物を直接積まな
いでください。パネルが損傷するおそ
れがあります。

手順以外の方法で外したり、もとにも
どしたりすると、カバーが破損するお
それがあります。
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6. お車との上手な
つきあいかた

● お手入れ
外装のお手入れ ･････････････････････････････ 6-2
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携帯リモコンの電池交換 ･････････････････････ 6-6

● 寒冷時の取扱い
冬期に入る前の準備 ･････････････････････････ 6-8
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雪道を走行するとき ･････････････････････････ 6-11
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タイヤチェーンを装着するとき ･･･････････････ 6-13
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塗装面を美しく保つために

お車をいつまでも美しく保つためには、
日頃のお手入れが大切です。

• 駐車、車の保管は風通しの良い車庫や
屋根のある場所をおすすめします。

• 次のようなときはサビや塗装の変色な
どの原因となります。すみやかに洗車
をしてください。
・海岸地帯や凍結防止剤を散布した道

を走行したとき。とくに車体の下ま
わり、足まわりを洗車してください。

・鳥のふん、虫の死がい、樹液、鉄
粉、ばい煙、コールタールなどが付
着したり、酸性雨に濡れたりしたと
き。

・ほこりや泥でひどく汚れたとき。

• ワックスがけは月に 1 回程度、または
水のはじきが悪くなったら行なってく
ださい。ワックスがけのしかたは、
ワックス（別売り）の容器に書かれて
いる取扱説明にしたがってください。

80J302

• 飛び石の傷や、引っかき傷などはサビ
の原因となります。見つけたら早めに
補修してください。

洗車のときのご注意

手洗い洗車をするときは

十分に水をかけながら、スポンジや
セーム皮のようなやわらかいものを
使って汚れを洗い落とします。

汚れがひどいところは中性洗剤を
使って洗い、さらに真水で洗って洗
剤を落とします。

やわらかい布で水をよくふき取り、
水滴のあとが残らないようにしま
す。

お手入れ

外装のお手入れ

塗装面の傷を補修するときは、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。不適切な塗料を使用すると、
塗装がはがれる原因となります。

•車体の下まわりや足まわりを洗うと
きは、けがをしないように気をつけ
てください。
•洗車したあとはブレーキの効きが悪
くなることがあります。
→　2-18ページ（水たまりを走行し

たあとや洗車後はブレーキの効
きを確認）

エンジンルームに水などをかけないで
ください。エンジンの始動不良や電気
部品が故障する原因となります。

1

2

3
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80J303

自動洗車機を使うときは

高圧洗浄機を使うときは

洗車ノズルを車体から十分に離してくだ
さい。

フロントウインドーガラスの
手入れ

油膜などが付着してワイパーのふき残し
が出たときは、ガラスクリーナー（別売
り）で汚れを取ってください。

アルミホイール（タイプ別装
備）の手入れ

6-2 ページの「手洗い洗車をするとき
は」をお読みください。

•ドアミラーを格納し、アンテナを取
り外してください。洗車機にひっか
かり、ドアミラーやアンテナを損傷
するおそれがあります。
•ルーフエンドスポイラー装備車は、自
動洗車機での洗車を避けてください。
洗車機にひっかかり、スポイラーを
損傷するおそれがあります。
•自動洗車機によっては、ブラシで傷
がついて塗装面の光沢が失われた
り、塗装の劣化が早まったりするこ
とがあります。

•洗車ノズルを車体に近づけすぎた
り、バンパーなどの開口部に向けた
りすると、車体や部品の変形や損傷
の原因となります。

•洗車ノズルをドアガラスやドアまわ
りなどの開閉部分に向けると、車内
に水が入るおそれがあります。

フロントワイパーは運転席側から順に
起こし、助手席側から順にもどしてく
ださい。助手席側を先に起こす、また
は運転席側を先にもどすと、ワイパー
同士があたって傷つきの原因となりま
す。

•酸性、アルカリ性の洗剤、石油系溶
剤を含むクリーナーを使用しないで
ください。塗装のしみ、変色、ひび
割れ、およびセンターキャップの損
傷の原因となります。
•硬いブラシや砂入り石けんを使用し
ないでください。傷つきの原因とな
ります。
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• 砂、ほこりなどは掃除機などで吸い取
るか、水またはぬるま湯を固くしぼっ
たやわらかい布でふき取ってくださ
い。そのまま放置すると、傷つきの原
因となります。

• 液体芳香剤やジュースなど液体類が付
着したときは、すみやかにティッシュ
ペーパーややわらかい布でふき取って
ください。こぼしたままにしておく
と、しみ、変色、ひび割れの原因とな
ります。

布地、ビニールレザー、樹脂
部品などの手入れ

中性洗剤の水溶液をやわらかい布に
軽く含ませ、汚れをふき取ります。

真水を含ませたやわらかい布で、
残った洗剤分をふき取ります。

残った水分をふき取り、風通しの良
い日陰で乾燥させます。

バックウインドーガラスの室
内側の手入れ

熱線や端子を傷つけないように、水を含
ませたやわらかい布で熱線に沿ってふい
てください。

•車内に水などをかけないでくださ
い。オーディオ（タイプ別装備）や
スイッチ類、フロア下の配線や電気
部品などにかかると、火災や故障に
つながったり、SRS エアバッグシス
テムが正常に作動しなくなったりす
るおそれがあります。
•エネチャージ装備車の助手席下に
は、リチウムイオンバッテリーがあ
ります。バッテリーを水などで濡ら
さないでください。火災や感電など
を起こしたり、故障の原因となった
りするおそれがあります。

•次のような成分が含まれているケミ
カル用品は使用しないでください。
しみ、変色、変形、強度低下などの
原因となります。
・ベンジン、ガソリン、シンナー、

ステッカーはがし剤などの溶剤
・酸性、アルカリ性の洗剤
・漂白剤や染料

内装のお手入れ •エアコン、オーディオまたはナビゲー
ションなどの電装品や各種スイッチ
およびこれら周辺の清掃にはシリコ
ンを含むケミカル用品を使用しない
でください。シリコンが付着した場
合、故障の原因となるおそれがあり
ます。
•色物の革製品・毛皮・ビニールなどを
長時間、放置しないでください。内装
の変色や変質の原因となります。

液体芳香剤はこぼさないように容器を
固定するか、固形タイプのもののご使
用をおすすめします。

1

2

3
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タイヤのローテーション

タイヤのかたよった摩耗を防止して寿命
をのばすために、約5,000 km走行ごと
に行なってください。（次の図参照）

• 車載ジャッキでタイヤのローテーショ
ンを行なうときは、スペアタイヤ（市
販品）などを使用して 1 輪ずつ交換し
ます。
→　7-16ページ（ジャッキアップ）

• タイヤパンク応急修理セット装備車に
は、応急用スペアタイヤが装備されて
いないため、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

80J305

タイヤ交換するときは

• 指定タイヤのサイズと空気圧は、お車
のタイプにより異なります。運転席ド
アの開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」で確認してください。

• 走行中にハンドルや車体に振動が出る
場合は、タイヤのバランスを点検して
ください。

• 取り付ける前にタイヤの摩耗状態を点
検してください。ウェアインジケー
ター（溝の深さが 1.6 mm 浅い部分）
が現れて溝の一部が消えていたら、ほ
かのタイヤと交換してください。

82K135

回転方向指定のあるタイヤをローテー
ションするときは、回転方向を逆にし
ないでください。走行に悪影響をおよ
ぼすおそれがあります。

タイヤの交換
回転方向指定のあるタイヤは、タイヤ
の側面に回転方向を示すマークがあり
ます。
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-6

携帯リモコンからキーを取り出しま
す。
→　3-2ページ（キー）

指定のサイズで、4 輪ともサイズ、銘
柄、トレッドパターン（溝模様）が同
一のタイヤを装着してください。また、
摩耗状態が著しく異なるタイヤを使用
しないでください。燃費や走行安定性
が悪化するだけでなく、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。また、故
障の原因となります。（冬用タイヤも同
様です）
•ABS および ESP®（タイプ別装備）
の場合、正確なタイヤ回転速度が検
出できなくなって、正常に作動しな
い場合があります。
•4WD 車では、その性能が十分に発
揮できないばかりでなく、駆動系部
品に悪影響をあたえるおそれがあり
ます。

電池および取り外した部品は、お子さ
まが誤って飲み込まないよう注意して
ください。

故障を防ぐため、次のことをお守りく
ださい。

•濡れた手で電池交換しない
•電池以外の端子や電子部品に触れな
い
•端子を曲げない
•油や異物を付着させない

•電池交換の際、携帯リモコンを破損
するおそれがありますので、スズキ
販売店またはスズキ代理店での交換
（有料）をおすすめします。
•電池は、スズキ販売店や家電量販
店・ホームセンターなどでご購入く
ださい。

使用電池 リチウム電池CR2032

携帯リモコンの電池交換

1
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-7

携帯リモコンのケースを分割しま
す。

• ケ ー ス は、ロ ッ ク 解 除 レ バ ー
（1）側を上にします。（内部ユ
ニットの落下防止のため）

• 傷つき防止のため、マイナスドラ
イバー（市販品）に布などをかぶ
せます。リモコンの側面左側にあ
る溝（2）へ差し込み、ケースを
分割します。このとき、ケースの
あわせ部分のすきまへつめを差し
込むと、分割しやすくなります。

71L60060

電池を交換します。

• 古い電池を取り出します。傷つき
防止のため、布などをかぶせたマ
イナスドライバー（市販品）を使
用します。

71L60070

• 電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

71L60080

ケースを組み付けます。

• ケースのあわせ部分のすきまが均
等になるように確実にはめ込みま
す。

キーを格納します。

携帯リモコンが正常に作動するか確
認します。

•ケースを分割するときは、ロック解
除レバー（1）側を下にしないでく
ださい。内部ユニットが落下して破
損するおそれがあります。
•ドライバーで、内部ユニットを破損
しないよう注意してください。

2

(2)
(1)

3

CR2032

4

5

6
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-8

■ 携帯リモコン電池消耗警告灯
のリセットのしかた

電池交換前に携帯リモコン電池消耗警告
灯が点灯していた場合は、電池交換後に
次の操作を行なって警告灯をリセットし
てください。

• キーレスエントリーによるドアの施
錠・解錠を2回以上繰り返す
→　3-8ページ（キーレスエントリー）
→　3-12ページ

（携帯リモコン電池消耗警告灯）

ウインドーウォッシャー液

凍結を防ぐため、外気温に応じた割合で
配合してください。

〈スズキ純正ウォッシャー液の場合〉

鉛バッテリー

鉛バッテリーの液量や比重を点検してく
ださい。寒くなるとバッテリーの性能が
下がり、弱っているバッテリーではエン
ジンがかかりにくくなります。
→　2-4ページ

（鉛バッテリーの液面を点検する）

冷却水

エンジン内部の腐食および凍結防止のた
め、指定の冷却水をお使いください。
→　8-1ページ（サービスデータ）
→　メンテナンスノート（日常点検）

所有している予備の携帯リモコンの電
池が正常な場合、予備の携帯リモコン
で上記の操作を行なっても警告灯をリ
セットできます。

使用地域・季節 薄める割合 凍結温度

通　常 原液1に水3 約－7℃

温暖地の冬期 原液1に水2 約－10℃

寒冷地の冬期 原液1に水1 約－20℃

極寒冷地の冬期 原液のまま 約－50℃

冷却水の濃度点検および交換は、スズ
キ販売店またはスズキ代理店へお申し
付けください。

寒冷時の取扱い

冬期に入る前の準備
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-9

スノーブレード（別売り）

スノーブレード（降雪地用ワイパーブ
レード）は、金属部分をゴムで覆って雪
の付着を少なくするものです。
標準装備のワイパーブレードでは、降雪
時に雪が付着し、ふき取りにくくなるこ
とがありますので、必要に応じて交換し
てください。

冬用タイヤ、タイヤチェーン、
輪止め

雪道や凍結路を走行するために必要で
す。

82K139

屋根に積もった雪

出発の前に取り除いてください。走行時
に落下して、視界をさまたげるおそれが
あります。

80J308

ワイパーの凍結

ぬるま湯をかけて氷を溶かします。溶か
したあとは、再び凍結しないように水分
をふき取ってください。凍結したまま無
理にワイパーを作動させると、ブレード
部（ゴムの部分）が傷ついたり、ワイ
パーが故障したりするおそれがありま
す。

65P60060

高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりふき取りにくくなることがあり
ます。その場合には、車のスピードを
落としてください。

雪の降らない時季は、通常のワイパー
ブレードの使用をおすすめします。

(1) 冬用タイヤ (2) タイヤチェーン
(3) 輪止め

(1)

(3)

(2)

出発の前に
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-10

ガラス面の雪や霜

プラスチックの板（1）を使うと、ガラ
スを傷つけずに落とせます。

80J310

ドアミラーの凍結

ぬるま湯をかけて氷を溶かします。溶か
したあとは、再び凍結しないように水分
をふき取ってください。凍結したまま無
理にドアミラーを動かそうとすると、故
障するおそれがあります。

65P60070

ドアの凍結

ぬるま湯をドアキーの穴を避けてかけま
す。ドアが開いたあとは水分をふき取って
ください。凍結したまま無理に開けようと
すると、ドアまわりのゴムがはがれたり、
破損したりするおそれがあります。

65P60080

靴に付着した雪

乗車するときによく落としてください。
そのまま乗車すると、ペダル操作時に
滑ったり、車内の湿気が多くなってガラ
スがくもりやすくなったりします。

80J312

•ドアミラー格納スイッチの場合、ミ
ラーを手で動かすことが可能かを確
認してから、スイッチ操作を行なっ
てください。凍結したまま操作を繰
り返すと、故障の原因となります。
→　3-23ページ（ドアミラー格納ス

イッチ）

(1)

•リモート格納ミラー（タイプ別装
備）の場合、ドアミラーが凍結する
ような寒冷時は、リモート格納ミ
ラーの機能を停止してください。凍
結したまま動作を繰り返すと、故障
の原因となります。
→　3-24 ページ（リモート格納ミ

ラー）
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-11

雪道や凍結路はゆっくり走行

80J039

ブレーキの効き具合を確認

ブレーキ装置に付着した雪や氷が凍結し
て、ブレーキの効きが悪くなることがあ
ります。

•周囲の安全を確かめてから低速でブ
レーキペダルを数回踏み、ブレーキの
効きを確かめてください。
•ブレーキの効きが悪いときは、効きが
回復するまで低速で繰り返しブレーキ
ペダルを軽く踏み、ブレーキ装置のし
めりを乾かしてください。

冬用タイヤ、タイヤチェーン
を装着

雪道や凍結路では、冬用タイヤまたはタ
イヤチェーンを装着してください。

• 走行する地区の条例などにしたがって
装着してください。
→　6-5ページ

（タイヤ交換するときは）
→　6-13 ページ（タイヤチェーンを

装着するとき）

フェンダー裏側に付着した雪
を取り除く

雪道を走行すると、フェンダーの裏側に
雪が付着してタイヤと接触し、ハンドル
の切れが悪くなることがあります。

• ときどき車を止めてフェンダーの裏側
を点検してください。雪の塊が付着し
ているときは、周囲の部品を傷つけな
いように雪を取り除いてください。

80J313

スピードを控えめにし、急発進、急加
速、急ブレーキ、急ハンドル、急激な
エンジンブレーキなど「急」のつく運
転はしないでください。雪道や凍結路
は路面が滑りやすく、スリップ事故を
起こすおそれがあります。

雪道を走行するとき
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-12

パーキングブレーキ

パーキングブレーキが凍結すると解除で
きなくなります。

• 長時間駐車するときは、パーキングブ
レーキをかけずに輪止め（市販品）を
してください。
・  は、セレクトレ

バーを  に入れます。
・  は、チェンジレバー

をRまたは1速に入れます。

凍結防止剤が散布してある道
を走行したあとは

すみやかに凍結防止剤を洗い落としてく
ださい。とくに車体の下まわり、足まわ
りを念入りに洗ってください。放置する
とサビの原因となります。
凍結を防ぐため、洗車後はドアまわりな
どの水分をふき取ってください。

• ドアキーの穴を避けて洗車してくださ
い。キー穴が凍結すると、ドアが解錠
できなくなります。

• ドアまわりのゴム部品の水分は、とく
によくふき取ってください。凍結する
と、ドアが開かなくなります。

80J314

屋外に駐車するときは

80J315

駐車するとき

オートマチック車
P

マニュアル車

•軒下や樹木の下には駐車しないでく
ださい。積雪や落雪で車の屋根がへ
こむことがあります。
•降雪時に長時間駐車するときは、ア
ンテナを取り外してください。
→　5-12ページ（アンテナの脱着）
•駐車するときはワイパーアームを立
ててください。雪の重みでワイパー
アームが変形したり、ブレード部
（ゴムの部分）がガラスに凍結した
りすることがあります。
・フロントワイパーは運転席側から

順に起こし、助手席側から順にも
どしてください。助手席側を先に
起こす、または運転席側を先にも
どすと、ワイパー同士があたって
傷つきの原因となります。
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-13

排気管のまわりが雪でおおわ
れたときは

80J316

タイヤチェーン

この車に適合したスズキ純正品を装着し
てください。適合するタイヤチェーンに
ついては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

排気管のまわりが雪でおおわれたまま
エンジンを回転させないでください。
排気ガスが車内に侵入し、一酸化炭素
中毒のおそれがあります。

•適合品以外を装着しないでくださ
い。ブレーキ配管や車体を損傷する
おそれがあります。
•走行中にいつもと違う音がするとき
は、ただちに停車して点検してくだ
さい。タイヤチェーンが切れたり、
一部が外れたりして車体に当たる
と、ブレーキ配管や車体を損傷する
おそれがあります。

タイヤチェーンを装着するとき

•タイヤチェーンを装着して走行する
ときは、安全およびタイヤチェーン
保護のためスピードを控えめ（30
km/h 以下）にし、急発進、急加速、
急ブレーキ、急ハンドル、急激なエン
ジンブレーキなど「急」のつく運転を
したり、突起や穴を乗り越えたりし
ないでください。
•ABSおよびESP®（タイプ別装備）の
場合、タイヤチェーンを装着すると
正確なタイヤ回転速度が検出できな
くなって、正常に作動しない場合が
あります。

タイヤチェーンを装着したまま、雪の
ない舗装路を走行しないでください。
路面が損傷したり、タイヤチェーンの
摩 耗 が 早 ま っ た り し ま す。ま た、
4WD 車の場合、駆動装置に無理な力
がかかり、故障の原因となります。
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-14

タイヤチェーンを装着する前に

■ タイヤチェーンは前輪に装着
この車は前輪が駆動輪、または前輪が駆
動輪ベースの 4WD です。後輪には装着
しないでください。

■ ジャッキアップに適した安全
な場所で装着

7-15 ページの「タイヤ交換の準備」の
、  をお読みください。

■ フルホイールキャップ（タイ
プ別装備）を外してから装着

フルホイールキャップの傷つき防止のた
め、キャップを外してからタイヤチェー
ンを装着します。キャップの外しかたは
7-16ページをお読みください。

タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンに付属の取扱説明書をよ
くお読みください。

1 2

アルミホイール装備車の場合、タイヤ
チェーンでホイールに傷がつくおそれ
があります。
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万一のとき

7-1

7. 万一のとき
● パンク ･･････････････････････････････ 7-2

● バッテリーあがり ････････････････････ 7-21

● ヒューズ切れ ････････････････････････ 7-23

● 電球切れ ････････････････････････････ 7-28

● オーバーヒート ･･････････････････････ 7-34

● その他 ･･････････････････････････････ 7-35
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万一のとき/パンク

7-2

荷室のフロアボード下と、荷室右側に収
納されています。

• ラゲッジボードは、取り外すか持ち上
げたままにします。
→　5-56ページ（ラゲッジボード）

71LN0701

• 使用後は所定の位置に収納してくださ
い。

• ジャッキは、完全に縮めてから収納し
てください。

荷室右側にあるふた（8）を外しま
す。

• とっ手（9）部を手前に引きます。

ジャッキ（2）を縮めて取り出しま
す。

• 縮めにくいときは、ジャッキバー
を使ってください。

71L70020

(1) フロアボード (2) ジャッキ
(3) ジャッキバー
(4) ホイールナットレンチ
(5) けん引フック
(6) タイヤパンク応急修理セット
(7) 工具収納ケース

パンク

工具、ジャッキ、タイヤパンク
応急修理セットの収納場所

(3) (4) (2)

(6) (7) (5)

(1)

(10)ジャッキホルダー

収納するときに、ジャッキバーなどで
無理にジャッキを広げないでくださ
い。ジャッキホルダーが変形するおそ
れがあります。

ジャッキの取り出しかた

1

2

(2)(8)
(9)

(10)
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万一のとき/パンク

7-3

荷室のフロアボード下にあるタイヤパン
ク応急修理セットをお使いください。

このセットは、標準タイヤがパンクした
ときに応急的に使用するものです。パン
クしたタイヤはすみやかにスズキサービ
ス工場で修理または交換してください。

• 応急修理セットは、A タイプと B タイ
プのどちらかとなります。

72M00186

※ 速度制限シールは、修理剤ボトルの底
面に貼付されています。

パンクしたときは

タイヤパンク応急修理セット

(1) エアコンプレッサー
(2) 修理剤ボトル（タイヤ 1 本分）
(3) 注入ホース
(4) 延長ホース（修理剤抜き取り用）
(5) 注入ホースの栓
(6) コア回し
(7) バルブコア（予備）
(8) 速度制限シール（※）
(9) セット付属の取扱説明書

Aタイプ

(1)

(4)(3) (5)

(6) (7)

(8) (9)

(2)
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万一のとき/パンク

7-4

82K111

(1) エアコンプレッサー
(2) 修理剤ボトル (3) 注入ホース
(4) 延長ホース（修理剤抜き取り用）
(5) コア回し
(6) バルブコア（予備）
(7) 速度制限シール
(8) セット付属の取扱説明書

Bタイプ

(1)

(3) (4)

(5)

(6)

(7)
(8)

(2)

•応急修理剤は、飲用すると健康に害
があります。もし誤って飲用したと
きは、できるだけたくさんの水を飲
み、ただちに医師の診察を受けてく
ださい。

•応急修理剤が目や皮膚に付着したと
きは、できるだけ早く水で洗い流し
てください。異常を感じたときは、
医師の診察を受けてください。

•保管するときは、お子さまが誤って
手を触れないように所定の位置に収
納してください。

•エアコンプレッサーは、自動車タイ
ヤ専用です。そのほかの目的で使用
しないでください。

•エアコンプレッサーは DC12V 専用
です。ほかの電源での使用はできま
せん。

•エアコンプレッサーを使用するとき
は、故障を防ぐため次のことをお守
りください。
・10分以上連続して使用しない
・防水加工がされていないため、降雨

時などは水がかからないようにす
る

・砂やほこりなどを吸い込ませない
・使用中に動作がおそくなったり、本

体が熱くなったりしたときはすぐ
にスイッチをOFFにして、30分以
上放置する

・分解、改造などをしない
・強い衝撃や圧力を加えない
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万一のとき/パンク

7-5

応急修理セットの点検

定期的に点検してください。

• 応急修理剤ボトルに表示されている有
効期限の確認
・期限が切れる前に、新品と交換して

ください。
• アクセサリーソケット電源の確認
• エアコンプレッサー作動の確認

・エンジンスイッチを  にし、
エアコンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに差し込んで
行ないます。

タイヤの応急修理のしかた

タイヤ接地部に刺さった釘やネジなどに
よる軽度のパンクは、タイヤパンク応急
修理セットで応急修理できます。

■ 次のような場合はタイヤの応
急修理ができません

スズキ代理店やJAF などのロードサービ
ス事業者にご連絡ください。（別冊の
「スズキ 4 輪車サービスネットワーク」
参照）

• 応急修理剤の有効期限（1）が切れて
いる（有効期限はボトルのラベルに記
載）

82K112

• 上図のボトルは代表例です。お車のタ
イプにより異なります。

• タイヤの接地面に長さ 4 mm 以上の切
り傷や刺し傷（2）がある

71LN0707

タイヤに刺さった釘やネジなどは抜か
ないでください。タイヤの損傷が大き
くなったり、そこからの空気漏れで修
理時の空気充填ができなくなったりす
るおそれがあります。

ACC

(1)

(2)
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万一のとき/パンク

7-6

• タイヤの側面に傷（3）を受けている

71LN0708

• タイヤの空気がほとんど抜けた状態で
走行した

• タイヤがホイールリム（4）の外側へ
完全に外れている

71LN0709

• ホイールリム（4）が破損または変形
している

71LN0710

• タイヤが 2 本以上パンクしている（修
理剤はタイヤ1本分です）

■ タイヤ応急修理のしかた
（Aタイプ）

Bタイプの場合は、7-10ページ以降をお
読みください。

他車に注意をうながすため、非常点
滅表示灯を点滅させます。他車の通
行のじゃまにならず、安全に作業が
でき、地面が硬くて平らな場所に車
を移動します。

パーキングブレーキをしっかりとか
けます。

• はセレクトレ
バーを  に入れ、エンジンを止
めます。
• は エ ン ジ ン を 止
め、チェンジレバーをRまたは1速
に入れます。

必要に応じて、停止表示板（別売
り）を置きます。

同乗者がいるときや重い荷物を乗せ
ているときは、車から降ろします。
タイヤパンク応急修理セットを取り
出し、注入ホースをねじ込む前に、
修理剤ボトルをよく振ります。

50M0121

(3)

(4)

(4)

1

2

オートマチック車
P

マニュアル車

3
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万一のとき/パンク

7-7

注入ホース（1）を修理剤ボトルに
しっかりとねじ込みます。

•ボトルの栓が破れます。

72M00184

タイヤバルブからキャップ（2）を
反時計方向にまわして外します。コ
ア回し（3）の羽根状部分の先端な
どでバルブ内のバルブコア（4）を
押し、タイヤに残った空気を完全に
抜きます。

50M0165

コア回し（3）でバルブコア（4）
を反時計方向にまわして外します。

•バルブコアは再使用します。汚れ
ないようにきれいなところへ保管
します。

50M0123

注入ホースの先端をタイヤバルブに
差し込みます。修理剤ボトルを逆さ
まにして持ち、手で何回も圧迫し、
修理剤をすべてタイヤ内に注入しま
す。

•空になったボトルは、修理剤の抜
き取りに必要なため、タイヤ交換
または修理を依頼するときにスズ
キサービス工場にお渡しくださ
い。
•こぼれた修理剤は、ふき取るかそ
のまま乾燥させてからはがしま
す。

4

(1)

5

(2)

(4)

(3)

バルブコアを外すとき、タイヤに空気
が残っているとバルブコアが飛び出す
ことがあります。慎重に外してくださ
い。

6

(4)

(3)

7
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万一のとき/パンク

7-8

82K121

注入ホースをタイヤバルブから引き
抜き、コア回し（3）でバルブコア
（4）をタイヤバルブにしっかりと
ねじ込みます。

•外しておいたバルブコアが汚れて
いたり紛失したりした場合は、タ
イヤパンク応急修理セット内にあ
る予備のバルブコアをご使用くだ
さい。

50M0124

エアコンプレッサーの底面から、
ホースを取り出します。

エアコンプレッサーのホース（5）
先端の口金をタイヤバルブにねじ込
みます。

72M00187

エアコンプレッサーのスイッチが
OFF になっていることを確認しま
す。電 源 プ ラ グ（6）を ア ク セ サ
リーソケット（7）に差し込み、エ
ンジンスイッチを  にしま
す。

71L3705

8

(4)

(3)

9

10

(5)

11

ACC

(7)

(6)
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万一のとき/パンク

7-9

エアコンプレッサーのスイッチ
（8）を ON にし、空気を入れま
す。タイヤ空気圧が指定空気圧にな
るまで昇圧させます。

72M00188

•タイヤがホイールリムから外れて
いる場合は、空気が漏れないよう
にリムとタイヤのすきまをなくす
ようにしてから、コンプレッサー
を作動させます。（すきまがなく
なれば空気圧が上がります。）
•指定空気圧まで昇圧するには、約
10 分程度が必要です。10 分以内
に指定空気圧まで昇圧しないとき
は、タイヤがひどい損傷を受けて
いる可能性があります。この場合
は、本修理セットによる応急修理
ができません。スズキ代理店や
JAF などのロードサービス事業者
にご連絡ください。
•空気を入れすぎたときは、コンプ
レッサーのホース先端の口金をゆ
るめて、空気を抜きます。

指定空気圧まで昇圧できたら、修理
剤をタイヤ内にゆきわたらせるた
め、コンプレッサーを収納し、ただ
ちに走行します。スピードを控えめ
にして、急加速や急ハンドル、急ブ
レーキなどはせず、慎重に運転して
ください。

約10分間または5km程度走行した
ら、タイヤ空気圧をコンプレッサー
の空気圧計で確認します。空気圧が
130 kPa（1.3 kgf/cm2）以上あれ
ば、パンク応急修理の完了です。再
度、指定空気圧に調整してくださ
い。
•タイヤ空気圧を測定するときは、
コンプレッサーのホース先端の口
金をタイヤバルブにねじ込んだあ
とに電源をつなぎ、一度スイッチ
を ON にしたあと、すぐにスイッ
チをOFFにして空気圧を確認しま
す。

•コンプレッサーを作動させていると
きは、タイヤの近くに立たないでく
ださい。万一バーストなどした場合
に、けがのおそれがあります。
•タイヤがふくらむと、タイヤがリム
部にはまり込みます。指などをはさ
まないように注意してください。

12

(8)

•コンプレッサーの起動・停止は、コ
ンプレッサー本体のスイッチで行
なってください。
•コンプレッサーは10分以上連続して
作動させないでください。故障につ
ながるおそれがあります。

タイヤの指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある空気圧ラベルで
確認できます。

13

14
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万一のとき/パンク

7-10

•走行後、タイヤ空気圧が 130 kPa
未満に低下していた場合は、本修
理セットによる応急修理ができて
いないことを示しています。走行
を中止して、スズキ代理店や JAF
などのロードサービス事業者にご
連絡ください。

異常がなければ、付属の速度制限
シールを運転者のよく見えるところ
に貼ります。十分注意して 80 km/h
以下の速度で走行してください。

65J5050

■ タイヤ応急修理のしかた
（Bタイプ）

A タイプの場合は、7-6 ページ以降をお
読みください。

他車に注意をうながすため、非常点
滅表示灯を点滅させます。他車の通
行のじゃまにならず、安全に作業が
でき、地面が硬くて平らな場所に車
を移動します。

パーキングブレーキレバーをしっか
りとかけます。

•  はセレクトレ
バーを  に入れ、エンジンを止
めます。

•  はエンジンを止
め、チェンジレバーを R または 1
速に入れます。

必要に応じて、停止表示板（別売
り）を置きます。

同乗者がいるときや重い荷物を乗せ
ているときは、車から降ろします。
タイヤパンク応急修理セットを取り
出し、注入ホースをねじ込む前に、
修理剤ボトルをよく振ります。

82K301

走行後、必ず空気圧のチェックを行な
い、応急修理の完了を確認してくださ
い。

次のような場所には、速度制限シール
を貼らないでください。
•SRS エアバッグの収納部。万一のと
きに、エアバッグが正常にふくらま
なくなるおそれがあります。
•警告灯やスピードメーターが見えな
くなる位置

15

Mph

80

50
&

km/hMAX

F
I X & G

O

1

2

オートマチック車
P

マニュアル車

3
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万一のとき/パンク

7-11

修理剤ボトルのキャップ（1）を外
し、中 ぶ た（2）を 外 さ ず に 注 入
ホース（3）をねじ込みます。

82K302

タイヤバルブからキャップ（4）を
反時計方向にまわして外します。
コア回し（5）の後ろ（凸部）でバ
ルブ内のバルブコア（6）を押し、
タイヤに残った空気を完全に抜きま
す。

71LN0711

コア回し（5）でバルブコア（6）
を反時計方向にまわして外します。

• バルブコアは再使用します。汚れ
ないようにきれいなところへ保管
します。

71LN0712

注入ホースの栓（7）を外し、ホー
スの先端をタイヤバルブに差し込み
ます。

82K120

4

(1)

(2)

(3)

5

(4)

(5)

(6)

バルブコアを外すとき、タイヤに空気
が残っているとバルブコアが飛び出す
ことがあります。慎重に外してくださ
い。

6

(5)

(6)

7

(7)
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万一のとき/パンク

7-12

修理剤ボトルを逆さまにして持ち、
手で何回も圧迫し、修理剤をすべて
タイヤ内に注入します。

• 空になったボトルは、修理剤の抜
き取りに必要なため、タイヤ交換
または修理を依頼するときにスズ
キサービス工場にお渡しくださ
い。

• こぼれた修理剤は、ふき取るかそ
のまま乾燥させてからはがしま
す。

71LN0713

注入ホースをタイヤバルブから引き
抜き、コア回し（5）でバルブコア
（6）をタイヤバルブにしっかりと
ねじ込みます。

• 外しておいたバルブコアが汚れて
いたり紛失したりした場合は、タ
イヤパンク応急修理セット内にあ
る予備のバルブコアをご使用くだ
さい。

71LN0714

エアコンプレッサーの側面から、
ホースを取り出します。

エアコンプレッサーのホース（8）
先端の口金をタイヤバルブにねじ込
みます。

71LN0715

エアコンプレッサーのスイッチが
OFF になっていることを確認しま
す。電 源 プ ラ グ（9）を ア ク セ サ
リーソケット（10）に差し込み、
エンジンスイッチを  にしま
す。

71LN0716

8

9

(5)

(6)

10

11

(8)

12

ACC

(10)

(9)
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万一のとき/パンク

7-13

エアコンプレッサーのスイッチ
（11）を ON にし、空気を入れま
す。タイヤ空気圧が指定空気圧にな
るまで昇圧させます。

71LN0718

• タイヤがホイールリムから外れて
いる場合は、空気が漏れないよう
にリムとタイヤのすきまをなくす
ようにしてから、コンプレッサー
を作動させます。（すきまがなく
なれば空気圧が上がります。）

• 指定空気圧まで昇圧するには、約
10 分程度が必要です。10 分以内
に指定空気圧まで昇圧しないとき
は、タイヤがひどい損傷を受けて
いる可能性があります。この場合
は、本修理セットによる応急修理
ができません。スズキ代理店や
JAFなどのロードサービス事業者
にご連絡ください。

• 空気を入れすぎたときは、コンプ
レッサーのホース先端の口金をゆ
るめて、空気を抜きます。

指定空気圧まで昇圧できたら、修理
剤をタイヤ内にゆきわたらせるた
め、コンプレッサーを収納し、ただ
ちに走行します。スピードを控えめ
にして、急加速や急ハンドル、急ブ
レーキなどはせず、慎重に運転して
ください。

13

(11)

•コンプレッサーを作動させていると
きは、タイヤの近くに立たないでく
ださい。万一バーストなどした場合
に、けがのおそれがあります。

•タイヤがふくらむと、タイヤがリム
部にはまり込みます。指などをはさ
まないように注意してください。

•コンプレッサーの起動・停止は、コ
ンプレッサー本体のスイッチで行
なってください。

•コンプレッサーは10分以上連続して
作動させないでください。故障につ
ながるおそれがあります。

タイヤの指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある空気圧ラベルで
確認できます。

14
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万一のとき/パンク

7-14

約10分間または5 km程度走行した
ら、タイヤ空気圧をコンプレッサー
の空気圧計で確認します。空気圧が
130 kPa（1.3 kgf/cm2）以上あれ
ば、パンク応急修理の完了です。再
度、指定空気圧に調整してくださ
い。
• タイヤ空気圧を測定するときは、

コンプレッサーのホース先端の口
金をタイヤバルブにねじ込んだあ
とに電源をつなぎ、一度スイッチ
を ON にしたあと、すぐにスイッ
チをOFFにして空気圧を確認しま
す。

• 走行後、タイヤ空気圧が130 kPa
未満に低下していた場合は、本修
理セットによる応急修理ができて
いないことを示しています。走行
を中止して、スズキ代理店やJAF
などのロードサービス事業者にご
連絡ください。

異常がなければ、付属の速度制限
シールを運転者のよく見えるところ
に貼ります。十分注意して 80 km/
h以下の速度で走行してください。

82K359

タイヤを応急修理したあとは

応急修理剤を使用したタイヤは、一時的
に使用するものです。すみやかにスズキ
サービス工場で、タイヤ交換または修理
してください。

• タイヤ交換または修理を依頼するとき
は、修理剤を使用したことを知らせて
ください。また、修理剤の抜き取りに
必要なため、空になった修理剤ボトル
を渡してください。

• ホイールは、付着した修理剤をふき取
り、バルブコアを新しいものに交換す
れば再使用できます。

• タイヤを修理・再使用するときは、付
着した修理剤をふき取る必要がありま
す。ただし、タイヤの損傷の程度に
よっては、再使用できない場合があり
ます。

• 新しい修理剤はスズキ販売店またはス
ズキ代理店でご購入ください。

走行後、必ず空気圧のチェックを行な
い、応急修理の完了を確認してくださ
い。

15

16

次のような場所には、速度制限シール
を貼らないでください。
•SRS エアバッグの収納部。万一の
ときに、エアバッグが正常にふくら
まなくなるおそれがあります。
•警告灯やスピードメーターが見えな
くなる位置
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万一のとき/パンク

7-15

スペアタイヤ（市販品）が準備できない
場合は、タイヤパンク応急修理セットを
ご使用ください。
→　7-3ページ （タイヤパンク応急修理

セット）

他車に注意をうながすため、非常点
滅表示灯を点滅させます。他車の通
行のじゃまにならず、安全に作業が
でき、地面が硬くて平らな場所に車
を移動します。

パーキングブレーキレバーをしっか
りとかけます。

•  はセレクトレ
バーを  に入れ、エンジンを止
めます。

•  はエンジンを止
め、チェンジレバーを R または 1
速に入れます。

必要に応じて、停止表示板（別売
り）を置きます。

交換するタイヤ（2）と対角線の位
置にあるタイヤの前後に、輪止め

（1）（市販品）を置きます。

80J1245

工具、ジャッキ、スペアタイヤを取
り出します。同乗者がいるときや重
い荷物を乗せているときは、車から
降ろします。
• 万一ジャッキが外れたときに足な

どをはさまないために、取り出し
たスペアタイヤは、交換するタイ
ヤの近くの車体の下に置いてくだ
さい。

80J323

タイヤ交換の準備

1

2

オートマチック車
P

マニュアル車

スペアタイヤを地面に置くときは、ホ
イール表面を上にすると傷つきにくく
なります。

3

(1)
(2)

4
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万一のとき/パンク

7-16

フルホイールキャップ（タイプ別装
備）を外します。

• 傷つき防止のため、ジャッキバー
（3）の先端に布（4）をあてがっ
てホイールとキャップの間に差し
込み、こじって外します。

64L70260

ホイールナットレンチ（5）でホ
イールナット（標準車4 個、スポー
ツ車5個）を反時計方向にまわし、
手でナットが軽くまわるくらいまで
ゆるめます。

64L70270

ジャッキアップする前に、パーキングブ
レーキをしっかりとかけてください。

•  はセレクトレバー
を  に入れ、エンジンを止めてくだ
さい。

•  はエンジンを止め、チェ
ンジレバーをRまたは1速に入れてくだ
さい。

5

(3)

(4)

6

(5)

万一ジャッキが外れると、身体がはさ
まれ重大な傷害を受けたり、車が動き
出して思わぬ事故につながったりする
おそれがあります。ジャッキアップす
るときは次のことをお守りください。

•地面が硬くて平らな場所でジャッキ
アップしてください。
•ジャッキは、タイヤ交換またはタイ
ヤパンク修理だけに使用してくださ
い。
•ジャッキはこの車に付属のものを使用
し、ほかの車のものは使用しないでく
ださい。また、この車のジャッキをほ
かの車に使用しないでください。
•ジャッキは必ず指定された位置にか
けてください。指定以外の位置に
ジャッキをかけると、ジャッキが外
れたり、車を損傷したりするおそれ
があります。
•ジャッキで必要以上に車を持ち上げ
ないでください。
•ジャッキで車を持ち上げているとき
は、車の下にもぐったり、エンジン
をかけたり、車をゆすったりしない
でください。
•ジャッキアップするときに、ジャッ
キの上や下にものをはさまないでく
ださい。
•複数のジャッキを使用して、複数輪
を同時にジャッキアップしないでく
ださい。

ジャッキアップ

オートマチック車
P

マニュアル車
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ジャッキバー取り付け部を手でまわ
してジャッキを広げ、ジャッキ頭部
の凹み部を車載ジャッキ指定位置に
軽く接触させます。

ジ ャ ッ キ 頭 部 を 軽 く ゆ す っ て、
ジャッキ頭部の凹み部が指定位置に
はまっているか確認します。

71L70040

ジャッキに、ジャッキバーとホイー
ルナットレンチを取り付けます。
（次の図参照）

• ジャッキバーは次の図のように、
ホイールナットレンチの穴に差し
込みます。

ホイールナットレンチをまわして、
タイヤが地面から少し離れるまで、
車体を慎重に持ち上げます。

71L70050

(1) 車載ジャッキ指定位置

1

2

(1) (1)

3

(2) ジャッキバー
(3) ホイールナットレンチ

4

(3)

(2)



万一のとき/パンク

7-18

7

ガレージジャッキ（市販品）を使用するときは

ガレージジャッキおよびリジッドラック（市販品）の指定位置を下図に示します。詳細
については、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

71L3701

• 4WD車の場合、リヤデファレンシャルがジャッキアップ不可です。

•必ず図に示す指定位置を守ってください。
•ジャッキアップした車体を保持する際は、必ずリジッドラックに掛け替えてくださ
い。
•フロント側またはリヤ側のみをジャッキアップする際は、必ず接地側のタイヤの前
後に輪止め（市販品）を置いてください。
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ホイールナットを外して、タイヤを
取り外します。外したタイヤは、車
体の下に置きます。

次の場所の汚れや異物を取り除きま
す。

• 交換するホイールの取り付け面
（1）
• 車体側の取り付け面（ハブ面）（2）
• ボルトやホイールナットのネジ部
（3）
• ホイールナットのテーパー面（4）
• ホイール穴のテーパー面（5）

65J4033

• 上図は代表例です。お車のタイプ
により異なります。

• このとき、ボルトやナットのネジ
部、ホイールのボルト穴につぶれ
や亀裂などの異常がある場合は、
スズキサービス工場で点検を受け
てください。

ホイールナットのテーパー面（4）
が、ホイール穴のテーパー面（5）
に軽く接触するまで、手で時計方向
にまわして締めます。

71L70400

タイヤを地面に置くときは、ホイール
表面を上にすると傷つきにくくなりま
す。

タイヤの取り付け・取り出し

1

2

(2)

(4)

(1)

(3)

•前記の場所に汚れや異物、つぶれや
亀裂などの異常があると、走行中に
ホイールナットがゆるむことがあり
ます。
•ナットやボルトに、オイルやグリス
を付着させないでください。必要以
上にナットを締めすぎて、ボルトが
折れるおそれがあります。

3

スチールホイール装備車

(4)

(5)
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71L70410

車体の下に置いたタイヤを取り出
し、タイヤが地面に接触するまで
ジャッキを下げます。

ホイールナットレンチを使用して、
ホイールナットを次の図の順序で 2
～3回に分けて締め付けます。

締め付けトルク：85 N・m
（870 kgf・cm）

• ホイールナットレンチの柄の先端
にかかる力は330 N（34 kgf）を
目安にしてください。

• すべてのホイールナットが確実に
締まっていることを確認してくだ
さい。

82K132

71LN0704

アルミホイール装備車

(4)

(5)

4

5

標準車

•ホイールナットが確実に締まってい
ないと、ボルトやブレーキ部品を損
傷したり、ホイールが外れたりする
など、思わぬ事故につながるおそれ
が あり ます。ト ルク レン チ（市販
品）を使用せずにタイヤ交換した場
合は、できるだけ早くスズキサービ
ス工場で締め付けトルクの点検を受
けてください。
•ホイールナットレンチを足で踏んだ
り、パイプや棒などを追加して締め
付けたりすると、ナットを締めすぎ
てボルトが損傷し、事故につながる
おそれがあります。

既定の締め付けトルクで締める場合
は、トルクレンチ（市販品）のご使用
をおすすめします。

スポーツ車



7
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7-21

フルホイールキャップ（タイプ別装
備）を付けます。

• タイヤの空気注入口（6）とキャッ
プの切り欠き部分をあわせてか
ら、確実に押し込みます。

71L70420

• 工具とジャッキを所定の位置に収納し
てください。

• タイヤを交換してしばらく走行したあ
と、ホイールナットにゆるみがないか
確認してください。

• アルミホイール装備車は、タイヤを交
換してから 1,000 km 程度走行したあ
とに、ホイールナットにゆるみがない
か点検してください。

次のようなときは、鉛バッテリーがあ
がっています。

• エンジンをかけようとしてもスター
ターがまわらない。または、まわって
も回転が弱くてエンジンがかからな
い。

• ヘッドライトが極端に暗かったり、
ホーンの音が小さかったりする。

ブースターケーブルと、12 Vバッテリー
を使用しているほかのバッテリー正常車
があれば、エンジンの始動ができます。

1 本目のブースターケーブル（1）
を①→②の順序で接続します。

①バッテリーあがり車の 端子
②バッテリー正常車の 端子

71L3702

タイヤを交換したあと、車体の振動な
どの異常を感じたときは、ただちに安
全な場所に停車し、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

6

(6)

タイヤを交換したあとは

(1) ブースターケーブル
(2) 正常車の鉛バッテリー

バッテリーあがり

鉛バッテリーあがりとは

鉛バッテリーあがりのときは

1

12 V
(2)

(1)
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2 本目のブースターケーブルを③→
④の順序で接続します。

③バッテリー正常車の 端子
④エンジンマウントのボルト

71L3703

バッテリー正常車のエンジンを始動
し、エンジンの回転を少し高めに保
ちます。

バッテリーあがり車のエンジンを始
動します。

取り付けたときと逆の順序で、ブー
スターケーブルを外します。

(1) ブースターケーブル
(2) 正常車の鉛バッテリー
(3) エンジンマウント

2

12 V
(2)

(1)

(1)(3)

3

4

5

•鉛バッテリーからは水素ガスが発生し
ています。水素ガスは、火気や火花に
引火すると爆発のおそれがありますの
で、次のことをお守りください。
・バッテリーを充電するときやブー

スターケーブルをつなぐときは、必
ずバッテリー液面を確認してくだ
さい。バッテリー液面が下限（2）
以下のままで充電などすると、バッ
テリーが発熱し爆発のおそれがあ
ります。また、バッテリーの寿命を
縮めるおそれがあります。
バッテリー補充液を上限（1）まで
補充してから、充電などを行なって
ください。

80J1267

・充電は火気のない風通しの良いと
ころで、すべてのバッテリーキャッ
プを外して行なってください。

・④の接続のときに、バッテリーがあ
がった車の  端子につながないでく
ださい。発生した火花が水素ガスに
引火し、爆発のおそれがあります。
バッテリーから離れたエンジンマウ
ントのボルトに接続してください。

・乾いた布でバッテリーをふかない
でください。静電気が発生して引
火のおそれがあります。

•バッテリー液は希硫酸です。目や皮膚
につくと、失明などの重大な傷害を受
けるおそれがあります。万一、付着し
たときは、すぐに多量のきれいな水で
洗浄し、医師の診察を受けてくださ
い。

(1)
(2)
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• 1か月に一度は連続して30分以上走行
して充電する必要があります。

• エンジンを停止したままライトをつけ
たり、長時間ラジオ（タイプ別装備）
などを聞いたりしないようにしましょ
う。（アイドリングストップシステム
装備車によるエンジン自動停止中を除
く）

• 渋滞などで長時間アイドリングを続け
ている場合は、電装品の使用を極力避
けてください。
→　2-4ページ

（鉛バッテリーの液面を点検する）

電気装置が作動しないときや、電球が切
れていないのにランプが点灯しないとき
は、ヒューズ切れが考えられます。

• ヒューズは、エンジンルーム内と運転
席足元にあります。

• 装備仕様の違いにより、所定の位置に
ヒューズがない場合があります。ま
た、装備がなくてもヒューズだけがあ
る場合があります。

•ブースターケーブルは確実に接続し
てください。エンジン始動時の振動
などでブースターケーブルが外れる
と、ドライブベルトや冷却ファンに
巻き込まれるおそれがあります。
•ショート防止のため、ブースターケー
ブルの 端子は、バッテリーの 端
子以外の部分（ 端子、ボデー、ブ
ラケットなど）と接触させないでく
ださい。

• は押しがけがで
きません。  も安全の
ため、押しがけをしないでください。

オートマチック車
マニュアル車

バッテリーあがりを
防ぐためには

ヒューズ切れ

ヒューズが切れたときは
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エンジンルーム内のヒューズ

71L70080

■ リレーボックス内のヒューズ
ヒューズの表は、ボックスのふたの裏側
にあります。

71L70090

• 次の表は、各ヒューズが受け持つ主な
装備を表しています。

(1) メインヒューズボックス
(2) リレーボックス

(2)

(1)

位置 表示 容量 接続先名称

1 IGN2 50A 始動装置2

2 ST3 20A スターター

3 AT/CVT 15A CVT

4
DC DC2/
SUB BAT

30A
サブバッテ

リー

5 CPRSR 10A
コンプレッ

サー

6 FI 15A 燃料噴射装置

7 ー ー ー

8 P/S 60A
パワー

ステアリング

9 RDTR 30A ラジエーター

10 ー ー ー

1 11

13
2

14 22
6

7
8
9

10 21

5
4
3

19
20

18
17

25
26

24
23

16
15

12
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運転席足元のヒューズ

71L70101

ヒューズの表は、ヒューズカバーの表側
にあります。

71L31701

• 次の表は、各ヒューズが受け持つ主な
装備を表しています。

11 BLW 30A
ブロワー
ファン

12 ST 30A スターター

13 ABS1 40A
ABS/ESP®

コントローラ

14 B/U 30A バックアップ

15 ー ー ー

16 H/L 25A ヘッドライト

17 ABS2 25A
ABS/ESP®

コントローラ

18 ー ー ー

19 FR FOG 20A
フロント

フォグランプ

20 H/L2 7.5A ヘッドライト

21 IGN 40A
イグニッション

スイッチ

22 ST SIG2 7.5A スターター

23 H/L L 15A
ヘッドライト

（左）

24 H/L R 15A
ヘッドライト

（右）

25 H/L HI L 15A
ヘッドライト
上向き（左）

26 H/L HI R 15A
ヘッドライト
上向き（右）

位置 表示 容量 接続先名称

(1) 運転席足元のヒューズ

位置 表示 容量 接続先名称

1 BELT 30A ー

2 注）P/W T 20A
パワーウインドー

タイマー機能

3 STL 20A
電動ハンドル

ロック

4 RR DEF 20A
リヤ

デフォッガー

5
CVT

PUMP
15A

電動
オイルポンプ

(1)

2 4

32 33 34 35 36 37
25 26 27 28 29 30

38

39
40
41
42
43
44

31
24

11

1

18

12

5

19 20 21 22 23
13 14 15 16 17
6 7 8 9 10

3
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6 S/R 20A ー

7 DEICER 15A デアイサー

8 MRR HTR 10A
ドアミラー
ヒーター

9 ST SIG 7.5A スターター

10 ACC 2 15A
アクセサリー

ソケット2

11 P/W 30A
パワー

ウインドー

12 CVT 15A CVT

13 HAZ 10A
非常点滅
表示灯

14 BCM 7.5A BCM

15 IG COIL 15A
イグニッション

コイル

16 ABS 10A ABS

17 ACC 15A
アクセサリー

ソケット

18 A-STOP 10A
アイドリングストップ

コントローラー

19 HORN 15A ホーン

20 STOP 10A 制動灯

21 A/B 10A エアバッグ

22 BACK 10A 後退灯

23 WIP 15A ワイパー

24 FR WIP 25A
ワイパー
モーター

位置 表示 容量 接続先名称

25 DOME 7.5A 室内灯

26 ー ー ー

27 RR FOG 7.5A ー

28 ー ー ー

29 IG1 SIG 7.5A
エンジン
スイッチ

30 RADIO 2 15A ー

31 ACC 3 10A ー

32 RADIO 15A ラジオ

33 TAIL 10A 尾灯

34 D/L 20A ドアロック

35 CRUISE 7.5A
クルーズ

コントロール

36 MTR 10A メーター

37 IG2 SIG 7.5A
エンジン
スイッチ

38 S/H 20A
シート

ヒーター

39 MTR2 10A メーター2

40 IG COIL2 15A
イグニッション

コイル2

41
CVT 

PUMP2
15A

電動オイル
ポンプ2

42 CVT2 15A CVT2

43 FI2 15A 燃料噴射装置2

位置 表示 容量 接続先名称
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注）P/W Tのヒューズを外したり交換し
たりしたときは、はさみ込み防止機
構の初期設定を行なってください。 
→　3-21ページ（はさみ込み防止機

構の初期設定のしかた）

点検・交換のしかた

エンジンスイッチを  （OFF）
にします。

エンジンルーム内のリレーボックス
カバー（1）を外し、カバー裏側に
あるヒューズ抜き（2）を取り出し
ます。

71L70120

故障の状況から点検すべきヒューズ
を ヒ ュ ー ズ の 表 で 確 認 し ま す。
ヒューズ抜き（2）をヒューズに差
し込んで引き抜き、ヒューズが切れ
ていないか点検します。

71L70130

切 れ て い る と き は、同 じ 容 量 の
ヒューズと交換します。

• 交換したヒューズがすぐに切れる
ときは、電気系統の故障が考えら
れます。スズキサービス工場で点
検を受けてください。

71L70140

• ヒューズを点検または交換したあと
は、ヒューズ抜きを所定の位置に格納
し、しっかりカバーをしてください。

44 ー ー ー

位置 表示 容量 接続先名称

ヒューズの点検と交換

1 LOCK

2

(2)

(1)

(3) 正常なヒューズの例
(4) 切れたヒューズの例

3

(2)

4

(3) (4)
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■ 予備ヒューズ
エンジンルーム内のリレーボックスカ
バーの裏側にあります。

• 予備ヒューズにないサイズや容量の
ヒューズを交換するときは、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。

71L70150

ライトやランプ、方向指示器／非常点滅
表示灯などを点灯または点滅させて、電
球切れがないか点検してください。

ヘッドライトなどのレンズ内
面のくもり

レンズ内面に大粒の水滴がついていると
きやランプ内に水がたまっているとき
は、スズキサービス工場で点検を受けて
ください。

位置 容量 頭部の着色 個数

① 20A 黄色透明 1

② 25A 白色透明 1

③ 30A 緑色透明 1

④ 7.5A 茶色透明 1

⑤ 10A 赤色透明 1

⑥ 15A 青色透明 1

ヒューズは、同じサイズで同じ容量の
ものと交換してください。サイズの違
うヒューズ、容量の大きいヒューズ、
針金、銀紙などを使用すると、配線が
焼損したり火災が発生したりする原因
となります。

•制動灯はほかの人に見てもらうか、
壁などを利用して点検してくださ
い。
•メーター内の方向指示器表示灯の点
滅が異常に速くなったときは、方向
指示器／非常点滅表示灯の電球切れ
が考えられます。

ヘッドライトやリヤコンビネーション
ランプなどは、ランプ内外の温度差に
より一時的にレンズ内面がくもること
がありますが、機能上の問題はありま
せん。（窓ガラスがくもるのと同じ現
象です）

電球切れ

電球の点検
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電球が切れているときは、ワット数およ
び型式が同一の電球と交換してください。
電球のワット数および型式は、サービス
データ（8-5ページ）をご覧ください。

•電球を交換しても点灯しない、または
すぐ切れるときは電気系統の故障が考
えられます。スズキサービス工場で点
検を受けてください。

ディスチャージヘッドライトの電球交
換は、絶対に行なわないでください。
高電圧を使用しているため、感電のお
それがあります。交換の際は、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

電球を交換するときは

電球を交換するときは、次のことをお
守りください。

•安全で平らな場所に駐車し、パーキ
ングブレーキをしっかりとかけてく
ださい。
•エンジンを止め、各ランプを消灯さ
せ、エンジンや排気管、電球などが
十分に冷えてから行なってくださ
い。やけどのおそれがあります。
•ハロゲン電球は高圧ガスを封入して
いるため、とくに慎重に扱ってくだ
さい。割れるとガラスが飛散して、
けがのおそれがあります。
•車両の部品などで手や腕などをけが
しないよう、長袖の上着と手袋を着
用してください。

51K0180

ハロゲン電球を扱うときは、油脂類が
付着していない、きれいな手袋をはめ
てください。使用時電球が高温になる
ため、素手で扱ってガラス部分に油な
どが付着すると、発熱による早期電球
切れのおそれがあります。
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万一のとき/電球切れ

7-30

ハロゲンヘッドライト

ボンネットを開けます。
→　5-44ページ（ボンネット）

カプラー（1）は、カプラー本体を
しっかり持って車両後方へまっすぐ
引いて外します。
ゴムカバー（2）は、ツマミ（3）を
引いて外します。

71L70160

止め金（4）を図の矢印のように、
押しながら上方にずらして固定フッ
ク（5）から外します。

71L70170

71L70180

電球を外します。交換後は、外した
ときの逆の手順でもとにもどしま
す。

タイプ別装備

1

2

(1)

(3)(2)

3

(4)

(5)

止め金の固定状態は、電球近くの穴
（6）を通して車両前方からも確認で
きます。

(6)

4



7

万一のとき/電球切れ

7-31

フォグランプ

フェンダー内のカバーを一部外しま
す。

• バンパー底部のクリップ2個（1）
は、マイナスドライバー（市販品）
でこじって外します。

71LN0721

フェンダー内のカバーをめくって、
内側から交換します。

71L70430

• カプラー（4）は、ツメを押しな
がら外します。

• 電球（ソケット一体式）（5）は、
反時計方向にまわして外します。

71L70211

交換後は、外したときと逆の手順で
もとにもどします。

• フェンダー内のカバーは、バン
パーの内側に入れます。

非分解式ランプ

次のランプは非分解式のため、電球のみ
の交換はできません。ランプ本体の交換
となります。点検・交換の際は、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。

• 方向指示器／非常点滅表示灯（フェン
ダーまたはドアミラー）

• ハイマウントストップランプ
• LEDイルミネーション（タイプ別装備）

そのほかの一般的な電球

電球ソケットおよび電球の取り外し／取
り付けは、次の方法で行ないます。(2) フェンダー内のカバー

(3) バンパー

タイプ別装備

1

(1)

2

(2)

(3)

(5)

(4)

3
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万一のとき/電球切れ

7-32

■ 電球ソケットの取り外し／取り
付け

• ソケットをランプ本体から取り外すと
き（1）は、ソケットを反時計方向に
まわして引き抜きます。

• 取り付けるとき（2）は、ソケットを
ランプ本体の切り欠きに合わせて差し
込み、時計方向にまわします。

65J283

■ 電球の取り外し／取り付け
2つのタイプがあります。

• A のタイプは、図のように抜き差しす
るだけです。

• Bのタイプは、次のようになります。
・取り外すときは、電球を押しながら

反時計方向にまわします。
・取り付けるときは、電球を押しなが

ら時計方向にまわします。

82K210

■ 車幅灯、方向指示器／非常点滅
表示灯（前面）

ボンネットを開け、エンジンルーム内か
ら交換します。

71L70220

71L70231

（1）取り外し
（2）取り付け

(1)

(2)

A

B

(1)

(2)

（1）車幅灯（Aタイプ）
（2）方向指示器／非常点滅表示灯

（前面、Bタイプ）

（3）車幅灯（Aタイプ）
（4）方向指示器／非常点滅表示灯

（前面、Aタイプ）

ハロゲンヘッドライト車

(2)

(1)

ディスチャージヘッドライト車

(3)
(4)
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万一のとき/電球切れ

7-33

■ リヤコンビネーションランプ
バックドアを開け、ランプ全体を外して
から交換します。

• ボルト 2 個は、プラスドライバー（市
販品）などで外します。

• ランプ本体は、車両の外側へスライド
させて外します。

71LN0720

71LN0719

■ 番号灯（Aタイプ）

バックドアを開け、バックドアのト
リム（1）を外します。

• 固定しているクリップ6個（2）は、
マイナスドライバー（市販品）で
こじって外します。

71LN0722

電球を外します。交換後は、外した
ときと逆の手順でもとにもどしま
す。

71L70260

（1）制動灯／尾灯（Bタイプ）
（2）方向指示器／非常点滅表示灯

（後面、Bタイプ）
（3）後退灯（Bタイプ）

（1）制動灯／尾灯（Bタイプ）
（2）方向指示器／非常点滅表示灯

（後面、Bタイプ）
（3）後退灯（Aタイプ）

標準車（除くRS）

(2)

(3)

(1)

スポーツ車、RS

(2)

(3)

(1)

1

(2)

(1)

2
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万一のとき/オーバーヒート

7-34

次のようなときは、オーバーヒートです。

• 水温計の表示がオーバーヒート範囲
（赤色表示範囲）に入っている

• エンジンルームから蒸気が立ちのぼっ
ている

71L3704

車を安全な場所に止めます。

エンジンをかけたままでボンネット
を開けて、エンジンルーム内の風通
しをよくします。

• エンジンルームから蒸気が立ちの
ぼっているときは、ボンネットを
開けずに次の手順を行なってくだ
さい。
→　5-44ページ（ボンネット）

冷却ファンの作動を確認し、水温計
の指針が下がるのを待ってエンジン
を止めます。

• 冷却ファンが作動していないとき
や、水温計の指針が下がらないと
きは、ただちにエンジンを止め、
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご連絡ください。

エンジンが十分に冷えてから、冷却
水の量やホースなどからの水漏れを
点検します。

80J066

冷却水の量が不足しているときは補
充します。

• 水漏れなどの異常があるときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご連絡ください。

• 冷却水がなく、やむをえず水だけ
を補充したときは、できるだけ早
くスズキサービス工場で冷却水の
点検または交換をしてください。

エンジンルームから蒸気が立ちのぼっ
ているときは、ボンネットを開けない
でください。蒸気や熱湯が吹き出し
て、やけどのおそれがあります。

オーバーヒート

オーバーヒートとは

オーバーヒートしたときは

1

2

ラジエーターキャップは、エンジンが
十分に冷えてから外してください。エ
ンジンが熱いときは冷却水に圧力がか
かっているため、蒸気や熱湯が吹き出
してやけどのおそれがあります。

3

4

5
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万一のとき/その他

7-35

• 発炎筒は、助手席足元の左側面のホル
ダーに取り付けています。

• 点火すると約 5 分間発炎します。踏切
や高速道路などの危険な場所で故障し
たときに、非常用信号として使用しま
す。

• 使用方法は発炎筒に記載されていま
す。あらかじめよく読んでおいてくだ
さい。

• 発炎筒に表示されている有効期限が切
れる前に、新品と交換してください。
発炎筒はスズキ販売店またはスズキ代
理店でご購入ください。

71L70290

故障したときの連絡先は

お買い求めのスズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。スズキ代理店
および JAF の連絡先は、別冊の「スズキ
4 輪車サービスネットワーク」をご覧く
ださい。

停止表示板を常備する

万一のために、停止表示板（別売り）を
車に備えてください。高速道路や自動車
専用道路では、車の後方に停止表示板を
置くことが法令で義務づけられていま
す。

路上で故障したときは

車を路肩などに止め、非常点滅表示灯を
点滅させます。必要に応じて停止表示板
（別売り）や発炎筒で他車に注意をうな
がします。

63J70501

全員車から降り、ガードレールの外など
安全な場所に、すみやかに避難してくだ
さい。

(1) ホルダー (2) 発炎筒

•お子さまにはさわらせないでくださ
い。やけどや火災などの思いがけな
い事故を起こすおそれがあります。
•必ずホルダーに保管してください。
•点火するときは、筒先を顔や身体に
向けないでください。やけどのおそ
れがあります。
•ガソリンなどの可燃物の近くでは使
用しないでください。火災の原因と
なります。
•トンネル内など、換気が悪い場所で
発炎筒を使用すると、煙で視界が悪
くなります。トンネル内での合図は
非常点滅表示灯をご使用ください。

その他

発炎筒

(2)

(1)

故障したときは
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万一のとき/その他

7-36

踏切内で動けなくなったときは

脱輪など、踏切内で動けなくなったとき
は、ただちに踏切の非常ボタンを押して
ください。

64L70190

踏切の非常ボタンがわからないときは、
発炎筒で列車に合図してください。

64L70200

エンストした車を少し移動さ
せるときは

踏切や交差点などでエンストして動けな
くなったときは、付近の人に押しても
らって、車を安全な場所まで移動させて
ください。
このとき、  はセレクト
レバーを  に入れます。
はチェンジレバーをN（ニュートラル）に
入れます。

64L70210

けん引してもらうときは

• レッカー車でけん引するとき、4WD
車は必ず 4 輪を持ち上げてください。
2WD車は4輪または駆動輪である前輪
を持ち上げてください。

• 故障車を移動するには、車両運搬車を
利用する方法もあります。

• エンジンがかかっていても車が動かな
かったり、いつもと違う音がしたりす
るときは、駆動装置の故障が考えられ
ます。けん引する前に、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご連絡くださ
い。

オートマチック車
N マニュアル車

 、  と
もエンジンスイッチを  の位
置で保持して緊急避難的に車を動かす
ことはできません。

4WD 車は、前輪だけまたは後輪だけ
を台車に載せた（車輪が回転できな
い）状態で絶対にけん引しないでくだ
さい。車が台車から飛び出すなどの思
いがけない事故につながるおそれがあ
ります。また、駆動装置が破損する原
因となります。

マニュアル車 オートマチック車
START
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万一のとき/その他

7-37

80J1265

ロープをかける位置は

ロープは、けん引フックにかけます。

■ フロント側

工具（ジャッキバー、ホイールナッ
トレンチ、けん引フック）を取り出
します。
→　7-2 ページ（工具、ジャッキ、

タイヤパンク応急修理セットの
収納場所）

けん引フックカバー（3）の切り欠
き部に、先端に布（2）をかぶせた
ジャッキバー（1）を差し込み、カ
バーをこじって外します。

71L70300

• 上図の車両は代表例です。お車のタイ
プにより異なります。

けん引フック差し込み口（4）にけん
引フック（5）を差し込み、手でまわ
せなくなる程度まで締め付けます。

71L70310

ホイールナットレンチ（6）でけん
引フックをしっかり締め付けます。

71L70320

ロープけん引

1

2

(2)

(1)

(3)

3

(5)

(4)

4

(6)
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万一のとき/その他

7-38

■ リヤ側
この車を一時的に後ろに移動させるとき
や他車をけん引するときは、けん引フッ
ク（船積み用フック兼用）（7）にロー
プをかけます。

71L70330

• 上図の車両は代表例です。お車のタイ
プにより異なります。

■ 積載車用のフックおよび
取り付け穴

積載車などに載せて搬送する場合は、前
輪後部の積載車用フック（8）および後
輪前側の積載車用フックの取り付け穴

（長穴）（9）にロープをかけて固定します。

71L70340

71L70350

フロント側に装備されている※印の
フックは、船積み専用フックです。け
ん引や積載車などで搬送するときには
使用しないでください。フックや車体
が破損するおそれがあります。

71L70390

(7)

自車よりも重い車をけん引しないでく
ださい。また、急発進などけん引フッ
クやロープに大きな衝撃が加わる運転
をしないでください。けん引フックや
車体、駆動装置が損傷するおそれがあ
ります。

フロント側

(8)

リヤ側

(9)
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万一のとき/その他

7-39

ロープでけん引してもらうと
きは

けん引フックにロープをかけます。

• ロープをかけるときは、できるだ
け同じ側で水平にかけてくださ
い。

ロープの中間に白い布（30 cm平方
以上）をつけます。

80J1266

エンジンはかけたままにします。

• エンジンがかからないときは、エ
ンジンスイッチを （OFF）
以外の位置にします。

• ハンドルを左右にまわして、ハン
ドルロックが解除されているか確
認します。

 は セ レ ク ト レ
バーを  に入れます。

 はチェンジレバーを
N（ニュートラル）に入れます。

けん引中はロープをたるませないよ
うにします。追突防止のため、前の
車の制動灯をよく見て運転してくだ
さい。

• 後続車に注意をうながすため、け
ん引される車は非常点滅表示灯を
点滅させてください。

•エンジンスイッチを （OFF）
の位置にしないでください。ハンドル
がロックされてまわせなくなります。
•ブレーキ倍力装置が働かないため、
いつもより強めにブレーキペダルを
踏んでください。
•パワーステアリング装置が働かない
ため、通常より大きな力をかけて操
作してください。

1

2

3

LOCK

エンジンがかからない車の運転は

LOCK

故障や鉛バッテリーあがりなどでハン
ドルロックが解除できないときは、
ロープでけん引しないでください。

 の 場 合、故 障 や
鉛バッテリーあがりなどで、エンジン
スイッチを  にしてブレーキペダ
ルを踏んだ状態でもセレクトレバーを

 からほかの位置へ動かせないとき
は、4-17 ページの手順でシフトロッ
クを解除してください。

長い下り坂や急な下り坂があるとき
は、ロープけん引をせず、レッカー車
を依頼してください。エンジンブレー
キがまったく効かないため、下り坂で
ブレーキペダルを踏み続けるとブレー
キ装置が過熱して、ブレーキが効かな
くなるおそれがあります。

4 オートマチック車
N

マニュアル車

オートマチック車

ON

P

5
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万一のとき/その他

7-40

処置のしかた

事故の続発を防ぐため、ほかの交通
のさまたげにならない安全な場所に
車を移動し、エンジンを止めます。

負傷者がいるときは、医師、救急車
などが到着するまでの間、安全な場
所で応急手当を行ないます。ただ
し、頭部に傷があるときは、そのま
まの姿勢で動かさないようにしてく
ださい。その場合でも、後続事故の
心配があるときは、安全な場所に移
動します。

事故が発生した場所、状況、負傷者
や負傷の程度などを警察官に報告
し、指示を受けます。

相手方、事故の状況をメモします。

ご購入された販売店や保険会社へ連
絡します。

外傷がなくても医師の診断を
受けましょう

後遺症が出るおそれがあります。

•けん引する車は、急発進などけん引
フックやロープに大きな衝撃が加わ
る運転をしないでください。けん引
フックや車体が破損するおそれがあ
ります。
• をやむをえずロー
プでけん引してもらうときは、トラ
ンスミッション保護のため、速度30
km/h以下、走行距離30 km以内に
してください。

オートマチック車

万一、事故が起きたときは

1

2

3

4

5
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サービスデータ

8-1

※適切なオイルのご使用方法については、2-33 ページの「エンジンオイルの規格 / 粘
度」をお読みください。

• 油脂類などの交換時期は、「メンテナンスノート」をご覧ください。
• 指定外のCVTフルードは絶対に入れないでください。

項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

燃料

使用燃料
標準車 無鉛レギュラーガソリン

スポーツ車 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

タンク容量
2WD車 42 L

4WD車 40 L

エンジンオイル
（※）

グレード スズキエクスターF SM／GF-4 0W-20

規定量

オイル交換時
1.2 L車 2.9 L

1.6 L車 3.7 L

オイル、オイルフィル
ター同時交換時

1.2 L車 3.1 L

1.6 L車 3.9 L

トランス
ミッション

オイル
（MT車）

グレード
スズキ4輪ギヤオイル 75W-80
(SAE 75W-80、API GL-4相当)

規定量
1.2 L車 2.2 L

1.6 L車 1.8 L

トランス
ミッション
フルード

（CVT車）

グレード スズキCVTFグリーン2

規定量
1.2 L車

2WD車 5.7 L

4WD車 6.7 L

1.6 L車 6.8 L

トランスファー
オイル（4WD車）

グレード
スズキ4輪スーパーギヤオイル 75W-85 

(SAE 75W-85、API GL-5相当)

規定量 0.65 L

リヤデファレン
シャルオイル
（4WD車）

グレード
スズキ4輪スーパーギヤオイル 75W-85 

(SAE 75W-85、API GL-5相当)

規定量 0.8 L

サービスデータ サービスデータ
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サービスデータ

8-2

• 油脂類などの交換時期、規定の冷却水濃度は、「メンテナンスノート」をご覧くださ
い。

• 指定外のブレーキ液、クラッチ液は絶対に入れないでください。

項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

冷却水

グレード スズキ純正スーパーロングライフクーラント（青色）

規定量

MT車
1.2 L車

4.2 L または 
4.5 L

1.6 L車 6.4 L

CVT車

1.2 Lエンジン車
4.3 L または

4.6 L

1.2 L 
デュアルジェット

エンジン車

4.5 L または 
4.8 L

1.6 L車 6.4 L

ウォッシャー液
グレード スズキ純正ウインドーウォッシャー液

タンク容量 2.5 L

ブレーキ液、
クラッチ液

グレード スズキ純正ブレーキフルード(DOT-3)

スパーク
プラグ

タイプ

アイドリング
ストップシステム
非装備車

2WD車
DENSO：

ZXU20PR11
（イリジウム）

4WD車 DENSO：
ZXU20HPR11
（イリジウム）

アイドリングストップシステム
装備車

スポーツ車
NGK：

SILFR6A11
（イリジウム）

電極のすきま 1.0～1.1 mm



8

サービスデータ

8-3

※1 リチウムイオンバッテリーの交換または廃棄については、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

※2 点検して限度値に達していたら、ディスクやドラムを新品に交換してください。な
お、点検するには、ブレーキ装置の分解とマイクロメーターやキャリパーゲージに
よる測定が必要です。スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

バッテリー タイプ

アイドリングストップシステム
非装備車

46B24L

アイドリング
ストップシステム
装備車

鉛バッテリー N-55

リチウムイオン
バッテリー

点検不要
（※1）

フロント
ブレーキ

ディスク
厚さ（※2）

リヤドラム
仕様車

基準値（新品時） 20.0 mm

限度値 18.0 mm

リヤディスク
仕様車

基準値（新品時） 22.0 mm

限度値 20.0 mm

リヤブレーキ

ドラム
内径（※2）

リヤドラム
仕様車

基準値（新品時） 200 mm

限度値 202 mm

ディスク
厚さ（※2）

リヤディスク
仕様車

基準値（新品時） 9.0 mm

限度値 8.0 mm

ブレーキ
ペダル

遊び 1～8 mm

床板との
すきま

68 mm以上〔踏み込み力 300 N（31 kgf）〕

パーキング
ブレーキ
レバー

引きしろ 4～9 ノッチ〔操作力 200 N （20 kgf）〕

クラッチ
ペダル

遊び 5～10 mm

床板との
すきま

25～55 mm（クラッチが切れたとき）

68H80040
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項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

ドライブ
ベルト

たわみ量
〔100 N

（10 kgf）で
押したとき〕

エアコン
コンプ

レッサー側
1.6 L車

新品時 6.5～7.5 mm

再張時 8～9 mm

発電機側

1.2 L
アイドリング

ストップ
システム
非装備車

新品時 3～3.5 mm

再張時 4～4.5 mm

1.2 L
アイドリング

ストップ
システム
装備車

新品時 3～3.6 mm

再張時 4.5～5.1 mm

1.6 L車
新品時 4～4.5 mm

再張時 4.5～5.5 mm

71L31801

ハンドル 遊び 0～30 mm（ホイール外周）

タイヤ ローテーション時期 5,000 km走行ごと

1.2 L車

1.6 L車

アイドリングストップ
システム非装備車

アイドリングストップ
システム装備車

発電機側

発電機側 発電機側

エアコン
コンプレッサー側
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■ 電球の容量

※側面の方向指示器／非常点滅表示灯、ハイマウントストップランプ、LEDイルミネー
ションは、ランプ本体の交換となります。

名　　　称 ワット数（型式）

ヘッドライト
ハロゲン車 60/55 W(H4)

ディスチャージ車 35 W（D2S）

車幅灯 5 W(W5W)

方向指示器／
非常点滅表示灯

前面
ハロゲン車 21 W（PY21W）

ディスチャージ車 21 W（WY21W）

側面（※）
フェンダー 5 W

ドアミラー LED

後面 21 W（PY21W）

制動灯／尾灯 21/5 W（P21/5W）

後退灯
標準車（除くRS） 21 W（P21W）

スポーツ車、RS 16 W（W16W）

番号灯 5 W×2(W5W)

フロントマップランプ 5 W×2

室内灯 10 W

ラゲッジルームランプ 5 W

ハイマウントストップランプ（※） LED

フォグランプ 55 W（H11）

LEDイルミネーション（※） LED
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■ タイヤ／ホイール

指定タイヤのサイズと空気圧は、お車のタイプにより異なります。運転席ドアの開口部
に貼付してある「空気圧ラベル」で確認してください。

タイヤの空気圧

※2WDアイドリングストップシステム装備車

ホイールのサイズ

タイヤチェーン
この車に適合したスズキ純正品を装着してください。適合するタイヤチェーンについて
は、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

タイヤの種類 機種 タイヤサイズ 空気圧

標準タイヤ
標準車

175/65R15 84H 
(※)

前輪 280 kPa（2.8 kgf/cm2）

後輪 250 kPa（2.5 kgf/cm2）

175/65R15 84H
185/55R16 83V

前輪 250 kPa（2.5 kgf/cm2）

後輪 220 kPa（2.2 kgf/cm2）スポーツ車 195/45R17 81W

タイヤ

適合ホイール

リムサイズ インセット
取り付けピッチ
円直径（PCD）

175/65R15 84H 15×5J 40 mm 100 mm

185/55R16 83V 16×6J 45 mm 100 mm

195/45R17 81W 17×6 1/2J 50 mm 114.3 mm
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エンジンルームをのぞいて

イラストは代表例です。お車のタイプにより、このイラストと異なることがあります。

71LN0801

太字は日常点検が必要な部品の一部です。詳しくはメンテナンスノートをご覧ください。

※MT車の場合、クラッチオイルリザーバータンクは、ブレーキフルードリザーバータ
ンクと共用になっています。

(1) ドライブベルト (7) リレーボックス
(2) ブレーキフルードリザーバータンク（※）(8) ウォッシャータンク
(3) エンジンオイルレベルゲージ (9) エンジンオイルフィラーキャップ
(4) エアクリーナー (10)CVTフルードレベルゲージ
(5) メインヒューズボックス (11)ラジエーターキャップ
(6) 鉛バッテリー (12)冷却水リザーバータンク

(2) (3) (4) (6) (7)(1)

(12)(11)(8) (9) (10)

(5)

(2) (3) (4) (6) (7)(1)

(12)(11)(8) (9) (10)

(5)

1.2 L車

1.6 L車
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次の機能は、必ず初期設定してください

こんな機能が設定切替え（カスタマイズ）できます

次の機能以外の設定切替えについては、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。
• セキュリティアラーム
• リモート格納ミラー（タイプ別装備）

項目 機能 初期設定が必要なとき

パワーウインドー
→　3-18ページ

はさみ込み防止機能
→　3-21ページ

鉛バッテリー端子やヒューズ（7-27 ペー
ジ参照）を外すなどしたとき

項目 機能
初期設定

（工場出荷時）
設定切替え時

キーレスプッシュ
スタートシステム

キーレスプッシュスタートシステ
ムの各発信機の機能
→　2-30ページ

あり なし

携帯リモコン電池消耗警告灯の点
灯（約15秒間）
→　3-12ページ

あり なし

携帯リモコン検出範囲外警告ブ
ザーの吹鳴（1回）
→　4-6ページ、4-10ページ

なし あり

アンサーバック機能
→　3-9ページ

非常点滅表示灯／室内灯による合
図

非常点滅
表示灯/
室内灯

室内灯のみ

車外ブザーによる合図 あり なし

セキュリティ
アラーム
→　3-15ページ

セキュリティアラームモード 警報モード 警報なし
モード

リモート格納ミラー
（タイプ別装備）
→　3-24ページ

ドアの施錠やエンジンスイッチ操
作による連動動作

あり なし



8

サービスデータ

8-9

エコドライブ
インジケーター
（タイプ別装備）
→　3-73ページ

エコドライブインジケーターの点
灯

あり なし

方向指示器スイッチ レーンチェンジ機能の設定切替え
→　3-94ページ

3回点滅 1～4回点滅

初期点灯
（タイプ別装備）
→　3-64ページ

タコメーター、燃料計、水温計の
初期点灯の表示

あり なし

ステータス
インフォメーション
ランプ
（タイプ別装備）
→　3-64ページ

メーターの照明色が青から緑、白
に変化

あり なし

エネルギーフロー
インジケーター
（タイプ別装備）
→　4-45ページ

エネチャージの表示 あり なし

エコスコア表示
（タイプ別装備）
→　4-46ページ

運転中にリアルタイムで表示され
るエコスコアの表示

あり なし

項目 機能
初期設定

（工場出荷時）
設定切替え時
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9-1

4WD車の運転 ･･････････････････ 2-28

ABS（アンチロックブレーキシステム）
警告灯･･････････････････ 3-68、4-32
装置･････････････････････････ 4-30

ACC表示灯 ････････････････ 3-72、4-4

CDプレーヤー･･････････････････ 5-12
CRUISE表示灯 ･････････････････ 3-73
CVT（運転）･････････････････････ 4-21
CVT（セレクトレバー）･･････････ 4-15

EDR（イベントデータレコーダー)
･････････････････････････････ 3-61

ESP®･･････････････････････････ 4-32
ESP® OFFスイッチ ･････････････ 4-34
ESP® OFF表示灯 ･･････････ 3-73、4-35
ESP®作動表示灯･･･････････ 3-73、4-34

IG ON表示灯 ･･･････････････ 3-72、4-4
ISOFIX ････････････････････････ 3-32
ISOFIXアンカー ････････････････ 3-32
ISOFIX対応チャイルドシ－ト

固定専用金具･････････････････ 3-32

M（マニュアル)モード表示
･･････････････････ 3-77、3-82、4-19

R（リバース）ポジション
警告ブザー ･･････････････2-24、4-21

S（スポーツ）モードスイッチ･･････ 4-18
S（スポーツ）モード表示

･･････････････････ 3-77、3-83、4-18
SET表示灯 ･････････････････････ 3-73
SRSエアバッグ警告灯

･･････････････････ 3-42、3-61、3-67
SRSエアバッグシステム ････2-25、3-50

アームレスト（ひじ掛け）･････････ 5-56
アイドリングストップ時間 ･･･････ 4-46
アイドリングストップシステム ･･･ 4-36
アイドリングストップシステム

OFFスイッチ ･････････････････ 4-44
アイドリングストップシステム

OFF表示灯 ･･･････････････････ 3-74
アイドリングストップ節約燃料 ･･･ 4-46
アイドリングストップ表示灯 ･････ 3-73
アクセサリーソケット ･･･････････ 5-49
アシストグリップ ･･･････････････ 5-56
アルミホイール

タイヤ交換の準備 ･････････････ 7-15
タイヤチェーン ･･･････････････ 6-13

アンサーバック機能 ･･････････････ 3-9
アンテナ ･･･････････････････････ 5-11

イベントデータレコーダー
(EDR) ･･･････････････････････ 3-61

イモビライザ－警告灯 ･･･････3-71、4-3
イモビライザーシステム ･･････････ 4-3
インパネアッパーボックス ･･･････ 5-50
インパネトレー ･････････････････ 5-50

数字

A

C

E

I

M

さくいん
さくいん

R

S

ア

イ
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ウインドー
ウインドーロックスイッチ ･････ 3-19
後席ウインドー ･･･････････････ 3-20
バックウインドーガラスの

手入れ ･･････････････････････ 6-4
パワーウインドー ･････････････ 3-18
フロントウインドーガラスの

手入れ ･･････････････････････ 6-3
ウェアインジケーター ････････････ 6-5
ウォッシャー液 ･･････････6-8、8-2、8-7
ウォッシャースイッチ ･･･････････ 3-94
運転席に座って ･････････････････ 2-11

エアコン、ヒーター
オートエアコン ････････････････ 5-4
吹出し口 ･･････････････････････ 5-2

エコ運転表示機能 ･･･････････････ 4-46
エコクール ･････････････････････ 4-45
エコスコア ･････････････････････ 4-46
エコドライブ ･･･････････････････ 2-33
エコドライブインジケーター ･････ 3-73
エネチャージ ･･･････････････････ 4-45
エネルギーフローインジケーター

･････････････････････････････ 4-45
エンジンオイル

･･････････････2-32、2-33、3-70、8-1
エンジン回転計（タコメーター）･･･ 3-64
エンジン警告灯 ･････････････････ 3-69
エンジンスイッチ ････････････････ 4-2
エンジンスイッチ照明 ････････････ 4-5
エンジンスイッチもどし忘れ

警告ブザー ･･･････････････････ 4-12
エンジンのかけかた ･･････････････ 4-8
エンジンフード（ボンネット）･････ 5-44
エンジンブレーキ ･･･････････････ 2-16
エンジンルームをのぞいて ････････ 8-7
エンジンをかけるときは ･････････ 2-13
エンジンを止めるときは ･････････ 4-10
エンスト ･･･････････････････････ 7-36

オイル（エンジンオイル）
･･････････････ 2-32、2-33、3-70、8-1

オーディオ･････････････････････ 5-11
オートエアコン･･･････････････････5-4
オートマチック車

運転･････････････････････････ 4-23
セレクトレバー･･･････････････ 4-15

オートライトシステム･･･････････ 3-89
オートレベリング警告灯･････････ 3-69
オーバーヒート･････････････････ 7-34
お子さま用シートの

シートベルトによる固定･･･････ 3-43
お子さま用シートの選択について

･････････････････････････････ 3-44
お子さまを乗せるときは･･･････････2-7
オドメーター（積算距離計）

････････････････････････ 3-79、3-85

外気導入･････････････････････････5-7
外装のお手入れ･･･････････････････6-2
ガソリン（燃料）･････････････ 2-23、8-1
可倒式アシストグリップ･････････ 5-56
仮眠するときは･････････････････ 2-20
ガレージジャッキ･･･････････････ 7-18
冠水した場所･･･････････････････ 2-18
寒冷時の取扱い･･･････････････････6-8

キースイッチ（エンジンスイッチ）･･･4-2
キーナンバープレート･････････････3-2
キーレスエントリー･･･････････････3-8
キーレスプッシュスタート

システム･･･････････････････････4-4
キックダウン･･････････････ 4-21、4-24
キャップホルダー･･･････････････ 5-44
ギヤポジション表示････････ 3-77、3-82
給油･･････････････････2-22、5-43、8-1
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空気圧･･･････････････････････････8-6
区間距離計（トリップメーター）･･･ 3-77
くもり取り（デフロスター）･････････5-8
くもり取り（リヤデフォッガー）･･･ 3-97
クラッチスタートシステム･････････4-9
クリープ現象･･････････････ 2-24、4-20
クルーズコントロール･･･････････ 4-27

CRUISE表示灯 ･･････････ 3-73、4-28
スイッチ･････････････････････ 4-27
SET表示灯･･････････････ 3-73、4-28

車のお手入れ･････････････････････6-2
グローブボックス･･･････････････ 5-51

警告灯･････････････････････････ 1-10
警告灯・表示灯の見かた･･････････ 3-66
警告ブザー

R（リバース）ポジション
警告ブザー････････････ 2-24、4-21

エンジンスイッチもどし忘れ
警告ブザー･････････････････ 4-12

警告ブザーが鳴ったときは･････ 1-16
携帯リモコン検出範囲外

警告ブザー･････････････ 4-6、4-10
シートベルト警告ブザー･･･････ 3-38
パーキングブレーキ解除忘れ

警告ブザー･････････････････ 4-13
ハンドルロック未作動

警告ブザー･････････････････ 4-12
ライト消し忘れ警告ブザー･････ 3-90
リクエストスイッチ未作動

警告ブザー･････････････････ 3-13
携帯電話･･･････････････････････ 2-15
携帯リモコン･･･････････････････ 3-10
携帯リモコン車外持ち出し警告･････4-7
携帯リモコン電池消耗警告灯･････ 3-12
携帯リモコン閉じ込み防止機能･･･ 3-14
携帯リモコンの電池交換･･･････････6-6
警報装置･･･････････････････････ 3-15
けん引･････････････････････････ 7-36

光軸調整ダイヤル ･･･････････････ 3-92
後席シート ･････････････････････ 3-30
航続可能距離 ･･････････････3-77、3-85
故障したときは ･････････････････ 7-35
コンソールボックス ･････････････ 5-51

サービスデータ ･･････････････････ 8-1
サンバイザー ･･･････････････････ 5-46

シートアンダートレー ･･･････････ 5-54
シートバックポケット ･･･････････ 5-54
シートヒーター（運転席・助手席）･･ 3-29
シートベルト ･･･････････････････ 3-37
シートベルト可変フォース

リミッター ･･･････････････････ 3-42
シートベルト警告灯 ･････････････ 3-67
シートベルト警告ブザー ･････････ 3-38
シートベルトプリテンショナー ･･･ 3-41
事故が起きたときは ･････････････ 7-40
室内灯 ･････････････････････････ 5-47
シフトダウンの上限速度

マニュアル車 ･････････････････ 4-14
シフトロック ･･･････････････････ 4-16
ジャッキアップ
（タイヤチェーン）･････････････ 6-14

ジャッキアップ（パンクしたとき）･ 7-16
集中ドアロック
（パワードアロック）････････････ 3-6

充電警告灯 ･････････････････････ 3-71
樹脂部品などの手入れ ････････････ 6-4
出発の前に ･･････････････････････ 2-2
ジュニアシート ･････････････2-8、3-43
瞬間燃費 ･･････････････････3-77、3-84
ショッピングフック ･････････････ 5-55
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水温計 ･････････････････････････ 3-65
スタック（立ち往生）･････････････ 2-18
ステアリングオーディオ

スイッチ ･････････････････････ 5-41
ステータスインフォメーション

ランプ ･･･････････････････････ 3-64
スノーブレード ･･････････････････ 6-9
スピードメーター（速度計）･･･････ 3-64
スポーツ車がパンクしたときは ････ 7-3
スポーツ車のお子さま用シートの

選択について ･････････････････ 3-44
スポーツモードスイッチ ･････････ 4-18
スポーツモード表示 ･････････････ 4-18

積算アイドリングストップ時間 ･･･ 3-85
積算アイドリングストップ

節約燃料 ･････････････････････ 3-85
積算距離計（オドメーター）･･･････ 3-79
セキュリティアラーム ･･･････････ 3-15
セキュリティアラーム

インジケーター ･･･････････････ 3-18
セレクトレバー

操作 ･････････････････････････ 4-15
セレクトレバー位置表示 ･･･ 3-77、3-82
洗車 ････････････････････････････ 6-2
前照灯（ヘッドライト）･･･････3-89、8-5
前席シート ･････････････････････ 3-27
前席シートヒータースイッチ ･････ 3-29

走行中の注意 ･･･････････････････ 2-14
速度計（スピードメーター）･･･････ 3-64

タイマーロック機能 ･･････････････ 3-9
タイヤ

応急修理したあとは ･･･････････ 7-14
応急修理のしかた ･･････････････ 7-5

空気圧･････････････････････････8-6
交換したあとは･･･････････････ 7-21
交換するときは･････････････････6-5
交換の準備･･･････････････････ 7-15
チェーン･････････････････ 6-13、8-6
パンク応急修理セット･･･････････7-3
冬用タイヤ･･･････････････････ 6-11
ホイールのサイズ･･･････････････8-6
ローテーション･････････････6-5、8-4
輪止め･･･････････････････ 2-20、6-9

タコメーター（エンジン回転計）･･･ 3-64
立ち往生（スタック）･････････････ 2-18
暖機運転･･･････････････････････ 2-34

チェーン（タイヤチェーン）･･･ 6-13、8-6
チケットホルダー
（サンバイザー）･･･････････････ 5-46

チャイルドシート･･･････････ 2-8、3-43
チャイルドシ－ト固定専用金具･･･ 3-32
チャイルドプルーフ･･･････････････3-7
駐車するときは･･･････2-19、4-25、6-12

デアイサースイッチ･････････････ 3-98
停止表示板･････････････････････ 7-35
ディスチャージヘッドライト

･････････････････････････ 7-29、8-5
デフロスター･････････････････････5-8
テレスコピック＆チルト

ステアリング･････････････････ 3-27
電球

電球の交換（ランプ類）･････････ 7-29
電球の点検･･･････････････････ 7-28
ワット数（ランプ類）･････････････8-5

点検････････････････････ 2-2、8-1、8-2
電源が切り替わらないときは･･･････4-6
電源の切替え･････････････････････4-5
電池交換（携帯リモコン）･･･････････6-6
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ドア･････････････････････････････3-3
ドアの開閉･･･････････････････････3-2
ドアポケット･･･････････････････ 5-53
ドアミラー･････････････････････ 3-23
ドアミラー角度調節スイッチ･････ 3-23
ドアミラー格納スイッチ･････････ 3-23
ドアミラーヒータースイッチ･････ 3-26
ドアロック解除機能･･･････････････3-7
凍結防止剤･････････････････ 6-2、6-12
凍結路･････････････････････････ 6-11
時計（時計合わせ）･･･････････････ 5-17
登降坂変速制御･････････････････ 4-21
トラクションコントロール･･･････ 4-32
トランスミッション警告灯･･･････ 3-71
トリップメーター
（区間距離計）･････････････････ 3-85

トリップメーター（区間距離計）･･･ 3-77
ドリンクホルダー･･･････････････ 5-52

内気循環･････････････････････････5-7
内装のお手入れ･･･････････････････6-4
鉛バッテリー･････････････････････2-4

日常点検･････････････････････････2-2

燃費
瞬間燃費････････････････ 3-77、3-84
平均燃費････････････････ 3-77、3-84

燃料･･･････････････････････ 2-23、8-1
燃料給油口･････････････････････ 5-43
燃料計･････････････････････････ 3-65
燃料残量警告灯･････････････････ 3-68
燃料タンク容量･･･････････････････8-1

パーキングブレーキ
解除忘れ警告ブザー ･･･････････ 4-13
寒冷時の取扱い ･･･････････････ 6-12
操作 ･････････････････････････ 4-12
ブレーキ警告灯 ･･･････････････ 3-66

ハイドロプレーニング現象 ･･･････ 2-18
ハイマウントストップランプ ･･････ 8-5
はさみ込み防止機構 ･････････････ 3-20
発炎筒 ･････････････････････････ 7-35
バックウインドーガラスの

室内側の手入れ ････････････････ 6-4
バックミラー（ルームミラー）･････ 3-22
バッテリー

鉛バッテリー ･･････････････････ 2-4
バッテリーについて ････････････ 2-3
リチウムイオンバッテリー ･･････ 2-4

バッテリーあがり ･･･････････････ 7-21
パドルシフトスイッチ ･･･････････ 4-19
バニティーミラー
（サンバイザー）･･･････････････ 5-47

ハロゲンヘッドライト ････････････ 8-5
パワーウインドー ･･･････････････ 3-18
パワーステアリング警告灯 ･･･････ 3-70
パワードアロック ････････････････ 3-6
パンク

応急修理のしかた ･･････････････ 7-5
タイヤ交換 ･･･････････････････ 7-15

番号灯 ･････････････････････7-33、8-5
半ドア警告灯 ･･･････････････････ 3-71
ハンドルロックが

解除できないときは ････････････ 4-3
ハンドルロック未作動警告ブザー

･････････････････････････････ 4-12
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ヒーター（エアコン）
オートエアコン ････････････････ 5-4
吹出し口 ･･････････････････････ 5-2

非常点滅表示灯 ･･･････ 7-31、7-32、8-5
非常点滅表示灯スイッチ ･････････ 3-94
必読！ ･･････････････････････････ 2-2
ヒューズ切れ ･･･････････････････ 7-23
表示灯 ･････････････････････････ 1-10
日よけ（サンバイザー）･･･････････ 5-46
ヒルホールドコントロール ･･･････ 4-47

ブースターケーブル ･････････････ 7-21
フォグランプ ･･･････････････7-31、8-5
フォグランプスイッチ ･･･････････ 3-92
プッシュ表示灯 ･････････････････ 3-72
フットレスト ･･･････････････････ 5-55
フューエルキャップ ･････････････ 5-43
フューエルリッド ･･･････････････ 5-43
フルホイールキャップ（取付け）･･･ 7-21
フルホイールキャップ（取外し）･･･ 7-16
ブレーキ

ブレーキアシスト ･････････････ 4-32
ブレーキ液 ････････････････････ 8-2
ブレーキ警告灯 ･･･････････････ 3-66
ブレーキ倍力装置 ･･ 2-16、4-11、7-39

フロントシート ･････････････････ 3-27
フロントマップランプ ･･･････････ 5-49
フロントワイパー／ウォッシャー

スイッチ ･････････････････････ 3-94

平均燃費 ･････････････････ 3-77、3-84
ペースメーカー ･････････････････ 2-30
ヘッドライト（前照灯）

･･･････････････････ 3-89、7-30、8-5
ヘッドライト上向き（ハイビ－ム）

表示灯 ･･･････････････････････ 3-72
ヘッドレスト

後席 ･････････････････････････ 3-30

前席･････････････････････････ 3-29
ベビーシート･･････････2-8、3-43、3-55

ホイールキャップ（取付け）･･･････ 7-21
ホイールキャップ（取外し）･･･････ 7-16
ホイールサイズ･･･････････････････8-6
方向指示器･････････････････ 7-31、8-5
方向指示器スイッチ･････････････ 3-93
方向指示器表示灯･･･････････････ 3-72
ホーンスイッチ･････････････････ 3-96
ボンネット･････････････････････ 5-44

マニュアルモードの使いかた･････ 4-18
マルチインフォメーションディスプレイ

･････････････････････････････ 3-75
万一のとき･･･････････････････････7-1

ミラー
ドアミラー･･･････････････････ 3-23
バニティーミラー･････････････ 5-47
ルームミラー･････････････････ 3-22

メーター
警告灯・表示灯の見かた････････ 3-66
照明･････････････････････････ 3-65
マルチインフォメーション

ディスプレイ･･･････････････ 3-75
メーターの見かた･････････････ 3-63

メーターの明るさ調節･･･････････ 3-86

油圧警告灯･････････････････････ 3-70
雪道を走行するとき･････････････ 6-11
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横風が強いときは･･･････････････ 2-17

ライト消し忘れ警告ブザー･･･････ 3-90
ライトスイッチ･････････････････ 3-89
ライト点灯表示灯･･･････････････ 3-72
ラゲッジシェルフ （荷室カバー）･･ 5-58
ラゲッジボード･････････････････ 5-56
ラゲッジルームランプ･･･････････ 5-48
ラジエーターキャップ･･･････ 7-34、8-7
ランプ

室内灯･･･････････････････････ 5-47
電球の交換（ランプ類）･････････ 7-29
ハイマウントストップランプ

･････････････････････････････8-5
番号灯･･･････････････････ 7-33、8-5
非常点滅表示灯･･････3-94、7-31、8-5
フォグランプ････････3-92、7-31、8-5
フロントマップランプ･････････ 5-49
ヘッドライト････････3-89、7-30、8-5
方向指示器･･････････3-93、7-31、8-5
ラゲッジルームランプ･････････ 5-48
リヤコンビネーションランプ

･･･････････････････････ 7-33、8-5
ワット数、型式（ランプ類）････････8-5

リクエストスイッチ･････････････ 3-12
リクエストスイッチ未作動

警告ブザー･･･････････････････ 3-13
リクライニングレバー･･･････････ 3-28
リジッドラック･････････････････ 7-18
リチウムイオンバッテリー･････････2-4
リバース（R）ポジション警告ブザー

････････････････････････ 2-24、4-21
リモート格納ミラー･････････････ 3-24
リヤ（後席）シート･･･････････････ 3-30
リヤコンビネーションランプ

･････････････････････････ 7-33、8-5
リヤデフォッガースイッチ･･･････ 3-97

リヤワイパー/ウォッシャースイッチ
･････････････････････････････ 3-96

ルーフ ･････････････････････････ 5-59
ルーフアンテナ ･････････････････ 5-11
ルーフモールカバー ･････････････ 5-60
ルームミラー ･･･････････････････ 3-22
ルームランプ（室内灯）･･･････････ 5-47

冷却水（ラジエーター液）
オーバーヒート ･･･････････････ 7-34
寒冷時の取扱い ････････････････ 6-8
規定量 ････････････････････････ 8-2

レーンチェンジ機能 ･････････････ 3-94

ワイパー
寒冷時の取扱い ･･･････････6-9、6-12
ワイパースイッチ ･････････････ 3-95

ワックス ････････････････････････ 6-2
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